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安全にお使いいただくために

・注意事項を守って製品をご使用ください。

・このマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に保管してください。

このマニュアルでは､ 製品を安全にお使いい ただくための注意事 項を次 のように記載しています。

指示に従っていただけない場合、どの程度の影響があるヵ４
表しています。

恚警告 �　人が死亡または重傷を負う呵能性が想定されることを示します

－　-　　　 －　 －　-　 －　-　 －　 一

人が傷害を負う可能性が想定されること､および､物的批,りのみの発生か想定

されることを示します。
∠h注意

何に対する注意が必要ｶ４・表す記号です。
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破裂注意

感電のIlf能性が想定されること

を示します

－

けがを負う可能 性が 想定される

ことを示します，

一

鳥温による傷害 のlll能 性 が想定

されることを示しますI.

高温注意



この枠の中では、本機を
安全に使うための注 意
事項を説明しています。
必ずお読みください。

閉ボードを取り扱

安全に使うための説明は、絵でも
表示しています。

(S)
�
禁止

禁止事項を示します。

ｅ
�
電 源プ ラグを抜く

電源コードのプラグを抜くように
指示するものです。

き の 注 意
●●●●●●

血

● 増 殼ＲＡＭ ボード の取り付 け/取り外しを するときは､ 電 源コード

を抜 い てくだ さい 。　　　　　　　

ｅ

電源コードがＡｃコンセンＨこ接続されたまま､増設ＲＡＭ ボードの取り付け/取

り外しをすると｡感電の瞭因となります。

● 濡 れ た手 で 電 源コード を抜 き差しし ない でくだ さい 。

感電 の毒!因となります。

● 霞 が 鳴りだしたら､電 源コ ード に 触 れない でください 。

落冑による感電のおそれがあります。

∩ 本 機 の 使 用 直 後 は､ ハ ード デ ィ ス ク や ハ ード デ ィス ク の 周 辺 に 触 れ な い
で く だ さい 。

ハ ードデ ィスクが 熱くなっ ていますの で､r･ をふ れるとやけどをす るお それがあります｡ 榊

設ＲＡＭ ボードの取 り付け/取り外しは41 源をｏＦＦ にし たあと30 分 以 上 たってから 行

うことをお す すめします 。

※ このペ ージは説明用 のもので本文とは異なります。



恚警告

● 内蔵のサブバッテリは、絶対に口に入れないでください。

本機にはサブバッテリが内蔵されています。サブバッテ
ﾘ の内部には､人体に有害な物質が含まれています。万

一､口に入れたり飲み込んだ場合はすぐに吐き出し､う

がいをして､医師に相談してください。

サブバッテリは､廃棄するとき以外は取り外す必要はあ

りませんが､万一､間違って取り外してしまった場合に

も､上記の点に注意してください。

● サブ バッテリは 、短 絡( ショート) 防 止対 策 をしてください 。また 、他 の 電 池 と

混 ぜ ない でくだ さい 。

本機にはサブバッテリが内蔵されています。本機を廃棄するときにはサブバッテリを取り外

す必要がありますが､端子に絶縁テープを貼るなどの短絡(ショート)防止対策をせずに乾

電池など他の電池と混ぜると､化学反応がおこり､内部の液が漏れて皮膚などを痛めるこ

とがあります。

● リチ ウ ム バ ッテリは 、短 絡( ショート) 防 止 対 策 をしてください 。また、他 の 電

池 とまぜ ない でくだ さい 。

本機にはリチウムバッテリが内蔵されています。端子に絶縁テープを貼るなどの短絡(ショ

ート)防止対策をせずに乾電池など他の電池と混ぜると､化学反応がおこり､内部の液が漏

れて皮膚などを痛めることがあります。

● ひ ざ の 上 で 長 時 間 使 用 し な い で く だ さ い 。

使 用 中､ 本 機 底 面 が 熱 くな り､ 低 温 や け ど ※を 起 こ す 可

能 性 が あ りま す 。

※ 低温 やけどは､長 時 間に わたり一 定 個 所に発熱 体 が 触 れたまま

になっているときなどに 肌に紅 斑､ 水 泡などの症 状をおこ すやけ

ど のことです｡ 肌 の 弱い方 などは､ 特 にご 注 意ください 。

破裂注意

● バ ッテリパックは 、分 解しな い で ください 。

分解すると､破裂したり液もれしたりすることがあります。

● バッテリパックに は 強 い 衝 撃 を加 えない でくだ さい 。また、こ の

マ ニ ュア ル の 指 定 の 方 法 で 充 電し てくだ さい 。

衝撃を加えたり指定以外の方法で充電したりすると､発熱､ 発火､破裂､液も

れすることがありますＯ

● バッテリパ ックは 、火 の 中 に 入 れ ない でください 。

火の中に入れると､爆発したり､破裂したりすることがあります。

毒物注意

発火注意

毒物注意



ご 注 意

(1) 本書 の内容の一 部または全部を無断 転載することは禁じられています。

(2) 本書 の内容に関しては将来 予告なしに変 更することがあります。

(3) 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが､万一ご不 審な点や誤り､記載もれなど

お気づ きのことがありましたら､ご購入元､ 最寄りのBit-ＩＮＮ､ またはＮＥＣパソコンインフオメーシ

ョンセンターヘご 連絡ください 。

(4) 当社では､ 本装置の運用を理由とする損失､ 逸失利益 等の請求につきましては､(3) 項にかかわ

らずい かなる責 任も負い かねます ので､ 予めご了 承ください。

(5) 本装置は､医療機 器､原子力 設備や機器､ 航空宇宙機器､ 輸送設備 や機 器など､ 人命に関 わる設

備 や機 器､ および高度な信頼性を必 要とする設備 や機 器などへ の組み込 みや制御等の使用は

意図されておりませ ん。

これら設 備や機 器､制御システムなどに本装置を使用され､ 人身事故､ 財産 損害 などが生じても、

当社 はい かなる責 任も負いか ねます。

(6) 海外ＮＥＣでは､ 本製品 の保守･ 修理 対応をしておりませんので､ ご承知ください。

Mic ｒｏｓoft､MS､MS- Ｄ Ｏ Ｓ､ Ｗｉｎｄｏｗｓ､Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｎ Ｔは 米 国 Ｍｉｃｒｏｓoft Ｃｏｒpo ｒａtｉｏｎの 米 国

および その 他 の国 に お ける登 録 商 標 で す 。

Ｐｅｎｔｉｕｍ はlnt ｅｌ Ｃｏｒｐｏｒａtｉｏｎの 登 録 商 標 で す 。

ＴｒａｎＸｉtは Ｐｕｍａ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ， ｌｎｃ. の 商 標 で す 。

Ｈａｙｅｓは 米 国Ｈａｙｅｓ Ｍｉｃｒｏｃｏｍｐｕtｅｒ Ｐｒod ｕｃtsの 登 録 商 標 で す 。

ＯＳ/2 は 米 国ＩＢＭ Ｃｏｒｐｏｒａtｉｏｎの 商 標 で す 。

ＮＩＦＴＹ Ｍ ａｎａｇｅｒは､ ニ フティ㈱ の 商 標 で す 。

Bit Ｗ ａｒｅはＣｈｅｙｅｎｎｅ Ｓｏｆtｗａｒｅ， ｌｎｃ.の 登 録 商 標 で す 。

その 他､ 本 マ ニ ュアル に 記 載 され て い る会 社 名､ 商 品 名 は 各 社 の 商 標 または 登 録 商 標 で す 。

○ＮＥＣ Ｃｏrporａtion 1996

日本電気株式会社の許可なく複製･改変などを行うことはできません。

輸出する際の注意事項

本製品(ソフトウェアを含む)は日本国内仕様であり､外国の規格等には準拠しておりません。

本製品は日本国外で使用された場合､当社は一切責任を負いかねます。　また､当社は本製品

に関し海外での保守サービスおよび技術サポート等は行っておりません。



電波障害 自主規制について

この装置は､ 情 報処理装置等電波障害自主規制協議会(ＶＣＣＩ)の 基準に基づく第二種情報技術装置です。

この装置は､ 家 庭環境で使用することを目的としていますが､この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して

使用されると､受 信障害を引き起こすことがあります。　取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

漏洩電流自主規制について

この装置は､社団法人日本電子工業振興協会のパソコン業界基準(ＰＣ-11-1988) に適合しております。

瞬時電圧低下について

本装置は､ 社団 法人日本電 子工業振興協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対 策ガイドラ

インを満足しておりますO　 しかし､ ガ イドラインの基準を上回る瞬時電圧低下に対しては｡不 都合が生じるこ

とがあります。

レーザ安全基準について

この装置には､レーザに関する安全基準(JIS･Ｃ-6802､IEC825) クラス1適合のＣＤ-ＲＯＭドライブが搭載され

ていますO
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50

236 �

表 �変 更 �「 ﾊﾞｯﾃﾘ ﾊﾟｯｸ での 使用 時間」 の 表を以 下 のよう に 読み替 え てくだ さい 。

����使用時間* ����約1.0時間～1.1蒔商‾1

���*:ﾄﾗｲﾌﾞべｲにﾊﾞｯﾃﾘﾊﾟｯｸを増設した場合、使用時間は約２倍になります。

76 �６ 行目 � 追加

����������鴎鴇謡前轍搬
86

�詐a
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����������夥戸ヽ(四゛磁匹ッ
154 � 表 � 変更 ������INTO�INT1 ��

一

一

一

一 ��

�������INTO ��INT1 ��
一

一

一

一

����耕編敵 ���○*5*6 ������桐鰻鷹 �������●*5*6

����噴ｻｳﾝﾄﾞ趾， ���������隋ｻｳﾝﾄﾞ趾

����PCｶｰﾄﾞｽﾛｯﾄ��☆*9 � ☆ ������PCｶｰﾄﾞｽﾛｯﾄ*9 �������☆

����]ﾐﾕﾆｹｰｼﾖﾝ　　
ｽﾛｯﾄ ��○*8 �Ｏ ������ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ　ｽﾛｯﾄ ��

��(鼎���
○

154 �最 下 行 � 追加

����������゜涯脂滸ｍｍＪ
154

�川i
� 変更
�*9jﾄ岫゙賎萱IW? ぉ ゛c

���������本9:16 ゙ ｻﾄPCｶｰﾄﾞｻﾈ ゜-卜を　　 するPCｶｰ ﾄﾞ耶
隠
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154
�諸白

� 追加

����������*祀露顕節節l四
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�討冶

� 変更 �訪
ま
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155 ���誤）

�����よよノヅ
�����#0 �#1��#2�#3 �#4�#5 ���#6�#7

�����内蔵ﾌﾛﾂﾞﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ��������Ｏ
�����内蔵ｻｳﾝﾄﾞ機能 ������○
�����赤外線通信機能 ���������������○

���正）

�����ニﾄゾヅ
�����#0 �#1��#2�#3

�����内蔵ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ��������Ｏ
�����内蔵ｻｳﾝﾄﾞ機能 ������○



頁 � 行 �区 分 � 誤 ����� 正

158

161

162 �　

画 面　

画[flj

下の画 面 �

変更 �サウ ンド　　　　　　　 使用 するﾏｲｸ
ｒﾘﾕｰﾑ　　　　　　OFF16M

ﾊﾞｲﾄｼｽﾃﾑ 空 間　　　 使用す る

ﾊﾞｯﾃﾘﾘﾌﾚｯｼｭﾓｰ ﾄﾞ　　　 設定し ない �����

サウ ンド　　　　　　　BIOS を 切り離 すﾏｲｸﾈ

゛ﾘﾕｰﾑ　　　　　　OFFMIDI

の割 り込 み　　　　 使 用し ない16M

ﾊﾞｲﾄｼｽﾃﾑ 空間　　　 使 用する

ﾊﾞｯﾃﾘﾘﾌﾚｯｼｭﾓｰ ﾄ ’゙　　　 設定 しな い

162

163

233 �

上の画面

画 面1

つ目 のｶｺﾐ

内 �

変 更 �98NOTEﾒﾆｭｰ の項 目と 既定 値を以 下 のよう に読み 替え てく ださい 。

－ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　 －･- 一 一
���ii･ノ � 到l ・--

����｜サウンド｜　　　　　　　使用する�������BIOSを切り離す ����使 用し ない

����ﾏｲｸｒﾘｭｰﾑ ���ＯＦＦ ��ＯＮ （ﾚ ﾍﾞﾙ5/8 ）

����16Mﾊﾞｲﾄｼｽiﾑ空間　　　　|使用する|　切り離す

ﾊﾞｯﾃﾘﾘﾌﾚｯｼｭﾓｰ ﾄﾞ　　　　 設定し ない ［ 庫歪 ‾Eja て‾］

終了

����麟?:Ｌ判炎諒認に貼じや離疆認ね
���Jゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　匡･jし-･～���｜「ｊ � 累4jlr ら･l 〃

����｜サウンド� 使用する　　ぽ10燧 ‾切万‾ij刊　 使用しない

����ﾏｲｸｒﾘｭｰﾑ ���ＯＦＦ ��ＯＮ （ﾚ ﾍﾞﾙ5/8 ）

����MIDIの割り込み　　　　　使用する　｜使用しない｜
����16Mﾊﾞｲﾄｼｽﾃﾑ空間 ���使 用する ���切り離す

����ﾊﾞｯﾃﾘﾘﾌﾚｯｼｭﾓｰﾄﾞ　　　　設定しない　|設定しない｜

終 了

����騎侑･づ聯H���殷騎いこ紆7讃 詣殼い

163 �下から

４行目 �
追加 ������●MIDIの割り込み　

本機にMIDI機器を接続して使用すると

きに｛使用する｝に設定します。　　

「サウンド」が｛使用しない｝になっ

ているときには設定できません。

167 �画面 �変 更 ���誤）液晶ｒｨｽﾌﾟﾚｲ自動停止　　

内 蔵固定 ﾃﾞｨｽｸ 自 動停 止　　

Ｃ ＰＵ 自動停 止 ���

設定 する（ 約11 分） ������設定しない

設定しない������設定する（約３分）

������使用する���切り離す
���正）液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ自動停止　　　設定する（約11分）　　

内 蔵固定 ﾃﾞｨｽｸ 自 動停 止　　 設定 する（ 約３ 分） �����

�����設定しない

�������������設定しない

���ＣＰＵ自動停止　　　　　　設定する �������設定しない

170

233 �　

画 面

下 から2

番 目のｶｺﾐ

内 �

変 更 ���誤）　赤外線通信機能 ���使用す る ���使 用しない

���　　　モデム　　　　　　　　　使用する

正 ）　赤 外 線通信 機能　　　　　 使用 する �����

��使用しない

����������使用しない

���モデム ���使用する ���使用しない

171 �下から

６ 行目 �

変 更 �モデムを使うかどうかを設定します。モ

デムを使うときには、｛使用する｝に設
定してください。PC-9821Nr15/S10では、

別売のFAXﾓﾃﾞﾑﾈ゙ -卜（PC-9821NR-B05）を

取り付けた場合のみ設定できます。 �����PC-9821Nr15/S14F

では｛使用する｝に設

定されています。 PC-9821Nr15/S10では、

別売のFAXﾓﾃﾞﾑｒ-卜（PC-9821NR-B05）を

取り付けると自動的に｛使用する｝に設

定されます。

Ｙ44 ０ ２ ０



正誤表

Ｐ Ｃ－ ９８ ２ １Ｎ ｒ １５ 「 ス テ ッ プ アップ ガイ ド」 1 ９ ９６ 年 １１ 月

頁 � 行 �区分 � 誤 � 正

56 �1行 目 �変更 �７町 悶悶瑠 に 謡t 。

雫 ご

｀　　　　　゙｀ﾘ　　　彰ぐ 言 濯 �

７ 図の矢印の部分に指をかけて　

バッテリバヅクを取り出します。　

回　　　

j

l

自Ai゛

56 �5行 目 �変更 �９曹言jj;.yﾘ ﾊﾟｯｸを本機に取

ぷ �

９ 新し い バ ッテ リ パ ッ クを 本機 に取　

り 付け ます。　　

ヴ　　

謳　　　

尚歪J

150 �最 下 行 � 追 加 ��８ Ｐ Ｃ －９ ８２ １ Ｎｒ １ ５／ Ｓ １０　

では 、Ａ の カ バー を は ずし た 後、　

Ｂ の カバー も取 り 外 し ます 。　

（ Ｂ の カバ ーは コ ミュ ニ ケー ショ

ン スロ ット に何 も 取 り 付け ない 場

合に 使 用し ま すの で 大 切 に保管 し　

て くだ さい ）　　　

．／　 ょ
４　

縦

し　　　　

にﾎﾞﾆで



頁 � 行 � 区 分 � 誤 ��� 正

70 �下 から

５ 行目 �

変更 �ここ をｸﾘｯｸ し て口 に する と、Windows 上

での 設定の 有 効/無 効が 表示 さ れる ���

ここ をｸﾘｯｸ し て口 にすると 、Windows 上

での 設定 が無 効になる

71 �６ 行 目 � 変更 �Windows上でﾊｲ ﾊﾞﾈｰｼｮﾝ 機 能を 無 効にす る ���Wjndows上でﾊｲ ﾊﾞﾈｰｼｮﾝ 機能 を有 効にする

83 �13行 目 � 変更 �・FAXﾓ ﾃﾞﾑ ﾎﾞｰﾄﾞ を使 って の通 信中 には 、

ｻｽ ﾍﾟﾝ ﾄﾞ／ﾚｼｭｰﾑ の機 能の 動作 は 保証

さ れませ ん。 ���

・FAXﾓｒﾑ ﾎﾞ-卜 を使 っての 通信中 には 、

ｻｽ ﾍﾟﾝ ﾄﾞ／ﾚｼﾕｰﾑ の機 能お よ び川ﾊﾞﾈｰｼ　ﾖﾝ

機能 の動作 は保証 され ません。

85 �12行目 � 追加 ����（ 注意）98NOTEﾒﾆｭｰ の「 動作 環境の 設定」

の 「ｻｳﾝ ﾄﾞ」 を｛ 使用しな い｝ に　

する と、 留守番電 話 機能やｽ ﾋﾟｰｶﾈ　　

ﾝ機能は 使用 でき ませんo

85 �下 から10

行目 �

追加 ����（ 参考）付属 のソフ ト「BitWare 」 を使 用　

し てFAX 情報ｻｰ ﾋﾞｽ を利 用する 場 合

、 市販の二 股の中 継ｱ ﾀﾞﾌﾟタと 電話

機が 必要 となり ます。

236 �上 の表

内 �

変更 ���誤）�重 量 �約3.4kg （本 体に ﾊﾞ
ﾂﾞﾃﾘﾊﾟｯｸ 取り 付け 時）

���正）�重 量 �約3.6kg （本 体に ﾊﾞｯﾃﾘ ﾊﾟｯｸ 取り 付け 時）

Ｙ44 ０25



Ｐ Ｃ －9821N ｒ １５

ハイバネーション機能使用上の注意

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５でハイバネーション機能を使うときには、ハイバネーションの設定のあと

「ＥＸＩＴ」と入力してＥｎｔｅｒキーを押し、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５を再起動してください。

ビデオ出力機能の利用について

本機のビデオ出力端子を利用したビデオ出力機能は、本機にインストールされているＷｉｎｄ

ｏｗｓ９５でのみ使用できます。

表示方法の切り替えについて

タスクバーの［画面出力切替］アイコンをクリックしても「ディスプレイ出力」や「テレビ出

力」を選択できない場合には、次の操作を行ってから再度選択しなおしてください。

①タスクバーの［画面出力切替］アイコンを右クリックします。

②［プロパティ］をクリックします。

③［使用する］をクリックして［ＯＫ］ボタンをクリックします。

ＰＣ－9821N ｒ１５／Ｓ１４Ｆ

ス ピ ー カ ホ ン 機 能 利 用 上 の 注 意

本機のスピーカホン機能をご使用の際。回線の接続場所や状態により内蔵スピーカからの音量

が小さくなることがあります。

その場合は、ヘッドホンやイヤホンでのご使用をお勧めします。

Ｙ44 ０32





このマニュアルは、本機の基本的な操作方法を習得さ

れた方のために、より詳しい使用方法を説明していま

す。

本機固有の機能や機器の拡張方法について詳しく説

明していますので、必要に応じてご利用ください。

1996 年11 月　初 版



VI

このマニュアルの構成
このマニュアルは次のような構成になっています。

一

義

4a

aal　

各 部 の 名 称 と 役 割

●●●●●●●●v14ﾐjiﾙj4と肖jM;●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

本機の各部の名称や役割､操作方法について説明していま

す。

｡……

綴
巌

4
ぼa;　

本 機 の 機 能 を 知 る

●●● ● ●● ●● が帛凛丿沸湊斬う●● ●● ● ●● ●● ● ●● ●● ●● ● ●● ●● ●● ● ●● ●● ●● ● ●● ●● ● ●● ●● ●● ●

本機で使用できる各種の機能について説明しています。

……い

綴
巍

《j
§4jj4　

本 機 の 機 能 を 拡 張 す る

●●・・・・・・ 蔵iU11EIWU4Si●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
卜尚 尚

別売の 周辺機器の接続方 法や設定方法を説明しています。

巌
巍

難 謳4　

シ ス テ ム の 設 定 を 変 更 す る

●●●●●●●●●:喉W¶ 皐ｙ ゛●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

システムの設定を変 更する方 法について説明しています。

幽

節

。

灘 朧 朧F　　　 ゛

゜゛゜゜゛゛゛゛ 喘゙jW 裏湊芦゛●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・ ●
I '｡丿9･憬丿

Windo ｗｓ 95でＭＳ-ＤＯＳモードを使用するときの注意や、

本機のお手入れ､廃棄方 法などについて説明しています。

また､用語集 や索引､機能仕様などを収録しています。



■ Ｗ ｉｎｄＯ Ｗ Ｓ ９５を 使 用 さ れ る 方 へ

次の情報については､本機に添付されている次のマニュアルをご覧ください

・Ｗｉｎｄｏｗｓ 95の基本操作について知りたい

『かんたんスタートガイド』

『Ｍｉｃrｏｓoft Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 ファーストステップガイド』

・インターネットを使いたい

｢インターネットスタートガイド｣(ＰＣ-9821N｢15/ Ｓ１４Ｆ｣

『アプリケーション操作ガイド』(ＰＣ-9821N｢15/S10｣

・Ｗｉｎｄｏｗｓ 95以外のＯＳを使いたい

『再セットアップガイド』

・システムを再セットアップしたい

「再セットアップガイド｣

・アプリケーションソフトを使いたい

｢アプリケーション操作ガイド｣

・困ったときの解決方法

｢困ったときにお読みください｣

■ Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ と Ｗ ｉｎｄ Ｏ Ｗ Ｓ ３ ．１を 使 用 さ れ る 方 へ

このマニュアルに記載されているマニュアルのうち､ＭＳ-ＤＯＳ､Ｗｉｎｄｏｗｓ ３．１､プラ

グ＆プレイサポートソフトウェアのマニュアルは､ 購入時には添付されていません。

MS- ＤＯＳ ６.2とＷｉｎｄｏｗs 3.1 を選択 された方は､｢ Ｍｉｃｒｏｓoft Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1を使

用される方 へ｣をご覧になり､ＭＳ-ＤＯＳとＷｉｎｄｏｗs 3.1 のマニュアルを入手してくだ

さい。

このマニュアル の本文 中の･ml･pm ヽfFIと表 記されている部 分はＷｉｎｄｏｗs 95 をお使

い の方のための説 明で すので､ この部 分の内容 につ いてはＭ Ｓ-ＤＯＳとＷｉｎｄｏｗｓ

3.1 のマニュアルをご 覧ください。

■ リセ ット に つ い て

本機にはリセットスイッチはありません。

ソフトウェアを使用中にﾘｾｯﾄ 指示､リセットメッセージ表示があり､リセット操作が必要な

場合は､電源ス不ッチで一度電源をＯＦＦにしたあと､再度電源ス不ッチで電源をＯＮに

してください。

畠 ●ＶII



醤 寸嘸ＶIII

このマニュアルの表記について

このマニュアルで使用している記号には､次のような意味があります。

してはいけないことや､注 意してい ただきたいことを説明していま

す。場合によっては､ 本機 が故障したり､本機で 使用しているソフ

トウェアや､ お客様が作成されたデータが壊 れたりする可能性もあ

ります。

図

屁念|

ｌii

参考にしていただきたいことを説明しています。

本文 中に出てくる用語の説明や､知っておくとよいことなどを説明

してい ます。

参照 ペ ージを表しています。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95をお使いの方のための説明です。ＭＳ-ＤＯＳ ６.2と

Ｗｉｎｄｏｗs 3.1 をお使いの場 合は､ＭＳ-ＤＯＳとＷｉｎｄｏｗs 3.1

のマ ニュアルをご 覧ください 。マニュアル の入 手方 法につ い て

は､｢ Ｍｉｃｒｏｓoft Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 を使用される方 へ｣をご覧くだ

さい。

このマニュアルで使用している表記には､次のような意味があります。

本機

ＶＶｉｎｄｏ ｗ ｓ

ＭＳ-ＤＯＳ

[ＸＸＸ]

〔図

次 の2 モ デ ル を総 称して い ます 。

ＰＣ-9821N ｒ15/ Ｓ１４Ｆ

ＰＣ-9821N ｒ15/S10

Mic ｒｏｓoftｏ Ｗｉｎｄｏｗs 。95 とＭｉｃｒｏsoft ｏＷｉｎｄｏｗs 。3.1 の

両 方 を指し ます 。

Ｍ Ｓ-Ｄ ＯＳ。全 般 を指 します・

特 に 必 要 な場 合 は､ バ ージョン 名を 記 載し ます 。

［　 ］で 囲 ん で ある文 字 は､ 画 面 に表 示 されるダイアログ ボックス、

ボタンなど の 名 前 を表し てい ます 。　例 ：［ＯＫ ］ボタン

キ ーボ ードの キーは､ 枠 で 囲 ん で 表 記し てい ます 。



記載されているアプリケーションソフトなどの正式名称は、以下のとおりです。

本文中の表記 正式名称

Windo ｗｓ 95　　　　　Mic ｒｏｓoftｏＩＶｉｎｄｏｗｓ。95 0pe ｒａtｉｎｇ Ｓｙｓtｅｍ

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1　　　　Mic ｒｏｓoft．IVindo ｗｓ
⑤3.1

Windo ｗｓ ＮＴ ３.51　Mic ｒｏｓoft
⑧
Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｎ Ｔ

ｏ
Ｗｏｒｋｓtａtｉｏｎ Ｏｐｅｒａting

Sｙｓtelll Veｒｓio11 3.51 お よびMicl ｏ゙ｓoftｏ Ｗｉｎｄｏ` ″ｓＮＴ。

Ｓｅｒｖｅｒ Ｏｐｅｒａting S ｙｓtｅｍ Ｖｅｒsion 3.51

N ｅtｓｃａpｅ N ｅtｓｃａｐｅ Ｎ ａｖｉｇａt ｏｒ Ｖ ｅｒ2.02[ ＪＡ]

本文中で使われている用語で､わからない用語が出てきた場合は､｢付録｣の｢パソコン用語集｣を

ご覧ください。

※本文中の画面は､実際の画面と異なることがあります。

IＸ



Ｘ

一

一

一

● ● ● ● ● ● ● ●

安全にお使いいただくために

はじめに
この マニュア ル VI

VIII

１
　

２
　

２
　

４

１
　

１
　

１
　

１

15

16

16

16

17

18

19

30

31

３
　

４
　

４

３
　

３
　

３

５
　

０

１

３
　

４

４

このマニュアルの表記について

各部の名称と役割

各部の名称と役割一覧 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ２

動作表示用ＬＥＤ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ フ

ステ ータ スインジ ケ ータ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ８

キ ーボ ー

日 本 語 入 力 に つ い て111 Ⅲ21 ヱ£■ji
】
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

キ ー ボ ー ド の 設 定 を 変 更 す る1U Ⅲ£皿こElEjl
】
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●98

ス ラ イ ド パ ッ ド‥
‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥

98 ス ラ イ ド パ ッ ド の し く み ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥

98スライドパッドを使用するときの

クリックボタンの

タップ＆ドラッグ

98 スライドパッドの環境を設定す るｌ匯ｎ召請R重Eji】‥‥ ，‥‥‥‥‥‥・　21

フ ロ ッピ ーデ ィ ス クド ラ イブ‥
‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥22　　

フロッピ ーディ スクを取り扱うときの注意 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22　　

フロッピ ーディ スクドラ イブ‥ ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥23　　

フロッピ ーディ スクを入 れる/出す ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25　　

フロッピ ーディ スクをフ ォーマ ット( 初期化) する11町T顎TrFI ‥‥‥ ２７

フロッピ ーディ スクの内容を保護す る ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２８

ハードディスクを取り扱うときの注意 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥30

ハ ードデ ィスクについ

ＣＤ-Ｒ

画 面

ハ ー ド
デ ィ ス ク の メ ン テ ナ ン ス1 ｕⅢ1a:z£■11

】 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　32

ハ ードデ ィスクのバッ クアッ

ＣＤ-ＲＯＭを取り 扱うときの

ＣＤ-ＲＯＭをセットする/取

ＣＤ-ＲＯＭドラ イブ を取り 扱うときの注意 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥35

ＣＤ-ＲＯＭを利用するときの



● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

表示できる解像度と表 41
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９
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２
　

３
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８
　

８
　

８
　

８

Ｘ

２
　
６
　
６

９
　
９
　
９

解像度と表示色を変更 する･･,･ｒ ｔrｌ ﾄﾞ1‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

密度変換ユ ーテ ィリテ ィを使用 する|'lmTi【117FIFI‥‥‥‥‥‥‥‥‥

表示方法を切り替 える ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４6

バッテリパックを取り扱うときの注意 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥47

バッテリパックを取り付けて充電する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥47

バッテリパックで本機を

サスペンド／レジューム

バッテリ パックを交換 する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥55

本機の機能を知る
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サスペンド／レジューム

サスペンド／レジュームするときの注意 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

省電

ハイバネーショ

ハイバネーション機能を

ハイバネーション

ハイバネーション機能を使うときの

ハイバネーション機能を

9８ＮＯＴＥメニュー／９８ＮＯＴＥメニュ ーユ ーティリティで

設定できる

H ｉｂｅ ｍａtｉｏｎ設 定 ユ ー テ ィ リ テ ィ で 設 定 で き る 機 能 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ７３

Ｗｉｎｄｏｗｓで 設 定 で き る 機 能1M Ⅲ吏lyFljl
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　

７3

パ スワードを設定していると きの電源のＯＮ(Ｗｉｎｄｏｗｓ 95および

パスワードを設定しているときのレジューム ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

赤外線通信

本 機 の 機 能 を 拡 張 す る

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

接続できる周辺機器について

別売の周辺機器につい

周辺機器の取り付け/取り外しの
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増設

増設ＲＡＭボード を取り扱うとき

増やしたメモI，

増設ＲＡＭボードを取り付ける/取り外す ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

PＣカードについて ‥‥‥‥

ＰＣカードを取り扱うときの

PＣカードを使う前

ＰＣ カ ー ド サ ポ ー ト の 設 定 を す る1M ⅢtａtF・ ｾ】゙ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　112　

PC カ ー ド サ ポ ー ト の 設 定 を 変 更 す る1 ｕⅢ亜RI■堡】 ●●●●●●●●●●●●●●●●　118

ド ラ イ ブ ベ イ を 活 用 す る
‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥119

取り付けられる

ドライブベイに機器を取

いろいろな入力装置を使う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

MIDI対応機器とジョイスティックを使う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥125　　MIDI

対応機器およびジョイスティックの接続‥‥‥‥‥‥‥‥‥125　　

ジョイスティックの設定を変更する‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥126

サウンド

ヘ ツ

本機のサウンド

外部オーディオ

マイクロ ホンを使う ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

プ リ ン タ の 設 定 を す る1y Ｈｎ吏17FI￥】
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　

１３８

Ｃ ＲＴ デ ィ ス プ レ イ を 使 う
‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥1

４1

C ＲＴデ ィスプレ イを

テレビを

cＲＴディスプレイに合わせて本機を設定する|･,･ｒ 吻1j ‥‥‥‥‥1 ４3

CＲＴディスプレイの種類と

テレビを

設 定の

コミュニケーションスロットを活用する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

接続できる機器の

コミュニケーションスロットに機器を取り付ける‥‥‥‥‥‥‥

シリアルコネクタに通信機器を接続する‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

割り込みレベル･ＤＭＡチャネル･ＲＯＭアドレス空間 ‥‥‥‥‥‥
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9８ＮＯＴＥメニュ ーで

各メニ ュー

各メニ ュー

日本語

ＣＤ-

本機の

158
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161

162

幽幽●ＸIII

9８ＮＯＴＥメニ ュ ー を

９８ＮＯＴＥメニ ュ ー を

9８ＮＯＴＥメニ ューを 終了 する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

9８ＮＯＴＥメニュ ーユ ーティリティで設定する ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ １７９

９８ＮＯＴＥメニューユーティリティを起動する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥179　　98NOTE

メニューユーティリティを終了する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥180

181

188

200

202

206

208
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223

229

231

233

234

235

237

メ モ リ ス イ ッ チ(98 環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ テ ィ)
‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥183　　

メ モ リ ス イ ッ チ を 変 更 す る 前 に
‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥183　　

メ モ リ ス イ ッ チ を 変 更 す る|'1'mTiriｗFFFI
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　18
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Windo ｗｓ 95でＭＳ-ＤＯＳモ ード を利 用する|工皿Lｔｎ！:.r_|… … ……188

ＭＳ-ＤＯＳモ ード を

ＤＯＳ環境設定ユーティリティ ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １９０

ＵＳＫＣＧＭコマンド ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １９３

ＡＶＧＤＲＶコマンド 、ＡＶＳＤＲＶコマンド ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥198

本機の廃棄方法につい

コ マ ン ド の

AＴコ マ ン

バッテリパックの廃棄について

サブバッテリの廃棄につい

AＴコマンド(電話回線接

索g

9８ＮＯＴＥメ ニ ュ ー

9８ＮＯＴＥメ ニ ュ ーユ ー テ イ|，

FＡＸモデ ムボー
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各部の名称と役割について説明しています。

●各部の名称と役割一覧

●動作表示用ＬＥＤ

●ステータスインジケータ

●ドライブベイ

●キーボード

●９８スライドパッド

●フロッピーディスクドライブ

●ハードディスク

●ＣＤ-ＲＯＭドライブ

●画面表示

●バッテリ
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２

称と役割一覧

ここでは､本機の各部の名称とその役割について説明しています。各部の取り扱い方

法や詳しい操作方法については､各項目にある参照ページをご覧ください。

TFT カラー液晶ディスプレイ

動作 表 示 用ＬＥＤ:|「 ¬ ＠( ＣｙＰ.7)　

電 源とバッテリの状態を表 す

ランプ です。

スピ ーカ(ＣｙＰ.128)　

音声を出力します。

キーボード(CｔＰ.12)

98 スライドパッド(C
ｙＰ.16)

クリックボタン

ド ライブ ベ イ(CｙＰ.11)

マ イクロ ホン( 内蔵): 夕(C7･Ｐ.128)　

音声などを録音するために使います。

モ ン ユフ ーン ヤック

(ＰＣ-9821N｢15/S14F の み｣

電 話回線を接続します。

増 設 用 スロット( 内 部)

キーボードを手 前に開けると､ 別 売の増 設

ＲＡＭ ボードを取り付けるコネクタがあります。

赤 外 線 通 信 ポ ート(C ｙＰ.87)

赤 外線による信号の送受信を行う部分です



輝度調節つまみ:奈

こ 潜 ス ヅ エ コ 簿

にスライドさせると暗くなります。

ステータスインジケ ータ(ＣｙＰ.8)

サ ス ベ ンド ス イ ッチ: ｊ)(C ｙＰ.58)　

サスペンド/レジューム機能を利用するときに

使います。

各部のJUlljl??1

電 源 ス イッ チ: ①

本機 の電源をＯＮ/ＯＦＦにするス不ッチです。

スピ ーカ(ＣｙＰ.128)　

音声を出力します。

｜ 「l:｣ 黒 万言 霧

を接続するコネクタです。

l 念ZI

ビデ オ出力端子: 口 しP. １４７）

市販のビデオケーブルを接続する

ための端子です。
空 冷 用 フ ァン

内 部の熱を外部に逃がすためのファンです。

盗 難 防 止 用 ロ ック: 面

市販の盗難防止用ヶ－ブル(Ｋｅｎｓｉｎｇtｏｎ社製)

などを接続 することができます。

盗難防止用ロック

盗難防止用ロックは､Ｋｅｎsｉｎｇtｏｎ社製のマイクロセーバーセキュリティシステムに対応し ています。

日本国内総販売代理店の連絡先は､ 以 下のとおりです。

日本ポラロイド株式会社　 電子映像事業部

〒105　 東 京都港区虎ノ門3 丁目2 番2 号　 第30 森ビ ル

Tel: 03-3438-8879　Fcl ｘ:03-5473-1630

：

回

］Ｉ
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部
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割
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４

フロッピ ーデ ィスクドラ イブ 用 コネクタ: 凹( 口Ｐ.23)　

フロッピーディスクドライブを接続するコネクタです。

プ リン タ 用 コ ネ クタ: 昌( ＣｙＰ.137)　

プリンタを接続するためのコネクタです。

マ ウ ス 用 コ ネ ク タ: 白(CｙＰ.122)

別売 のマウスや サムマウスを接続するコネクタです。

キ ー ボ ード 用 コ ネ クタ: 匡!/ 回( ＣｙP.123)

別 売 のキーボード､テンキーボードを接続するコネクタです



マ イ クロ ホ ン 端 子( モ ノラ ル) ： 夕( ＣｙＰ.133)

市販 のマイクロホンを接続するためのミニジャック端子です

オ ーデ ィオ 入 力 端 子( ス テ レ オ):e4(c ｙＰ.131)

市 販 のオーディオ機器などから､音 声信号( ステレオ)を 本機に

入力するためのミニジヤツク端子です。

各部のJIEIS2?:

オ ーデ ィオ 出 力 端 子( ス テ レ オ): 中令(C ｙＰ.131)　

市販のオーディオ機器などに､音 声信号( ステレオ)を出力

するためのミニジャック端子です。

ツドホン端子( ステレオ): ○(CｙＰ.135)

スピ ーカ 音 量 調 節 つ まみ:（1･（ＣｙＰ.128 ）

内蔵スピーカの音量を調節するつまみです。

５

各
部
の
名
称
と
役
割

市販のステレオミニプラグ付きのヘッドホンを接続するため

のミニジャック端子で す。

P Ｃ カ ード イ ジ ェ クト ボ タ ン(C ｙＰ.110)

差し込んだＰＣカードを取り出すためのボタンです。

PＣ カ ード スロ ット(Ｊ Ｐ.109)

別売 のＰＣカードを使うためのスロットです。 上がスロット1､下 がスロットOで す。

‘図　 ・Ｗｉｎｄｏｗｓ 95では､上がソケット2.下がソケット1と表示されます。

・スロットOはＺＶポート/Ｃａrd Bｕｓ対応のスロットです。

二 言]

モデムやイメージスキャナなどの周辺機器
を接続するコネクタです。

ＣＲＴコネクタ:回(ＣｙＰ.141)

アナログＲＧＢ入力対応のＣＲＴディスプレイ
を接続するコネクタです。



６

相知

ツ メ

キーボードの角度を変えるときに立てて

使います｡ツメを立てて使用するときは

必ず両方とも立てて使ってください。

ロ　ロ　　　　　 ロ　ロ

E ≡i

プベイアシロック:[j`

ドライブ ベイに取り付けられている機

器を取り外すときに､ スライドさせます。

バッテリスロット(CｙＰ.48)

添 付 のバッテリパックを取り付けます。

ド ラ イブ ベ イ イジ ェ クトレ バ ー:１

(CｙＰ.121)

ドライブベイに取り付けられている機器を取

り外すときに､ スライドさせます。

コミュ ニ ケ ーション スロ ット( 内 部)(C ｙＰ.150)　

ＰＣ-9821N ｒ15/S14F で はＦＡＸモデムボードが内蔵

されています｡また､ 別売のボードを取り付けることがで

きます。

ハ ニド デ ィス ク スロ ヅト

ハードディスクが内蔵されてい ますO



qﾐi 尚尚4K; Ｌ

ＥＤ
謳慰頭1自朧朧

ここでは､動作表示用ＬＥＤのランプについて説明しています。

■ 動 作 表 示 用 ＬＥ Ｄ の 意 味

動作表示用ＬＥＤは､電源とバッテリの状態を表すランプです。電源のＯＮ/ＯＦＦの状

態や､バッテリパックの充電 が十分できているかどうか確認することができます。

表示 � 意味

消灯 �電源がＯＦＦになっている､またはサスペンド中

緑 �電源がＯＮになっている(AC

アダプタを接続しているか､バッテリで使用できる状態)

オレンジ �バッテリパックの容量がなくなりかけている

黄色 �バッテリ充電中

緑と黄色の交互点灯 �バッテリリフレッシュ要求( 本機電源ＯＮ時)

黄色の点滅 �バッテリリフレッシュ要求( 本機電源OFF またはサスペンド時)

・
・
Ｓ
ｌ
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イッジケータ

ここでは､ ステータスインジケータに表示されるマークについ て説明しています。

① バッテリ残 量表示( バッテリスロット)

②サスベンド表示

⑤キーロック表示

① バ ッ テ リ 残 量 表 示

本機 にバッテリパックを取り付けているとき､バッテリパックの残量 が表示されます。 左

側はバッテリスロットのバッテリパック､右側はドライブ ベイに別売 のバッテリパックを取り

付けた場 合の残量を示しています。バッテリパックが本機 に取り付けられていないとき

は表示されません。

表示 � バッテリの状態

{1召
�約100 ～76 ％の バ

ッテリ残量がある

{ﾆﾆ弓
�
約75 ～51 ％の バッテリ残量がある

仁Ｅ
�約50 ～26 ％の

バッテリ残量がある

{二コ
�
約25 ～5％のバッテリ残量がある

⊂a=u �
バッテリ残量5 ％未満

こ: 枠点灯 �バッテリ残量なし

CIﾆﾆll
�バッテリの残量が正しく認識されていない(

完 全に充電されると､正しく残量表示が行われる)

4' 惣 し: 枠 点 滅　?-

〒一吸 �
バッテリリフレッシュ要求(CyP.54)

何も表示されない �バッテリパックが取り付けられていない

図
・ バッテリパックが､取り付けられているときでも､ＡＣアダプタを接続せずに

電源をＯＦＦにしているときには､バッテリ残量は表示されません。

・ 購入直後や本機を長期間放置しておいた場合､ＡＣアダプタを接続しても

しばらくの間バッテリ残量が表示されない場合があります。

・ サスペンド状態のときにはＡＣアダプタが接続されていなくても､バッテリ残

量が表示されます。

８



② サ ス ペ ン ド 表 示

サスペンド(データの保持)の状態を表示します(ＣｙＰ.58)。

ｽテータJI

∃S?ﾓ?2

表示 � サスペンドの状態

表示されない � サスペンドされていない。

夕lj 〉 � サスベンドされている。

ﾓ柘
・ サスペンド 表示 が点 灯しているときには､ 電 源スイッチをスライドさせても

本機の状 態は変 わりません 。

・ サスペンド表 示が点 灯してい るときには、本機の機器を取り付け/取り外しし

ない でください。

③ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 表 示　

フロッピーディスクドライブの状態を表示します。

表示 � フロッピーディスクの状態

表示されない �フロッピーディスクドライブが取り付けられていない。

点 滅

、　
｜　 ／　

一

曰
－　

／　｜　 ＼ �

フロッピーディスクのデータを読み書きしている。

。凹
�
フロッピーディスクのデータの読み書きをしていない。

烏 表示が点滅しているときには 電源をOFF にしたりフロッピ ーディスクを取り出｛EI
加|･’
したりしないでください 。デ ータが壊 れたり、本機 が故 障する原 因になります。

”
１
１

１
’Ｓ
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④ ハ ー ド デ ィ ス ク 表 示

ハードディスクの状態を表示します。

表示 � ハードディスクの状態

点滅

、　１　
／　

－
○
－　

／　｜　＼ �

ハードディスクのデータを読み書きしている。

点灯　　　
○ �

ハードディスクのデータの読み書きをしていない。

表示 が点滅しているときには、電 源をＯＦＦにしないでください。データが壊れ

たり、本機 が故 障したりする原因になります。

⑤ キ ー ロ ッ ク 表 示

キーボードのICAI=・Sj匝 菊 匝 厠 の3つのキーは､一度押すと押されたままの状態に

なります(ロックされた状態)。　ロック状態を解除するには､もう一度キーを押します。

表示 � キーロックの状態

区|
�[回丞i白張〕をロックすると表示されます。

ロックされているときにローマ字を入力すると､大文字で入力されます。

国
�[証 互]

をロックすると表示されます。

ロックされているときは､キーボードのひらがなの文字が入力されます。

lヱl
�[巫J9 〕

をロックすると表示されます。

ロックされているときは､キーボードの前面の文字が人力されます。



ブペイ
本機 には､ 簡単に機器を取り付け､ 取り外しできるドライブベイが用 意されています。

着 脱が簡単なパック式 ですので､ 自由にシステム構成を変 更できます。

ご 購 入 時にはドライブ ベ イには､ ＣＤ-ＲＯＭドライブ が取り付けられ ています 。ＣＤ-

ＲＯＭドライブはＣＤｏＲＯＭ のデータを読み取るための装置です。

ＣＤ-ＲＯＭドライブ の操 作方法につい ては｢ＣＤ-ＲＯＭドライブ｣(CｙＰ.34) をご覧くださ1

秘

■ＰＣ-９８２１Ｎ「１５／Ｓ１４Ｆの場合

ﾆﾅ ﾌﾟ｣
゛　　　　　　　

非常時ディスク取り出し穴

ＣＤトレイイジェクトボタン:１

ＣＤ-ＲＯＭアクセス表示用ＬＥＤ
ＣＤ-ＲＯＭのデータを読み出しているときに
オレンジ色に点灯します。

■ ＰＣ- ９８２ １Ｎ「１５／Ｓ１０ の 場 合

ＰＣ-9821N ｒ15/S10 のＣＤ-ＲＯＭドライブには次の2つのタイプがあります。

D-ＲＯＭアクセス表示用LＥＤ

ＣＤ-ＲＯＭのデータを読み出しているときに

オレンジ色に点灯します。

[Ｂタイプ]

C Ｄトレ イイジェクトボタン:１

ＣＤﾄﾚｲ を出 すためのボタンです。

時ディスク取り出し穴

お手 持ちのＣＤ-ＲＯＭドライブがどちらのタイプか確認のうえ､使用してください。なお 、

このマニュアルに記 載しているイラストはＡタイプのもので す。

図 Ｓ　ＣＤ-ＲＯＭを使用しないときには、添付のフロッピーディスクドライブをドライブ

ベイに取り付けることができます。取り付け方法はＰ.120をご覧ください。

：
ｌ
ｌ
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胆 願 潔診 陽願lh
絲|　
φ願 齢ﾖ 木－I･，

ここでは､キーボードのキーの名称と一般的な機能､キーボードの設定を変更する方法

について説明しています。

ｷ= の 名 称 と 働 き

●●●●● ●●●● ●●●● ●●●●●● ●●●●● ●●●● ●

・ 薄いグレーのキー[ コ

英数字やカタカナ､記号などの文

字を入力するキーです。

・ 濃 い グ レ ー の キ ー 回

コンピュータに直 接 指示を与えるた

めの キーです。このキーの働きはお

使い になるアプリケーションソフトによ

って違い ます。

12



ド
に

」

キャップ ス キ ーロ ック表 示

かな キ ーロック表 示

ニ ュ ーメリックキ ーロック表 示

それぞれのキーをロックすると､ステータスインジケー

タにそれぞれマークが表示されます。

④〔E亜 〕:エスケープキー

⑤[ｓＴｏＰ]:ストップキー

⑥[ 已] ～[E回 胚j] 丿 遥j]

:フアンクションキー

⑦[I籐]: インサートキー

⑧[ぽ 口:デリートキー

⑨[¶91E]:ロールアップキー

(ＰｇＤｎ:ページダウンキー)

⑩[J15aj: ロールダウンキー

(Pg ｕp: ページアップキー)

⑩〔i迢〕:バックスペースキー

⑩ＩｃｏＰＹＩ:コピーキー

⑩ 図 Ｅｎtｅr:エンターキー(リターンキー)

E１1ZI

⑩[95111E]:ホームクリアキー

⑩IHELPI:ヘルプキー

(Ｅｎｄ:エンドキー)

⑩ｌＣＡＰＳｌ:キャップスキー

⑥口]田 曰 曰: カーソル移動キー

⑩IｓHIFTI:シフトキー

⑩匝垣]:ニューメリックキー

ぷ; 厦]: ア プ リ ケ ー シ ョ ン キ ー
国: Ｗｉｎｄｏｗ ｓ キ ー

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 使 用 時 に 使 うこと が で きます 。

⑩ １ＸＦＥＲ]:エ クスフ アーキ ー

⑩ 二: ス ペ ース キ ー

⑩ 四 至!!｣:エ ヌ ファ ーキ ー

⑤ＩＧＲＰＨＩ:グ ラフ キ ー

(Alt: オ ルトキ ー)

⑤ 匝 互〕:か な キ ー

⑩L ⊆５｣: コ ントロ ール キ ー

⑩[ 工巫]: タ ブ キ ー

アプリケーションキーとＷｉｎｄｏｗｓキーについて

アプリケーションキーとＷｉｎｄｏｗs 牛一はＷｉｎｄｏｗs 95 で 使用できるキーです。アプリケーションソフト

によってどのように利用するかは異なりますが､ Ｗｉｎｄｏｗs 95 で 使 用するときには標準で次のような機

能が割り当てられています。

● 扁]( アプリケーション) キ ー

画面をポイントして｡アプリケーションキーを押すと､右クリックしたときと同じことになります。

● 圃( Ｗｉｎｄｏｗｓ)キ ー

・國 キーだけを押すと､[スタート]メニューを表示します。

・他のキーと組み合わせると､次のような機能を利用することができます。

国 十圓

圏 十匝]

lｓHIFT け 圏 十〔Ｍ 〕

圏 十[ 已]

圏 十〔E 〕

lc 二[ＨＬＩ十圏 十〔E 〕

泗 十[E 巫]

泗 十回Tprj

[ファイル名を指定して実行]ウィンドウを表示する

現在起動しているウィンドウをすべてアイコン化する

画 十〔Ｍ〕でアイコン化したウィンドウを元に戻す

Ｗｉｎｄｏｗsのヘルプを起動する

ファイルやフォルダを検索するウィンドウを表示する

コンピュータを検索するウィンドウを表示する

タスクバーに表示されているボタンを順番に切り替える[

システムプロパティ]ウィンドウを表示する

”
１
’Ｉ
Ｓ

Ｗ
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14

日 本 語 入 力 に つ い

日本 語を入力するには､ 日 本語入力システムをＯＮ にする必要があります。

日本 語入力 の方 法につい ては『かんたんスタートガイド』および 日本語 入力システムの

ヘルプをご覧ください 。

図､f　 キーボードを使って､日本語入力システムのＯＮ/ＯＦＦを切り替えることもでき: 驀 益 訟 漂 戮 謡 諾 諾 ご 雪 昌

一度押すと､日本語入力がOFF になります。

;ｦ1 涵 を押した後は､直面J を押しながら萍 函1 を押しても､日本語入力システム図　

のＯＮ/OFF を切り替えることができなくなります。この場合は､次のいずれかの

方法で日本語入力のＯＮ/ＯＦＦを切り替えてください。

・タスクバーの日本語入力インジケータで切り替える。

・[コントロールパネル]ウィンドウから[キーボードプロパティ]ウィンドウを表

示させ､[情報]タブをクリックして表示される画面で､[ 日本語入力モードの

切り替えキー]の設定を変更 する。

■ 日 本 語 入 力 シ ス テ ム の ヘ ル プ の 見 か た

ご購 入時には日本 語入力システムとしてＭＳ-ＩＭＥ９５が使用 できるように設定されま

す。

１　 ソヽールバーから、希 ボタンをクリックします。

２　 ヘルプの画面が表示されますので､知りたい項目をダブルクリックします。

ヘ ルプを終了したいときは[ キャンセル] ボタンまたは区| ボタンをクリックします。



キ ー ボ ー ド の 言51ﾇl:を 変 更 す る|'
↑'叩『冊ＩＦＩ ．．．．．．．．．．．．

Windo ｗｓ 95 上 でのキーボードの設 定を変 更することができます。文字の入力速 度を

変えたり､使用する言語とレイアウトを変えたり､ 別売 のキーボードを使うための設定など

ができます 。

キーボードの設定は､[ スタート]－[設定] －[コントロールパ ネル] の[ キーボード]アイコン

をダブルクリックして表示される[キーボードのプロパティ]ウィンドウで行います。詳しくは

ヘ ルプをご覧ください。

図il　 ・キーボードの詳しい設曾･については､[キーボードのプロパティ]ウィンドウ

の右上にある逞jボタンをクリックし､マウスポインタが貼 こ変わったら､さ

らに知りたい箇所をクリックし､表示される内容をご覧ください。またはヘル

プの[ キーワード] 画面で｢キーボード｣を選択して表示される説明をご覧く

ださい。

●り? ■SSト　ヘ ルプが表示されます

･[速度]タブの画面で､カーソルの点滅速度を速くすると､カーソルの位置が

わかりやすくなります。

E１11 ホームポジション
キーボードを操作するとき､両手の指を置く基準となる位置をホームポジションといいます。

左手の人差し指を匡](は)､右手の人差し指を団( ま)に置いた位置がホームポジションです。

匡](は)と団( ま)の表面には突起があり､牛－を見なくても指先の感覚でこの半－が探せるようになって

います。

キーボードに手を伸ばしたときには､両手の指がホームポジションに置かれているようにしましょう。

手首が極端に曲がらないように

自然に手を置いてください。

"
ｉ
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11尚尚41§§IE;ﾝ||;

パ ッド

98 スライド パッドは､コンピュータに指示を与えるためのポインティングデバイスです。

ここでは､98 スライドパッドの取り扱い上 の注意と､動 作環境の変 更方 法を説明します。

９ ８ ス ラ イ ド パ ッ ド の し く み
．
●●● ●● ●● ●● ●●● ●● ●● ●●●

98 スライドパッドは､ パッドとクリックボタンで構成されています 。

パッド上で指先をスライドさせると､スライドした移動量と移動方向 がコンピュータに伝達

され､ ディスプレイ上のマーク(マウスポインタ)が動きます。

このマウスポインタで､ 画 面上のメニューを選んだり､図 形を描いたりします。

汗り旧 嘔]|匡]に|目 匹]|19に||[嘔 居 売 聖 白 白

二

|し　　　　Ｕ　　　 す ー クljツクボタシ

１　 １

9８スライドパッドを使用するときの注意
●●●●●●●

・９８ＮＯＴＥメニューまたは９８ＮＯＴＥメニューユーティリティの｢入 出力デバイスの

設定｣ で｢98 スライドパッド｣ が{使用しない} になっているときには､98 スライドパ

ッドは使用できません。(CヤＰ.170)

・コンパスなどの先のとがったもので､98 スライドパッドを操作しない でください。

パッドの表面に傷がついたり､パッドが破 損したりする原 因になります。

・ 水分や油 分がついている手では､98 スライドパッドに触らないでください。 水 分

や油 分がついていると､マウスポインタが移動しなくなります。

・ パッド上 の2ヵ所以上に同時に触 れないでください。 98 スライドパッドが正常に

動作しません。

・98 スライドパッドに触 れるときには､指先に力を入 れる必要はありません。 軽く触

れるだけで操 作ができます。　軽く触れるだけでマウスポインタが動くため､フア

イルの削除 などを行う場 合､ 誤って操作しないように注意してください。

・指 の爪が長いと､マウスポインタの動きが悪くなることがあります。

・ パッド上で指を止めていても微妙にマウスポインタが勣くことがありますが､故障

ではありません。

・98 スライドパッドを使うためには､ＯＳやアプリケーションソフトが98 スライドパッ

ドに対応していることが必要です。

16



吋!

ﾏ ウ ス ポ イ ン タ の 移 動

●●● ●●●● ●●● ●●●● ●● ●●●● ●●● ●●

次 の図 のように､ 指先をパッド上で スライドさせ､ マウスポインタを動 かします。

指先をスライドさせ た方向 にマウスポインタが移動します。

○コ
● パ ッ ド の 端 ま で 指 が き て し ま っ た ら ？

スライドさせ た指がパッドの端に達したら､いったんパッドから指先を離し､ パッドの中央

に指先を戻してから再度スライドさせます。

いったん指 先を

離してから

ﾛｺ
ﾛ⊇

"
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ク リ ッ ク ボ タ ン の 操f11E

● ●● ●● ●● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●

クリックボタンを使ってコンピュータに指示を与える方法には､次の3種類の方法があり

ます。

● ク リ ッ ク

左または 右のボタンを押して､ すば やく離します。

左のボタンを押 すことを左クリック､右の ボタンを押 すことを右クリックといいます。

● ダ ブル ク リ ック

左または右のボタンを続けて2回すばやく押します。

● ド ラ ッ グ

左または右の ボタンを押したまま､パッド上で指 先をスライドさせます。

アプリケーションソフトによって､クリック､ダブルクリック､ドラッグの機能が異

なります。詳しくはアプリケーションソフトのマニュアルをご覧ください。



タ ッ プ ＆ ド ラ ッ グ の 操 作 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

クリックボタンを使 わずに､ パッドだけで クリックボタンと同じ操 作をすることができます。

● タ ッ プ

クリックと同じ機 能です 。

指先 でパッド上に軽く触れ､ すばやく離します。　パッド上を軽くたたくような感じです。

● ダ ブ ル タ ッ プ

ダブルクリックと同じ機 能です。

指先 でパッド上を2 回続けてタップします。 パッドをリズムよく2回 軽くたたくような感じ

です。

：
回
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● ド ラ ッグ

指先でパッド上に続けて2回すばやく触れ､2回目に触れたときにパッド上から指先を離

さずにスライドさせます。

・98NOTE メニューおよび98NOTE メニューユーティリティの｢入 出力デ バ

イスの設定｣ の｢タップ＆ドラッグ機能｣を|無効}に設定しているときには、夕

ップ＆ドラッグの操作はできません。

・ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 でクリックボタンの左右の機 能を交換した場合 、タップ＆ド

ラックの操 作はできません。

98 スライドパッドでは､ドラッグの途中でパッド から指を離しても約0.7 秒間ド

ラッグの状態が保持されます。このため､ドラッグ中にパッドの端まで指が達し

てしまったときでも､指をパッドに置き直してドラッグを続けることができます。

パッドから指を離してすぐに次の操作に移りたいときは､タップするとドラッグ

の状態が解除されます。

９８スライドパッドとマウス

98 スライドパッドもマウスも､コンピュータに指示を与えるための装置(入力装置)です。

98 スライドパッドは､マウスのように操作する場所を必要としないので､本機を携帯するときには便利で

す。本機には､マウスやサムマウスを接続することもできるので､用途や使用環境に合わせて入力装置を

使い分けると便利です。



う:･|

9８スライドパッドの環境を設定する･ 一一ｉ．．．．．

Windo ｗｓ 95で､ ポインティングデバ イスの動作やマウスポインタの形 の設定を変更 す

ることができます 。

ｉ､1　98 スライドパッドの操作は､ＯＳやアプリケーションソフトによって異なります。〕

詳しくは､ＯＳやアプリケーションソフトのマニュアルをご覧ください。

98 スライドパッドの設定 は[ スタート]－[ 設定] －[ コントロールパ ネル] の[ マウス]アイコ

ンをダブ ルクリックして表示される[マウスのプロパティ]ウィンドウで 行います。詳しくは

ヘ ルプをご覧ください 。

図､1　 ・98 スライドパッドの詳しい設定については､[マウスのプロパティ]ウィンド

ウの右上にある涅』ボタンをクリックし､マウスポインタが？ にかわったら、

さらに知りたい箇所をクリックし､表示される内容を参照してください。また

は､ヘルプの[キーワード]画面で｢マウスりを選択して､表示される説明をご

覧ください。

･･べ1? ■ト　 ヘルプが表示されます

・[ ボタン]タブの画面で｢右きき用｣に設定すると､左ボタンに｢標準の選択｣

や｢標準のドラッグ｣の機能が割り当てられ､右ボタンには｢コンテキストメニ

ュー｣や｢補助ドラッグ｣の役割が割り当てられます。

・[ ボタン]タブで｢左きき用｣に設定すると､タップ＆ドラッグの操作はできま

せん。

■ Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 上 で ９ ８ ス ラ イ ド パ ッ ド を 操 作 す

る と き の 注 意

ＭＳ-ＤＯＳアプリケーション内 で左右のボタンの設定を変更した場合､ＭＳ-ＤＯＳアプリ

ケーションを終了してＷｉｎｄｏｗｓの画面に戻ったとき､パッド上 でのタップ やドラッグが

できなくなることがあります。

この場 合は､[ マウスのプロパティ]ウィンドウで ボタンの設定を変更してください。

●
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賜 鮫 ごごふ
イスクドライブ

フロッピーディスクドライブは､プログラムやデータをフロッピ ーディスクに書き込 んだり、

フロッピ ーディスクに保 存されているデ ータを読 み書きするための装 置です。

本機 では3.5 インチのフロッピーディスクを使用 することができます。

フロッピーディスクを取り扱うときの注意
●●●●●●

フロッピ ーディスクが壊 れると､大切なデータやソフトウェアが使えなくなります。 次のこ

とに注意して大切に取り扱ってください。

フロッピーディスクドライブには､ていね

いに奥まで静かに挿入してください。　

娠 ゜　

匁 �

ラベルは正しい位置に貼ってください。

×　　　

M �

使用後は収納箱へ入れて保管してくだ

昿

ﾌﾞﾗｼ;IT7　｣71T
�
鉛筆での記入や消しｺﾞﾑ の使用は避け

－ ，
χ　　

り で �ｼｬｯﾀｰ

は開けないでください。　　M

）（

ﾌﾛｯ ﾋﾟｰ ﾃﾞｨｽｸ の上にものを載せな

いでください。　 χ　　

融 �

直射日光の当たる場所や暖房器具の
近くなど､温度の高くなる場所に置かな

いでください。　

轟

×　

扮

�

腎｡ごl:｡｡;Jにだ

ご

r! 類 飲み物などを近;J いでくだ

妙 �

磁石などの磁気をおびたものを近づけ

ないでください。　　　　　　　
×　　r

か

）
�
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フロッピーデ

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

■ フロッピ ーディスクドライブの各部の名称

フロッピーディスクドライブの各部の名称は次のとおりです．

フロッピ ーデ ィス クイジェクトボ タン(CｙＰ.26)

差し込んだフロッピーディスクを取り出すためのボタンです。

■ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ を 取 り 付 け る

フロッピーディスクを使用するには､本機に添付のフロッピーディスクドライブを接続しま

す。

・ 本機にフロッピーディスクドライブを接続 するときには､ 本機の電源がＯＦＦ

になっていることを確認してから行ってください 。ステータスインジケータに

サスペンド表 示が表示されているときには、サ スペンドスイッチを押してい

ったんもとの状態に戻します。その後にＷｉｎｄｏｗｓを終了し、本機の電源を

ＯＦＦにします。

・フロッピーディスクドライブを取り扱う場合は側 面を持つようにし、天面 や底

面 への圧 迫を避けてください 。

・フロッピ ーディスクドライブは、水平な場所 に置いてください 。また、フロッピ

ーディスクドライブ の上 に物 などを載せないでください。

・ 本機 背面 のフロッピ ーディスクドライブ用コネクタには、添付の専 用ＦＤＤ

外付ケ ーブル( ＰＣ-9821 NB-K01 ) 以外は接 続しないでください 。
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2４

１ フロッピーディスクドライブに専用ＦＤＤ外付 ケーブ ルを接続し､ネジを左右均等に

まわしてしっかり固定します 。

２　 本機背面のフロッピーディスクドライブ用コネクタに､専用ＦＤＤ外付ケーブルを奥

までしっかり差し込みます。

こ の 部 分は 折りた たむことが できます。

・ フロッピーディスクドライブは､ドライブベイに取り付けて使用することもで

きます。

・ドライブベイとフロッピーディスクドライブ用コネクタの両方に同時に2台の

フロッピーディスクドライブを接続して使用することはできません。

フロッピーディスクの種類

フロッピーディスクには､ デ ータを記憶できる容量によって､ 次 のような種 類があります。

3.5インチサイズ`フロッピーディスク

種類 � 記憶容量

２ＨＤ(

両面高密度倍トラック) �1M ﾊﾞｲﾄ:
ぶ�1.44M バイト1

２ＤＤ(
両面倍密度倍トラック) �640K バイト

※1　フォーマット方式によって選択できますO

※２ ０Ｓによっては､1.2M バイトと表示される場合があります。
２ＨＤ タイプ のフロッピ ーデ ィスクは 、
右側 にも 四 角い 窓 があります 。

本機のフロッピーディスクドライブでは､２ＨＤタイプと２ＤＤタイプ のどちらでも 使えます。



フロッピーデ

フ ロ ッ
ピ ー デ ィ ス ク を 入 れ る/ 出 す

●●●●●●●●●●●●●●

ここでは本機 のフロッピ ーディスクドライブに､フロッピーディスクを入れる方法と出 す方

法を説明します。
：
回

］Ｉ
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フロッピ ーディスクは、必 ずラベルの部分を持つようにしてください 。中 のディ

スク部分をさわると、デ ータが壊 れてしまうことがあります。

図
ドライブベイにフロッピーディスクドライブが取り付けられているときには､底

面のツメを立てた状態ではフロッピーディスクの出し入れがしづらいので注意

してください。

■ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入 れ る

１　 フロッピーディスクを､ラベルの貼ってある面を上向きにして､ラベル側か手 前にな

るように持ちます 。

２　 フロッピーディスクを､フロッピーディスクドライブに奥までしっかりと差し込 みます。

完 全に差し込 むと､イジェクトボタンが少しとび 出します。

■フロッピーディスクを出す

フロッピーディスクを取り出すときは、必ずステータスインジケ ータのフロッピ

ーディスクドライブ表示が点滅してい ないことを確認してください。フロッピー

ディスクドライブ表 示が点滅しているときに取り出すと、フロッピーディスクの

内容 が壊 れてしまうことがあります。
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１　 ステータスインジケータのフロッピ ーディスクドライブ表示 が点滅していないことを

確認します。

２　 イジェクトボタンを押します。

フロッピーディスクが少し出てきます 。

イジェクトボタン

３　 フロッピーディスクを､ラペル部分を持って引き出します。

゛゙i｀121｀゙

朧　

彰=i°=



ﾌロッピーデJII

ｼﾞ??t

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を

フ ォ ー マ ッ ト( 初 期 化) す る 一 一ｊ ●●●●●●●●●●●●●●●●

購入したばかりのフロッピ ーディスクは､｢ フォーマット済 み｣と書か れているもの以外は、

そのままではデータを保 存することができません。

データを保存 できるようにするには､｢ フォーマット｣(初 期化)という作業が必 要です。

フォーマットの方式や方 法は､ＯＳによって異なります。

Ｗｉｎｄｏｗs 95 以 外のOS をお使 いの方 は､ 各OS のマニュアルをご覧ください 。

フロッピ ーディスクのフォーマットのしかたは､『かんたん スタートガ イド』をご覧ください。

烏
・ すでにデ ータが書き込まれているフロッピ ーディスクをフォーマットすると、

それまで書き込まれていたデータはすべて消えてしまいます。 大切なデ ー

タが書き込まれているフロッピーディスクは､ 誤ってフォーマットしないように

注 意してください。

・２ＤＤタイプのフロッピ ーディスクには２ＤＤの形 式、２ＨＤタイプ のフロッピ

ーディスクには２ＨＤの形 式でフォーマットしてください。 異なった形式で

フォーマットするとデータの読 み書きができなくなることがあります。

■1 ．４４ Ｍ バ イ ト フ ォ ー マ ッ ト の フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使 用 す

る 際 の 注 意

本機で､1.44M バイトでフォーマットされたフロッピーディスクを使う場合には､次のよう

な制限があります。

・システムディスクとしては使用できません。データの読み書き用としてのみお使

いください。

・２ＤＤタイプの起動ディスクでシステムを起動した場合は､1.44M バイトフォーマ

ットのフロッピーディスクは使用できません。

屁念| フォーマット(初期化)
フォーマット作業をすると､どこにどのようにデータを書き込めばよいかわかるようにフロッピーディスク

が磁気的に区画整理され､ デ ータが保存できるようになります。

フォーマットの形式は､ 使用 するOS によって異なりますが､ Ｗｉｎｄｏｗs 95 では ＷｉｎｄｏｗｓとＭＳ-ＤＯＳで

フォーマットされたフロッピ ーディスクを使用することができます。
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フロ ッピ ーディス クの 内容を保護 する
●●●●●●●●●●

フロッピーディスクに保存したデータを誤って消 さないようにするには､ 次のような方法

があります。

■ ラ イ ト プ ロ テ ク ト

保存している内容を消してしまうことのないように､フロッピ ーディスクを書き込み禁止に

することを｢ライトプロテクト｣といいます。ライトプロテクトしているフロッピ ーディスクは､ デ

一夕の読 み出しはできますが､ データの書き込 みやフォーマット(初 期化) することはでき

ません。重 要なデ ータの人つているフロッピ ーディスクは､ ライトプロテクトしておく習慣を

つけましょう。

・アプリケーションソフトのシステムディスクをライトプロテクトすると､正常に

動作しない場合があります。その場合は、ライトプロテクトしないでください。

・フロッピーディスクにデ ータを書き込んだり、フォーマットしたりするときは、

ライトプロテクトしないでください。

・フロッピ ーディスクによってはライトプロテクトノッチがついていない( 常に

ライトプロテクトされた状態になってい る)ものもあります。

図のようにライトプロテクトノッチをずらすと､フロッピーディスクがライトプロテクトされた状

態 になります 。



ﾌ ロッピーデ

瘤 ど

■ バ ッ ク ア ッ プ　l ＝ ７ １ｊ

保存しているデータを他の記憶媒体にコピーしておくことを｢バックアップをとる｣といい

ます。

フロッピ ーディスクは非 常にデリケートにできています。ほこりが入ってしまったり､折れて

しまったりなど､何らか の事故によって保存しているデ ータが壊 れてしまうことがありま

す。 万 一に備えて､ 大切 なデータは定期的にバックアップをとっておきましょう。

フロッピ ーディスクのデータを他 のフロッピーディスクにバックアップ する方法 の1 つ に

｢ディスクコピ ー｣があります。

ディスクコピ ーについ ては､Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 のヘルプをご 覧ください。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95以 外のOS をお使いの方は､ 各ＯＳのマニュアルをご覧ください。

㈲
・ すでにデータが書き込まれているフロッピーディスクにデ ータをバックアッ

プ すると、もともと書き込まれていたデ ータは全て消えてしまい 、二 度と取

り戻せなくなってしまいます。大切なデ ータが書き込まれてい るフロッピ ー

ディスクを､バックアップ先 のフロッピ ーディスクと間 違えてセットしないよ

うに注 意が必 要です。

・ ディスクのコピ ーをするときには、必 ず同じ容量 でフォーマットしたフロッ

ピ ーディスクを使用してください。
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こディスク

本機にはハードディスクが内蔵されています。ハードディスクは､フロッピーディスクと同

様に､プログラムやデータを保存 する装置です。

ここでは､ ハードディスクを取り扱うときの注 意やメンテナンス方法､ バックアップの方法

について説明しています。

ハ ード ディスクを 取り扱 うときの注 意
●●●●●●●●●●●

ハードディスクは､ たい へん精密 な機械で す。 次のことに注意して取り扱ってください。

・ 電 源がＯＮになっているときやサスベンド中は、本機に振動 や衝 撃を加 え

たり、持ち運んだりしないでください。

・ 電 源をＯＦＦにして本機を運ぶときでも、できるだけ慎重に扱ってください 。

図

鸚兪|

本機を使用中､底面( ハードディスクの下部)が熱くなることがあります。

周辺機器の接続や使用ソフトウェアによって､発熱量は多少異なりますが､普

段より熱い場合や､手を触れられないほど熱い場合は､すぐに電源をOFF にし

て電源コードのプラグをＡＣコンセントから抜き､ご購入元､ 最寄りのBit-ＩＮＮ、

または当社指定のサービス窓口にご相談< ださい。

ドライブ番号

ハードディスクやフロッピーディスクドライブには､それぞれ呼び名が割り当てられています。これを｢ド

ライブ番号｣といいます。 本機のハードディスクは､ご購入時には2 つの領域に分割されており､それぞ

れの領域にドライブ番号が割り当てられています。

百司

Ｗｉｎｄｏwｓ 95　

( Ａ:)

こ ヨ

(Ｂ:)

J

3.5ｲﾝﾁFD( Ｃ:)

４.･･1･凶

匈:)

Ａドライブ：ハードディスク

Ｂドライブ：ハードディスク

Ｃドライブ：フロッピーディスクドライブ

Ｑドライブ：ＣＤ-ＲＯＭドライブ



ﾊ ー ド デ ィ ス ク に つ い て

●● ●●● ●●● ●● ●●● ●● ●●●● ●● ●●

■ ハ ー ド デ ィ ス ク の 領 域 に つ い て

ハードディスクは､領域を分割して確保することができます。

本機に内蔵されているハードディスクは､あらかじめ2つの領域に分割されています。

図
・本機で使用できるハードディスクのセクタ長は､512 バイトです。

・ ハードディスクの記憶容量は､IM バイト＝1,000,000 バイトで計算したとき

のＭバイト値を示してあります。 ＯＳによっては､IM バイト＝1,048,576 バ

イトでＭバイト値を計算していますので､巻末の｢機能仕様｣の値よりも小さ

な値で表示される場合があります。

・領域を2つに分割している場合､2 つの領域は､それぞれ別のドライブとして

扱われます。

・ ハードディスクの領域は変更することができます。　Ｗｉｎｄｏｗｓ 95の場合

は、『再 セットアップ ガイド 』をご 覧ください。　ＭＳ-ＤＯＳの場合 は、

ＦＯＲＭＡＴコマンドを使用してください。

■ ハ ー ド デ ィ ス ク の 容 量

各モデルに内蔵されているハードディスクの容量は次のとおりです。

モデル � ハードディスク

PC-9821Nr15/S14F �約1.4G ﾊﾞｲﾄ

PC-9821Nr15/S10 �約1G ﾊﾞｲﾄ
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ハ ー ド デ ィ ス ク の メ ン テ ナ ン ス 回＝lj ●●
●●●●●●●●●

■ ス キ ャ ン デ ィ ス ク

スキャンディスクを使うと､ハ ードディスク自体や ハードディスクに保存されているデータ

に障害 がないかどうかを調べることができます 。

スキャンディスクは[スタート]－[プログラム]－[ アクセサリ]－[ システ ムツール]－[スキ

ャンディスク]をクリックすると､起動 することができます。

詳しくは｢ＭｉｃｒｏｓoftｏＷｉｎｄｏｗｓ。95 ファーストステップ ガイド｣をご覧ください・

■ 不 良 セ ク タ 、ス キ ッ プ セ ク タ に つ い て

ハ ードディスクは､きわめて精密に製造されますが､ デ ータが高密 度で記 録されるため、

読 み出しエラーの起こりやすい場所 がで きることがあります。 これを｢不良 セクタ｣また

は｢ スキップセクタ｣といいます。　パーソナルコンピュータは､このような場 所にはデ ー

タを記録しないようにしています。

ハ ードディスクに対して､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95の｢ スキャンディスク｣やＭＳ-ＤＯＳのＣＨＫＤＳＫ

コマンドを実 行すると､｢ 不良 セクタ｣または｢ スキップ セクタ｣と表示されることがあります

が､これは､ 不良セクタ､スキップセクタを使 わないように予防されたことを表しており､異

常ではありませ ん。

なお､｢ 不良 セクタ｣または｢ スキップセクタ｣が表示 された場合 でも､｢全 ディスク領域｣ ま

たは全 ディスク容 量 の ﾊﾞｲﾄ 数が､ 次の表 の値 以上であれば 不良ではありませ んので 、

正常にお使いい ただけます。

モデル � 正常値

PC-9821Nr15/S14F �1,400,000,000 ﾊﾞｲﾄ 以Ｌ

PC-9821Nr15/S10 �1,000,000,000 ﾊﾞｲﾄ 以 Ｌ

＊内 蔵 ハードディスクは､あらかじめ2 つの 領域 に分 けられ てい ます｡ 正 常値 は､2 つ の領 域 の バイト数 を合計 した値

で す 。

■ デ フ ラ グ

ハードディスクやフロッピ ーディスクなどを長い 間使 っていると､デ ータが空い ている場

所 に､ばらばらに保存されるようになります。 デ ータが連続していないと､データを読 み

書きする時 間が長くなります。　デフラグを使うと､このようなばらばらになったデータを、

最適な場 所に整理することができます 。

デフラグは､[ スタート]－[ プログラム]－[ アクセサリ]一[システムツール] をクリックする

と起 動できます。

詳しくは｢Ｍｉｃｒｏsoftｏ Ｗｉｎｄｏｗｓ。95 ファーストステップガイド｣をご 覧ください。

デフラグの実行中は､絶対に本機の電源をＯＦＦにしたりサスベンド状態にし

たりしないでください。



ハ ー ド デ ィ ス ク の バ ッ ク ア ッ プ

●●●●●●● ●●●●●●● ●●●

保存されているプログラムやデータを､保管 のために別の記憶媒体にコピ ーすることを、

バックアップといいます。

ハードディスクは､ 大 量のデータやプログラムを記憶しています。

それだけに､ ハードディスクが壊 れてしまった場合にはたい へんな損害になります。 万

一に備えて､必ず定 期的にハードディスクのデータのバックアップをとるようにしましょう。

■ 購 入 時 の ハ ー ド デ ィ ス ク の 内 容 の バ ッ ク ア ッ プ

本機を使用中にハードディスクを購 入時 の状 態に戻したい場合は､ 添付のバックアップ

ＣＤ-ＲＯＭ を使 用します。

本機をご購 入時の状態 に戻 す詳しい方 法につ いては､『再セットアップ ガイド』をご覧く

ださい。

バックアップＣＤ-ＲＯＭによる再セットアップでは、お客様がご自身でイン スト

ールしたアプリケ ーションソフト、作成したデータ、各種設定 やドライバは元の

状態に戻 すことはできませんのでご 注意ください 。

図､1　 本機にインストールされているＭＳ-ＤＯＳとＷｉｎｄｏｗｓは､市販品と異なり､本機

固有 の機 能に対応しています。本機のハードディスクを初 期化して市販の

Ｗｉｎｄｏｗｓをインストールしても本機固有の機能は使用できません。

なお､本機にインストールされているOS からしか利用できない機能には次のよ

うなものがあります。

・ハイバネーション機能

・Ｔrａｎχit 3

・密度変換　　　 など

■ 大 切 な デ ー タ を バ ッ ク ア ッ プ す る 口 ７＝iili

お客様 がインストールされたソフトウェアや作成されたデ ータ､各種 設定が壊 れてしまっ

た場 合､ 元に戻 すことはできません。　大切なデ ータは､ 別の媒体( フロッピーディスク)

にバックアップしてください。

フロッピーディスクにファイルをコピ ーする方 法は､『かんたんスタートガイド』をご覧くだ

ｔ尨

E念| バックアップをこまめにとりましょう
本機に内蔵されているハードディスクは､非常に精密に作られています。毎分数千回転するディスク面

と情報を読みとる磁気ヘッドの間は､わずか数ミクロン(1000 分の数ミリ)しか空いていません。このた

め､ハードディスクのデータの読み書き中(ステータスインジケータのハードディスク表示の点滅中)に

は､少しの衝撃を与えても故障の原因となることがあります。ハードディスクが故障すると､大切なデー

タが一瞬にして使えなくなってしまいます。大切なデータは､バックアップをこまめにとることをおすす

めします。
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91 尚尚64a; こ『

ドライブ

ＣＤ-ＲＯＭドライブは､ＣＤ-ＲＯＭを読 み出すための装 置です。

ＣＤ-ＲＯＭは1枚で大きな記憶容量を持ち､動画 や音声､ 電子辞典 などの大量のデータ

を扱うことができます。ここでは､ＣＤ-ＲＯＭを取り扱うときの注 意や､ＣＤ-ＲＯＭの入 れ

方､ 出し方 について説明しています。

Ｃ Ｄ
－Ｒ Ｏ Ｍ

を 取 り 扱 う と き の 注 意

●●●●●●●●●●●●●●

ＣＤ-ＲＯＭ を壊さないよう､次 のことに注意して 大切に取り扱ってください。

鄙ｙ 穣瓢ｼﾞ ぃ

千 千
�

ヶ-ｽ の中央を押しながら取り出してく

ださい。
○

巨 千 �

文字の書かれている面を上にして､CD
トレ イにていねいに置いてください。

毎 ゜

CD-ROM の上にものをのせたり曲げた
りしないでください。　　　　　　　

×

/O �ﾗ

ﾍﾞﾙ などを貼らないでください。　

ｿﾞ
（ �

キズをつけたり字などを書いたりしない
でください。　　　　　　　

×　-　　-　　IIII

Ⅲ|||||ll’

落として強い衝撃を与えないでくださ

八
頻 × �

指紋やﾎｺﾘ が付いたときは､乾いた柔
らかい布で､内側から外側に向けて拭い
てください

○　 χ　　

サ �

清掃の際は､cD 専用のクリーナーをお
使いください｡レコード用のスプレー､ク
リーナー､ベンジン､シンナーなどは､使

わないでください。 χ　

ソﾚ

こ)-F　　　　　

II川|川ll

千丁7
牡

�

直射日光の当たる場所や暖房器具の
近くなど温度が高くなる場所に置かない
でくださし脊　 χ　

⑤

謳　　

¶翻皺『 �

使用後は収納ヶ- スヘ入れるようにし
て]　

○

����⑨＼
��つ
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ＣＤ－ＲＯＭ ドライブを取り扱うときの注意
●●●●●●

ＣＤ-ＲＯＭドライブを取り扱うときには､次 の点に注 意してください。

∠包注 意

● ＣＤ-ＲＯＭドラ イブ のレン ズ を真 上 から見 ない でください 。

レーザ光線を真上から見ると､視覚に悪影響を及ぼす可能性があります。

・ＣＤ-ＲＯＭ ドライブ のレンズには触れない でください。

・ＣＤトレイにＣＤ-ＲＯＭ以 外のものを置いたり､無理な力をかけたりしないでくださ

い。

・ＣＤトレイの出し入れは静 かにゆっくりと行ってください。

・ＣＤ-ＲＯＭを入 れたまま本機を持ち運ばないでください。

・ 本機 底面のツメを立てた状態でＣＤ-ＲＯＭを出し入れしない でください。ツメを

立てたままＣＤトレイをイジェクトすると､トレイの故 障や破損 の原因となることが

あります。

・ラベルを貼ってあるなどの重心バラン スの悪いＣＤ-ＲＯＭを使用すると､本機操

作中手に振動を感じる場 合があります。

Ｃ Ｄ －Ｒ Ｏ Ｍ を セ ッ ト す る/ 取 り 出 す
●●●●●●●●●●●●●●

図
ここではＰＣ-9821 Nr1 5/S1 0のＡタイプのイラストを使用して説明しています。

場合によってイジェクトボタンやＬＥＤ､穴の位置が多少異なりますが操作方法

は同様です。

■ＣＤ-ＲＯＭをセットする

烏
・ 本 機をバッテリパックで使用 中に動作表示 用ＬＥＤがオレンジ 色に点灯し

ているときには、ＣＤ-ＲＯＭを入れないようにしてください 。

・ＣＤ-ＲＯＭの信 号面( 文字などが印刷されていない面) に触れないようにし

てください 。ＣＤ-ＲＯＭに指紋 や傷がつき､デ ータが読み出 せなくなること

があります。
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１　 電源がＯＮになっていることを確認します。電源がＯＦＦになっているときは､電源

ス不ッチで電源をＯＮにします。
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２　 ＣＤトレイイジェクトボタンを押します。

ＣＤﾄﾚｲ が少し出てきます。

-

‾ -

ＣＤﾄﾚｲ の前面の部分を持って本機から引き出せなくなるまでゆっくりと引き出し

ます。

４　 文字 の書いてある面を上にして、ＣＤ-ＲＯＭ をＣＤトレイの中心にある軸にはめ

込みます 。このとき､軸につ いている3つのボールがディスクより上側になっている

ことを確認してください。



麟 診 畷

ＣＤ廠 廠]141イブ

５　 ＣＤトレイイジェクトボタンに触れないようにして、ＣＤﾄﾚｲ 前面を押し､本機に収

納します。

ＣＤﾄﾚｲ から手をはなしてもＣＤﾄﾚｲ が出てこないことを確認してください。

これでセットは完了です。

■ Ｃ Ｄ- Ｒ Ｏ Ｍ を 取 り 出 す

ｌ　 ＣＤ-ＲＯＭアクセス表示用ＬＥＤが点灯していないことを確認します。

２　 ＣＤトレイイジェクトボタンを押します。

ＣＤﾄﾚｲ が少し出てきます。

３　 ＣＤﾄﾚｲ の前面の部分を持って本機から引き出せなくなるまでゆっくり引き出しま

す。

Q‐
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４　 ＣＤ-ＲＯＭを取り出します。

烏3ﾐ? ＲＯＭの回転が完全に止まっていることを確認してから取り出してくださ

５　 ＣＤトレイイジェクトボタンに触れないようにして、ＣＤﾄﾚｲ 前面を押し､本機に収

納します。

ＣＤﾄﾚｲ から手をはなしても、ＣＤﾄﾚｲ が出てこないことを確 認してください 。

iヽｉ　　　 ＣＤトレイを出した状態 のままで 本機を放置したり、移動したりしないでくださ
烏

い 。ＣＤ ＲＯＭドライブの故 障の原 因となります



顔 聊

ＣＤ･鈍○鯖 ドライブ

■ 非 常 時 の Ｃ Ｄ- Ｒ Ｏ Ｍ の 取 り 出 し 方

停電 やソフトウェアの暴走などにより､ ＣＤトレイイジェクトボタンを押してもＣＤﾄﾚｲ が出

てこなくなった場 合には次 のようにしてＣＤ-ＲＯＭ を取り出してください。

烏
本機を正常 に操作 できるときには、この操 作は行 わないでください 。

１　 太さが1.0 ㎜程度､ まっすぐな部分の長さが20 ㎜以上( 指 でつまむ部分を除く)の

針金を用意してください。大きめのペーパ ークリップを伸ばして作ることができま

す。

２　 ＣＤトレイ前面の下 部に直径２ｍｍ程度 の穴( 非常 時 ディスク取り出し穴) がありま

す。その穴の 中に1 で 用意した針金を差し込 み強く押します。

ＣＤトレイが1cm ほど飛び出します。

３　 ＣＤﾄﾚｲ を手前に引き出しＣＤ-ＲＯＭを取り出します。
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・ ｊ ＣＤトレイイジェクトボタンに触 れないようにして､ＣＤﾄﾚｲ の前面を押し､本機に収

納します。

Ｃ Ｄ
－
Ｒ Ｏ Ｍ を 利 用 す る と き の 注 意

●●● ●●●●●●● ●●●●●

ＣＤ-ＲＯＭ から起動しているプログラムを実 行中に､ＣＤ-ＲＯＭ を取り出すと次 のよう

なメッセージが表示されます。

ドライブＸ: のＣＤ-ＲＯＭ読 み取りエラー

シリアル 番 号　 ××ＸＸ-ＸＸＸＸのＣＤ-ＲＯＭ＊＊＊＊＊を、

ドライブＸ:に 入 れてください 。

ＣＤ-ＲＯＭ がドライブに 入ってい る場 合 は､ クリーニング が必要 です 。OK

はＥｎtｅr､キャンセル はＥｓｃキーを押してください 。　　: ＯK

この場 合には､ 取り出したＣＤ-ＲＯＭをＣＤ-ＲＯＭドライブにセットしなおしてキーボード

の 腿 を押してください。メッセージに表示されているシリアル番号は無視してください 。



ここでは､本機 の液晶ディスプレイや別 売のＣＲＴディスプレ イ､テレビでの解像 度と表

示色につい て説明しています。

図　 別売のＣＲＴディスプレイやテレビ の接続についてはＰａrt3をご覧ください。

表 示 で き る 解4 象1 麦l と 表jit･ さ1

● ● ●●●●●●●● ●●●●●●●● ●●●

解像度とは､ディスプレイの画面上に表示できる文字や図形などの情報量を表すもので

す。この数字が大きくなるほど､画面上に一度に多くの情報を表示することができ､細か

な表現ができます。

本機のカラー液晶ディスプレイは､標準で次の解像度と色を表示できます。

解像度 � 表示色 �
本機の液晶ディスプレイと
別売のCRT ディスプレイ
の同時表示 �

別売のＣＲＴディスプレイ
のみに表示 �TV のみに表示

640 ×400 ドット※�4,096色中16 色 � ● � ○ � ×

�4,096色中256色 � ● � ○ � ×

640 ×480 ドット �4,096色中256 色 � ● � ○ � ×

※　：水平走査周波数を31kHZ に設定している場合､ＣＲＴディスプレイにのみ表示可能です。

● ：画面のまわりが黒く表示されます

○　：フルスクリーンで表示可能

×　：表示不可

図
表の解像度をＣＲＴディスプレイで表示するには､ＣＲＴディスプレイがその解

像度に対応していることが必要です。ご使用になるＣＲＴディスプレイが表示で

きる解像度を確認してください(CｙＰ.146) 。
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また､ 本機は､ ウィンドウアクセラレータ機 能を標準で 搭載しています。

ウィンドウアクセラレータ機能は､ Ｗｉｎｄｏｗｓの実 行スピ ードを向上させ､ Ｗｉｎｄｏｗｓの高

解 像度･ 多色表示 を行う機 能 です 。本機 のカラー液晶 ディスプレイでは､ 上 記 の解像

度と表示 色に加え､Ｗｉｎｄｏｗｓ使用時 のみ次 の解像度と表示 色で表示 できます。

解像度 � 表示色 �
本機の液晶ディスプレイと
別売のCRT ディスプレイ
の同時表示*1 �

別売のCRT ディスプレイ
のみに表示 �TV の みに表示

640 ×480 ドット �26万 色中256 色 � ● � ○ � ○

�65,536色 � ● � ○ � ○

�1,677万色 � ● � ○ � ○

800 ×600 ﾄﾞｯﾄ �26万 色中256 色 � ○ � × � ×

�６５,５３６色 � ○ � × � ×

�1,677万色 � ○ � × � ×

1,024 ×768 ドット �26万色 中256 色 �
× � ○ � ×

�65,536色

1,280×1,024 ﾄﾞｯﾄ �26万色 中256 色 � × � ○ � ×

●

○

:画 面 の まわりが 黒く表 示されま す｡( Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 使 用 時 に は密 度 変 換 機 能 でフ ルスクリーン表 示 可

能)

:フ ル ス クリ ー ンで 表 示 可 能

×　: 表示 不可

＊1　:本機 にＣＲＴディスプレイが接 続 されてないときには､ 液晶 ディスプレイにの み 表示 可 能

別売のＣＲＴディスプレイの接続方 法は､Ｐａｒt 3の｢ＣＲＴディスプレイを使う｣をご覧くだ

さい。

図､f　320 ×200 ドットおよび320 ×240 ドットのＧＡＭＥ ＳＤＫ対応のアプリケーション

ソフトなどは､本機では画面のまわりが黒く表示されます。

このようなときには､Ｗｉｎｄｏｗｓ 95の密度変換機能でフルスクリーン表示が可

能です。また、320×200 ドットおよび320 ×240 ドットの解像度はテレビのみ

に表示することもできます。

解 像 度 と 表 示 色 を 変 更 す るﾀﾀ111･1･

夕･１？７ Ｓｙ ● ● ●●● ●●● ●●● ●
●●

１ [スタート]ボタンをクリックして[ 設定] をポイントし､[ コントロールパ ネル] をクリック

します。

[コントロールパ ネル] ウィンドウが表示されます 。

２ ［画面］アイコン
郷
をダブルクリックします。

[画面のプロパティ]ウィンドウが表示 されます。



３ ［ディスプレ イの詳細］タブをクリックします 。
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４　 解像度または表示色を変更します。

・解像度の変更

解像度を高解像度に設定する場合は､[デスクトップ領域]のつまみを｢大｣の

方向ヘドラッグしてずらします。　低解像度に設定する場合は､つまみを｢小｣

の方向ヘドラッグしてずらします。

・表示色の変更

表示色を変更するには､[カラーパレット]の欄で選択します。 カラーパレット

の選択一覧には､使用している液晶ディスプレイとディスプレイアダプタが対

応しているカラーパレットが一覧表示されています。

りs:がｒl °゙゙ 'li'11゛1'゛71｀゙ r戸1'i四 四 斗深部四 四

・Ely;g､B?

……G;U

尚 尚

＝=L7;;;

二

５　 設定 が終了したら､[ＯＫ] ボタンをクリックします 。

[画面 のプロパティ]ウィンドウが閉じます。
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640 ×480 ドット表示固定のプロジェクタ等と本機の液晶ディスプレイで同時

表示をする場合､以下のようにしてプロジェクタ等の表示をフルスクリーンに

することができます。

１

[スタート]ボタンの[設定]をポイントし､[コントロールパネル]をクリックし

ます。

２[ 画面] アイコンをダブルクリックし､[ディスプレイの詳細]タブをクリックし

ます。

３[ 詳細プロパティ]ボタンをクリックします。

４[ アダプタ]タブをクリックし､さらに[変更]ボタンをクリックします。

５[ すべてのドライバを表示] のラジオボタンをクリックします。

６ 製造元から[ＮＥＣ]を選択し､モデルから[スタンダードディスプレイアダ

プタ(9821 シリーズ)]を選択します。

７[ ＯＫ]ボタンをクリックします。

続けて[閉じる]をクリックします。

さらに[閉じる]をクリックします。

Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動するダイアログボックスが表示されるので､他のアプリケ

ーションが終了していることを確認してから[はい]をクリックすると､プロジェ

クタ表示をフルスクリーンにすることができます。このとき､プロジェクタの最

大発色数は256 色になります。

また､この方法でプロジェクタ等と本機の液晶ディスプレイの同時表示を行っ

ている場合､ 液晶ディスプレイでは画面のまわりが黒く表示されます。



密 度 変 換 ユ ー テ ィ リ テ ィ を 使 用 す るI ｗrtT!_r77rｌ:ｉ
●●●●●●

本機 で画面 の解像 度を640 ×480 ドットの通常表示 モードで使用していると､表 示画面

は､ 本機 のカラー液晶 ディスプレイの中央に表 示され､画面 の上下左 右に黒い部 分がで

きます。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の密度変換 ユ ーティリティで拡大 表示 モードに設定すると､画面いっぱ

いに拡大表 示されます( ただし文字 や罫線の太さは不均一 になります) 。

ｉ ｓ　・ 密度変換ユーティリティが使用できるのは､640 ×480 ドットのときのみで〕　

す。これ以外の解像度と色数を使用している場合に密度変換ユーティリテ

ィを起動すると､｢表示モードの変更はできません。｣という内容のメッセージ

が表示されます。 この場合､[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。

E念SI 嫌4ﾃ毒゙齢

・ 本 機 でＷｉｎｄｏｗｓ 3.1 を 選 択した場 合は､ 密 度変 換ユ ーティリティは使用 で

きませ ん。また､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 を 選 択し､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 に ア ップ グレードした

場 合にも使 用 できません。

本機の液晶ディスプレイは､ 最 大で横800 ドット､縦600 ドットが表示できます。640×480 ドットの解像度を

選択したときには､ 液晶ディスプレイのドット数のうち選択し たドット数のみ使って画面が表示されるため、800

×600 ドットの解像度を 選択し たときにくらべ､ 液晶ディスプレイ上に表示される画面の大きさが小さ

くなります。 640×480 ドットを 選んだときの画面表示 サイズは9,6 イン チです。Ｗｉｎｄｏｗs 95 使 用 時に

密度変換機能を実行した場合は､ 画 面いっぱいに拡大表示されます。

640 ×480 ドット

の解像度を選択

－４

密度変換を
利用する

⇒

中央に640 ×480 ドット

大きさで小さく表示され

ます。

640 ×480 ドットの解像度

を選択したときにも画面

いっぱいに表示されます。

：
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表 示 方 法 を 切 り 替 え る

●● ●●● ●●● ●● ●●● ●●● ●●● ●●● ●● ●

本機に別売のディスプレイやテレビを接続した場合､表示する先を切り替えたり､また、

表示方法を変えたりすることができます。

表示方法を切り替えるには次のようにします。

１　 起動しているす べてのアプリケーションソフトを終 了します。

-
２　 タスクバ ーの 憲 アイコンをクリックします。

３　 メニューが表示 されますの で､ 切り替えたい 表示方 法をクリックしてください。

・密 度変換

密 度変 換ユ ーティリティが起動します。表 示方 法を選択することができます。

表示 モードは､ 次の中から選択 できます。表示 モードを選択したら[ＯＫ] ボタン

をクリックしてください。

・640 ×480 ドット　 拡大表 示(ＣＲＴディスプレイ十本体液晶ディスプレ イ)

・640 ×480 ドット　 通常 表示(ＣＲＴディスプレイ十本体液晶ディスプレ イ)

･本体表 示

本体液晶 ディスプレイに表示します 。ＣＲＴディスプレイが接続されている場合

はＣＲＴディスプレイにも同時表 示します。

･ディスプレ イ出 力

別売 のＣＲＴディスプレイにのみ表示します。

･テレビ出 力

別売 のテレビにのみ表示します。表示 方法は次 の2 つから選択できます。

･オーバースキャン… 画面全体を見るために画 像を縮小して出力

･アンダースキャン…画像を縮小 せずにそのまま出力



添 付の バッテリパックを取り付けると､ＡＣコン セントがない 場所で本機を使用 すること

ができます。ここでは､バッテリパックの取り付け方 や充 電方 法､ バッテリの交換方 法な

どについて説明しています。

バッテリパ ックを 取り扱 うときの注意 ●●●●●●●●●●

"
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発火注意 破裂注意

∠h警告

● バッテリパックは 、分 解 しない でくだ さい 。

分解すると､破裂したり液もれしたりすることがあります。

● バッテリパックには 強 い 衝 撃 を 加 え ない でください 。また、こ の マ

ニュア ル の 指 定 の 方 法 で 充 電 してくだ さい 。

衝撃を加えたり､指定以外の方法で充電したりすると､発熱､発火､破裂､液もれ

することがあります。

● バッテリパックは 、火 の 中 に 入 れ ない でくだ さい 。

火の中に入れると､爆発したり､破裂したりすることがあります。

バッテリを取り扱うときには､次のことに注意してください。

・水などの液体がかからないようにしてください。

・金属端子部分を他の金属類に触れさせないでください。ショートの原因となりま

す。

∠h注 意

● 濡 れた手で電源コードを抜き差ししないでください。

感電の原因となります。

● 雷が鳴りだしたら、電源コードに触れないでください。

落雷による感電のおそれがあります。

バッテリパックは､ご 購入時には 充電されていません。バッテリパックを使 用する場合は

本機に取り付けて充電してください。

バッテリパックを 取り付け て充電 する ●●●●●●●●●●
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図 周囲の温度によって､充電による電池容量は変わります。18°Ｃ～28 °Ｃでの充

電をおすすめします。

１　 本機の電源がＯＦＦになっていることを確認します。

ステータスインジケータにサスペンド表示 が表 示されているときには､サスベ

ンド スイッチを押していったんもとの状態に戻します。その後にＷｉｎｄｏｗｓを終

了し、電 源スイッチで本機の電 源をＯＦＦにします。

２　 電源コードのプラグをＡＣコンセントから取り外します。

３　 本機からＡＣアダプタを取り外します。

４　 本機にケーブル類が接続されている場合は､それらをすべて取り外します。

５　 本機のフタ(カラー液晶ディスプレイ)を閉じて､本機を裏返します。

６　 バッテリスロットのカバーを矢印の方向にずらして起こし､取り外します。

７　 端子の向きに注意して､バッテリパックをバッテリスロットに取り付けます。

８　 バッテリスロットに､手順6で取り外したカバーを取り付けます。

９　 本機にＡＣアダプタを接続します。

10 電源コードのプラグをＡＣコンセントに接続します。

動作表示用ＬＥＤが黄色に点灯し､自動的にバッテリの充電が始まります。

充電中はバッテリパックを外さないでください 。ショートや接触不良 の原因に

なります。



充電が完了すると､動作表示用ＬＥＤが消灯します。

これでバッテリはフル充電されました。

バッテリパックだけで本機を使用する場合には､本機にＡＣアダプタと電源コード

を接続せずに電源をＯＮにしてください。

図
ＡＣコンセントから電源を供給したいときに､バッテリパックを取り外す必要は

ありません。

バッテリが十分に充電されているときは、バッテリパックの不必 要な抜き差しを

しないでください 。 故 障の原因となります。

図
・ バッテリの過充電や劣化を防ぐため､バッテリがフル充電に近い状態では

充電されません。このため充電しようとしても動作表示用ＬＥＤが点灯しな

いことがありますが､故障ではありません。

・ バッテリは､わずかずつ自然放電しています。これを補充するため､フル充

電から一定量放電されると､自動的に充電が始まります。このため､ＡＣアダ

プタが接続されているときには動作表示用ＬＥＤがまれに点灯することがあ

りますが､故障ではありません。

・ バッテリ充電中やバッテリパックだけで本機を使用しているときは､バッテ

リパックが無くなることがあります。これは､バッテリパック内部で電気エネ

ルギーを発生させる化学反応が起きているためであり､故障ではありませ

ん。

・ バッテリパックだけで本機を使用している場合には､ＡＣアダプタでの使用

時にくらべ液晶ディスプレイの明るさが自動的に抑えられます。

・添付のバッテリパックと別売のバッテリパックを両方とも取り付ければ､本

機をより長時間バッテリ駆動で使用することができます(CｙＰ.62) 。
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■ バ ッ テ リ パ ッ ク の 充 電 時 間　

充電に必要な時間は次のとおりです。

電源の状態 � 充電時間

ＯＮ � 約4.0時間

ＯＦＦ � 約2.5時間

rｉ　　　 本機にＣＤ-ＲＯＭドライブを取り付けてい るときには、電 源ＯＮの状態で バツ
烏

テリを充 電することはできません

i 〕・本機の電源がＯＮの状態での充電時間は､本機の使用状況によって変わり

ます。

・ドライブベイにバッテリパックを取り付けた場合､ドライブベイのバッテリパ

ックの充電時 間もバッテリスロットの場合と同じ です 。

・ バッテリスロットとドライブベイの両方にバッテリパックが取り付けられてい

るときには､先にバッテリスロットのバッテリパックが充電されます。

・ バッテリパックだけで本機を使用しているときは､バッテリパックが熱くなる

ことがあります。無くなった状態で充電を行うとバッテリパックの性能が低下

するため､本機はバッテリパックの温度が下がるまで充電待ちをします。この

ため､バッテリ充電時間が長くなることがありますが､故障ではありません。

バ ッ テ リ パ ッ ク で 本 機 を 使 用 す る
●●●●●●●●●●●●●●●

■ バッ テリパック での使用時 間

本機をバッテリパックだけで使用できる時間は､次のとおりです。

犬
～ヽヽ…
…、

バ ッテ リ の 状 態｀`‾'ﾍｰ ～ ～ �
使用時間

バッテリスロットのみ �約＊* 時 間 ～＊＊時 間

ドライブペイにバッテリ増設時 �約＊＊時 間 ～＊＊時 間

図
・ バッテリパックでの使用時間は､本機の使用状況や､ 周辺機器の接続状況

により変わる場合 があります。

・ドライブベイとバッテリスロットの両方にバッテリパックを取り付けた場合に

は､先にドライブベイのバッテリパックが消耗します。

・ 周囲の温度が低くなると､化学反応が緩慢になり､バッテリパックでの使用

時間が短くなります。 バッテリパックで本機を使用する場合は､本機を使

用するときの温度条件に従って使用してください(CヤＰ.236)。



■ バ ッ テ リ 残 量 を 確 認 す る 町･ ＝ij

バッテリの残量は､ ステータスインジケータの表示 で確認 できます。また､Ｗｉｎｄｏｗｓ 95

では､ タスクバ ーの[ パワーマネジメント]アイコンで確 認できます。

● ス テ ータ ス イ ン ジ ケ ータ で 確 認 する

左側はバッテリスロットのバッテリパック､右側はドライブ ベイに追加したバッテリパックの

バッテリの残量を表しています。　バッテリの残量は電 源をＯＦＦにしているときでも表

示されます。詳しい表示 内容につ いては､｢ ステータスインジケータ｣(CｙＰ.8) をご覧くだ

さい。

くツテリスロットの バッテリパック

● Ｗｉｎｄｏｗ ｓ ９５ で 確 認 す る

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を利用している場 合は次の方法 でバッテリ残量を確認 することができま

す。

･タスクバ ーの電 源アイコンをポイントする

ここにバッテリの状態

が表示される

図
電源をＡＣアダプタからではなくバッテリからとっている場合は､[電源]アイコン

は次のように変わっています。
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･タスクバ ーの電 源アイコンをダブ ルクリックする

匹 こ 峠

二 謡 二 …………………………j

･[スタート]-[説明]-[コントロールパ ネル]-[パワーマネジメント]で表示される[電 源 のプ

ロパティ]ウィンドウで確認 する。

■ 動 作 表 示 用 ＬＥＤ が オ レ ン ジ 色 に 点 灯 し た と き は

バッテリでの使用中にバッテリ残量が少なくなると､動作表示用ＬＥＤがオレンジ色に点

灯し､同時に内蔵ブザーが｢ピッピッ｣という警告音を鳴らします。

このような状態になったら､次のいずれかの操作をしてください。

・ＡＣアダプ タを接続し､ＡＣコンセントから電 源を供給します。

電源を供給すると､バッテリの充電 が始まり､動 作表示 用ＬＥＤ が黄色に点 灯します。

ｉ･!　 ＡＣアダプタを接続すると､ディスプレイの表示が少し明るくなり､タスクバー]

の電源アイコンがＪ に変 わります。

・お使いになってい たソフトウェアを終了して､電源をＯＦＦにします。



上 記のい ず れかの操 作を行 わない でしばらくたつと､次 のようになります。

･ハイバ ネーション機 能が設 定されている場合 …ハイバネーション状態 になります 。

･ハイバ ネーション機 能が設定されていない場 合… サスペンド状態になります。

動 作表 示用ＬＥＤ がオレンジに点灯している状態 で本機の電 源をＯＦＦにしたり､本機

が サスペンド状態 やハ イバネーション状 態になった場合､ 次 に電 源をＯＮ にするときは

ＡＣアダプ タを接 続するか､充電されたバッテリパックに交 換してください 。 そのままの

状態 では電 源をＯＮ にしたりレジュームしたりすることはできません。

フロッピ ーディスクやハ ードディスクの読 み書き中にバッテリの残量 がなくな

り、電源がOFF になってしまうと、作 成中のデータが失 われるだけでなく、フロ

ッピーディスクやハードディスクのデータが壊 れてしまうことがありますのでご

注 意ください 。

図
スピーカのボリュームを最小にしていると､バッテリの消耗を知らせる警告音

が鳴りません。バッテリパックで本機を使用する場合は､なるべくスピーカのボ

リュームを最小にしないでください。

■ バ ッ テ リ の 上 手 な 使 い 方

● 省 電 力 の 設 定 を す る

バッテリパックだけ で長時 間本機 を使 用したい場 合は､ 省電力 機能を設定してくださ

1稲

省電 力機 能についてはＰ.72 をご覧ください。

● バ ッ テ リ パ ッ ク は 取 り 付 け た ま ま で 使 う

バッテリパックは､ 不意 の停電 や電圧 変動に対して､ 本機の動作を安 定させる働きがあ

ります。ハードディスクやＰＣカードを使うときなどは､ＡＣアダプタを接続していても､なる

べくバッテリパックを取り付けた状 態で 本機を使用してください。

●ＡＣ アダ プタ はな る べく接 続 した ま ま で使 う

ＡＣアダプタは､バッテリの充電状態を最適に保持する働きがあります。

"
１
’ｌ
ｉ
ｉ
’Ｓ
 

４

部
の
名
称
と
役
割

53



54

● バ ッ テ リ パ ッ ク は 十 分 使 い 切 っ て か ら 充 電 す る

バッテリパックは､動 作表示 用ＬＥＤ がオレンジ色に点灯してから､充電するようにしてく

ださい 。 バッテリの残 量がなくなりきらないうちに充電を始めたり､逆に完全に充電しな

いうちに充電をやめたりすることを繰り返すと､バッテリがフル充電されなくなったり､バ

ッテリで の使 用時 間が短くなることがあります。

→

動作表示用LED　 フル充電

がオレンジ色に
点灯するまでバッ
テリ駆動

バッテリが

長く使 える

がオレ ンジ色 に

点灯するまでバッ

テリ駆動

●２～３ヵ 月に 一度 は バッ テ リを 充電 する

バッテリは､フル充電されていても､長時間放置すると､自然放電してしまいます｡本機を

ご使用にならない場合でも､2～3ヵ月に一度はバッテリを充電することをおすすめしま

す。

● バ ッ テ リ リ フ レ ッ シ ュ を 行 う

本機 のバッテリリフレッシュ機能は､ バッテリを完 全に放電させる機能 です。バッテリを十

分に充電しても､バッテリパックで の使 用時 間が極端に短くなってしまった場 合に､この

機 能を使用します 。

バッテリリフレッシュが必要な場 合には､ 次 のような状態になります。

・ステータスインジケータのバッテリ残量表示枠が点滅(-に't) する

・動作表示用ＬＥＤが次のように点灯する

電源ＯＮ時　：　緑と黄色の交互点灯

電源OFF 時 ：　黄色の点滅

バッテリリフレッシュは､９８ＮＯＴＥメニューの｢ 動作環境 の設定｣ の｢ バッテリリフレッシュ

モード｣で行 います。詳しい操 作方法についてはＰ.164 をご覧ください 。

図 ・ バッテリリフレッシュを行っても､すぐにステータスインジケータの残量表示枠

が点滅する場合は､バッテリパックの寿命が尽きたものと判断してください。

● １ヶ 月以 上使 わな いと きは 本 機か ら取 り 外 す

バッテリパックを1ヶ月以上使用しない場合は､バッテリパックの性能を維持するために

本機から取り外し､涼しい場所に保管してください。



バ ッ テ リ パ ッ ク を 交 換 す る

●● ●●● ●●● ●●● ●● ●●● ●●● ●●

バッテリパックは消耗品です。

長期間使用すると､自然に充電能力が低下します。

バッテリを充電してもバッテリパックだけでの本機の使用時間が極端に短くなった場合

は､バッテリパックの寿命です。バッテリパックの寿命がきたら､別売のバッテリパック(

ＰＣ-9821NR-U02) をご購入のうえ､新しいバッテリパックと交換してください。

∠h注 意

● 濡 れた手で電源コードを抜き差ししないでください。

感電の原因となります。

● 雷が鳴りだしたら、電源コードに触れないでください。

落雷による感電のおそれがあります。

ここでは､バッテリスロットのバッテリパックを交換する手順を説明しています。ドライブベ

イにバッテリパックを取り付け/取り外しする手順についてはＰａｒt3 の｢ドライブベ イを活

用する｣をご覧ください。

１　 本機の電源がＯＦＦになっていることを確認します。

烏
ステータスインジケータにサスベンド表示が表示されてい るときには、サスペ

ンド スイッチを押していったんもとの状態に戻します。その後にＷｉｎｄｏｗｓを終

了し、電 源スイッチで本 機の電源をＯＦＦにします。

２　 電源コードのプラグをＡＣコンセントから取り外します。

３　 本機からＡＣアダプタを取り外します。

４　 本機にケーブル類が接続されている場合は､それらをすべて取り外します。

５　 本機のフタ(カラー液晶ディスプレイ)を閉じて､本機を裏返します。

６　 バッテリスロットのカバーを図の矢印の方向にずらして取り外します。

：
回

］Ｉ

各
部
の
名
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７　 図の矢印の部分に指をかけてバッテリパックを取り出します。

８　 新しいバッテリパックの端子部分を､柔らかい布などでよく拭きます。

烏
バッテリパックの端子 部分は、絶対 に手で触れないでください。接触不良の原

因になります。

９　 新しいバッテリパックを本機に取り付けます。

10　 手順6 で取り外したカバーを本機に取り付けます。

これでバッテリパックの交換ができました。

不要になったバッテリパックの廃棄方法についてはＰ.208 をご覧ください。



●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

本機に用意されている各種機能について説明しています。

●サスペンド/レジューム機能

●ハイバネーション機能

●省電力機能

●セキュリティ機能

●通信機能

●赤外線通信機能
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レジューム機能

本機ではサスペンド/レジューム機能を使うことができます。ここでは､サスペンド/レジ

ューム機能の設定のしかたや､サスペンド/レジューム機能を利用する際の注意事項な

どについて説明しています。

ｻ ス ペ ン ド/ レ ジ ュ ー ム 機 能 と は

●●●●●●●●●●●●●●

本機では､作業を一時中断したいときなどのために便利なサスペンドル ジューム機能

があります。作業を一時中断したいときに作業中の内容をメモリに保存することをサス

ペンドといいます。

サスペンド状態にすると､本機の動作が一時停止状態になります。サスペンドされている

内容は作業再開時に自動的に復元されます。このことをレジュームといいます。

サスペンド

に謳 ずび川

ｽ テータスインジケータに
゛゛４ン｀表示″点じ

ジ ュ ー ム

陽 聯 皿|
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烏　 ・ サスペンド状態のとき(ステータスインジケータにサスペンド表 示が表 示さ4EI
加||゙　

れているとき)には､電源 スイッチをスライドさせても本機の状態は変わりま

せん 。もとの作業状 態に戻したいときにはサスペンド スイッチを押してくださ

t,‰

・ サスペンド状態のとき(ステータスインジケ ータにサスペンド表 示が表 示さ

れているとき)には、機器の取り付け/取り外しをしない でください 。機 器の取

り付け/取り外しをすると、本機が正常に動作しなくなることがあります。

・ 使用 するＰＣカードによってはレジュームできないことがあります。詳しくは

ＰＣカードのマニュアルをご 覧ください 。

・ 使用 するアプリケ ーションソフトによってはレジュームできなかったり、アプ

リケーションソフトが正常に動 作しないことがあります。このようなアプリケ

ーションソフトの使用時 にはサスペンド/レジューム機 能を使用しない でく

ださい 。

図
・ 通信ソフト使用中には､通信ソフトを終了させてからサスペンド状態にして

ください。

・ＣＤ-ＲＯＭドライブにフォトＣＤが入っているときにサスペンド状態にした場

合は､レジュームに若干時間がかかることがあります。

ｻ ス ペ ン ド/| ノジ ユ ‾ ム す る ．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・

本機で サスペンド/レジュームするには､ つぎのような方法 があります。

圃 サ ス ペ ン ド ス イ ッ チ を 押 し て サ ス ペ ン ド/ レ ジ ュ ー ム す る

作業を中断したいときにサスペンドス不ッチを押すと､サスベンド状態 になります。作業を

再開したいときにはサスペンドスィッチを押 すと自動的 にレジュームされます。

"
ｒ

ｌ

ｉ
 ｌ
ｌ
 ｌ
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烏
サスベンド スイッチを連 続して押すときには、本機の 負担になりますので少な

くとも5 秒以 上の間隔をあけてください。
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■ Ｗ ｉｎｄ ｏ ｗ ｓ ９ ５ で サ ス ペ ン ド す る

[スタート]ボタンをクリックし､[ サスペンド]をクリックするとサスペンド状 態になります。作

業を再開したいときには､ サスペンドス不ツチを押すと自動 的にレジュームされます。

[コントロール パネル] の[ パワーマネージメント]を起動して表示された画面

で、[パワーマネージメント]を[ オフ] に設定しているときには 、この機 能は使

用できません。

■ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 開 閉 に 連 動 さ せ て サ ス ペ ン ド/ レ ジ ュ ー ム

す る

液晶 ディスプレイを閉じると自動 的にサスペンド状態にすることができます。また､液晶 デ

ィスプレイを開けると自動 的にレジュームさせることができます。この機 能を使うには 、

９８ＮＯＴＥメニューまたは９８ＮＯＴＥメニ ューユ ーティリティでの設 定 が 必要 で す

(〔:TｙＰ.169 〕。

液晶ディスプレイの開け閉めは、少なくとも5 秒以上の間隔をあけて行ってく

ださい。



ｻ スペッド/J
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■ オ ー ト サ ス ペ ン ド 機 能 で サ ス ペ ン ド/ レ ジ ュ ー ム す る

設 定時 間が経 過するまで作業をしない でいると､自動 的に本機をサ スペンド状態 にす

ることができます。作業を再 開したいときにはサ スペンドス不ッチを押 すと自動 的にレジ

ュームされます 。この機 能を使うには､９８ＮＯＴＥメニューまたは９８ＮＯＴＥメニューユ

ーティリティでの設定が必要で す(〔TTｙＰ.169 〕。Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 ではレi ワーマネジメント]

の[ＳＬエンハンスオプ ション]で設 定します。

■ モ デ ム に よ り レ ジ ュ ー ム す る( ＦＡ Ｘ モ デ ム ボ ー ド 内 蔵 時 の み)　

サスペンド中に電 話 がかかってくると自動 的にレジュームするように設定 できます。

この機能は､ コミュニケーションスロットにＦＡＸモデムボード(ＰＣ-9821NR-B05) を取

り付けて電 話回線を接 続している場合 のみ使用できます。

また､この機 能を使うには､Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 での設定 が必要 です。(ＣｙＰ.75)

ｉ ｓ　本機をバッテリパックで使用している場合でハイバネーション機能を設定して〕

いないときには､バッテリの残量が少なくなると､上記の操作を行わなくても自

動的にサスペンド状態になります。作業を再開したいときには､ＡＣアダプタを

接続するか､充電されたバッテリパックを取り付けてからサスベンドスイッチを

押します。

ｻ ス ペ ン ド/ レ ジ ュ ー ム す る と き の 注 意
●●●●●●●●●

■ サ ス ペ ン ド の 内 容 が 失 わ れ る 場 合

次の場合は､サスベンドの内容が失われます。

・ＡＣアダプタを未接続で､バッテリが消耗したとき

・キーボードのIHELPIを押しながらサスペンドスイッチを押して98NOTE メニューを

起動したとき

・電源スイッチをスライドさせながらサスペンドスイッチを押したとき

・ＡＣアダプタを未接続で､バッテリパックを本機から取り外して一定時間が経過し

たとき

Ｐ？
２
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●バッテリによるサスペンド内容の保持時間

本機の状態 � 保持時間

バッテリフル充電時や1 � 約5 日

バッテリパックを本機から

取り外してから来2 � 約1 時間

※1: ドライプ ベ イに 別 売 の バッテリパックを追 加し た場 合､ 保 持 時 問 は約2 倍 になります。

※2: サブ バッテリの み の保 持 時 間 で す。

バッテリスロットとドライブベイの両 方にバッテリパックを取り付けて使用して

いる場合で､どちらか一方 のバッテリパックの残量がなくなったとき(ステータ

スインジケ ータのバッテリ残量表示 の枠 のみ点灯) にバッテリパックを交換す

るときは、必ずド ライブベイのバッテリパックを交換してください 。誤ってバッテ

リスロットのバッテリパックを取り外すと、サスペンド内容が失われてしまいます

ので 、注 意してください 。

■ サ ス ペ ン ド 内 容 の 復 元 が 保 証 さ れ な い 場 合

次 のような作業をしているときに､ サスペンドを実 行した場 合には､レジューム内容は保

証されません。

次 のような場合には､ サスペンドは実行しないでください。

・ サスペンド内容の 記憶 中､ または復元中にフロッピーディスクを入 れ替えたとき

・ サスペンド内容の記憶 中､ または復元中にＣＤ-ＲＯＭを入 れ替えたとき

・ サスペンド内容の記憶 中､ または復元中にＰＣカードなどの抜き差しをするなど、

本機 の環境を変 更したとき

・ サスペンド状態のときに本機の機 器構成を変 更したとき

・98 標 準キーボード(ＰＣ-9801 -1 06) または98 標準 キーボード95( ＰＣ-9801-　　　　

119) 以 外の外付けキーボードを接続しているとき

また､次 のような状 態で サスペンド状 態にしたときには､レジュームの内容は保証されま

せ ん。

・プリンタへ出力 中のとき

・ 赤外線通信を使用しているとき(赤外線通信用のアプリケ ーションソフトを実 行中

のとき)

・ モデムなどを使って通信中 のとき

・ サウンド機 能により音声を再生しているとき

・ 動画を再生中 のとき

・フロッピ ーディスク､ ハードディスクを読 み書き中 のとき

・ＣＤ-ＲＯＭを読み取り中 のとき

・16 ビットＰＣカードサポートを使用しているとき



サスペンド ／

■ サ ス ペ ン ド/ レ ジ ュ ー ム 機 能 が 正 し く 実 行 さ れ な い 場 合

カラー液 晶ディスプレイに｢ＲＥＳＵＭＥ ＦＡＩＬＵＲＥ｣と表示 されたときは､ サ スペンド/

レジューム機能による作業内容 の復元に失敗したことを表しています。

また､ サスペンドル ジュームを行った場 合に､ アプリケーションソフトによっては次の症状

がでることがあります。

・ アプリケーションソフトが動 作しない

・ サスペンドル ジューム機能 が正しく動 作しない

(内容を復元できない)

・ 電 源スイッチで､電 源をOFF にできない

これらの場 合には､ サ スペンドル ジューム機能 は使 わないでください。

サスペンドル ジュームを正常に行うことのできない アプリケーションソフトを使 用してい

て､ 万一 本機 の電源をＯＦＦにできなくなったときには､電 源 ス不ッチを スライドさせなが

らサスペンドス不ッチを押してください。強制的に電源がＯＦＦになります。また､この場合

ディップス不ッチの設定 がご購入時 の設定に戻っていることがあります。必要な場合 は設

定し直してください 。

Ｐ？
２
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本機では､ハイバネーション機能を利用できます。ここでは､ハイバネーション機能の設

定のしかたや､使用する際の注意事項などについて説明しています。

ﾊ イ バ ネ ー シ ョ ン 機 能 と は

● ●●●●●● ●●●● ●●●●●● ●●●●

ハ イバネーション機 能は､ サスベンドル ジューム機 能と同 様に､作業を 一時 中断 するとき

に便利な機能です。サスペンドル ジューム機能 ではメモリに作業 内容を保存するのに対

し､ ハイバネーション機 能では 作業 内容がハードディスクに保存されます。このため､バッ

テリ残量 がなくなっても保持されている内容は 失われませ ん。

電 源ＯＮ 電 源ＯＦＦ

昆雛牡ケ９ダ
ハードディスクから
の作業内容が呼び出

回

れる

電 源ＯＮ

64

・ ハイバネーション状態 のときは、機器の取り付け/取り外しをしないでくださ

い。機 器の取り付け/取り外しをすると､本 機が正常に動 かなくなることがあ

ります。

・使 用するＰＣカードによっては､ハイバネーション機 能を使 用できないことが

あります。詳しくはＰＣカード のマニュアルをご覧ください 。

・使用するアプリケーションソフトによっては､ハイバネーション機 能を使用で

きないことがあります。このようなアプリケ ーションソフトの 使用時には、八

イバネーション機 能を使用しないでください 。

図
ハイバ ネーション機 能は､ 本 機 固有 の機 能 で すので､ 市 販 のＷｉｎｄｏｗｓ 95 や

Ｗｉｎｄｏｗｓ ３．１、ＭＳ-ＤＯＳでは 使 用 で きませ ん 。本機 でＭＳ-ＤＯＳ ６．２と

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1を 選 択し､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95に アップ グレ ードしても使 用できませ ん。

ただし､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95を 選 択し別のド ライブ に市 販のＭＳ-ＤＯＳ ６.2とＷｉｎｄｏｗｓ3.1

を インストールして､『再 セットアップ ガ イド 』の｢ ＭＳ-ＤＯＳを利 用 する｣ と｢

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1を利 用 する｣ に 記載されている作業を実 行した場合 は使用 でき

ます 。



ﾊ イバ

扇 ど

ハ イ バ ネ ー シ ョ ン 機 能 を 設 定 す る

●●●●●●●●●●●●●●●

本機で は､本機 にインストールされているＷｉｎｄｏｗｓ 95 または､Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1､Ｍ Ｓ-DOS

6.2 でハイバ ネーション機能を利 用できます。なお､ ハ イバネーション機能は､ 作業

内容をハ ードディスクの一 部に保 存するようになっているため､ ハードディスクにある程

度の空き容 量を必 要とします。Hibeｒｎａtｉｏｎ設 定ユ ーティリティでハ イバ ネーションを

実行するように設定すると､作業 内容を記憶 するためのファイルがハードディスクに自動

的に作成されます。次 の手順で､ ハイバ ネーション機 能を設定します。

I　Hibe ｒｎａtｉｏｎ設 定ユ ーティリティを起動します。

･Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の場 合

①Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の[ スタート]－[Ｗｉｎｄｏｗs の終了] をクリックします。

②[コンピュータをＭＳ-ＤＯＳモードで再起 動する]をクリックして[ はい] ボタ

ンをクリックします。

本機 がＭ Ｓ-ＤＯＳモードで再起動します。

烏

③キーボードから次のように入力します。

ＨＩＢＥＲ回

Windo ｗｓ 95 の[ＭＳ-ＤＯＳコマンドプロンプト]ウィンドウでは、この機 能を実

行することはできません 。必 ず、ＭＳ-ＤＯＳモードで実行してください 。

･Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 とＭＳ-ＤＯＳ ６．２の場 合

①ＭＳ-ＤＯＳプロンプトの画面を表示 させ ておきます。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 を使用 中の場合 は､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1を終 了します。Ｍ Ｓ-

ＤＯＳコマンドメニューが表 示された場合は､ キーボードのL§J:9F｣を押して

ＭＳ-ＤＯＳコマンドメニューも終了します。

② キーボードから次 のように入力します。

ＨＩＢＥＲ図 〕

●

●
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・ ＭＳ-ＤＯＳ ６．２とＷｊｎｄｏｗｓ 3.1 で ハ イバ ネーション 機 能を利 用 す るには 、

ＰＯ ＷＥＲ.ＥＸＥを組 み 込 む必 要 が あります。ＰＯＷＥＲ.ＥＸＥにつ い ては『再

セットア ップ ガ イド 』をご 覧ください 。

・ Ｗｊｎｄｏｗｓ 95 の ＭＳ-ＤＯＳモ ード で は本 機 能は 使 用 で きませ ん 。

・ 本 機 で ＭＳ- Ｄ Ｏ Ｓ ６ ．２と Ｗｉｎｄｏｗｓ ３．１を選 択し た 場 合 は､ す で に

ＰＯＷ ＥＲ．ＥＸＥが 組 み 込 まれ てい ます。

・ Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 の ス タンダ ード モ ード で は､ 本 機 能は 使 用 で きません 。

２　 次 の画伯iが表示されたら､キーボードのｍ[ 口を押して反転表示を[Ｈｉｂｅｍａtｉｏｎ

を使用 するに設 定 する] に移動して､[⊇] を押します。

H'lそ｢心り･:･n 17,!定ユーテー,'リ子.1　　　　　　-r ・，.,11 ， JJ

H11､,loUうn.り漣同'じきi,ように一時退避ファイル一川1r庇と;9
定を･,iいます.Hil･･

やrnan･xき便用すﾐ,心卜 一時退遇1ファ･り|嘲にトライブH:
け ラィフ にぷ圧縮引り:しr 恨≧はを･,り十フトＦライ
フル:'17｢･IEい.り1奎禧した重き碩組り 漕 と|..まｔ．新し 一
昨郎にマ･Di嗜ぽ吹すi.鳴呂は二で乱lい て|･ライフH:　゛i･
こｆ弓－か皿いごとき確記|ノひ･･ら一時退避７７-い1･をi‘y昿
して(,たさい．

�¬77惣７?ヲ〒
１ １ キ ー-て1 琶 択 し リ ク ー ン キ ー を 押 し･ で･ ノ ごさ い.

・. ｀7　　　　　　　　　　　　　.
●,I･,,Ir，!1,゙ ･･卜 ↑ヽ 1rl' l‘,'･rl･,,●,･｀it ，･,･'1`･l'1･'.

ハードディスクの空き容量が不足していることを示すメッセージがされた場合

には､画面の指示に従ってハードディスクの空き容量を確保した後､ 手順1 か

らやり直してください。その他のエラーメッセージが表示された場合は､それぞ

れの画面の指示に従って処置したあと手順1 からやり直してください。

３　 次の画面が表示されたら､キーボードのキーのどれかを押します。

H･Lそ･njtl･.･･11゛･Ej一一万､，りyl　　　　　　･･711,,.･,11.J

?… …　　　　　H･

卜rr ぶ,.･･n を声明71, に設 竃i. まlバx.　　　　　

２ ま を工 戸 ず 乱 二ふｭｰ-ﾈ･ にj･ﾃ, べ･ 再が 凱.･、再 度21　　　　　まy　

詰 に 刀4･ ｸﾞ 燦 燦 臨

肺

手昌 七 ヰ　　　

し　　　 ムI

ぃ･ｷ- ‘ を押 す

よｭｰﾃ

い.rﾃ
し
を,こ了I. ま二r.　　　　　　　　　

‘'ぐI･ ぃ口I' ･ ゛F1･ I ,･ ･ .゛,･ ヤド･'Iり'･･

Hibe ｒｎａtｉｏｎ設 定ユ ーティリティが終 了します。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 で使用 する場 合は､これで設定は終了 です。
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Windo ｗｓ 3.1で使用 する場合 は､さらに次の設定 が必要です。

ＳＥＤＩＴコマンド等を利 用して次 のファイルを書き換えてください 。

図､f　 初回起動時にＭＳ-ＤＯＳ６.2とＷｉｎｄｏｗｓ 3.1を選択した場合は､ 次のような内

容に設定されているので､この作業は必要ありません。

･ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴの先 頭行に次の1 行を追加

ＨＩＢＥＲ /|

･ＷＩＮＡ．ＢＡＴを次 の ように変 更

ＷＩＮ

＠ ＥＣＨＯ ＯＦＦ

ＩＦ ＥＲＲＯＲＬＥＶＥＬ ２５５ Ｇ ＯＴＯ ＥＲＲＯＲＩ

ＨＩＢＥＲ ／|

Ｇ ＯＴＯ　ＪＵＭＰ

：ＥＲＲＯＲＩ

ＨＩＢＥＲ ／|

ＥＣＨＯ ．

ＥＣＨＯ 何 か キーを押して下 さい

ＰＡＵＳＥ ＞ＮＵＬ

：ＪＵＭＰ

ＥＣＨＯ ＯＮ

ＣＤ ￥

図
Windo ｗｓ 3.1を 起 動 するときには､ ＭＳ-ＤＯＳコマンドメニューから起 動 する

か､ ＷＩＮＡ図 〕と入力して起動してください 。この方 法で 起動しなかった場合 は、

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1終 了 後 ハイバ ネーション機 能が利 用 できませ ん。

ＷＩＮ回 として､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1を 起 動した場 合は､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 終 了 後 ハ イバ

ネーション機 能は利 用 できません ので､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1終 了 後､｢ ＨＩＢＥＲ／｜図｣

と 入力してください 。

M Ｓ-ＤＯＳ ６.2で使用する場合は､さらに次の設定を行ってください(なお､MS- ＤＯＳ

６.2とＷｉｎｄｏｗｓ 3.1を選択した場合には､この作業は必要ありません)。

･ＳＥＤＩＴコマンド等 を利 用して､ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴファイル の先 頭に次 の一行

を追 加してください。

ＨＩＢＥＲ　 ／|

↑
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４　 ハ イバネーション機 能の設定 が完 了したことを確認します。

･Ｗｉｎｄｏｗｓ 95､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 の場合

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95またはＷｉｎｄｏｗs 3.1 起動時には指定しないかぎりメッセージは

表示されませ ん。

･ＭＳ-ＤＯＳ ６．２の場合

MS- ＤＯＳ ６.2起動時にハ イバネーション機 能が使用できるようになったことを

表すメッセージが表示されます。

ハ イ バ ネ
ー
シ ョ ン 機 能 を 使 う

● ●●● ●●● ●●●● ●●● ●●● ●●

作業 中､ ハイバ ネーション機能 が設定されている状 態で､ 本機 の電 源 ス不ッチを スライド

させると､｢ ハードディスクに退避 中!｣ というメッセージの表 示後､ 本機 の電源が自動 的

にＯＦＦになり､ハイバネーション状 態になります。

作業を 再開したいときには電 源ス不ッチをスライドさせると本機の電源がＯＮになり､｢八

－ドディスクから復旧 中!｣ というメッセージの表 示後､ 自 動的に保存されていた内容が

表示されます。

・ ハ イバ ネーション機 能が設 定されていない 場合に電 源スイッチで電 源を

OFF にすると､作業中 の内容はすべて失われてしまいます。無造作に電源

スイッチを操作 するとデ ータを破壊してしまったり。機器 やシステムの故 障

の原因となることがありますので、注意してください 。

・ 電源スイッチによる電 源のＯＮ/OFF を連続して行うときは､ 本機の 負担に

なりますので 少なくとも5 秒以 上の間隔をあけてください 。

・電 源スイッチをスライドさせながらサスペンド スイッチを押して本機の電源

をＯＦＦにした場合には、ハイバネーション状態になりません。

本機をバッテリパックで使用している場合にハイバネーション機能が設定され

ていると､バッテリパックの残量が少なくなると自動的にハイバネーション状態

になります。

Ｗｉｎｄｏｗｓ ３．１を起 動 す る場 合 は ＷＩ Ｎ Ａ． ＢＡＴで 起 動してください 。

ＷＩＮＡ.ＢＡＴで起動しない場合は、Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 終了後ハイバネーション機

能が利 用できません。
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ハイ バネ ーシ ョン機能を使うときの注意
●●●●●●●●●

■ハイバネーションの内容が失われる場合

次 の場 合は､ ハイバ ネーションの内容 が失 われます。

゛キーボードのＩＨＥＬＰＩを押しながら電 源をＯＮにして98NOTE メニューを起動した

とき

■ ハ イ バ ネ ー シ ョ ン の 保 存 内 容 の 復 元 が 保 証 で き な い 場 合

以下のように､ハイバネーション状態の本機の状態を変更したり､一部のハードウェアが

処理中の場合には､ハイバネーション機能の動作が保証されません。

・ ハイバネーションの内容を記憶中､または復元中にフロッピーディスクやＣＤ-

ＲＯＭを入れ替えたとき

・ハイバネーションの内容を記憶中､または復元中にPC カードなどの抜き差しをす

るなど､本機の環境を変更したとき

・ ハイバネーション状態のときに本機の機器構成を変更したとき

・98 標準キーボード(ＰＣ-9801 -1 06)または98 標準キーボード95( ＰＣ-9801-　　　

119) 以外の外付けキーボードを接続しているとき

また､次のような状態で本機をハイバネーション状態にしたときには保存内容の復元は

保証されません。

・プリンタへ出力中のとき

・赤外線通信を使用しているとき(赤外線通信用のアプリケーションソフトを実行中

のとき)

・モデムなどを使って通信中のとき

・サウンド機能により音声を再生しているとき

・動画の再生中のとき

・ＣＤ-ＲＯＭを読み取り中のとき

・16 ビットＰＣカードサポートを使用しているとき

ハ イ バ ネ ー シ ョ ン 機 能 を 無 効 に す る
●●●●●●●●●●●●●

一度ハ イバネーション機 能を設定した後でも､ハ イバネーション機能を無効に設定 できま

す。

１ ｢ ハイバネーション機 能を設定する｣の手順1 と同じ方法で､Hibe ｒｎａtｉｏｎ設定ユ

ーティリティを起動します。

"
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２　 キーボードの口 田 を押して反転表示を[Hibe ｒｎａtｉｏｎを使用しない設定にす

る]に移動して､〔Ｊ 〕を押します。

３　 次の画面が表示されたら､キーボードのキーのどれかを押します。

これで､ ハイバ ネーション機能 が使えなくなります。

■ Ｗ ｉｎ ｄ Ｏ Ｗ Ｓ上 で ハ イ バ ネ ー シ ョ ン 機 能 を 無 効 に す る

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 やＷｉｎｄｏｗs 3.1 で ハ イバ ネーション機 能を使 用している場 合 は、

Hibe ｒｎａtｉｏｎ設定ユ ーティリティを起動しなくても､ハ イバネーション機能を無 効にする

ことができます。

１　[ ハ イバーネーション]機 能を起動します 。

･Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の場 合 ‥･ スタートボタンをクリックし､[ 設 定] をポイントし[コント

ロール パネル]をクリックしてレ バ バネーション]アイ

コンi? をダブルクリックします。

･Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1の場 合 ‥･[コントロールパネル] をクリックしてレソ バネーショ

ン]アイコンiP をダブ ルクリックします。

２　 次のような画面が表示されたら､[Ｗｉｎｄｏｗs 95 11 でハ イバネーション機能を有 効

にする]のチェックボックスをクリックします。

ここ をクリックして「 に すると､Ｗｉｎｄｏｗｓ上

で の設 定の 有 効/ 無 効 が表 示 される

ここをチェックし て『７ に

に ハ イバネ ーション機 能

す ると､Ｗｉｎｄｏｗｓ起 動 時 など

の 有 効/ 無 効 が 表示 され る

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1の 場 合 は実 際 の画 面と多 少異 なります。
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３　[ ＯＫ]ボタンをクリックします。

これでＷｉｎｄｏｗs上でハイバネーション機能が無効になりました。

■ 無 効 に し た ハ イ バ ネ ー シ ョ ン 機 能 を 再 度 使 え る よ う に す る

1　｢ Ｗｉｎｄｏｗｓ上でハイバネーション機能を無効にする｣の手順1と同じ方法で､レヽ

イバネーション]機能を起動します。

２[ Ｗｉｎｄｏｗｓ上でハイバネーション機能を無効にする]のチェックボックスをクリッ

クして｢７ にします。

３　[ ＯＫ]ボタンをクリックします。

これでハイバネーション機能が使えるようになりました。

■ ハ イ バ ネ ー シ ョ ン 機 能 の 再 設 定 が 必 要 な 場 合

次のような場合は､ ハ イバネーション機 能の再設定が必要となります。｢ハイバ ネーション

機能を設定する｣の手順 に従って､再 設定してください 。

･メモリの取り付け／取り外しを行った

･本機を再セットアップした

･ハードディスクにあるハイバネーション用の一時退避ファイルを削除した(一時退

避ファイルとは､｢ ハイバネーション機 能を設定 する｣の手順を行うと自動 的に作

成されるファイルです)。

●

●

本
機
の
機
能
を
知
る

71



72

本機には､さまざまな省電力機 能が用意されています。バッテリ駆動時などに省電力機

能を設定しておくと､省電力機 能を設定していないときにくらべ､ バッテリでの本機の使用

時間を長くすることができます。

９８ Ｎ Ｏ ＴＥ メ ニ ュ ー ／９８ Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ メ ニ ュ ー ユ ー テ ィ

リ テ ィ で151ﾇl: で き る1 幾1111
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

● 省 電 力 モ ード

本機 の動 作モードを設定する機能です。｢フル パワー｣｢ エコノミー｣｢カスタム｣の3段 階に

設定 することができます。｢エコノミー｣または｢カスタム｣に設 定すると､消 費電 力を抑える

ことができます。

● 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 自 動 停 止

一 定時間 が経 過すると自動 的に液 晶ディスプレイのバックライトが消 える機能 です。

● 内 蔵 固 定 デ ィ ス ク 自 動 停 止

ハードディスクのモータを制御 する機能 です。

● ＣＰＵ 自 動 停 止

ＣＰＵ の動作を制御する機 能です 。

● ＬＣ Ｄ 連 動 サ ス ペ ン ド/ レ ジ ュ ー ム

液 晶ディスプレイの開け閉 めで サスペンド/レジュームができるようにする機能 です。

● オ ート サ ス ペ ン ド

設定された時 間内に本機 が使用されなかった場 合､ 自動 的にサ スペンド状態 にする機

能です 。

詳しい設 定の方法についてはＰ.169 をご 覧ください 。



Ｈ ｉｂ ｅｒｎ ａｔｉｏ ｎ 設 定 ユ ー テ ィ リ テ ィ で

151ﾇil で き る1 幾 書11

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

● ハ イ バ ネ ー シ ョ ン

電 源ＯＦＦ時の作業 内容を自動 的にハードディスクに保存す る機能 です。電 源をＯＮ ／

ＯＦＦするたびに､ソフトウェアを起動したり､終了したりする必要がありません。また､ＡＣ

アダプタを未接続 でもデータが保持されます。

i? ｓ　Hiberｎａtｉｏｎ設定ユーティリティで｢ハイバネーションを使用する｣に設定する]

と､本機をバッテリパックで使用しているときにバッテリ残量が少なくなると､自

動的にハイバネーション状態になります。

詳しい設定の方法についてはＰ.65をご覧ください。

Ｗ ｉｎ ｄ Ｏ Ｗ Ｓ
で 設 定 で き る 機 能 ｒ

ぷ7Tlr;７rｌ!
ｉ
●●●●●●●●●●●

● 自 動 中 断

設 定された時 間内に本機 が使用されないと自動 的にサスペンド状 態にする機能で す。

● モ デ ム に よ り レ ジ ュ ー ム す る

本機 にモ デムボードを内蔵して電 話回線を接続しているときに設定 できます。サスペン

ド中に電話 がかかってくると自動 的にレジュームする機 能です。

● ハ ード デ ィ ス ク の モ ータ 制 御

設定された時 間内に本機 が使用されないと､ハードディスクのモータを停止する機 能で

す。

●Ｃ ＰＵ の ク ロ ッ ク 制 御

ＣＰＵ のクロック速度を制 御することで節電をします。

● デ ィ ス プ レ イ の バ ッ ク ラ イ ト を 消 灯 す る

設定された時 間内に本機が使用されないと､液晶 ディスプレイのバックライトを消 灯する

機 能です。パワーマネジメントに対応した別売のＣＲＴディスプレイを接続しているときに

は､ＣＲＴディスプレイの表示が消えます 。

Windo ｗｓ 3.1 で は[ メイン] －[ コントロールパ ネル] －[ 電 源管理] －[SL エ ン

ハン スオプション] で 設定します。詳しくは『ソフトウェア 補足ガ イド 』をご 覧くだ

さい 。
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■ Ｗ ｉｎ ｄ Ｏｗ Ｓ ９ ５ で の 設 定 方 法 皿､ ＝iilj

ｗindo ｗｓ 95 で は､レi ワーマネジメント]ウィンドウで 省電 力の設定ができます。

１　[ スタート]ボタンをクリックし､[ 設定]－[ コントロールパネル]をクリックし､レiワーマ

ネジメント]アイコンをダブルクリックします。

[電源のプロパティ]ウィンドウが表示されます。

･[パワーマネジメント]タブ での設 定

レ 刄ワーマネジメント]タブをクリックします。

次のウィンドウが表示 されます ので､ 必要な設 定をします。

IＯＷＳの[ 電 源 のプ ロ パ

で 電 源 管 理 を行う場 合[

ツクします。

の電源の状態を表示し

他に設定する必要がない場合は､[ＯＫ]ボタンを､その他の設定をする場合は[更

新]ボタンをクリックします。

[パワーマネジメント]タブの[ 詳細プロパティ]での設 定

レ 汐 －マネジメント]タブ の[詳 細] ボタンをクリックします。

[詳 細] タブ のウィンドウが表示されますので､ 必要な項目を設定します。

[７ に し て お くと ス タ ート メ

ニ ュ ーに サ スペ ンドコ マンド

が 表示 され､ サスペンドコマン

ドをクリックすると､ サスペ ンド

状 態 にで きます 。

は設 定 できませ ん。

他に設定する必要がない場合は､[ＯＫ]ボタンを､その他の設定をする場合は[更

新]ボタンをクリックします。



[トラブ ルシューティング] タブをクリックします。

[トラブ ルシューティング] タブのウィンドウが表 示されますので､ 必要な項 目を設

定します。

本 機 では設 定 できませ ん。

Windo ｗs 95 が電 源の 状 態をチェックしなくなります。

タスクバ ーに[ 電 源] ア イコン が表 示されなくなり､[ パワ ーマネジ メント]

ア イコン をダブ ル クリックしても､ 電 源 の 状 態 が表 示 されなくなります。

他に設定する必要がない場合は､[ＯＫ]ボタンを､その他の設定をする場合は[更

新]ボタンをクリックします。

･[ パワーマネジメント]タブの[SL エンハンストオプション]での設定

レ 汐 －マネジメント]タブの
翌

ボタンをクリックします。

次の画面が表示されますので､必要な項目を設定をします。

CＰＵの クロック 速 度を制 限 することが できます。

100 ％､50 ％､25 ％､10 ％の 中 から選 択 できます。割 合 が 減るに従 って､ クロック速 度は 遅く

なりますが､ 電 力 はより節 約されます。ただし､10 ％は 未サ ポ ートの ため､ 選択しても25 ％に

設定 されます。

サスペンドを実行 するときすぐに サ

スペンド 状 態 に する か､ Ｗｉｎｄｏｗｓ95

がア イド ル 状 態 にな ったときに

サス ペンド 状 態 に するかを設 定し

ます。

本機に内蔵のモデムボードが接続
されている場合に設定できます。
レジューム機能を利用してサスペ
ンド状態にしている状態の時に電
話がかかってきたら､自動的にレ

ジュームされます。

●

●
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速 度(£)

卜 沁　　　　　　　ｊ

fｉ一直 ち に 中 断(D

ｒｱ 什 ル`状 態 ま で 待 つ(D)　　
－

。| 匠芭鷺|刄 羅

再開

「ﾓ ﾃﾞ` ﾑﾘｼ ｸﾞ でtB 定 ゆ
一

際 川 付/時 刻 ご 指 定 川

ﾃﾞﾌﾚ ⊇
サスペンド ／レ ジュ ーム機 能を利 用して サスペンド 状 態にし

ている状 態 の時に 設 定した時 間になると､自 動的 にレジュー

ム されます 。

ポ インティング デ バ イスまたは キーボ ードからの 入 力 がなく､設定した時 間 が経 過

したら､すぐ に サスペ ンド状 態 に するか､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95がア イドル 状 態 になったとき

に サス ペンド状 態 に するかを設 定します 。
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設 定が終了したら､[ＯＫ] ボタンをクリックします。

レり ーマネジメント]タブ のウィンドウに戻ります。

オートサスペンドを設定しないで､｢モデムリングで指定｣を設定した場合､レジ

ュームは一度しか有効ではありません。｢モデ ムリングで指定｣を設定するとき

に同時にオートサスペンドを設定しておくと便利です。

･[ディスクドライブ]タブでの設定

[ディスクドライブ]タブをクリックします。

次の画面が表示されますので､必要な項目を設定します。

本機 の 電 源をＡＣコネクタから取 って

い るとき､ ハ ード ディスクの モ ータを
停 止 させるまで の時 間 を設 定します。

本機 の 電 源 をバ ッテリから取 ってい

るとき､ ハ ードデ ィスクの モ ータを停
止させるまでの 時 間を設 定します。

２　 必要な項目の設定がすべて終了したら､[ＯＫ]ボタンをクリックします。

アイドル状態

アイドル状態とは英語で書くと｢idle｣のことで､Ｗｉｎｄｏｗs 95が何の処理もおこなっていなく､命令が

くるのを待っている状態をいいます。簡単に言えば､暇にしているときのことです。



■ デ ィ ス プ レ イ の バ ッ ク ラ イ ト を 消 灯 す る

省電 力のため､ ディスプレイのバックライトを消すようにするには､次のように操作します。

１　[ スタート]ボタンをクリックして[ 設定]をポイントし､[ コントロールパ ネル] をクリック

します。

[コントロール パネル] ウィンドウが表示されます。

２ ［画面］アイコン
國
をダブルクリックします。

[画面 のプロパティ]ウィンドウが表示されます。

３　[ スクリーンセーバー]タブをクリックします。

次 の画面が表示されます。

低 電 力 スタン バ イ

９ にし､時 間 を設 定 する

と､ 設 定 時 間 経 過 後 に

液 晶デ ィスプレ イの バッ

クライドが 消 え､ 画 面 が

真 暗 に なります。パワ ー

マネジ メントに 対 応した

ＣＲＴディスプレ イを接 続

してい るときに は､ ＣＲＴ

デ ィスプレ イの 表 示 が

消 えます。

９ にして､ 時 間 を設 定 すると､[低 電 力 スタン バ イ]と同

じように 設 定時 間 経 過 後に 液晶 ディスプレ イのバックラ

イトが消 えます｡ パワーマネジ メントに 対応したＣＲＴディ

スプレイを接続しているときは､ＣＲＴディスプレイの 電 源

がＯＦＦに なります 。

４　 設定 が終了したら､[ＯＫ] ボタンをクリックします。

[画面 のプロパティ]ウィンドウが閉じます 。

●

●
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ディスプレイの省電力機能が選択できないときは次の方法で確認してくださ

し‰

１[ 画面のプロパティ]ウィンドウの[ディスプレイの詳細]タブの[詳細

プロパティ]ボタンをクリックします。

２[ ディスプレイの詳細プロパティ]ウィンドウが表示されるので､[モニ

ター]タブをクリックします。

３［省電力ディスプレイ］の項目が､Ｒ になっているか､確認してくださ

い。『でならば､クリックして阿にしてください。

４［ＯＫ］ボタンをクリックします。



笥節気－
本機には､本機の不正使用やデータなどの盗難を予防するためのセキュリティ機能が

搭載されています。　ここでは､セキュリティ機能の概要と､設定しているときの電源の

ＯＮ/ＯＦＦについて説明しています。

セキュリティ機能を使用した場合 でも、｢絶対に安全｣ということはありません 。

重 要なデ ータなどの取り扱いには、充 分にご 注意ください。

■ パ ワ ー オ ン パ ス ワ ー ド

パワーオンパスワードを設定すると､本機の電源をＯＮにしたときに､ パスワードの入力を

求められます。パ スワードを入力しないと､本機を使用することができませ ん。パ スワード

を知らない人 が無断 で本機を使用 するのを予防 することができます。パワーオンパ スワ

ードは９８ＮＯＴＥメニューで 設定します((クＰ.173) 。

パワーオンパスワードを忘れると、本機を使用できなくなります。設定したパス

ワードは忘 れないよう控 えておくことをおすすめします。　パスワードを忘れて

しまった場合には解除処 置が必要ですので 、Bit-ＩＮＮ､ＮＥＣサービ スセンター、

サービスステーションにご連絡ください(『サービ ス網一覧表 』をご 覧ください) 。

・ パスワード解除処置は保証期間内でも有償です。

・ パスワード解除処置は原則としてお客様のお持ち込みによる対応となり

ます。

また、機密保持のため、お客様ご本人からのご依頼に限り処置をお受け

いたします。

・パスワード解除処置を依頼されるときには､下記のものをすべてご用意く

ださい。

①本機の購入を証明するもの(保証書等)

②身分証明(お客様ご自身を確認できるもの)

③印鑑

・パスワード解除処置をご依頼の際、受付にてお客様ご自身により専用の

用紙に必要事項を記入･捺印していただくことが必要です。

専用用紙の記載事項にご同意いただけない場合には、処置のご依頼に

対応いたしかねる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

”
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■ セ ッ ト ア ッ プ パ ス ワ ー ド

セットアップパ スワードを設 定すると､９８ＮＯＴＥメニューを起動するときに､パ スワードの

入力を求 められます。パ スワードを入力しないと､９８ＮＯＴＥメニューを起動 することが

できませ ん。パ スワードを知らない 人が､無 断で９８ＮＯＴＥメニューの設 定を変えるのを

予防 することができます。セットアップパ スワードは９８Ｎ ＯＴＥメニューで設 定します

(汐Ｐ.173) 。

・ セットアップ パスワードを設定していない場合 、使 用者以外 が故 意に、また

は誤ってパワー オンパスワード やセットアップ パ スワードを設定してしまう

と、本機が使用できなくなったり､９８ＮＯＴＥメニューが起動できなくなりま

す。 このような恐れがある場合は、セットアップ パスワードを設 定しておい

てください 。

・ セットアップ パスワードを忘 れると、９８ＮＯＴＥメニューを起動できなくなりま

す。 設 定したパスワードは忘 れないよう控えておくことをお すすめします。

パ スワードを忘 れてしまった場 合 には解 除 処 置が 必 要で すの で 、Ｂｉｔ-

ＩＮＮ、ＮＥＣサービ スセンター、サービスステーションにご連 絡ください(『サ

ービス網 一覧表』をご覧ください) 。

・ パスワード解 除処置は保証期間 内でも有 償です。

・ パスワード解 除処置は原則としてお客様 のお持ち込みによる対応となり

ます。また､機密保 持のため､お 客様ご 本 人からのご 依頼に限り処 置をお

受けい たします。

・ パスワード解除 処置を依頼されるときには、下記のものをすべてご用 意く

ださい 。

①本機 の購入を証明 するもの( 保証書等)

②身分証 明( お客様ご 自身を確認できるもの)

③印鑑

・ パスワード解除処置をご 依頼の際 、受付にてお客様ご 自身により専用の

用 紙に必 要事項を記入･ 捺印してい ただくことが必 要です。

専用 用紙 の記 載事項にご 同 意い ただけない 場合には、処置 のご 依頼に

対応い たしかねる場合がありますので､ あらかじめご 了 承ください。

■|/ ○ ロ ッ ク

シリアルインターフェイス､赤外線通信機能､ プリンタ､フロッピ ーディスクドライブを使用で

きないように設定 することができます。この機能により､プログラム､データなどが不 正に

流出 するのを予防 できます。この機能を使用するときは､必ず セットアップ パスワードを設

定してください 。I/Ｏロックは､９８ＮＯＴＥメニューで設定します(け Ｐ.176) 。

・|/○ロックはＷｉｎｄｏｗｓ 3.1､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 、Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ､ ＯＳ/2 に の み

対 応してい ます 。

・ ＭＳ-ＤＯＳ用 の アプリケ ーションソフトを利 用 する場 合 には､|/ ○ロック機 能

は使 用 できません 。



朔

セギ雀ぴ,チｊ 機能

■ セ キ ュ リ テ ィ 機 能 の 使 用 例

セキュリティ機 能は､ 本機の使用状況 にあわせて次 のようにご利 用ください。

ll 利 用 者 以 外 が 本 機 の 設 定 を 管 理 し た い 場 合

日常的に本機を使 用する人とは別の 人が本機の設定を管理したい場合､ はじめに管理

者がセットアップ パスワードとパワーオンパ スワードの両方を設 定しておき､パワーオンパ

スワードの みを各利用者に通知します｡この設定により､管理者以外が９８ＮＯＴＥメニュー

の設定を変 更することができなくなり､管 理者と利用 者以 外は本機 の起動 ができなくな

ります。

ｌ ｌ 利 用 者 自 身 が 本 機 の 設 定 を 管 理 し た い 場 合

日常的に本機を使 用する利 用者が９８ＮＯＴＥメニューの設定も自由に行いたい場 合､ 利

用 者がパワーオンパスワードとセットアップ パスワードの両方を設定します。この設定によ

り､利用 者以外は本機を使用したり９８ＮＯＴＥメニューの設定を変 更したりできなくなりま

す。

パスワードを設定しているときの電源のＯＮ
{ Ｗｉｎｄｏｗ ｓ ９５ お よ び Ｗｉｎｄｏｗ ｓ ３．１ 》●●●●●●●●●●●●●●●●●

パワーオンパ スワードを設定している場 合は､ 本機の電 源ス不yチをスライドさせると動 作

表示 用ＬＥＤ が点灯し､次 のような画面が表示されます。

１　 キーボードから､設定されているパスワードを人力します。

烏
パスワード の入力 中に、キーボードの[ 璽] を押しても文字を修正することはで

きません。

函
パワーオンパスワードとセットアップパスワードの両方が設定されているとき

には､どちらのパスワードを入力しても本機を起動することができます。
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２　 キーボードの 図 を押します。

正しい パスワードが入力されると､メモリチェックのあとＷｉｎｄｏｗｓが起動します。

・ 誤ったパスワードが 入力されると、｢パスワード不一致｣ と表示されます。正

しい パスワードを入力してください。

・ パスワードの入力に3 回失敗 すると、｢パスワードエラー｣と表示され､｢ピー｣

という警 告音のあと､自動的に電源がＯＦＦになりますので、最初 からやり直

してください 。

図
・ セットアップパスワードを設定しているときの９８ＮＯＴＥメニューの起動方法

については､P.159 をご覧ください。

・ パスワード設定中にハイバネーション状態にしたときも､上記を同じ手順で

本機を起動してください。

正しいパスワード が入力されると､保存されていた内容が復元されます。

パスワードを設定しているときのレジューム
●●●●

パワーオンパスワードを設定しているときにサ スペンド状態にした場合には､ サスベンド

ス不ッチを押 すと動 作表示用ＬＥＤが点灯し､｢ ピッピッピッ｣と警 告音が鳴ります。画 面

には何も表示されませ ん。

１　 キーボードから､設定されているパスワードを入力します。

パスワードの入力中に、キーボード の[頭] を押しても文字を修正することはで

きません。

図､f　 パワーオンパスワードとセットアップ パスワードの両方が設定されているとき

には､どちらのパスワードを入力しても本機を起動することができます。

２　 キーボードの回 を押します。

正しいパスワードが人力されると､レジュームされサスペンドの内容が表示されます。

・ 誤ったパスワードが入力されると、｢ピ ーピッピッ｣と警 告音が鳴ります。正し

い パスワードを入力してください 。

・ パスワード の入力に3 回失敗 すると、｢ピ ー｣という警 告音 のあと､自動的に

サスペンド状 態に戻りますので､ 最初からやり直してください 。



PC-9821 Nr1 5/S14F に内蔵されているFA ×モデムボ‐ド(PC ‐9821NR-BO5) では、

フアクシミリ通信機 能､ デ－タ通信機 能､インタ―

■最高３３６００ｂｐＳまでの各種涌信

F ＡＸモデムボードは、加入電話 回線に適合 するように設 定されています。

加入電 話回線以 外と接続すると、ＦＡＸモデム ボード やパソコン本 体等を

破損する場 合があります。

ＦＡＸモデムボードを使っての通信中には、サスペンド／レジュームの機 能

の動作は保証されません。

電話回線を利用して最高33600bpS の全二重データ通信と最高14400bpS の半二重

ファクシミリ通信ができます。

データ通信:300/1200/2400/4800/7200/9600/12000/14400/

16800/19200/21600/24000/26400/28800/33600bpS

ファクシミリ:300/2400/4800/7200/9600/12000/14400b ｐS

ｉ 〕･ 回線の状態によっては希望の通信速度で通信できない場合があります。

･電話局の交換機の種類によっては､14400bpS でファクシミリの通信ができ

ないことがあります。この場合は通信速度を9600bpS にしてください 。

■ デ ー タ 通 信 機 能

本機にインストールされている次のデータ通信ソフトウェアを使用することにより､パソコン

通信等のデ ータ通信を行うことができます。
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上記以 外のデータ通 信ソフトウェアでは動作しない可 能性があります。

図 Ｓ　・ データ通信を行う場合､フロー制御はＲＴＳ/ＣＴＳに設定してください。それ以

外に設定するとデータ抜けが生じる可能性があります。

■ フ ァ ク シ ミ リ 通 信 機 能

パソコンデータをダイレクトにファックスに送信できます。また､ パソコンでファックスを受信

でき､効 率的にファックスの送受 信をサポートします。

本機に搭載されているＦＡＸモデムボードのファクシミリ通信機能は､ 本機 にインストール

されている次 のＦＡＸソフトウェアでの動作を保証しています。

゜Ｍ ｉｃｒｏsoft ｊ Ｖｉｎｄｏｗ ｓ。95 の Ｍ ｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｆ ａｘ

°
Ｃｈ ｅｙｅｎｎｅ ＢｉｔχＶａｒｅ

上記以 外のＦＡＸソフトウェアでは動作しない可能性 があります。

・ スピ ーカホン通話 から切り換 えてファックス送信を行う場合( 手 動 送信 時) 、

スピ ーカからモニタ音 が聞こえなくなりますが､ ファックス送信 は正常 に行

えます。

・ ファックスを送信 する相手 が音声応 答機 能を持ったファックスの場 合､ 相手

音 声 の内容 によってファックスの送信 が行 えなくなることがあります。その

場合は､ スピ ーカホンで 相手 の音声 が終 わったのを確 認して から送信 を開

始してください 。

・ ファックスのしかたについては､『アプリケーション操作ガ イド 』をご覧ください。

■ イ ン タ ー ネ ッ ト 通 信 機 能

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を使用する場 合には､ 次のインターネットソフトウェアを使用することによ

り､インターネットによる通信を行うことができます。

Ｍ゚ｉｃrｏｓoftｏ Ｗｉｎｄｏ゛yｓ。95 のインタ‾ネットエクスプロ‾ラ

また､ Ｗｉｎｄｏｗｓ3.1 では､ 次のインターネットソフトウェアが使 用できます。



別゚ 売のインターネットソフトウェアセット( スタンダード)(Ｗｉｎｄｏｗｓ。版)( Ｖｅrl.0)･

別 売 のインターネットソフトウェアセット( エントリ)( Ｗｉｎｄｏｗｓ。版)( Ｖｅｒｌ ．０)

上記以 外の インターネットソフトウェアでは動 作しない可能性 があります。

ｉ ｓ　インターネットのしかたについては､ＰＣ-9821 Nr1 5/S1 4Fの場合は〔インターネ〕

ツトスタートガイド』を､ＰＣ-9821N｢15/S10 の場合は『アプリケーション操作ガ

イド』をご 覧ください。

■ 留 守 番 電 話 機 能 ・ス ピ ー カ ホ ン 機 能

本機にインストールされている次のソフトウェアを使用 することにより､パソコンで電話 す

る以 外にも留守 番電話機 能 やスピ ーカホン機 能を使うことができます。

Ｃ゙ｈｅｙｅｎｎｅ ＢｉtＷａｒｅ

上 記以外 のソフトウェアでは動 作しない可能 性があります。

・ スピーカホン機能をお使いになるときは内蔵または別売のマイクロホン、

スピーカやヘッドホンなどを使用してください。

・ スピーカホン機能とは､パソコンに接続されているマイクロホンとスピーカで

電話のように通信する機能で､ハンズフリー機能と呼ばれることもあります。

・回線の状態により､通信時に雑音が入ることがあります。

・ スピーカホン通話中に相手側からの肉声以外の音(保留音など)が入るとス

ピーカからの音が大きくなったり､小さくなったりすることがあります。その場

合は､送話の音量レベルを下げてください。

圃 Ｍ Ｎ Ｐ ク ラ ス ４/５

エラー訂正を行うＭＮＰクラス4と､エラー訂正およびデータ圧縮を行うＭＮＰクラス5を

搭載しています。

ＭＮＰクラス5では､最大2 倍程度の実効通信スピードが得られます。

■ Ｖ 。４２(ＬＡ Ｐ Ｍ) 、Ｖ ４２ｂｉＳ

エラー訂正を行うＶ.42(ＬＡＰＭ)とデータ圧縮を行うＶ.42biS を搭載しています。

Ｖ.42とＶ.42biSを併用することにより､最大4倍程度の実効通信スピードが得られます。

■ Ａ Ｔ コ マ ン ド

データ通信の制御コマンドは､ 世界標 準であるＨａｙｅｓＡＴコマンド体系 およびS レジスタ

に準拠しています。
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■ プ ラ グ ＆ プ レ イ モ ー ド 対 応

ＦＡＸモデムボードは､プラグ＆プレイモードに対応しています。

図
・ キャッチホンサービスを受けている場合､モデムで通信中に電話がかかっ

てくると､モデムによる通信が切 れてしまいます。

・ＦＡＸモデムボードのダイヤル信号は､ご使用になる加入電話回線のダイヤ

ル信号に合わせた調整が必要です。(付録のＡＴコマンド一覧の｢ダイヤル

パルススピードの設定｣をご覧ください)

・ コードレスホンや親子電話などの加入電話回線以外の回線をご使用の場

合は､正常なデータの送受信ができなくなる場合があります。

・ＦＡＸモデムボードはファクシミリ通信網には対応していません。

・ＦＡＸモデムボードに接続できる回線は2 線式のみです。

・ 加入電話回線がトーン式かダイヤル式かおわかりにならないときはＮＴＴに

ご確認ください。

・回線の状態によっては接続しにくい場合があります。

・ 回線の状況によっては､希望の通信速度で通信できない場合や接続しにく

い場合があります。

IE11ZI 電話回線の利用

■ダイ ヤル の 掛SI 皿国冒姐

本機に電話回線を接続したときにはＷｉｎｄｏｗｓのコントロールパネルでダイヤルの設定が必要です。

お使いの場所の市外

局番を入力します。

外線を使用している
場合は入力します。
例:O 発信の場合

0，

各項 目 の設 定 につい て詳しく知りたい 場合 は､この アイコ

ン をクリックした後 で､ 目 的の 項 目をクリックするとヘ ルプ

が表 示 されます 。

お 使い の電 話 回 線 を選 択します 。

プッシュ回 線 を使 用 するときは｢トーン｣､ ダ イヤ ル 回 線を

使 用 するときに は｢ パ ル ス｣ に 設定し てください 。

なお､ お 使い の 電 話 回線 が わからない場 合 はＮＴＴに お問

い 合 わ せください 。

なお､うまく回線がつながらない場合は､このダイヤルの設定が間違っていることが考えられますので、

ヘルプを参照しながら､正し＜設定し直してください。

■送 信 レベル に つい て

通常の電話回線を使用する場合､送信レベルは工場出荷時の設定から変更する必要はありません。ただ

し､回線状態が悪く､うま＜接続できない場合は送信レベルの調整が必要な場合があります。送信レベルの

調整は､工事担任者以外が行うことは法律で禁じられていますので､送信レベルの調整については､当社

指定のサービス窓口にお問い合わせください。

当社指定のサービス窓口の電話番号､受付時間については､添付の｢サービス網一覧表｣をご覧ください。



疆 応 Ｌ

属 国 屏

IIil･=ヽ'゙:1111 ia ゛!‘1111 ､11万万=f°

ここでは､本機の赤外線通信ポートを使用して､他の赤外線通信機器との間で､ケープ

ルを接続せずに簡単にデータのやりとりをする方法について説明しています。

■ 赤 外 線 通 信 機 能 を 使 う

本機 の赤 外線ポートでは､内蔵 の｢ＴｒａｎＸｉtＴ゙ 3｣を使って、lｒＤＡ ＳＩＲ Ｄａtａ Ｌｉｎｋ

Ｓtd. に準拠した通 信ができます。

｢ＴｒａｎＸｉt｣に関しては､｢ＴｒａｎＸｉt゛3 ク不ックリファレンスガイド｣をご 覧ください。

図

Tr ａｎＸｉtの 画面

異なる機器との通信には､両装置間の通信に対応したソフトウェアが必要で

す。

赤外線 通信を使用しているとき(赤 外線 通信用 のアプリケーションソフトを実

行中のとき)には、サスベンド/レジ ューム機 能を使用できません。赤外 線通信

用のアプリケ ーションソフトを終了させてからサスペンド状 態にしてください 。

E念| |ｒＤＡ とＳＩＲ方 式
|｢ＤＡ(lnfQrｅｄ Ｄｃｌ↑ｏ Ａssｏｃｉ(ｺ↑ｉｏｎ)は､ 米 国で設立された赤外線データ通信に関する標準化団体です。SIR

方 式とは､|ｒＤＡの標準仕様の赤 外線データ通信方式です。

●

●
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■ 通 信 時 の 機 器 の 配 置 に つ い て

本機で赤外線通信を行う場合には､通信を行う機器を次のように配置してください

・互いの機器どうしを接触させないようにしてください。

・互いの機器の赤外線通信ポートが真正面に向き合うようにしてください。

・互いの機器の赤外線通信ポートの距離を約lm 以内にしてください。

・本機と通信相手機器との間に物を置かないでください。

ポ ート

外線通信

烏 赤外線通信ポートを汚したり 傷つけたりしないように注意してください

i ］本機の赤外線通信ポートの指向性としては約15 度程度の余裕がありますが、
この角度が広くなるにつれ､通信可能距離は短くなります。

通信相手の機器が本機の通信可能範囲内にあっても､次のような場合には通信できま

せん。

●通信相手機器の赤外光が本機に届かない

ポ ート

｜　　　　
約lｍ　　　　　　　

l

赤外線通信
ポート



●通信相ｆ機器の通信可能距離が本機より短い

赤外線通信

ポート

赤外線通信

ポート

このようなときは､お互いの赤外線通信ポートを真正面で向きあわせ､できる限り近くに

置いてください。

なお､このとき装置どうしは接触させないようにしてください。

この他の注意事項については､通信相手機器のマニュアルをご覧ください。

ｉ 〕 次のようなときには､通信可能距離が短くなることがあります。

・直射日光や蛍光灯の直下

・異なる機器との接続時(相手の機器の性能に依存します)

・機器どうしが正し＜向き合っていないとき

・他の赤外線通信機器の近く

・ノイズを発生する機器の近<

・ 通信相手機器が1rＤＡ規格に準拠していない場合

：

―

ｌ
Ｓ
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別売の周辺機器の接続方法や取り扱い方､注意事項を説明しています。

●接続できる周辺機器について

●メモリを増やす

●ＰＣカードを使う

●ドライブベイを活用する

●いろいろな入力装置を使う

●MIDI 対応機器とジョイスティックを使う

●サウンド機器を使う

●プリンタを使う

●ＣＲＴディスプレイを使う

●テレビを接続する

●コミュニケーションスロットを活用する

●シリアルコネクタに通信機器を接続する

●割り込みレベル･ＤＭＡチャネル・ＲＯＭアドレス空間

”

ｉ
’１１

１
 ｙ
 
ｌ
 

’１４
“Ｓ
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きる周辺謨器について

プリンタ､ディスプレイ､モデムなど､本機に接続して使用する機器全般を､周辺機器とい

います。ここでは本機に接続できる周辺機器について､一覧で説明しています。

いろいろな入力 装 置を使う(CｙＰ.122)

マウス

(ＰＣ-H98-U01)

本機 背面

J

サムマウス

(ＰＣ-9801 NL-02)

ゴ 回雪 器: 昌 江器:ゴに器
¬
‥|　 ………………I

別 売の キーボードを使うけ Ｐ.123）

テンキーボード
(ＰＣ-9801 N-23)

98 標準キーボード(PC-9801-106)98

標準キーボード95(ＰＣ-9801-119)

楽々キーボード(ＰＣ-9801-98)

文豪ＤＰキーボード(ＰＣ-9801-115)106

キーボード(ＰＣ-9801-116) など

-MIDI 対応機器やージ
エ三 五2を使う|

辨 暉j



C ＲＴディスプレイを使うけ Ｐ.141）

ＣＲＴディスプレイ

ＣＲＴ添 付 のケ ーブ ル

または

ディスプレイインタフェース変 換アダプ タ(ＰＣ-9821-K06)

ＰＣカードを使うけ Ｐ.105

B4680 インタフェースカードＴ(ＰＣ-9801N-J12)

ＳＣＳＩカード(ＰＣ-9801 N-J03R)

ＦＡＸモデムカードセット(ＰＣ-9801N-J15)

デジタルセルラカード(ＰＣ-9801 N-J13､ＰＣ-9801 N-J06R)

フラッシュメモリカード(ＰＣ-FH02L/04L/10L/20L/40L)

１００ＢＡＳＥ-ＴＸインタフェースカード(ＰＣ-9821-CS01)

ビデ オキャプチャカード(ＰＣ-9821-CS02)

接続できる周jSIEJEI

口

：

―

ｌ
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一 殿声声〒|
専用ＦＤＤ外付ケーブル(
ＰＣ-9821 NB-K01 ) ※

プリンタを使うけ Ｐ.136）

プリンタ ﾌﾛｯ ﾋﾟｰ ﾃﾞｨｽｸ ﾄﾞﾗｲ ﾌﾞ※

※　本機に添付されています。

ｼ戮lt祗爾“

シリアル インターフェイスを

備 えた機 器
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一 市販のビデオケーブル

メモリを増 や す(CｙＰ.98)

増 設ＲＡＭボ ード

P Ｃ,9821 NR-B01 (8M バ イト)

ＰＣ-9821 NR-B02(16M バイト)

ＰＣ-9821 NR-B03(32M バイト)

ＰＣ-9821 NR,B04(64M バイト)

※増設ＲＡＭボードの形状はボードにより異なります。

テレビを接続するけＰ.147）
市販のテレビ

洵 后拓昌:回ご
FＡＸモデムボード(ＰＣ-9821 NR-B05) ※

接続できる周
ぶ4a
§JR?

1００ＢＡＳＥ-ＴＸインタフェースボ ード(ＰＣ-9821NR-B06)

※ＰＣ-9821Nr15/ Ｓ１４Ｆには標準内蔵

バッテリパック(ニッケル 水 素)(ＰＣ-9821 NR-U02)

増 設 用8 倍 速ＣＤ-ＲＯＭドライブ(ＰＣ-9821 NR-C01 )

ハ ードディスク(ＰＣ-ＨＤ５４０ＮＨ､ ＰＣ-HD1000NH)

：

―
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別 売 の 周 辺 機 器 に つ い て

●● ●●● ●●●● ●●● ●●● ●●●● ●●●●

本機に､前ページのような別売の周辺機器を取り付ける場合､周辺機器が本機に対応し

ていることをご確認ください。また､周辺機器によっては､使用上の制限事項がある場合

があります。説明書などをよくご覧のうえ､使用してください。

当社製以外の周辺機器を使用する場合は､機器の製造元または発売元などに上記の

事項を確認してください。

周 辺 機 器 の取 り 付け/ 取 り外 し の注 意
●●●●●●●●●●●●

本機が サスペンド状態 のときやハ イバネーション状態 のときには機 器の取り付け/取り外

しをしないでください。

本機 が正常に動 かなくなることがあります。

サスベンド状 態や ハイバ ネーション状 態のときに機 器 の取り付け/取り外しをしたいとき

には一一度保持されている内容を復元させてデ ータを保存してから本機の電 源をＯＦＦ

にし､ 機 器 の取り付け/取り外しをしてください 。

周 辺1 幾 暑 露F用 の ド ラ イ ｙi

● ●● ●●●● ●●●● ●●●●● ●● ●● ●●● ●●

｢ドライバ｣は言葉のとおり､周辺機 器を｢動かす｣ ために必要なものです｡ 周辺機器を増設

した際には､ドライバを設定します。周辺機器をどのように動 かすのか､周辺機器の決まり

をパソコンに教える必要があるからです。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 では､接続する周辺機器によっては､自動的にドライバが組み込まれます。

ｕ ２竺 ２ 匹 り

秦

r‾莉７７ ）゙

１

起動 時にＷｉｎｄｏｗｓ 95 が自動的に

新しい周辺機 器を検出

キ

ハードディスク内にある周辺機器に⊇ に 雪 ％ 皿 回 し

･秦

ぐ¬莉顧可ｍで司



接続できる周14aaw

モエ

この仕組 みに対応した周辺 機器であり､かつ ハードディスク内に対応したドライバがある

場合は､ 何もする必要がありませ んが､ そうでない場 合は､ 自 分でドライバを組 み込 まな

ければなりません。このマニュアルのそれぞれの機 器のページや､周辺機器に添 付のマ

ニュアルをご覧 の上､ドライバ の組み込 みを行ってください。

■ 本 機 に 添 付 さ れ て い る 周 辺 機 器 用 ド ラ イ バ

本機には､ 周辺機 器を利 用するために必要なドライバが添付され てい ます。ドライバ は

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 がインストールされているハードディスク(Ａドライブ) の[ＤＲＩＶＥＲ]フォル

ダまたは[ＤＲＩＶＥＲ２１フォルダに､ 種類に応じて 分類し格納してあります。

i 〕・ドライバの機能やセットアップ方法や問い合わせ先については､各ドライバ
のＲＥＡＤＭＥファイルをご覧ください。

・ドライバを正しく組み込めなかった場合は､周辺機器が使えないばかりか、

本機の動作も不安定になることがあります。その場合は周辺機器のマニュ

アルにしたがって､正しくドライバを組み直してください。

：
ｌ

ｌ
Ｓ

本
機
の
機
能
を
拡
張
す
る

97



98

を増やす

本機 では､16M バイトのＲＡＭボードがあらかじめメモリスロットに取り付けられています。

別売の増設ＲＡＭボードを増設用 スロットに取り付けることで､ ユーザーズメモリの容量

を増やし､大量のデータをより高速に､ 効率よく扱うことができます。ここでは､ユーザーズ

メモリの容量 の増やし方と容量 が増 えたかどうかの確認 方法を説明しています。

本機右側面よりのコネクタに､ＲＡＭボードを1枚も取り付けていない状態で

本機を使用することはできません。

増 言S111AM ボ ＝ ド と メ モ リ 容 量

●●●●●●●●●●●●●●●●●

増設ＲＡＭボード � メモリ容量

ＰＣ-９８２１ＮＲ-Ｂ０１ �8M バイト

PC-9821NR,B02 �16M バイト

PC -982 1NR-B03 �32M バイト

ＰＣ-９８２１ＮＲ-Ｂ０４ �64M バイト

i 〕・ 増設ＲＡＭボードは指定のものをお使いください。

・ メモリ容量を最大容量(128M バイト)に増設したいときには､あらかじめスロ

ットに取り付けられているＲＡＭボードを取り外してから､64M バイトの増設

ＲＡＭボードを2枚取り付けてください。



増設ＲＡＭ ボ ードを取 り扱うときの注意
●●●●●●●●●

∠勉注 意

● 増 設ＲＡＭボ ード の 取り付 け/取り外しを するときは 、電 源コ ード を

抜 い てくだ さい 。

電 源コードがＡＣコンセントに接続されたまま､増設ＲＡＭ ボードの取り付け/取

り外しをすると､感電の原因となります。

● 濡 れ た手 で 電 源 コード を 抜 き差 ししな い でくだ さい 。

感電の原因となります。

● 雷 が 鳴りだしたら、電 源 コ ード に 触 れな い でください 。

落雷による感電のおそれがあります。

● 本 機 の使 用 直 後 は 、ハ ードデ ィスクや ハ ード デ ィス クの 周 辺 に 触 れ ない で

ください 。

ハードディスクが熱くなっていますので､手を触れるとやけどをするおそれがあります。増設

ＲＡＭボードの取り付け/取り外しは電源をＯＦＦにしたあと30 分以上たってから行うことを

おすすめします。

・ 増設ＲＡＭボードは､ 静電 気に大変弱い 部品 です。身 体に静電 気を帯 びた状態

で増設ＲＡＭ ボードを扱うと､増設ＲＡＭボ ードが破損 する原因となります。

増設ＲＡＭボードに触 れる前に身 近な金 属(ア ルミサッシやドアのノブなど)に手

をふ れて､静電 気を取り除くようにしてください。

・ 増設ＲＡＭボードのコネクタ部 分には手を触 れない でください。接 触不良など故

障の原 因となります。

・ ボード上 の部品 やパンダ付け面に触 れないように注 意してください 。

・ 増設ＲＡＭボードの向きに注 意してください 。ＲＡＭボードを間違った向きで無理

に取り付けようとすると､本機コネクタ部 や増 設ＲＡＭボードが故障する原因とな

ります。

●
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増 設 Ｒ Ａ Ｍ ボ ー ド を 取 り 付 け る/ 取 り 外 す

●●●●●●●●

図
増設ＲＡＭボードの取り付け/取り外しには､十(プラス)ドライバが必要です。

■ 増 設 Ｒ Ａ Ｍ ボ ー ド を 取 り 付 け る

１ 本機の電源がＯＦＦになっていることを確認します。

㈲
ステータスインジケータにサスペンド表 示が表示されてい るときには、サスペ

ンド スイッチを押していったんもとの状態に戻します。その後にＷｉｎｄｏｗｓを終

了し、本 機の電源をＯＦＦにします。

２　 電源コードのプラグをＡＣコンセントから取り外します。

３　 本機からＡＣアダプタを取り外します。

４　 本機にケーブル類が接続されている場合､すべて取り外します。

５　 本機のフタ(液晶ディスプレイ)を閉じて本機を裏返します。

６　 図の2ヵ所のネジをプラスドライバで取り外します。

７　 本機を裏返し､フタ(液晶ディスプレイ)を開けます。

８　 左右のスピーカのカバーを矢印の方向にスライドさせて外します。



９　 手 前を軸にしてキーボードをゆっくりと起こします。

烏
キーボ ードは本機とケ ーブルで接続されています。ケーブ ルを破損しないよう

注 意してください。

10 増設ＲＡＭボードを取り付けます。増設ＲＡＭボードの切り欠き部分を本機コネク

タの突起部にあわせて､端子部があたるまで挿入します。

烏
増設ＲＡＭボードを挿入するときの角度は30 度くらいにしてください 。それより

も小さいと本機のコネクタが破 損する恐 れがあります。

11 カチッと音がするまでボードを本機に倒し込みます。12

キーボードをゆっくりと倒して閉じます。

増 設ＲＡＭ ボ ード

：
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13 手順8 で外した左右のスピーカのカバーをスライドさせて取り付けます。14

本機のフタ(液晶ディスプレイ)を閉じ､本機を裏返します。

15 手順6 で外したネジを2ヵ所､取り付けます。

これで､増設ＲＡＭボードの取り付けができました。

ディップ スイッチの設定がご購入時 の設定に戻っていることがあります。必要

な場合は設定し直してください。

■ 増 設 ＲＡ Ｍ ボ ー ド を 取 り 外 す

１　 「増設ＲＡＭボードを取り付ける」の1 ～9の手順でキーボードを起こします。

２　 コネクタの両端を前後に押し広げながら､増設ＲＡＭボードを引き起こして取り外

してください。

３　 キーボードをゆっくりと倒して閉じます。

４　 外した左右のスピーカのカバーをスライドさせて取り付けます。

５　 本機のフタ(液晶ディスプレイ)を閉じ 本ヽ機を裏返します。



６　 外したネジを2ヵ所､取り付けます。

これで増設ＲＡＭ ボードが取り外せました。

図　 ディップスイッチの設定がご購入時の設定に戻っていることがあります。必要

な場合は､設定し直してください。

増 や し た メ モ リ を 石書 言毫1す る

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

増やしたメモリが認識されたかどうかを確認します。

１　 電 源をＯＮ にします。

次のようなメモリチェックの画 面が表示されます。

メモリ容 量を確 認します 。

この部分を確認します。

●
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・９８ＮＯＴＥメニューの｢動作環境の設定｣ で｢16M バイトシステム空間｣が{使

用する}になっているときには､メモリチェックで表示される容量は実際のユ

ーザーズメモリよりIM バイト少ない値になります。

・ ユーザーズメモリ容量は､搭載メモリの総容量より0.4M バイト少なく表示さ

れます。

メモリ容量が増えていなかったら､次のことを確認してください。

･増設ＲＡＭボードが正し< 取り付けられているか

･本機で使える増設ＲＡＭボードを取り付けているか

Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５でメモリ容量を確認する

増やし たメモリはＷｉｎｄｏｗs 95 でも 確認できます。

１( スタート)ボ タンをクリックし､( 設 定)を ポイントし､( コントロールパネル) をクリックします。

(二)ントロールパネル)ウィンドウが表示されます。

２ （システム）アイコン薦 をダブルクリックします。

〔システムのプロパティ〕ウィンドウが表示されます。

〔情報〕タブ または〔パフォーマン ス〕タブ で確認することができます。



－ドを使う

本機 には､ＰＣカード(ＰＣ Ｃａrd St ａｎｄａrd 準拠) が使 えるＰＣカードスロットがありま

す。また､ 本機 のＰＣカードスロットではＣａrdB ｕｓ/ＺＶポートに対応したＰＣカードを使う

ことができます。

ここでは､ＰＣカードの種類 や､ＰＣカードスロットへのカードの入 れ方/出し方､ＰＣカードを

使うために必 要な設定方 法などについて説明しています。

P Ｃ カ ー ド に つ い て

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

■ 使 用 で き る Ｐ Ｃ カ ー ド の 枚 数

ＰＣ ＣａｒdI Stａｎｄａｒd準拠 のＰＣカードには．ＴＹＰＥ Ｉ 、ＴＹＰＥ Ｈ ､ＴＹＰＥ ｍの3 つの

タイプがあり､次のような大きさに統一 されています。

･縦…85. ６ｍｍ

･横…54. ０ｍｍ

･厚さ… ＴＹＰＥ Ｉ …３．３ｍｍ

ＴＹＰＥＩＩ…５．０ｍｍ

ＴＹＰＥＩＩＩ…10. ５ｍｍ

本機で は､ＴＹＰＥ Ｉ かＴＹＰＥ Ｕ のＰＣカードを2 枚､ またはＴＹＰＥ ⅢのＰＣカードを1 枚

まで使うことができます。

また､ＣａｒdB ｕｓ/ＺＶポート対応 のＰＣカードは下 のスロット(スロット0) で1 枚 使用するこ

とができます。

：
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圃 Ｐ Ｃ カ ー ド の 種 類

本機で 使えるＰＣカードとしては次 のようなものが用意されてい ます。

●１００ＢＡＳＥ-ＴＸ イ ンタ フ ェ ース カ ード( ＰＣ-９８２１-ＣＳ０１)

ＣａｒdB ｕｓ対応 のＰＣカードで す。

10BASE- Ｔ､１００ＢＡＳＥ-ＴＸのインターフェイスに対応しています。

● ビ デオ キ ャ プ チ ャカ ード( ＰＣ-９８２１-ＣＳ０２)

ＺＶポート対応 のＰＣカードです。

本機とビデ オデッキやビ デオカメラを接 続して画像を見ることができます。

●ＴＶ チ ュ ーナ ア ダ プ タ(ＰＣ-９８２ １ -ＣＳ０２-01 )

ビデ オキャプチャカード(ＰＣ-9821-CS02) に接続してテレビの映像を見るときに使います。

ＣａｒｄＢｕｓ／ＺＶポ ート 対 応 の ＰＣ カ ード は 本 機 に イン スト ー ル され て い る

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 で の み 使用 できます。別売 の Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 で1ま使用 できません。

● フ ラ ッ シ ュ メ モ リ カ ー ド( ＰＣ- ＦＨ０２Ｌ/０４Ｌ/１０Ｌ/２０Ｌ/４０Ｌ)

フラッシュメモリを使用したＡＴＡカードで､ＴＹＰＥ Ｈ のＰＣカードです。ＡＴＡカードのイン

ターフェイスを持っており､ハードディスクと同じように使うことができます。

●Ｂ４６８０イ ンタ ーフ ェ イ ス カ ー ドＴ(ＰＣ-９８０１Ｎ、j12)

ＬＡＮと接続するためのカードで､ＴＹＰＥ Ｈ のＰＣカードです。

本機ではB4680 インターフェイスカードＴ(ＰＣ-9801 N-J02) は使用できませ

ん。



●ＳＣＳＩカ ー ド( ＰＣ- ９８０１ Ｎ- Ｊ０３Ｒ)

ＳＣＳＩインターフェイスを持ったＰＣカードで､ＴＹＰＥ Ｈ のＰＣカードです。

SCSI カードを使うと､ＳＣＳＩインターフェイスに対応したハ ードディスクやＣＤ-ＲＯＭドライ

ブ などを接 続することができます。

図
SＣＳＩカード(ＰＣ-9801 N-J03R, ＰＣ-9801 N-J03) でピンタイプの周辺機器を

接続する場合には､別売のSCSI 機器接続用ケーブル(ＰＣ-9801 N-J03-01 )が

必要です。

●ＦＡＸ モ デ ム カ ー ド セ ッ ト( ＰＣ-９８０１Ｎ- Ｊ１５)

ＦＡＸの送受信 機能とモデム通信機 能を持ったＴＹＰＥ Ｈ のＰＣカードで す。

ファクシミリ送受 信ソフトウェアなどが添付されてい ます。

図 本機ではモデムカード(ＰＣ-9801 N-J01 )は使用できません。

● デ ジ タ ル セ ル ラ カ ー ド( ＰＣ- ９８０１Ｎ- Ｊ１３ 、ＰＣ-９８０１ Ｎ- Ｊ０６Ｒ)　　

本機とデジタル携帯電 話機を接続 するためのカードで､ＴＹＰＥ Ｈ のＰＣカードです。

電 話回線を確 保しづらい 場所で の無線デ ータ通信を実現 できます。

騏念 疆

i 〕本機では､赤外線通信インタフェースカード(ＰＣ-9801 N-J07､ ＰＣ-9801N-J07R)
を使用することはできません。

本機ではこれ以 外にもさまざまなＰＣカードが使えます。ＰＣカードが本機で使用できるか

どうかは､ＰＣカードのマニュアルをご覧ください 。

ＳＣＳＩ一周辺機器をつなぐ規格

パソコンと周辺機器を接続して使うためには､標準のインターフェイス(規格)が必要です。標準のインタ

ーフェイスの中に､SCSI( スカジー)と呼ばれるものがあります。このSCSI は8ビットの並列信号を扱い7

台まで周辺機器を接続することができます。本機のPC カードスロットにSCSI カードを入れると､SCS に 対

応した機器を増設することができます。

SCSI に対応した機器にはハードディスク､ＣＤ-ＲＯＭドライブなどがあります。

”
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Ｐ Ｃ カ ー ド を 取 り 扱 う と き の 注 意

● ●● ● ●● ●● ●● ● ●● ● ●

ＰＣカードは非常に精密にできています。ＰＣカードや スロットの故障を防ぐため､次の点

に注 意してください 。

・ 高温･ 低 温･多 湿の場所に放 置しないでください。

・ 濡らさないでください。

・ 重いものを載せないでください。

・ ぶつけたり､落としたりなどの衝撃を与えないでください。

・ＰＣカードの端子 部分に金 属などを差し込まないでください。

・PC カードスロットでは､ＰＣ Ｃａrd St ａｎｄａrdに準拠してい ないカードは使えませ

ん。対応していないカードを無理に押し込まないでください。故障 の原 因となりま

す。

Ｐ Ｃ カ ー ド を 使 う 前 に 確 認 す る

●●●●●●●●●●●●●●●●●

■ 設 定 に つ い て

P Ｃカードによっては､ 本機側と割り込みレベルなどの設定 が重なる場合 があります。ＰＣ

カードのマニュアルをご覧になり､重ならないかを確認してください。重なる場 合は､｢ 割

り込 みレベ ル･ＤＭＡチャネル･ＲＯＭ アドレス空 間｣(CヲＰ.154) とＰＣカードのマニュア

ルをご 覧の上､ 設定を変更してください。

Ｗｉｎｄｏｗs 3.1 でＰＣカードを使うときには別冊の｢ＰＣカードサポートソフトウェアマニュ

アル｣をご覧ください。



P Ｃ カ
＝
ド を 入 れ る1 出 す

●●● ●●●●●● ●●●●●●● ●●●●●● ●

∠
飽

高温注意

∠IX注 意

●本機 の使用中や使用 直後は、ＰＣカード が熱くなってい ますの で、出し入 れ

にご 注 意ください 。

本機の使用中や使用直後は､ＰＣカードが熱くなっていますので､ご注意ください。

■ＰＣカードを入れる

烏
・ サスペンド中に機 器の取り付け/取り外しをするときには、サスペンド スイッ

チを押していったんもとの状態に戻します。

その後にＷｉｎｄｏｗｓを終了し、本機 の電 源をＯＦＦにしてからカードを取り

付けてください 。

・ＰＣカードの方向に注意してください 。ＰＣカードには表と裏があり、ＰＣカー

ド スロットに挿 入する向きが決まっています。　逆に挿入しようとしてもでき

ないようになっていますが、無理に押し込もうとすると本機内のピンが折れ

て、ＰＣカード スロットが壊 れてしまいます。ＰＣカードの向きは、ＰＣカード の

マニュアルをご 覧になり確認してください。

図
アプリケーションソフトを使用しているときは､ＰＣカードを出し入れしないでく

ださい。ＰＣカードの出し入れや取り扱いについては､ＰＣカードに添付のマニ

ュアルをあわせてご覧ください。

I　 ＰＣカードスロットのカバーを手前にひいて開けます。

：
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2　 ＰＣカードの上面(表)を上にして､矢印の方向へ､静かに差し込みます。

3　 ＰＣカードが完全に差し込まれたかどうかを確認してください。　完全に差し込ま

れると､ＰＣカードスロットのイジェクトボタンが少しとび出します。

ＰＣカード スロットのカバーは､ ケーブルなどを接 続しない 場合は、破損防止の

ために閉じて使用してください。

■ Ｐ Ｃ カ ー ド を 出 す

Ｉ　 ＰＣカードスロットのカバ ーを開けます。

２　 ＰＣカードイジェクトボタンのうち､どちらか取り出したいＰＣカードが入った方に対

応するイジェクトボタンを押します。

ＰＣカードが少しとび出します。



3　 ＰＣカードを持ち､矢印の方向に静かに引き抜きます。

４　 ＰＣカードスロットのカバーを閉めます。

：
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ＰＣカ ード サポ ートの設定を する 一 一ｉ
●●●●●●●●●

Windo ｗs 95 上でＰＣカードを使用するには､ＰＣカードに対応したＰＣカードサポートが

必 要です。ＰＣカードサポートには､32 ビットＰＣカードサポート(以降､32 ビット)と16 ビット

ＰＣカードサポート(以降16 ビット)の2 種類 があります｡32 ビットと16ビットの両方を同時に

利用 することはできません。　どちらのＰＣカードサポートを利用 するか設定します。

図､f　Windo ｗｓ 3.1をお使いの方は｢ＰＣカードサポートソフトウェアマニュアル｣を

ご覧ください。

■ 使 用 す る Ｐ Ｃ カ ー ド の 種 類 を 確 認 す る

まず最初に､ 使用 するＰＣカードでどちらのＰＣカードサポートが必要 かを確認します。

･ＣａrdB ｕｓ対 応のＰＣカードを使用 する場合

32 ビットＰＣカードサポート

･ＺＶポート対 応のＰＣカードを使用 する場 合

１６ビットＰＣカードサポート

･ＮＥＣ製品 のＰＣカード(ＰＣ-9801 N-J01 /J02 を除く)の みを使用 する場合

32 ビットPC カードサポート

･販 売元 からＷｉｎｄｏｗｓ 95 用ドライバが提供されているＰＣカードを使用 する場 合

32 ビットＰＣカードサポート

･販 売元 からＷｉｎｄｏｗｓ 95 用ドライバが提供されていないＰＣカードを使用 する場 合

１６ビットＰＣカードサポート

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 用ドライバの有無は､ＰＣカードの販売 元にお問い合 わせください 。

・16 ビットでＰＣカードを使用する場合は､バイパ ーターミナルなどの32 ビット

アプリケ ーションソフトからＰＣカードを使用できない 場合があります。

・16 ビットでＰＣカードを使用する場合は、サスペンド/レジューム機能やハイ

バネーション機能を使うことはできません 。

■３２ ビ ッ ト で Ｐ Ｃ カ ー ド を 利 用 す る

本機に初めてＰＣカードを入れると､次の新しいハードウェアのダイアログボックスが表

示され､各ＰＣカードごとに必要な設定が自動的に行われます。

※画面に表示されるメッセージはＰＣカードにより異なります。



この作業には数十秒 かかりますので､設 定が終了するまでしばらくお待ちくだ

さい。　なお 、同じＰＣカードを挿入した場合､2 回目以 降は上記の画面が表示

されません。

■ ３２ ビ ッ ト で フ ラ ッ シ ュ メ モ リ カ ー ド ユ ー テ ィ リ テ ィ を 利 用 す る

本機でフラッシュメモリカードユ ーティリティを使用 する場 合は､ 次の手順で セットアップ

を行ってください 。

１　 本機の電源をＯＮにします。

２｢ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95を起動しています…｣のメッセージが表示されている間に､キーボ

ードの[Ej] を押します。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95起動メニューが表示されます。

図　 キーボードの匡亙]を押すのが遅れた場合､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95が起動します。その

場合は､ Ｗｉｎｄｏｗｓを終了させてから､手順1 からやり直してください。

３　 キ ーボ ードの ｍ[[] を 使 って､｢ コ マ ンドプ ロンプトの み｣ に 反 転 表示 を 合 わ せ､ 回　

を押 します 。

４　 メモ 帳 やＥＤＩＴ．ＥＸＥ などの テ キストエ デ ィタを使 って､ ＣＯＮＦＩＧ ．ＳＹＳファイル

に次 の 行 を追 加 します 。

DEVICE ＝＜ Ｗｉｎｄｏｗs 95のド ライブ名＞:￥ＷＩＮＤＯＷＳ¥SYSTEM ￥ＣＳＭＡＰＰＥＲＳＹＳ

ＤＥＶＩＣＥ＝＜Ｗｉｎｄｏｗs 95 のドライブ名 ＞:¥ ＷＩＮＤＯＷＳ￥SYSTEM¥ ＣＡＲＤＤＲＶ.EXE　　

/SLOT ＝n　/ＭＯＤＥ＝ｍ

ｎの値には､ 本機 のＰＣカード スロットの数を指 定します。
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また、 ＣＳＭ ＡＰＰＥＲ ．ＳＹＳとＣＡＲＤＤＲＶ．ＥＸＥ の ファイル がく Ｗｉｎｄｏｗs 95

のドライブ 名 ＞：￥ＷＩＮＤＯＷ Ｓ￥ＳＹＳＴＥＭ フォル ダ にあることを確 認し てくださ

い 。

ｍ の 値 に は､ 使 用 す るＰＣカードの種 類 によって､ 次 の 値 を指 定 します 。

０ � ＳＲＡＭカード用のドライブを確保します｡フラッシュメモリカードを使用

することはできません。

１ � フラッシュメモリカード用のドライブを確保します｡ＳＲＡＭカードを使用

することはできません。

２ � ＳＲＡＭカード用とフラッシュメモリカード用のドライブを確保します。/SLOT=2

を指定した場合のドライブの割り当て方は.次 の通りです。

最初の2ドライブ：ＳＲＡＭカード　

後の2ドライブ:フラッシュメモリカード用

ここで､ エ クスプローラ などを使って､ＣＳＭＡＰＰＥＲ．ＳＹＳとＣＡＲＤＤＲＶ.ＥＸＥ

が＜Ｗｉｎｄｏｗｓ 95のド ライブ 名＞:￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭフォル ダに格 納さ

れている か確 認してください 。

5　 ｗindo ｗｓを終了して､ 本機を再起動させ ます。

６　 コントロールパネルのr アプリケーションの追加と削除] ダブ ルクリックします。

7[ Ｗｉｎｄｏｗｓファイル] タブ で[ デ ィスク使 用] ボ タンをクリックします。

８[ フ ロッピ ーデ ィスクからインストール] で､ Ｗ ＦＬＵＴＬ．ＩＮＦを指 定 して フラッシュメ

モリカードユ ーテ ィリテ ィをインストールし ます 。

ＷＦＬＵＴＬ．ＩＮＦは ＜Ｗｉｎｄｏｗs 95 のド ライブ 名 ＞：￥ＤＲＩＶＥＲＳ￥ＳＴＯＲＡＧＥ

￥ＮＥＣ￥ＦＬＵＴＬフォル ダ に格 納 され てい ます 。



■ １６ ビ ッ ト で Ｐ Ｃ カ ー ド を 利 用 す る

16ビットでＰＣカードをご利用になる場合は､次の手順が必要です。

(1)

(2)

(3)

PＣカードサ ポートソフトウェアインストールディスクを作成する｢16

ビットＰＣカードサポートソフトウェア｣をインストールする｢16

ビットPC カードサポートソフトウェア｣を登録 する

(１) ＰＣ カ ー ド サ ポ ー ト ソ フ ト ウ ェ アイ ン ス ト ー ル デ ィ ス ク を 作 成 す る

次の 手順で｢ＰＣカードサポートソフトウェアインストールディスク｣(以降( インストールディス

列) を作成します。

あらかじめフォーマットしてもよい２ＨＤフロッピ ーディスク1枚を準備しておいてください。

このフロッピ ーディスクには､｢ インストール ディスク｣と書いたラペルを貼っておきます。

函
なお 、インストールの作業を行う前に、「 インストールディスク」の

ＲＥＡＤＭＥ．ＰＣＣファイルをよくお読みください。

１

２

本機 の電源をＯＮにします。

｢Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動しています …｣ というメッセージが表示されている間にキ

ーボードの匡E荊を押します。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動メニューが表示されます。
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３　 キーボードの田 口]を使って､｢ コマンドプロンプトのみ｣ に合 わせ 淫] を押します。

４　 コマンドプロンプトから次のように入力します。

ＣＤ ￥ＰＣＣＡＲＤ 図

ＣＰＣＲＤＣＦＧ ４フロッピーディスクドライブ名＞:図

５　 画 面に表示されるメッセージにしたがって､ フォーマットしてよい２ＨＤフロッピ ーデ

ィスク(｢インストールディスク｣と書い たラベルを貼ったもの)をフロッピ ーディスクド

ライブに セットしてください。

何 かのキーを押します。

フロッピ ーディスクのフォーマットを開始します。フォーマットした後､｢ インストールデ

ィスク｣の作成 が行 われます。

(２)「16 ビ ッ ト ＰＣ カ ー ド サ ポ ー ト ソ フ ト ウ エ ア｣ を イ ン ス ト ール す る

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 上 で､ ＷＩＮＳＴＣＲＤ．ＥＸＥは使 用できませ ん。　以 下の操 作でインスト

ールを行います。

１　 本機の電 源をＯＮ にします。

２　｢ インストールディスク｣をフロッピーディスクドライブに セットします。

３[ スタート]ボタンをクリックして､[ ファイル名を指定して実行] をクリックします。

４　 名前の欄に次のように入力します。

＜フロッピ ーディスクドライブ 名＞：￥ＷＩＮＳＴＣＲＤ

ＷＩＮＳＴＣＲＤ が起動し､｢ＰＣカードサポートソフトウェア｣をインストールします。



（３ ）「１６ ビ ッ ト ＰＣ カ ー ド サ ポ ート ソ フ ト ウ エ ア 」を 登 録 す る

Ｗｉｎｄｏｗs 95 上 で､ ＷＣＡＲＤＣＦＧ.ＥＸＥは使用できませ ん。以 下の操 作で登 録を行

います。

｢16 ビット ＰＣカードサポートソフトウェア｣ を登録すると、32ビットでＰＣカード

を使用できなくなります。

１　 電 源をＯＮ にします。

２[ スタート]ボタンをクリックして､[プログラム]-[ＰＣカードユ ーティリティ]の順にポイ

ントし､[ ＷＣＡＲＤＣＦＧ]をクリックします。

３｢ 起動ドライブ｣を指 定し､｢ 登録｣ ボタンをクリックするとＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳの設定 が

変更されます。

４[ スタート]ボタンをクリックし､[ ヘルプ]をクリックします。

５[ キーワード]タブをクリックします。

６[ キーワード]の画面で｢ＰＣ｣と入力します。

７　 表示された項 目から｢使用できないようにする｣を選択します 。

32 ビットで ＰＣカードを使用 できないようにすると､｢16 ビットＰＣカードサポートソ

フトウェア｣が使用できます。

以降 は､｢ Ｗｉｎｄｏｗｓのヘルプ｣ の指示にしたがって､ 操作を行うと｢16 ビットＰＣ

カードサポートソフトウェア｣が利用できます。

Ｊ
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ＰＣ カ ー ド サ ポ ー ト の

設 定 を 変 更 す る1 冊m91 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

■16 ビットから３２ビットに変更する

本機では､購 入時に32 ビットＰＣカードサポートに設定されているため、通常は

以 下の手 順は必要ありません。16ビットＰＣカード サポートから32 ビットＰＣカ

ードサポ ートに変更 する場合に以下 の手順を行ってください 。

ＰＣ カードサ ポートを１６ビットから32 ビットに変 更 する場 合 は､ 次 の操 作を 行って

Ｗｉｎｄｏｗs のヘルプを参照してください 。

１　 電 源をＯＮ にします。

２[ スタート]ボタンをクリックして､[プログラム]-[ＰＣカードユ ーティリティ]の順にポイ

ントし､[ ＷＣＡＲＤＣＦＧ]をクリックします。

３｢ 起動ドライブ｣を指 定し､｢削 除｣ ボタンをクリックするとＣＯＮＦＩＧ.SYS の設定 が

変更されます。

４[ スタート]ボタンをクリックして､[ヘ ルプ]をクリックします。

５[ 目次] の画面 で[トラブ ルシューティング]をクリックします。

６　 表示された項目から[ＰＣカード(ＰＣＭＣＩＡ)に関 する問題]をクリックします。

７[ ＰＣカードを挿入しても自動的にインストールされませ ん]をクリックします。

以降は､[ヘルプ] の指示 にしたがって操作を行ってください。32ビットでＰＣカード

を利 用することができます。

32 ビットで利用 するように設定 すると16 ビットは利 用できなくなります。

■ ３ ２ ビ ッ ト か ら １６ ビ ッ ト に 変 更 す る

ＰＣカードサポートを32 ビットから16 ビットに変 更するには前ページの手順で再 度登録を

行います。16ビットで利 用 するように登 録すると､32 ビットは利 用できなくなります。



'ブベイを活用する

ドライブベイに取り付けられている機 器を取り外 すと､ドライブベ イに別売の機 器を取り

付けることができます。　ここでは､ドライブベイに取り付けられる機器 の種類 や､ドライブ

ベイに取り付ける方法について説明しています。

図 Ｓ　 本機に添付のフロッピーディスクドライブをドライブベイに取り付けること

ができます。この場合､下の図Ａの部分は折りたたまれていない状態にして

＜ださい。

取 り 付lﾅe
●
れ る1 幾 暑 量の 種 類

●●●● ●●●●●●● ●●●● ●●●●●●

■ バ ッ テ リ パ ッ ク( ニ ッ ケ ル 水 素)( Ｐ Ｃ- ９ ８２ １ Ｎ Ｒ- Ｕ ０ ２)

本機に添付されているバッテリパックに加えて､さらにドライブペイにバッテリパックを取り

付けると､バッテリでの使 用時間を長くすることができます。

バッテリパックの充電時間や使用時間､ サスベンド内容の保持時間についてはＰ.249 を

ご覧ください。

図
・ 別売のバッテリパックをドライブベイに取り付けるときは､バッテリパックに

添付されているバッテリケースを取り付けてください。詳しくは､バッテリパ

ックのマニュアルをご 覧ください。

・ドライブベイとバッテリスロットの両方にバッテリパックが取り付けられてい

る場合､バッテリスロットのバッテリパックを先に充電してから､ドライブベイ

に取り付けたバッテリパックの充電がはじまります。

・ドライブベイとバッテリスロットの両方にバッテリパックが取り付けられてい

る場合､先にドライブベイのバッテリパックが消耗します。
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■ 固 定 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ

( Ｐ Ｃ- Ｈ Ｄ ５４ ０ Ｎ Ｈ 、Ｐ Ｃ- Ｈ Ｄ １０ ０ ０ Ｎ Ｈ)

本機に標準で 搭載されているハ ードディスクに加えて､ドライブベ イにもハードディスクを

取り付けることができます。

別売の ハードディスクを使 用するときは､ 次の点にご注 意ください。

・ 本機に内蔵 のハードディスクが取り付けられていないときには､別売の ハードディ

スクは使用 できません。

・９８ＮＯＴＥメニューの｢ ディップ スイッチの設 定｣ でＳＷ２-6 を{切り離す}に設定し

ているときには､ ハードディスクは使用 できません。

・９８ＮＯＴＥメニューの｢ 省電力 の設定｣ で{ 内蔵固 定ディスク自動 停止} を設 定し

ているとき､別売の ハードディスクも内蔵 ハードディスクと同様に制御されます。

ド ラ イ ブ ベ イ に 機 器 を 取 り 付 け る

●●●● ●●●●●●●● ●● ●

ドライブペイに機 器を取り付けるときには､ すでに取り付けられている機器を取り外します。

∠包注 意

● ド ラ イブ ベ イの 機 器 の 取り付 け/取り外 しをす るときは 、電 源 コー

ド を 抜 い てくだ さい 。

電源コードがＡＣコンセントに接続されたまま､ドライブペイの機器の取り付け/取

り外しをすると､感電の原因となります。

● 濡 れた 手 で 電 源 コード を 抜 き差ししな い でくだ さい 。

感電の原因となります。

● 雷 が 鳴 り出し たら、電 源 コード に 触 れ ない でくだ さい 。

落雷による感電のおそれがあります。

１　 本機の電源がＯＦＦになっていることを確認します。

ステータスインジケータにサスペンド表示 が表 示されているときには､ サスペ

ンド スイッチを押していったんもとの状態に戻します。その後にＷｉｎｄｏｗｓを終

了し､本機 の電源をＯＦＦにします。

２　 電源コードのプラグをＡＣコンセントから抜きます。

３　 本機からＡＣアダプタを取り外します。

４　 本機にケーブル類が接続されている場合は､それらをすべて取り外します。

感電注意



ﾄ ラ゙イブ

皿

５　 本機 のフタ(カラー液晶 ディスプレイ)を閉じて､ 本機を裏返します。

６　 本機 底面のドライブペイアンロックをスライドさせながら､ドライブ ペイイジェクトレバ

ーをスライドさせると､ドライブ ベイの機 器が少しとび出します。

７　 ドライブベ イの機 器を取り外します。

図
取り外した機器は､端子部分を柔らかい布などでくるみ､大切に保管してくださ

い。 また､衝撃を与えないよう注意してください。

８　 ドライブ ペイで使用したい機器を向きに注意しながら､奥までしっかり差し込みます。
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ろヽな入力装置を使う

本機では､いろいろな入力装置を接続して使えます。ここでは､接続できる入力装置と接

続方法について説明しています。

マ ウ ス を 使 う

●●●●●●●● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●

マウスは､ 本機内 蔵の98 スライドパッドと同じ働きをするポインティングデバイスです 。机

の上の平らな場 所 で動 かして使います。マウスを動 かすと､ディスプレイ上のマーク(マ

ウスポインタ)がマウスの動きに応じて動 きます 。

本機では､ 別売 のマウス(ＰＣ-H98-U01) が使 用できます。

図　 本機に別売のマウスやサムマウスを接続したときには､内蔵の98 スライドパ

ッドと別売のマウスやサムマウスの両方を使用できます。

回 マ ウ ス を 接 続 す る

１　 本機の電源をＯＦＦにして､本機背面のカバーを開けます。

ステータスインジケ ータにサスペンド表示が表示されているときには､ サスペ

ンド スイッチを押してい ったんもとの状態に戻します。その後 にＷｉｎｄｏｗｓを

終了し、電源 スイッチで本機 の電源をＯＦＦにします。

２　 本機背面のマウス用コネクタに､マウスのコネクタを接続します。

マウスのコネクタは､刻印 のある方を上にして差し込みます。

マウスはほこりゃ 消しゴムのカスなどがない 場所で使ってください 。マウスの

動作不良 の原因になります。



いろいろなjllll1121jﾐ

サ ム マ ウ ス を 使 う

●● ●●● ●●●● ●●● ●● ●● ●●●● ●●●● ●●● ●●

サムマウスも､98 スライドパッドやマウスと同じ働きをするポインティングデバ イスです。

サムマウスは､ 手 のひらで握り､ボールを親指 で動 かして使います。マウスと違って､動

かすための スペ ースを必要としません。

本機では､ 別売 のサムマウス(ＰＣ-9801NL-02) を使用できます。本機との接続はマウ

スと同じで､ 本機背 面のマウス用コネクタに接 続します。

ｷｰ ﾎﾞｰ ﾄﾞ/ テ ン キ ー ボ ー ド を 使 う
●●●●●●●●●●●●●●

本機では､別売のキーボードやテンキーボードなどを使用できます。

テンキーボードは､数字といくつかの記号とで構成されているキーボードです。表計算ソ

フトなど､数値を入力する場合に大変便利です。

■ キ ー ボ ー ド/ テ ン キ ー ボ ー ド を 接 続 す る

１　 本機の電源をＯＦＦにします。

２　 本機背面のキーボード用コネクタに､キーボードまたはテンキーボードのコネクタを

刻印のある方を上にして差し込みます。

硲
98 標準 キーボード(ＰＣ-9801-106) または98 標準キーボード95( ＰＣ-9801-119)

以外の外付けキーボードを接続した場合､レジュームの内容は保証されま

せん。

３　 電源をＯＮにしてキーボードの設定をします。
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■ キ ー ボ ー ド の 設 定 を す る 臨 冊 間1

別 売のキーボードを本機に接 続した場 合､ 本機 で使えるようにキーボードの設定をする

必 要があります 。

１　[ スタート]ボタンをクリックしてから[設定] をポイントし､[ コントロールパネル] をクリ

ックします。

２ ［キーボード］アイコン岫 をダブルクリックします。

[キーボードのプロパティ]ウィンドウが表示されます 。

３[ 情報] タブをクリックします。

[情 報]タブのウィンドウが表示されます。

４[ 変 更] ボタンをクリックします。

５｢ モ デル｣ に表示されている一覧 の中から設 定するキーボードをクリックします。

設 定するキーボードが一 覧にない場合は､[ すべてのデバ イスを表示] をクリックし

ます。インストールディスクをお持 ちの時 は[ ディスク使用]をクリックします。詳しく

は､ キーボードに添付されているマニュアルをご覧ください。

設 定が終了 すると､｢ 再起動しますか｣というメッセージが表示されます。

６　[ はい] をクリックします。

本機 が再起動されます。

これで､ キーボードが使えるようになります。



と

イスティツクを使う

本機 には､シン セサイザーなどのMIDI 対 応 機 器 やジョイスティックを接 続 することが

できます。ここでは､接続 の方法と設定 の変更方 法について説明しています。

詳しい接続方 法については､MIDI/ ＪＯＹＳＴＩＣＫ変 換ケーブルに添 付のマニュアルをご

覧ください。

MIDI 対応機器およびジョイスティックの接続
●●●●●

MIDI 対応ジョイスティックを接続 するには､別売 のＭＩＤＩ／ＪＯＹＳＴＩＣＫ変換ケーブルＡ(

ＰＣ-982 1N-K07) またはＭＩＤＩ／ＪＯＹＳＴＩＣＫ変換 ケーブルＢ(ＰＣ-9821N-K08)

が必 要です。

１　 本機 の電 源をＯＦＦにします。

●

●

本
機
の
機
能
を
拡
張
す
る

125

ステータスインジケ ータにサスペンド表 示が表示されているときには、サスペ

ンド スイッチを押していったんもとの状 態に戻します。その後にＷｉｎｄｏｗｓを終

了し、本機の電 源をＯＦＦにします。

２　 電 源コードのプラグをＡＣコンセントから取り外します 。

３　 本機からＡＣアダプタを取り外します 。

４　 本機背面 のプリンタ用コネクタに､ＭＩＤＩ／ＪＯＹＳＴＩＣＫ 変換ケーブルを差し込み

ます。

５　 ＭＩＤＩ/ＪＯＹＳＴＩＣＫ変換 ケーブル に､ＭＩＤＩ／ＪＯＹＳＴＩＣＫ機 器接 続用のケープ

ルを接続します。
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・ 本 機にはＭＰＵ-401 対 応MIDI 機 器 またはＳｏｕｎｄ Ｂｌａｓtｅr16 対 応 ジョイステ

ィックを接 続することができます。各機器 につ いては､ 製 造 元または発売 元

にお 問い 合 わせください 。

・MIDI/ ＪＯＹＳＴＩＣＫ変 換 ケ ーブ ル には､MIDI/ ＪＯＹＳＴＩＣＫ変 換 ケ ーブ ルＡ

(ＰＣ-9821 N-K07) とMIDI/ ＪＯＹＳＴＩＣＫ変 換ケ ーブルＢ(ＰＣ-9821 N-K08)　

の2 種 類 があります。

MIDI/ ＪＯＹＳＴＩＣＫ変換 ケーブルＡを使用してMIDI 機 器 やジョイスティックを

接続 するときには､ プ リンタは接 続で きませ ん。

MIDI/ ＪＯＹＳＴＩＣＫ変 換ケ ーブ ルＢを使用 すると､ 本 機 にプリンタとMIDI 対 応

機器 の両 方 を接続 することがで きます。

ジョイスティックの設定を変更する ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

１[ スタート]ボタンをクリックしてから[設定]をポイントし､[コントロール パネル]をクリッ

クします。

[コントロールパネル]ウィンドウが表 示されます。

２[ ジョイスティック]アイコンをクリックします。

[ジョイスティックのプロパティ]ウィンドウが表 示されます。

３　 ジョイスティックに添付されていたマニュアルをご覧のうえ､各項目を設定してくだ

さい。

４　 設定が終わったら､[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。



ﾄﾞ機器を使う

本機には各種サウンド機能 が用意されており､外部オーディオ機器 やマイクロホン､ヘッ

ドホンなどのサウンド機 器を接続 することもできます。ここではサウンド機器を接続 する

方 法とボリュームを調節 する方 法について説明しています。

;IIS;1幾 の サ ウ ン ド 皿
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

■ＰＣ Ｍ 録 音/ 再 生 機 能

P ＣＭ 録音/再生機能 は､内蔵 のマイクロホンから入力した音声などのアナログ信号を、

デジタル信号に変換していろいろな処理を加える機能 です。人の音声などを､原音に近

い音で再現 できます。

インストールされているＷｉｎｄｏｗｓのサウンド機能を使えば､ソフトウェアに含まれる音声

データを再生したり､入力した音声を編集したり､文書などに貼り付けたりできます。

■ Ｆ 闇 音 源

ＦＭ 音源は､ 音色･ 音程･ 音の強 弱という､音の三要素をすべて表現でき､楽器の音色に

近い音声 や効果 音を合成 できます。

ＦＭ 音源を使うと､ゲームなどの音楽の演 奏や､エレクトリック楽 器､アコースティック楽器

など､ いろいろな音声を楽しめます。

本機には､ エンハンストＦＭ 音源機 能( 標準ＦＭ 音源[ＦＭ 音 源6 音､リズ ム音源6 音 、

ＳＳＧ音源3 音]､ 拡張ＦＭ 音源[ＦＭ 音源20 音]) が搭載されています。

■ エ ン ハ ン ス ト ・ス テ レ オ 機 能

擬似サラウンド効果によりサウンドの再生がよりよい音質で楽しめます。

■MIDI 音 源

MIDI は､Ｍｕｓical lnｓtｒｕｍｅｎtｓ Digital lnt ｅｒｆａｃｅの頭文字を取ったもの

で､ 楽器同士を接続して演奏情報や音色情報をやりとりするための規格です。

このMIDI 規格に対応した音源がMIDI 音源です。

MIDI では､音程や音色などの演奏に関する情報の他､設定を切り替えるための情報、

テンポをコントロールするための情報などのさまざまな情報をやりとりできるので､MIDI　　　

音源により表現力豊かな演奏ができます。
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■ マ イ ク ロ ホ ン

本機には､ マイクロホンが内蔵されています。また､ 市販のマイクロホンを本機 のマイクロ

ホン端 子に接続して使用 することもできます。マイクロホンから本機 に音声を取り込ん

で､いろいろなアレンジをすることができます。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95では[サウンドレコーダ]を利用すると､簡単にマイクロホンを利 用すること

ができます。詳しくは､｢ マイクロホンのボリュームを調節する｣(ＣｙＰ.147) をご覧ください。

圃 内 蔵 ス ピ ー カ

本機にはステレオスピーカが内蔵されています。内蔵 スピ ーカの音量 調節は､ 本機左側

面 のスピーカ音量調節つまみで行ってください。背面側に回すと大きく､手前に回 すと小

さくなります。

Ｗｉｎｄｏｗｓでサウンド機 能を利用しているときは､次 の手順で 音量調節 できます。

スピ ーカのボリュームを最小にしていると、各種の警告音が鳴りません。スピー

カのボリュームはなるべく最小 にしないでください 。

■ 音 量 を 調 節 す る

● Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５で 音量 を 調節 する 目 雰1間1111

1　[ スタート]ボタンをクリックして[プログラム]－[アクセサリ]－[マルチメディア]の

順でポイントし､[ボリュームコントロール]をクリックします。

[ボリュームコントロール]ウィンドウが表示されます。

タスクバーの[音量]アイコンをダブルクリックして､【ボリュームコントロール1ウ

ィンドウを表示させることもできます。

２[ ボリュームコントロール]の音量のつまみを上下にドラッグして､音量を調整しま

す。

３　 凶 ボタンをクリックします。

[ボリュームコントロール]ウィンドウが閉じます。



訓諭
[ボリュームコントロール] がインストールされていない場合は､[ コントロールパネル] の[ア

プリケーションソフトの追 加と削除] で インストールしてください。インストール の方法につ

いては､ヘルプの[キーワード]画面で。｢Ｗｉｎｄｏｗｓファイル｣ の項目を検索してください。

● Ｗｉｎｄｏｗ ｓ ３．‘| で 音 量 を 調 節 す る

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1で サウンド機能を利 用しているときは､[ メイン2] グループの[ ボリューム

コントロール]を起動して､ 音量調 節することができます( 詳しくは､[ ボリュームコントロー

ル] のヘ ルプをご覧ください) 。

■ エ ン ハ ン ス ト ・ス テ レ オ 機 能 の Ｏ Ｎ/ Ｏ ＦＦ を 切 り 替 え る 國ZZ 幽

１　[ スタート1ボタンをクリックして[プログラム]一[ アクセサリ]一[ マルチメディア]の

順で ポイントし､[ ボリュームコントロール] をクリックします。

[ボリュームコントロール] ウィンドウが表示されます。

２[ ボリュームコントロール] の全ミュートの下に[トーン] ボタンが表示されていない場

合は､[ オプ ション]メニューの[トーン調整]をクリックします。

[トーン] ボタンが追 加表示されます。

３[ トーン]ボタンをクリックします。

[ボリューム コントロ ールの詳細設計]ウィンドウが表示 されます。
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４[ そのほかの 調整] の[Ｓｏｕｎｄ Ｅｎｈａｎｃｅ]チェックボックスをクリックします。

サウンドエンハンス機 能の設定 は､チェックされてい ればＯＮ､ チェックされてい

なけ ればＯＦＦです。

５　 設定が終 わったら､き』ボタンを押してください。

[ボリューム コントロールの詳細設計]ウィンドウが閉じます。

■ サ ウ ン ド 機 能 を 利 用 す る 際 の 注 意

本機 では､ 本体内蔵のサウンド機 能､または別売 のＰＣカードを増設して､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95

上 で マ ル チ メデ ィア機 能 を利 用 す ることが できます 。

利用 できるマルチメディアの各機能､ 必要な周辺 機器について次の表に示します 。

ウェーブフォームデータの録音､ 再生 � ○

MIDI デ ータの再生 � ○徽

MIDI デ ータの録音､再生 � △ 注1

○　： 本体 内 蔵 の サウンド機 能 で 利用 できます。

△　： オプ ション機 能 の 増 設 で利 用 できます。

×　： 利用 できません。

注1: 外部MIDI 音 源＊を使 用 する場 合 はMIDI/ ＪＯＹＳＴＩＣ変 換ケ ーブ ルＡ/Ｂ(ＰＣ-9821 N-K07､ ＰＣ-9821　　　N-K08)

をプリンタコネクタに接 続 することにより､利用 できます。

＊外 部MIDI デ ータ音 源は､ＧＥＮＥＲＡＬ ＭＩＤＩ規 格 対応 音 源 の 使用 を推奨します。

注2: ＦＭ 音 源 での 再 生は 可能 です。

図　 ・MIDI デ ー タ の 録 音 を 行 うに は､ 別 途 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フト が 必 要 で す 。

・MIDI デ ー タ の 再 生 をFM 音 源 で 行 う 場 合､ 同 時 に 再 生 で き る 音 の 数 が 限 ら

れ て い る た め､ 再 生 で き な い デ ー タ が あ り ま す 。

・MIDI デ ー タ の 再 生 をFM 音 源 で 行 う 場 合､ 外 部MIDI 音 源 を つ な い だ 場 合 よ

り も 音 質 が 悪 く な り ま す 。

・ ボ リ ュ ー ム コ ントロ ー ル に 表 示 さ れ て も､ ハ ード ウ ェ ア に そ の 機 能 が な い と

き は､ コ ントロ ー ル で き ま せ ん 。

臨;1121 簡単に内蔵スピ ーカボリュームを調節するＥＴＥ・ｌｊ

内蔵スピーカボリュームは､[音量]アイコンをクリックして表示される画面でも調節できます。

ぼ 轍1 癩前 生 ４　

このアイコンをクリックする

このボタンをドラッグ

して調節する



｡。痙 と
外 書11 ぷ!|■＝ デ ィ オ1 幾 暑l を 使 う

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

本機には 市販 のオーディオ機 器を接 続することができます 。オーディオ機 器を接 続する

と､迫 力 のあるサウンドが楽しめます。

● オ ー デ ィ オ 入 力 端 子 へ の 接 続

オーディオケーブ ルのミニプラグを､ 本機左 側面 の｢ＬＩＮＥ ＩＮ｣と書 かれたミニジャッ

クに差し込 みます。

● オ ー デ ィ オ 出 力 端 子 へ の 接 続

オーディオケーブ ルのミニプ ラグを､ 本機左側 面の｢ＬＩＮＥ ＯＵＴ｣と書かれたミニジャ

ックに差し込 みます。

オーディオ機 器 の

出 力端 子( ＬＩＮＥ ＯＵＴ)より

オーディオ機器の

入力端子(LINEIN) へ

■ 外 部 オ ー デ ィ オ か ら の 録 音 レ ベ ル を 調 整 す る 同11111111

1　E スタート]ボタンをクリックし､[ プログラム]－[ アクセサリ]一[マル チメディア]の順

にポイントし､[ ボリュームコントロール] アイコンをクリックします。

[ボリュームコントロール] ウィンドウが表 示されます 。

２　[ オプション]メニューの[プロパティ]をクリックします。

[プロパティ]ウィンドウが表示されます。

３[ 音量 の調節] で[ 秤音] をクリ７ｸ しまず

：
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４　 録音レベルを調整するデバイス(ライン入力)のチェックボックス９ がチェックされ

ていることを確認し､[ＯＫ]ボタンをクリックします。

５[ ライン入力]の音量のつまみを上下にドラッグして､録音レベルを調節します。

６　 迷』をクリックします 。

[プロパティ]ウィンドウが閉じます。



サウ

ﾏ イ ク ロ ホ ン を 使 う

●● ●●● ●●●●● ●●● ●●● ●●●● ●●● ●● ●●

屁ｉZI

本機には内 蔵のマイクロホンの他に市販 のマイクロホンを接続 することができます。マイ

クロホンを接続 すると､音声を取り込 んで､ いろいろなアレンジをすることができます。

マイクロホンは本機 左側面 の｢ＭＩＣ｣と書 かれたミニジヤツクに差し込みます。

ハウリング

マイクロホンを本機の内蔵スピーカに近づけると､ スピ ーカから 半－ンという大きな音が出ることがあり

ます。こ れをハウリング現象といいます。この場合は､ 次の対策を行ってください。

・スピーカ音且調節つまみを回して､ボ リュームを小さくする

・９８ＮＯＴＥメニューでマイクボリュームを下げる

・マイクロホンを内蔵スピーカから遠ざける

・Ｗｉｎｄｏｗｓ 95の[ 音 量]ア イコンで表示される[ ボリュームコントロール] ウィンドウの[ マ イク]の 音量つ

まみでボリュームを小さくする

：
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■ マ イ ク ロ ホ ン の ボ リ ュ ー ム を 調 節 す る

● ＷｉｎｄＯｗ Ｓ ９５を 使 用 し て い る 場 合

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95を使用しているときは､マイクロホンのボリューム調節はＷｉｎｄｏｗｓ 95 上

で行います。 ９８ＮＯＴＥメニューで の設定は無効になります ので､ 注 意してください。

I　Windo ｗｓ 95 を起動します。

２　 タスクバ ーに表示されている[音量] アイコンをダブル クリックします。

にの画面はモデルによって多少異なります）
rﾍﾟﾐﾐでででT

このアイコンをダブルクリックする

ボリュームコントロールウィンドウが表示されます。

３　[ オプション]－[プロパティ]をクリックします。

[プロパティ]ウィンドウが表示されます。

４[ 音量調整]の[録音]をクリックして[ＯＫ]ボタンをクリックします。

５[ マイク]の音量つまみの部分でボリュームを調節してください。

６　 調節 が終 わったら、[ｉ] ボタンを押して､この画 面を閉じてください。

● そ の ほ か の ソ フ ト ウ エ ア の 調 節

ＯＳやアプリケーションソフトによって異なりますが､ 本機をＭＳ-ＤＯＳモードで使用する

ときなどは､９８ＮＯＴＥメニューで マイクの ボリュームを調節します(ＣｙＰ.163) 。



誦記?
■ マ イ ク ロ ホ ン か ら 音 を 取 り 込 むr 。 。iili

サウンドレコーダ ーを使って､ マイクロホンから音声を録音することができます。

サウンドレコーダーを使って録音したサウンドは､ファイルとして保存することができるの

で､ 加工したり､他 のアプリケーションに取り込 んだりすることができます 。

サウンドレコーダーは[ スタート]ボタンー[プログラム]－[ アクセサリ]－[ マルチメディア]

の順にポ イントし､[ サウンドレコーダ ー]をクリックすると起動 することができます。

詳しい使い 方はヘルプをご覧ください。

ﾍ ッ ド ホ ン を 使 う

● ●●●● ●●●● ●●● ●● ●●● ●●●● ●●●● ●●●●

本機には 市販のヘッドホンを接続 することができます。

市販 のヘッドホンのミニプラグを､ 本機 左側面 のヘッドホン端子に接 続します。

図 ｆ　本機のヘッドホン端子は､ミニジャックです。インピーダンス16 Ωのヘッドホン

を接続することができます。

■ ヘ ッ ド ホ ン の ボ リ ュ ー ム を 調 節 す るr 。 。lj

ヘッドホンのボリュームを調 節する方 法は内蔵 スピ ーカのボリュームを調節する方法と同

じです。Ｐ.128 をご 覧ください 。

■ ヘ ッ ド ホ ン の ボ リ ュ ー ム 調 節 時 の 注 意

[ＣＤプレーヤー]などで オーディオＣＤ再生 中に､[ コントロールパネル]にある[マルチメ

ディア]アイコンをダブルクリックし､[ 音楽ＣＤ] タブでヘッドホンのボリュームを調節した

場合､ その変更 が有 効になるのは､ 次回[ＣＤプレーヤー]などを起動したときからで す。
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賜群ンダ 使５
プリンタは､パーソナルコンピュータが処理したデータや､画 面に表示されているデータ

を紙に印 刷する装 置です。ここでは､プリンタを接続 する方 法とプリンタを使用するため

に必 要な設定方 法につい て説明しています。

プ リ ン タ を1 妾 糸売 す る

●●● ●●● ●●●● ●●●● ●●● ●●●●● ●● ●●●

∠iX注 意

● プ リン タ の 取 り付 け/ 取 り外 し を す る とき は 、電 源 コ ード を 抜 い て

くだ さい 。

電 源コードがＡＣコンセントに接続されたまま､プリンタの取り付け/取り外しをす

ると､ 感 電 の原因となります。

● 濡 れ た 手 で 電 源 コ ード を 抜 き 差 しし な い で くだ さい 。

感電 の原 因となります。

● 雷 が 鳴 り 出 し たら 、電 源 コ ード に 触 れ な い で くだ さい 。

落雷 による感電 のおそれがあります。

136

貳 金圀iプリンタの種類

プリンタは印字方 式の違いから､ いくつかの種類に分けられます。

■ ドットインパクトプリンタ(シリアルプリンタ)

インクリボンを紙に押し当て､インクリボン の上から､ 細いピンでドット(点) を打ち付けて印刷します。印刷

音が比較的大きく､ 印 刷品質もやや落ちますが､印 刷コストが低いといった利点があります。

■ 熱 転写プリンタ

熱で溶けるインクリボンを紙に押し当て､インクリボン の上から､ 熱したヘッドを押しつけて印刷し ます。印

刷品質 が比較的高く､鮮 明なカラー印刷 ができますが､そ の反面 正[]刷コストが高く､ 印 刷速度も遅くなり

ます。

■ インクジェットプリンタ

紙にインクを吹き付けることによって印刷します。消費する電力も小さく､印 刷音も静かなうえ､ 比較的早

＜印刷できます。

■ ページプリンタ

コピ ー機と同じ原理で､トナーという細かい粉を紙に付着させて印刷します。消費電力はやや大きくなりま

すが､ 印 刷速度 が早く､高 品質な印刷 ができます。



図
プリンタとの接続には､36 ピンパラレルインタフェースに対応した別売のプリ

ンタケーブル(ＰＣ-CA202/204) のご使用をおすすめします。従来の９８ＮＯＴＥ

シリーズ用のプリンタケーブル(ＰＣ-9801 N-1 9､ＰＣ-9801LV-13) は接続でき

ません。

１　 本機とプリンタの電 源をＯＦＦにします。

ステータスインジケ ータにサスペンド表示がされているときには、サスペンド

スイッチを押していったんもとの 状態に戻します。その後 にＷｉｎｄｏｗｓを終了

し、本機 の電 源をＯＦＦにします。

２　 本機の電源コードのプラグをＡＣコンセントから抜きます。

３　 本機からＡＣアダプタを取り外します。

４　 本機背面のプリンタ用コネクタに､プリンタケーブルの小さい方のコネクタを差し込

みます。

プリンタ用コネクタ

５　 プリンタケーブ ルの大きい 方のコネクタを､プリンタのコネクタに差し込 み､ ストッパ

で 止めます。

i とＳ　プリンタは､機種によって接続するコネクタの位置が異なります。詳しくは､使〕

用するプリンタのマニュアルをご覧ください。

６　 プリンタの電源 ケーブ ルを､ＡＣコンセントに接 続します。

７　 本機 の電源コードを､ＡＣコンセントに接 続します。

：
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プ リ ン タ の 設 定 を す るI
ｗ ｍ,｢1 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

プリンタを使うにはどんなプリンタを使 用するのか､ 設定 する必要があります 。

・プリンタの設定をする前にプリンタの製造元と製品(モデル)名を確認して

ください。

・プリンタドライバが組み込まれていないと､印刷出力時にフォントが不正に

なる場合があります。出荷時に組み込まれているプリンタドライバは削除し

ないでください。

１　 プリンタが正しく接 続されていることを確 認します 。

皿 [スタート]ボタンをクリックし[設定]をポイントし､[プリンタ]をクリックします。[プリン

タ]ウィンドウが表示されます。すでに設定済み のプリンタがある場 合は､[ プリンタ]

ウィンドウにプリンタの アイコンが表示されています 。

３ ［プリンタの追加］アイコンをダブ ルクリックします。

プリンタウィザードが表示されます 。

４ ［次 へ］をクリックします。



５　 表示されるﾘｽﾄ の中から､使用するプリンタの製造元とプリンタ､または互換性の

あるプリンタを選択します。

６ ［次 へ］ボタンをクリックします。

ｊ･ プリンタにインストールディスク(ドライバディスク)がついている場合は､[デ図　

イスク使用]ボタンをクリックして、インストールディスクのデータをインストー

ルします。

７　 表示されるﾘｽﾄ から､プリンタを使用できるポート(接続先)を選択します。

８ ［次へ ］ボタンをクリックします。
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９　 使用するプリンタに名前を付けます。

10 ［次 へ］ボタンをクリックします。

11 テストページを印刷する場合は｢はい｣を選択します。

12 設定が終了したら[完了]をクリックします。

手順5 で インストールしなかった場合､ インストール が必 要な場合は､ここで[ ダ イス

クの挿入] 画面が表示されますので､プリンタに添付されてい たマニュアルをご覧

のうえ､指示されたディスクをセットしてください。設定 がす べて終了すると､新しく

追加したプリンタのアイコンが[プリンタ]ウィンドウに表示されます。

ネットワーク上の共有プリンタを使う

ネットワークに接続されているプリンタを使用する場合は､次のように設定します。

設定するには､あらかじめプリンタのパスを調べておく必要があります。

１　　｢ プリンタの設定をする｣の1～3 の手順を行います。

２　　[ 次へ]ボタンをクリックします。

３　　　 画面上で｢ネットワークプリンタ｣をクリックします。

その後の手順は､｢プリンタを設定する｣と同じです。



イスプレイを使う

本機には､ 別売 のＣＲＴディスプレ イを接続できます。ここではＣＲＴディスプレイを接 続

する方 法について説明しています。

Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ イ を 接 続 す る

●● ●● ●● ●●● ●● ●● ●● ●●●
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∠八 注 意

● ＣＲＴデ ィスプ レ イの 取り付 け/取り外しを す るとき は 、電 源コ ー

ド を抜 い てください 。

電源コードがＡＣコンセントに接続されたまま､ＣＲＴディスプレイの取り付け/

取り外しをすると､感電の原因となります。

● 濡 れ た 手 で 電 源 コード を抜 き差ししな い でください 。

感電の原因となります。

● 雷 が 鳴 り出し たら、電 源 コード に 触 れ な い でくだ さい 。

落雷による感電のおそれがあります。

感 電注意

１　 本機の電源をＯＦＦにします。

ステータスインジケ ータにサスペンド表示が表示されてい るときには、サスペ

ンドスイッチを押していったんもとの状 態に戻します。その後にＷｉｎｄｏｗｓを終

了し、本 機の電 源をＯＦＦにします。

２　 電源コードのプラグをＡＣコンセントから抜きます。

３　 本機からＡＣアダプタを取り外します。

４　 ディスプレイ用ケーブルのコネクタを本機背面のＣＲＴコネクタに差し込み､ネジを

回して固定します。

５　 ＣＲＴディスプレイの電源ケーブルのコネクタを､ディスプレイ背面の電源コネクタ

に差し込みます。
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６　 ＣＲＴディスプレ イの電 源ケーブ ルのプラグをＡＣコンセントに接 続します。

・ＣＲＴディスプレイを接続した場合､本機はＡＣアダプタでお使いください。ま

た､本機とは別に､ＣＲＴディスプレイ用に電源が必要です。

・ 使用するディスプレイによっては､別売のディスプレイインタフェース変換

アダプタ(ＰＣ-9821-K06) が必要です。

・ディスプレイ用ケーブルをディスプレイに接続する場合､ディスプレイ側の

アナログＲＧＢコネクタは15 ピンタイプを使用してください。21ピンタイプの

コネクタは使用できません。



CＲＴディJUEI

§ﾄﾞ2とﾐ

図､f　 ディスプレイ用ケーブルのディスプレイ側コネクタには､｢固定されているタイ

プ｣ と｢着脱できるタイプ｣ があります。着脱できるケーブルのときには､手順4

と同様にしてケーブルをディスプレイに接続してください。

ディスプレイインタフェース変換アダプタを使用する場合の接続方法

① ディスプレイインターフェイス変換アダプタを､本機背面のＣＲＴコネクタ

に差し込み､ネジを回して固定します。

② ディスプレイ用ケーブルのコネクタをディスプレイインターフェイス変換

アダプタに差し込 み､ネジを回して固定します。

Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ イ に 合 わ せ て

本 機 を 設 定 す る17m91

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

別売のＣＲＴディスプレイを使用する場合は､ＣＲＴディスプレイに合 わせて､本機 の設定

を変更 する必要があります。

● 設 定 の 方 法

Ｉ　 ＣＲＴディスプレイが本機に正しく接 続されていることを確認します。

640 ×400 ドットの解 像度を使用する場 合は手順2 へ､ それ以 外の場 合は電源を

ＯＮ にしたあと手順3 へ進 んでください。

２　 キーボードの 匝狸 日]と団 または[2] のどちらかを同時に押しながら､本機の電源

をＯＮにします。団 と[2]のどちらのキーを押 すかは下 の表を参照してください。す

でに電 源がＯＮ になっているときには､ 一一度電源をＯＦＦにしてからＯＮにしなお

してください 。

解 像 度（ ド ット）

６４０×４00

水平走査周波数

2 ４ＫＨ Ｚ

３１ＫＨ Ｚ゛

設 定 方 法

ＩＧＲＰＨＩと団 を押し な がら電 源 をＯＮ に す る

ＩＧＨ卜ＸＨＩと[１ を押しな がら電 源 をＯＮ に す るに 購 入 時 の 設 定]
一 一

※:31kHZ に設定すると本機の液晶ディスプレイには画面が表示されなくなります｡また､別売のＣＲＴディス
プレイを接続していないときには､31kHZ で起 動しても自動的に24kHZ になります。
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３[ スタート]ボタンをクリックし､[ 設定]をポイントし[コントロールパ ネル]をクリックしま

す。

[コントロールパネル] ウィンドウが表示されます。

４[ 画面] アイコン
郷
をダブルクリックします。

[画 面のプロパティ]ウィンドウが表示されます。

５ ［ディスプレ イの詳 細］タブをクリックします。

ディスプレイの詳 細に関する画面 が表示されます。



６[ 詳細プロパティ]ボタンをクリックします。

[詳細プロパティ]ウィンドウが表示されます。
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８　 以 降 は､ ｃ Ｒ Ｔ デ ィス プ レ イ に 添 付 さ れ て い る マ ニ ュ ア ル を ご 覧 の 上､ 画 面 に 表 示　
る

さ れ る 指 示 に 従 っ て 操 作 し て く だ さ い 。
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Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ イ の 種 類 と 解 像 度
●●●●●●●●●●●●●●

解像度(ﾄﾞｯﾄ) ��640 ×400 ��640×480 �800 ×600 �1,024 ×768

匹　 水平走査周波数二 ⊇CRT

ﾃﾞｨｽ ﾌﾟﾚｲ　　 の要/不要*1 ��

２４ｋＨｚ � ３１ｋＨｚ � ３１ｋＨｚ � ４７ｋＨｚ � ６０ｋＨｚ

ＰＣ-ＫＤ１５１１ � △ � ○ �- �- �- �-

ＰＣ-ＫＤ１５２１ � △ � ○ �- �- �- �-

ＰＣ-ＫＤ８５４Ｎ � △ � ○ �- �- �- �-

ＰＣ-ＫＤ１４２１ � △ � ○ �- �- �- �-

ＰＣ-ＫＤ１５２２ � △ � ○ � ○ � ○ �- �-

ＰＣ-ＫＨ１７１１ � △ � ○ � ○ � ○ � ○*2 � ○*2

ＰＣ-ＫＨ２０２１ � △ � ○ � ○ � ○ � ○*2 � ○*2

ＰＣ-ＫＭ１４１*３ � ▲ ＊4 � ○ � ○ � ○ � ○*2 � ○

ＰＣ-ＫＭ１５１ � △ � ○ � ○ � ○ � ○*2 � ○

ＰＣ-ＫＭ１５２*３ � △ � ○ � ○ � ○ � ○*2 � ○

ＰＣ-ＫＭ１５３*３ � △ � ○ � ○ � ○ � ○*3 � ○

ＰＣ-ＫＭ１５３Ｒ*３ � ▲＊4 � ○ � ○ � ○ � ○*3 � ○

ＰＣ-ＫＭ１５３Ｒ２*３ � ▲ � ○ � ○ � ○ � ○ � ○

ＰＣ-ＫＭ１５４*３ � ▲ � ○ � ○ � ○ � ○ � ○

ＰＣ-ＫＩＭ１７１ � △ � ○ � ○ � ○ � ○*2 � ○

PC-KM172*3 � △ � ○ � ○ � ○ � ○*2 � ○

ＰＣ-ＫＭ１７３*３ � ▲*4 � ○ � ○ � ○ � ○ � ○

PC-KIV1173R � ▲ � ○ � ○ � ○ � ○ � ○

ＰＣ-ＫＭ１７４*３ � ▲ � ○ � ○ � ○ � ○ � ○

ＰＣ-ＫＭ２１１*３ � △ �- � ○ � ○ � ○ � ○

ＰＣ-ＫＭ２１２*３ � ▲ �- � ○ � ○ � ○ � ○

PC-KM291*3 � ▲ � ○ � ○ � ○ �- �-

ＰＣ-ＫＭ４１１*３ � ▲ � ○ � ○ � ○ � ○ � ○

ＰＣ-ＫＭ６５１*３ � ▲ � ○ � ○ � ○ � ○*5 � ○

ＰＣ-ＴＤ１５１ � △ � ○ � ○ � ○ �- �-

ＰＣ-ＴＤ２１１ � △ � ○ � ○ � ○ �- �-

△:要

▲:不要
○:表示可能

＊1:別売のディスプレイインタフェース変換アダプタ(Ｐｃ-9821-K06)

＊2:初めてこの解像度を使用する場合､画面位置補正(ディスプレイの前面スイッチ操作)が必要です。

＊3:このディスプレイは､ｗindo ｗｓのパワーマネジメント機能に対応しています。
＊4:ＣＲＴディスプレイに添付されている変換アダプタを使用して接続します。

＊5:この解像度を使用する場合､画面位置補正(ディスプレイの前面スイッチ操作)が必要です｡また､画面位置補

正を行った後で他の解像度を使用する場合は､再度､画面位置補正を行う必要があります。

図 ｓ　解 像度と表示 色を変 更する方法 につい てはＰａrtlの｢ 画 面 表示｣ の｢ 解 像度と

表 示 色を変更 する｣ を ご覧< ださい 。



を接続する

市販 のビデ オケ ーブ ルを使って本 機にテレビを接 続 することができます。

ここでは､テレビを接続 する方 法について説明しています。

テレビ で表 示できる解像 度や表示 のしかたに つい てはＰａrt2をご覧ください。

テ レ ビ を 接 続 す る

●●●● ●●●● ●● ●●●● ●●●●● ●●● ●●●●●

恚注意

● テレビ の 取り付 け/取り外 しをす るときは 、電 源 コ ード を 抜 い て

ください 。

電源コードがＡＣコンセントに接続されたまま､テレビの取り付け/取り外しを

すると､感電の原因となります。

● 濡 れた 手 で 電 源 コ ード を抜 き差しし ない でください 。

感電の原因となります。

● 雷 が 鳴り出し たら、電 源 コードに 触 れ な い でくだ さい 。

落雷による感電のおそれがあります。

１　 本機の電 源をＯＦＦにします。

図 Ｓ　テレビを接続した場合､ 本機はＡＣアダプタでお使いください。

また､本機とは別にテレビ用に電源が必要です。
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ステータスインジケータにサスペンド表 示が表示されているときには、サスペ

ンドスイッチを押してい ったんもとの状態に戻します。その後にＷｉｎｄｏｗｓを終

了し､本機 の電源をＯＦＦにします。

２　 電源コードめプラグをＡＣコンセントから抜きます。

３　 本機からＡＣアダプタを取り外します。

４　 本機右側面のビデオ出力端子に市販のビデオケーブルを接続します。

５　 ビデオケーブルをテレビの映像入力端子に接続します。

感電注意



11111111自白llh ごL ぶ ⊥

シ ョッ ス ロ ツト

陽i 池 用 する

本機のコミュニケーション スロットに通信機器を接 続すると､電 話回線を通して通信する

ことができます。

1 妾 糸売 で き る1 幾 暑 屋;の 種 類

● ●●●● ●●● ●●●● ●●●●● ●●● ●●●

本機内 部のコミュニ ケーションスロットには､ 次 のような機 器を接続することができます。

･ＦＡＸモデムボード(ＰＣ-9821NR-B05)( ＰＣ-9821 Nr1 5/S14F では内 蔵済)

･１００ＢＡＳＥ-ＴＸインタフェースボード(ＰＣ-9821NR-B06)

各機 器の詳細については､ 各 ボードのマニュアルをご 覧ください。

コミュニケーションスロットに機器を取り付ける
●●●●●

恚

感電注意

恚 注 意

● コミュ ニ ケ ーシ ョン スロ ット の 機 器 の 取 り付 け ／ 取 り外 し を す る

と き は 、本 機 の 電 源 をOFF に し て くだ さい 。

電 源コードがＡＣコンセントに接 続されたまま､コミュニケーションスロットの機器

の取り付け／取り外しをすると､ 感 電 の原因となります。

● 濡 れ た 手 で 電 源 コ ード を 抜 き差 しし な い で くだ さい 。

感電 の原因となります。

● 雷 が 鳴 り 出 し た ら 、電 源 コ ード に 触 れ な い で くだ さい 。

落雷 による感電 のおそれがあります。

ｅ

図
・ コミュニケ ーション スロットの機器 の取り付け/取り外しには十( プ ラ ス)ド ラ

イバ が必 要で す。

・ 本機 でＦＡＸモデ ムボ ード( ＰＣ-9821NR-B05) を 使 用 するには､９８ＮＯＴＥメ

ニューの｢ 入 出力 デ バイスの設定｣ で｢ モ デ ム｣ を{使 用 する}に する必要 が

あります 。

・ ＰＣ-9821 Nr15/S14F で 内 蔵 のＦＡＸモデ ム ボ ード を取り外して別 売 の

１００ＢＡＳＥ-ＴＸインタフェースボ ード を取り付けるときには､ 接 続されている

回 線( モ ジュラーコネクタ) を 取り外して から下記 の手 順を行ってください 。

１　 本機の電源がＯＦＦになっていることを確認します。

iヽｉ　　　
ステータスインジケ ータにサスペンド 表示が表示されているときには サヽスベ烏

ンド スイッチを押してい ったんもとの状態に戻します その後にＷｉｎｄｏｗｓを終

了し､ 本機の電 源をＯＦＦにします。
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２　 電源コードのプラグをＡＣコンセントから抜きます。

３　 本機にケーブル類が接続されている場合は､それらをすべて取り外します。

４　 本機のフタ(カラー液晶ディスプレイ)を閉じて､本機を裏返します。

５　 図の位置のネジを1ヵ所プラスドライバではずします。

６　 ハードディスクのカバーを図の矢印の方向に押し上げて取り外します。

認;1?Z1 通信機能のいろいろ

電話回線を使って､さ まざまな通信ができます。

■パソコン通信

パソコン やモデムをつなぎ､電 話回線を通してパソコン 通信 サービスのホストコンピューターにつなぎ 、

情報交換をする通信をいいます。

パソコン通信を利用すると電子メール､ チャット､会 議､ オンラインショッピング､ デ ータペース検索などが

利用できます。パソコン通信のサービスを利用できるのは､ 会 員に限られています。

■インターネット

パソコン通信は一つのホストコンピューターの中につないだ会員のみがコミュニケーションをはかること

ができますが､こ れに対しイン ターネットは､ 会 員に限ら ず国籍と加入電話の違いを越えて､ 世界中の人々

とコミュニケーションをはかることができます。詳細は『アプリケーション 操作ガイド』をご覧＜ださい。

■ＦＡＸ送受信

Ｍｉｃrｏsof↑Eｘｃｈｏｎｇｅ､Ｃｈｅyｅｎｎｅ Ｂｉ↑Ｗｏrｅなどの通信ソフトを使って､ パソコンで作成したデータ

をＦＡＸで送ったり､ＦＡＸを受信したりすることができます。詳しくは『アプリケーション操作ガイド』をご覧

ください。
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７　 ハ ードディスクを図 の矢印 の方向に スライドさせて取り外します。

ハードディスクの取り付け/取り外しをするときは、ハードディスクに衝撃を加え

ないように注意してください。

８　 図 の位置 のネジ1 ヵ所をプラスドライバ ではずしコミュニケーションスロットのカバ

ーをは ずします 。

PＣ- 9821 Nr1 5/S14FではあらかじめコミュニケーションスロットにＦＡＸモデム

ボ４ドが取り付けられています。ＦＡＸモデムボードは図の矢印の方向へ取り外

してください。



＝　
窓 畷巡

丿

コミュニケーションスロ・載豪濤用する

９　 位置に注意して取り付ける機器のコネクタを本機のコネクタにしっかり差し込みま

す。

1００ＢＡＳＥ-ＴＸ ／

インタフェースボ ード用

コネクタ

FＡＸモ デ ムボ ード 用の コネクタ

10 手順8 で取り外したカバーを本機に取り付け､ボードといっしよにネジで固定しま

す。

11 ハードディスクを取り外したときと逆の手順で本機に取り付けます。

12 ハードディスクのカバーを取り付け､ネジで固定します。

これで本機への機器の取り付けが完了しました。

電話回線への接続のしかたなどについては､それぞれの機器のマニュアルをご覧くだ

さい。

図
コミュニケーションスロットから機器を取り外すときには､接続されている回線(

モジュラーコネクタ)を取り外してから､上記と逆の手順で機器を取り外して

ください。
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■ ＦＡ Ｘ モ デ ム ボ ー ド の 取 り 付 け 方

ＰＣ-9821N ｒ15/S14F で内蔵のＦＡＸモデムボードを取り外した場合､再度コミュニケ

ーションスロットへ取り付けるときには以下のようにしてください。

ＦＡＸモデムボード(ＰＣ-9821NR-B05) は2 枚のボードから構成されています。

本機に取り付けるときには次のようにして取り付けてください。

コネクタは奥までしっかり接続してください。すきまがあると本機に取り付ける際 故障 の

原 因となります。



ルコネクタに江Ｃ機器を接

本機背面のシリアルコネクタに通信機器を接続し通信機器の設定をすると､本機で通信

することができます。

■ シ リ ア ル コ ネ ク タ に 通 信 機 器 を 接 続 す る

本機背面のシリアルコネクタには､次のような別売の通信用の拡張機器を接続すること

ができます。

・外付けモデム

・モデム内蔵の多機能電話

・音響カプラ

本機に通信機器を接続する方法と通信機器を電話回線に接続する方法については、

各通信機器のマニュアルをご覧ください。

■ 通 信 機 器 の 設 定 を す る

本機に通信機器を接続したら､通信機器の設定をする必要があります。

通信機器の設定については､通信機器のマニュアルをご覧ください。

E;lll モデムについて

変復調装置をモデムといいます。一般の公衆回線は､電話で人が話をするときにはアナログ信号(音声)の

受け渡しを行います。同じ回線を使って､コンピュータで作ったデータ(デジタルデータ)の送受信をする

場合には､このモデムを使って､アナログデータとデジタルデータを変換しています。パソコンで通信する

には､このデジタルデータのやりとりを行うのでモデムが必要です。
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Q 込みレベJﾚ ＤＭＡチャネjレ
“゙| ゙゙心゚ 5°'誦゙11 アドレス空間

ここでは､本機内蔵の各種インターフェイスで使っている｢割り込みレベル｣｢ＤＭＡチャ

ネル｣｢ＲＯＭアドレス空間｣について説明しています。

言51ﾇl: の 変 更

●●● ●●●● ●●●● ●●● ●●●● ●● ●●● ●●●● ●●●● ●●●●

本機に周辺機器を接続して使用する場合は､周辺機器のインターフェイスが本機内蔵

のインターフェイスと同じ｢割り込みレベル｣､｢ＤＭＡチャネル｣､｢ＲＯＭ アドレス空間｣(

下表参照)を使用しないように､周辺機器のインターフェイスの設定を変更してから取

り付けてください。なお､周辺機器のインターフェイスが使用する｢割り込 みレベル｣、｢

ＤＭＡチャネル｣､｢ＲＯＭアドレス空間｣や設定の変更方法などについては､周辺機器

に添付されているマニュアルをご覧ください。

■本機が使用している割り込みレベル

ニ ン 匹 二
��INTO(IRQ3)�INT1(IRQ5)�INT2(IRQ6)�INT3(IRQ9)�INT41(IRQ10)�INT42(IRQ11)�INT5(IRQ12)�INT6(IRQ13)

内蔵ﾌﾛｯ ﾋﾟｰ ﾃﾞｨｽｸｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ�1M
ﾊﾞｲﾄ･1.44Mﾊﾞｲﾄ1/F ������○゛1

内 蔵 マ ウスインターフェ イス ���������○゛2

内 蔵 ハ ード ディスクインターフェイス �����○゛3

MIDI インターフェイス ������○※4

赤外線通信機能 ���○ ※5※6

内蔵サウンド機能 ��������○゛7

ＰＣ カ ードスロット ��☆ ゛9 �☆ �☆ ��☆ ��☆

コミュ ニ ケ ーションスロット ��○ ※8 � ○ �○ ��○ ��○

○: 工 場 出 荷時 の 設 定

※1:INT42 は内 蔵 フロッピ ーディス クが使 用 するため､ 他 の 周辺 機 器 では使 用 できませ ん。

※2:INT6 は内 蔵 の98 スライド パッド が使 用 するため､ 他 の 周 辺機 器 で は使 用 できませ ん。

※3:INT3 はハ ード ディスクが使 用 するため､ 他 の 周辺 機 器 では使 用 できません。

※4: ＩＮＴ４１は､９８ＮＯＴＥメニュ ーの｢ 動 作 環境 の 設 定｣ の｢ サウンド｣ を{使 用しない} に設 定 すると他 の 周 辺機 器

で 使 用 できます。

※5: ９８ＮＯＴＥメニュ ーで｢ 赤外 線 通信 機 能｣ を{使 用 する}に 設 定した場 合､INTI は赤 外線 通 信 機 能 が使 用 する

ため､ 他 の 周 辺 機 器 では 使 用 できませ ん。{使 用しな い} に 設 定 す ると､ 他 の 周辺 機 器 で 使 用 できます 。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 をご 使 用 の場 合 で､｢ 赤 外 線 通信 機 能｣ を{使 用しない} に設 定し た場 合､ＰＣカードの 使 用 す

る資 源 の設 定 を変 更してください｡ 詳しくは｢ＰＣカード サポ ートソフトウェアマニュア ル｣ の｢ 資 源の 設 定方 法｣

をご 覧ください。

※6: 赤外 線 通信 機 能 は､ 割り込みレベ ルINTI(IRO5) でのみ使 用 できます｡ 他の 機 器でこの 割り込 みを使 用して

い るときには｢ 赤 外 線通 信 機 能｣ を{使 用 する}に 設定 することができなくなります｡{使 用 する}に するときには、

必 ずINTI(IRQ5) が解 放 されることを確 認してください。

※7: ９８ＮＯＴＥメニュ ーの｢ 動 作環 境 の 設 定｣ の｢ サウンド｣ を{ 使用しない} に設 定 すると､他 の 周辺 機 器 で使 用 で

きます。

※8: 別 売 の１００ＢＡＳＥ-ＴＸインタフェースボ ード(ＰＣ-9821 NR-B06) 取り付け 時に 使 用可 能で す。

※9: 16 ビットＰＣカ ードサ ポ ートを使 用 するＰＣカード では使 用 できませ ん。

☆:　ＰＣカ ード スロットを使 用 するアプリケ ーションソフト､またはＰＣカ ード に添 付 のド ライバで 設 定します｡ここ で

設定したＩＮＴは､ 他 の 周 辺機 器 で は使 用 できませ ん。

また､ＰＣカードスロットは､INT3､ ＩＮＴ４２､INT6 に は設 定 できませ ん。

○:　ＦＡＸモ デム ボ ード(ＰＣ-9821NR-B05) で使 用 可 能で す。

使用 するＯＳによって設 定を変 更し てください。
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纏 絡 畷

割り込みレベル･ＤＭＡチャネル･㈲ 鱗Z ドレス空間

■本機が使用しているＤＭＡチャネル

二二ょこです
�
＃０ �＃1 � ＃2 �＃3 � ＃４ �＃5 �＃６ �弁７

内蔵フロッピーディスクインターフェイス ���○

内蔵サウンド機能 ��○

赤外線通信機能 ��������○

○: 工場出荷時の設定

■本機が使用している｢ＲＯＭ アドレス空間｣

インターフェイス � 使用しているＲＯＭアドレス空間

ハードディスク/CD-ROM インターフェイス �D8000h ～DBFFFh

●

●
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本機のシステム設定を変更する方法を説明しています。

●９８ＮＯＴＥメニューで設定する

●９８ＮＯＴＥメニューユーティリティで設定する

●メモリスイッチ(９８環境設定ユーティリティ)
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9８ＮＯＴＥメニューは､使用するアプリケ ーションソフトや接 続する周辺機器に合 わせて

本機 の使用 環境を設定するための内蔵プログラムです。 ９８ＮＯＴＥメニューは､ご 購

入時にあらかじめ標準的な環境に設定されているので､特に必要ない場合は変更しない

でください。ここでは､98NOTE メニューの起動方 法､操 作方 法､設 定できる各項目の概

要につい て説明しています。

９ ８ Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ メ ニ ュ ー を 起 動 す る

●● ●●● ●●● ●●● ●●●● ●●

9８ＮＯＴＥメニューは次の 方法で起動します。

■ 本 機 の 電 源 が ｏ ＦＦ に な っ て い る と き の 起 動 の し か た

１　 キーボードの[直e] を押しながら電源スイッチをスうｲ ﾄ ざせます。

ハイバネーション 状態 のときには､この方 法で９８ＮＯＴＥメニューを起動 する

と、保 存されてい た内容 が失われます。

ｊ 電源をＯＮにして｢ピポツ｣という音がしたら､キーボードの｢E｣亘と]から手を離しii〕

てください。｢ピ ポツ｣という音がする前に手を離すと､９８ＮＯＴＥメニューが起動

しません。また､このときスピーカのボリュームを最小にしていると｢ピポツ｣と

いう音が鳴らないためご注意ください。

９８ＮＯＴＥメニューの｢ メインメニュー画 面｣が表示されます。
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■サスペンド状態のときの起動のしかた

１　 キーボードの民 国]を押しながらサスペンドスイッチを押します。

㈲
この 方法で９８ＮＯＴＥメニューを起動 すると、サスペンド の内容 が失われま

す。

ｊ 電源をＯＮにして｢ピポツ｣という音がしたら､キーボードの[屈 堕]から手を離しｌt 〕

てください。｢ピポツ｣という音がする前に手を離すと､９８ＮＯＴＥメニューが起動

しません。また､このときスピーカのボリュームを最小にしていると｢ピポツ｣と

いう音が鳴らないため注意してください。

９８ＮＯＴＥメニューの｢ メインメニュー画面｣ が表示されます。

■ セ ッ ト ア ッ プ パ ス ワ ー ド 設 定 中 の 起 動 の し か た

１　 キーボードの[匯 亜]を押しながら､電源スイッチをスうｲ ﾄ ざせて電源をＯＮにしま

す。

次のような画面が表示されます。

２　 キーボードから､設定されているパスワードを入力します。

烏
パスワードの入力中に､キーボードの[頭]を押して文字を修正することはでき

ません。
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３　 キーボードの 図 を押します。

正しい パスワードが入力されると､９８ＮＯＴＥメニューが起動します。

・ 誤ったパスワード が入 力されると､｢ パスワード 不一致｣と表示されます。正

しい パスワードを入力してください 。

・ パスワード の入力に3 回失敗すると、｢パスワードエラー｣と表示され、｢ピ ー｣

という警告音のあと、自動的に電源がＯＦＦになりますので 、最初からやり直

してください。

・ パスワード設定中にハイバネーション状態にしたときも､上記と同様の手順

で９８ＮＯＴＥメニューを起動することができます。

・ ハイバネーション状態のときに９８ＮＯＴＥメニューを起動すると保存されて

いた内容が失われます。

・ ハイバネーション状態から本機をＯＮにして上記の手順を行った場合､ パス

ワードの入力に3 回失敗すると､｢パスワードエラー｣と表示され､｢ピー｣とい

う警告音のあと､自動的に電源がOFF になってハイバネーション状態に戻

ります。

■サスペンド中の起動のしかた

セットアップパスワードを設 定しているときにサスペンド状態にした場合には､９８ＮＯＴＥ

メニューの起 動 時 に セットアップ パ スワードを２回 入 力 する必 要 があります 。

サスベンド中に98NOTE メニューを起動すると、サスペンドの内容が失われ

ます。

１　 キーボードの[日亘遊]を押しながら､サ スペンドス不ッチを押します 。

動 作表示 用ＬＥＤが点 灯します。

セットアップ パスワードの入力を求 める｢ピッピッピッ｣という警告 音が鳴ります( 画

面には何も表示されませ ん) 。

２　 セットアップ パスワードを入力します。



9８ＮＯＴＥメニJIIIIIEjiJI?1

囲 パスワードの入力中に キーボードの[圀 を押して 文字を修正することはお馨加|
゛　 できません。

・ 誤ったパスワードが 入力されると､｢ピーツピッピツ｣と警 告音が鳴ります。正

しい パスワードを入力してください 。

・ パ スワードの入力に3 回失敗すると｢ピー｣という警 告音のあと､自動的にサ

スペンド状態に戻りますので 、最初 からやり直してください。

３　 キーボードの 回 を押します。

正しい パスワードが入力されると､｢ セットアップ パスワード ＝｣という画面 が表示さ

れるので､もう一度パ スワードを入力し､図 を押します。

㈲
・ 誤ったパスワードが入力されると、｢パスワード不 一致｣と表 示されます。正

しい パスワードを入力してください 。

・ パスワードの入力に3 回失敗すると、｢パスワードエラー｣と表示され、｢ピー｣

という警告音のあと､自動的にサスペンド状 態に戻りますので､ 最初 からや

り直してください 。

９８ＮＯＴＥメニューが起動します。

９ ８ Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ メ ニ ュ ー を 操 作 す る

●●● ●● ●●● ●●●●●●●●●●

９８ＮＯＴＥメニューを起動 すると､まずメインメニューが表示されます｡ 各項 目の設定は、

メインメニューから設 定画面を表示させ て行い ます。

●メイ ンメ ニ ュ ー メインメニューには設定できるメニューの一覧が表示されます。

白い四角
選 択したメニューで 選 択できる項 目と､現 在 の

設 定 が表 示 され てい ます 。

選 択し たメニューについ ての ヘ ルプメッセージ

が 表 示 され ます。

キーボードの[Ｕ]] を押して白い四角を設定したいメニューに合わせて回 を押します。
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● 鉛ま 画面　 設定できる各項目と設定値が表示されます｡設定値を選択して設定します。

設定できる項目の一覧です。

キーボードの口] 田 を押して設定したい項目に白

い四角を合わせます。

白い 四 角 で表 示されているものが 設定 値となりま

す｡ キ ーボ ード の
日 曰

を押して 選択します。

設定している項目についてのヘルプメッ
セージが表示されます。

キーボードの[E3 回]を押すか､口 圃 を押して白い四角を｢終了｣に合わせて図 を押します。

●メインメニュー

１

メイン メニュ ーに 戻ります

９ ８ Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ メ ニ ュ ー を 終 了 す る

● ●●● ●●●● ●●● ●●●● ●●

9８ＮＯＴＥメニューを終了すると､設定が有効になります。次の方法で､ メインメニューを

終 了してください。

１　 画面 右側 の各項目 の設 定値 が､ 変更した設定 値に変 わっていることを確認しま

す 。

２　 次のどちらかの方法でメインメニューを終 了します。

･キーボードの[E亜] を押す

･｢終了｣ を選択し､キーボ ードの腿 を押す

９８ＮＯＴＥメニューが終了し､ 本機 が自動的に再起動します 。

これで設 定が有効になります。



９８ＮＯＴＥ メニ

各 メ ニ ュ ＝ のISIﾇl:

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

圃 動 作 環 境 の 設 定

● サ ウ ン ド

内蔵のサウンド機能を使 用するかどうかを設定します。

サウンド機 能とＥＭｓを同時に使 用し､ＥＭｓのページフレームアドレ スをｃｃ０００ｈ～

ｃＦＦＦＦｈ番地 に設定 するときに設定します。

ｉ ４　・ ＥＭｓを使用するアプリケーションソフトを起動すると､｢メモリが足りません｣〕　

と表示されるときは､{ＢＩｏｓを切り離す}に設定してください。

・ ｗindoｗｓ 3.1とＭｓ-ＤｏｓでFM 音源を使用する場合､｢ サウンド｣を{使用す

る}に設定してください。ただし､この場合本機のＰｃカードスロットを使うこと

はできなくなります。

● マ イ ク ボ リ ュ ー ム

マイクロホンの入 力レベルを調節します。

{ｏＮ(レベル5/8) に 設 定した場合､レベルはキーボードの 困 乏〕､圖i 〕で変更できます。

匪 と〕を押すとボリュームが大きくなり､固5砿]を押 すとボリュームが小さくなります。人カレベ

ル は8 段階 で 調 節できます。

｢ サウンド｣を{使用しないに 設定している場合､｢ マイクボリューム｣の項 目は設 定でき

ません。

il､f　 ｗindoｗｓでサウンドを使用しているときは､ｗindo ｗｓの機能を使って音量調〕

節することができます(Ｐ.128) 。

●１６Ｍ バ イ ト シ ス テ ム 空 間

メモリアドレスF00000h ～ＦＦＦＦＦＦｈの空 間を16M バイトシステム空 間と呼 びます 。

このシステム空間を使 用するＯＳ､アプリケーションソフトを使う場合 や､ Ｗｉｎｄｏｗｓを使

用する場 合には{使用する}に設定してください 。
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{使用する}に設定し､メモリを16M バイト(ユーザーズメモリ15.6M バイト)以上

搭載している場合､メモリチェック時に表示されるメモリ容量は､実際のメモ

リ容量よりIM バイト少ない容量が表示されます。

● バ ッ テ リ リ フ レ ッ シ ュ モ ー ド

バッテリリフレッシュモ ードを使用 するときに設 定します。

バッテリリフレッシュモードは､ バッテリを完全 に放電させてバッテリの能力を復旧させる

機能で す。

ステータスインジケータのバッテリ残量表示枠が点滅､
ｒ･'1-
したら､この機 能を実 行して

ください 。

＜ バ ッテ リ リフ レッ シ ュの 手順 ＞

１　 本機からＡＣアダプタを取り外します。

２　 ９８ＮＯＴＥメニューを起動します。

３　 ９８ＮＯＴＥメニューの｢動作環境の設定｣の画面で､バッテリリフレッシュモードを

頃 定する|にします。

{設 定する|にしたとき、ＡＣアダプタを接 続してい るとＡＣアダプタを取り外す

ようにメッセージが表 示されます。何かキーを押してからメインメニューに戻り、

９８ＮＯＴＥメニューを終了して本機の電 源をＯＦＦにします。ＡＣアダプタをは

ずしてから再度はじめからやり直してください 。

3分後にカラー液晶 ディスプレイに｢ バッテリリフレッシュ中｣と表示 されます 。

・ バッテリリフレッシュモードを実行中に９８ＮＯＴＥメニューを終了すると、

バッテリリフレッシュモードは中断されます。

・ バッテリリフレッシュモードの実行中には､本機からバッテリを取り外さない

でください。

４　 自然に電 源がＯＦＦになるとバッテリリフレッシュモードの終了です。

５　 ＡＣアダプタを接続すると､動作表示用ＬＥＤが黄色に点灯し､バッテリの充電が

始まりますので､動作表示用ＬＥＤが消灯するまで充電してください。

バッテリリフレッシュに必要な時間は約1.6時間です。バッテリスロットとドライ

ブベイの両方にバッテリを取り付けているときは､バッテリリフレッシュに必要

な時間は約2 倍になります。



9８ＮＯＴＥメニ

心

■ デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 設 定

メインメニューで｢ディップスイッチの設定｣を選択すると､次のような画面が表示されま

す。

ディップス不ッチは､本機を機器の構成に応じて正しく動作させたり､機能を変更したり

するための重要なス不ッチです。ディップス不ッチは､あらかじめ一般的な使用条件にそ

って､工場出荷時に設定されています。特に必要のない限りは､変更しないでください。

選択しているスイッチの説明と､現在の

設定値が表示されています。

ボードのEﾖﾖﾖ で設定し

スイッチに反転表示をあ､
田 圃 でＯＮ/OFF を設

ご購入時の設定
腎:

;ご 購 入 時 の 設 定に

設 定 が 終 了し たら 、

押し てメイン メニ ュー

す。

ディップス不ッチを変 更した場 合､ＳＷ２-5 の み設定と同 時に有 効になります。それ以 外

のディップ ス不y チについては､ 本機を起動しなおしたときから有 効になります。

ディ ップ スイ ッ チの 機 能

それぞれのス不ッチの機能とＯＮ/ＯＦＦ時の設定値は次のとおりです。

●ＳＷＩ

�ス不ッチ番号 �ス不ッチの機能 �ＯＮ �ＯＦＦ

SXV1 �
１ �木使川 �

飛 にＯＮの状態７使頑

し謳苫く心む ね上 會三郷

�２ �

末使川 ��

白濯 昆 石 谷 逼 言 砿W　

弓　　　　　　　　　　　　「宍用し てくだ さ
い
゜　　

……jy
�３

�４

�５ �
シリアル伝送方式 �注1 参照

�贈 類言竹丿�６

�７ �未使川 �
常にＯＮの状態で使用

してください。

�８ �グラフィックモード �拡張モード �基本モード

EE 回ご購入時の設定

●

●
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注I SWI-5､ ＳＷＩ-6シリアルの伝送方式の選択

ＳＷ１-５ �ＳＷ１-６ ��機能内容

ＯＮ � ＯＮ �ＢＣＩ同期 �
送信タイミングに本機内部タイマを使用､受 信タイミ

ングにはモデムのクロックを使用

ＯＮ � ＯＦＦ �ST2 同期 �
送･受 信タイミングとして､ モデムより供給されるク

ロックを使用

ＯＦＦ � ＯＮ �同期刻時 �
受信タイミングは受信データから作られるクロックを

使用.送信は本機内部タイマを使用

OFF_ �｡。 ＯＦＦｊ �調歩同期 �送･受ともに本機内部タイマを使用

SWI-5 、ＳＷＩ-6( シリア ル伝 送 方 式)

通信をするときの､ 送 信タイミングと受 信タイミングを設 定します。

iii ご購入時の設定

SWI-8( グラフィックモ ード)

カラー液 晶ディスプレイの画面表示を､拡張 グラフィックモードで表示するか､基本グラフ

ィックモードで表示 するかを設定します。{ＯＮ}( 拡張モ ード)に設 定すると4,096 色 中

16 色表示に､{ＯＦＦ}( 基本モード)に設 定すると8 色中8 色表示 になります。

●ＳＷ２

�スイッチ番号 �スイッチの機能 �ＯＮ �ＯＦＦ

SW2 �１ �
未使用 ��o

愉 にＯＦＦの状態で使1

驚 ぢそ
ください､｡｡- 岫�２

�３ �
未使用

�ご言騰羅�４

�５ �メモリスイッチ �初期化しない �[初 期化する　Ｊ

�６ �固定ディスク �切り離す �K使 用する　　　　　　 ぐ

�７ �vfキー �使用しない �Ｅ仙 田 音 乙 ，= ・・a=・i・

�８ �ＧＤＣモード �ｒ５ＭＨｒ- ‾¬ �2.5MHz
・1 ご購入時の設定

ＳＷ２-5( メモリスイッチ)

メモリス不ッチは､ ディップ スイッチと同じように､ 本機 の状態を設定 するス不ッチです。メ

モリス不ンチの内容は､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 では､[コントロールパ ネル] の[98 環境] で設定し

ます。また.ＭＳ-ＤＯＳの場 合は､ＳＷＩＴＣＨコマンドで設定します。設定 方法は｢ メモリ

ス不ッチ｣(Ｐ.183) をご 覧ください。

このディップ ス不ッチでは､電 源をＯＮ にしたときなどに､変更したメモリス不ッチの内容を

初期化 するか､ 変更した内容を保 持するかを設 定します。

メモリスイッチを変更 する場合 には､ メモリスイッチの変 更の 前に必 ずこのSW2-5 を

{ＯＮ}( 初期化しない) にしてください。{ＯＦＦ}( 初期化 する)のままで､電 源をＯＦＦにす

ると､メモリス不y チの内容がご 購入時 の状態 に戻ってしまいます。

ＳＷ２-6( 固定 デ ィスク)

本機 内蔵 のハードディスクを使 用するかどうかを設 定します 。{ＯＮ}( 切り離す) にする

と､内蔵 のハードディスクは使用 できなくなります。
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ＳＷ２-7(Vf キ ー)

キーボードのVf キーを使用するかどうかを設定します。Vfキーを使用 するかどうかは､お

使いになるアプリケーションソフトによります。なお､Ｖ吽 －を使用 するときは､ キーボード

のL照些』をロックしてください 。

図 ダ　メモリスイッチの内容は､本機内蔵のリチウムバッテリによって保たれていま

す。本機の電源をOFF にしたままの状態が2ヵ月ほど続くと､９８ＮＯＴＥメニュー

でメモリスイッチを{初期化しない}にしていても､ご購入時の設定に戻ってしま

うことがあります。このような場合には､メモリスイッチを{初期化する}に設定

し､一度９８ＮＯＴＥメニューを終了します。メニューが終了し､本機が再起動した

のち､再度メモリスイッチを{初 期化しない}にしてからメモリスイッチを設定し

なおしてください。

ＳＷ２-８(ＧＤＣモ ード)

グラフィック処理速 度を選択します。

ご購 入時には､ 高速にグラフィック描画 ができるように{ＯＮ}(５ＭＨＺ)に設定されていま

す。市販 のアプリケーションソフトの中には､ まれにこの設定で正 常に動 作しないものが

あります ので､ そのような場 合は､{ ＯＦＦ}(2.５ＭＨＺ)に設定してください。

● Ｓ Ｗ ３

�スイッチ番号 �スイッチの機能 �ＯＮ �ＯＦＦ

ＳＷ３ �１ �

未使用

�２

�３

�４

�５

�６

�７

�８ �未使用

�匠二俗談

■省電力の設定

[:E] ご購入時の設定
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図 ・次に本機を起動しなおしたときから設定内容が有効になります。

・ 設定時間後に有効となる機能を設定した場合､ 必ずＷｉｎｄｏｗｓ 95のＣＤ･

ＲＯＭの自動再生をOFF にしてください。ＯＮのままだと機能が実行されない

場合があります。

● 省 電 力 モ ード

本機 の動作 モードを設 定します。｢エコノミー｣または｢ カスタム｣にすると消費電力を抑

えることができます。

項　 目 � 機　　 能

フ ル ノｉワ ー �本機 の機能を最大限に使用するモードです。

エコノミー �液晶ディスプレイ自動停止(約1 分)､内蔵固定ディスク自動停

止(約1 分)､ＣＰＵ自動停止が自動的に設定されるモードです。

カスタム �液晶 ディスプレイ自動停止､ 内 蔵固定ディスク自動停止、CPU

自動停止を自由に設定することができるモードです。

・｢ フルパワー｣に設定 すると、｢液 晶ディスプレイ自動停 止｣｢ 内蔵固定ディス

ク自動 停止｣｢ ＣＰＵ自動 停止｣は｢ 設定しない｣ に固定されます。

・｢ エコノミー｣に設定すると、｢液晶ディスプレ イ自動停 止｣｢ 内蔵固定ディス

ク自動停止｣｢ ＣＰＵ自動停 止｣は｢ 設定 する｣に固定されます。

● 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 自 動 停 止

{設定 する}に設定しておくと､キーボードやポインティングデ バイス､ｃＤ-ＲｏＭドライブ 、

フロッピ ーディスクドライブ､ ハ ードディスク､プリンタ､モデ ム(シリアルインターフェイス)を

使用しないで設定した時 間が経過すると､カラー液晶 ディスプレイのバックライトが自動

的に消灯します。キーボードやポインティングデバイスを使うと､バックライトが再び点灯し

ます。

時間 の設定は､ キーボードの[IF]､ 囚5蔭j で行 います 。[:¶sli¶E]を押すと､時 間 が長

くなり、固5aj を押 すと､時 間が短くなります。最小 約1 分 から最大約13 分まで設 定する

ことができます 。

ディスプレイの制御は､本機のカラー液晶ディスプレイに対してのみ機能しま

す。別売のＣＲＴディスプレイ(パワーマネジメント対応のものを含む)に対して

は､機能しません。別売のＣＲＴディスプレイの省電力機能についてはＰ.77をご

覧< ださい。
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● 内蔵 固定 デ ィス ク 自動停 止

内蔵のハードディスクのモータの制御時間を設定します。

{設定する}にしておくと､アクセスしないで設定した時間を経過すると､内蔵のハードデ

ィスクの回転を自動的に停止します。再びアクセスを行うと､自動的に回転を始めます。

時間の設定は､[¶9と]､[a5aj で行います。[?sgE]を押すと､時間が長くなり､[JssI　　

を押すと､時間が短くなります。最小約1 分から最大約13 分まで設定することができま

す。

●ＣＰＵ 自 動停 止

バッテリで使用しているときに､消費電力を抑え､バッテリでの使用時間をのばす機能

です。

図 ＡＣアダプタを接続しているときには､ＣＰＵ自動停止は働きません。

●ＬＣＤ 連 動 サ ス ペ ン ド/ レ ジ ュ ー ム

|使 用する口こすると､液 晶ディスプレ イの開閉 でサスペンドル ジュームすることができま

す。液 晶ディスプレイを閉じると､作業 中の内容が自動的にサスペンドされます 。また､液

晶 ディスプレイを開けると､自動的 にレジュームされます。

㈲
連続して液 晶ディスプレイを開 閉すると、本機 に負担がかかります。フタの開

閉は、少なくとも5 秒以 上の間隔をあけてください 。

● オ ー ト サ ス ペ ン ド

オートサスペンドは､ キーボードやポインティングデバ イス．ＣＤ-ＲＯＭドライブ､フロッピー

ディスクドライブ､ ハードディスク､プリンタ､モデム(シリアルインタフェース)､赤外線通信を

使用しないで設定した時 間が経過 すると､自動的に本機をサスベンド状 態にする機能

です。作業を再開したいときには､ サ スペンドスイッチを押すとレジュームされます。

時間の設定は､キーボードの[yssE]､[a5aj で行います。[liE]

くなり、[Js 遍 を押すと､時間が短くなります。最小約5分から最大

ることができます。

を押すと､時間が長

約29 分まで設定す
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■入出力デバイスの設定

●９８ ス ラ イ ド パ ッ ド

98 スライドパッドを使 用するかとうかを設定します。

{使用しない}にすると､98 スライドパッドが使用 できなくなり､ワープロなどのキー入力操

作時 の誤操 作を防ぐことができます。

● タ ッ プ ＆ ド ラ ッ グ 機 能

98 スライドパッドでの タップ＆ドラッグの操作(寸Ｐ.16)を有効にするかどうかを設定しま

す｡{ 無 効に すると､タップ＆ドラッグの操 作ができなくなります。

｢98 スライドパッド｣を{使用しないに 設定している場 合､｢ タップ＆ドラッグ｣の項 目は設

定できませ ん。

● キ ーボ ード 指定

本機に別売の外付けキーボードを接続した場合､本機のキーボードと外付けのキーボー

ドのどちらを使うかを設定します。

｢ キーボード指定｣は本機に別売の外付けキーボードを接続している場合のみ

設定できます。

●ＮＵ Ｍ キ ーのロ ッ ク機 能

ＩＮＵＭＩのロ　ック機能を使川するかとうかを設定します。

{無効に すると、LM尨 をロックできなくなり､テンキー人カモ→ や 団 キーが使用でき

なくなります。
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● 赤 外線 通 信 機能

赤 外線 通信機 能を使うかどうかを設定します。

赤外線通信機能を使うときは､{使用する}に設定してください。

{使用しない}にすると､割り込みレベルINT1(IRQ5) が解放できます。

ﾓ柘 ・｢セキュリティの設定｣で｢赤外線通信機能|/○ロック｣を｢設定する｣にして

いるときには｢赤外線通信機能｣の項目は設定できません。

・赤外線通信機能は、割り込みレベルINTI(IRQ5) でのみ使用できます。

他の機器でこの割り込みを使用しているときには｢赤外線通信機能｣を{使

用する}に設定することができなくなります。

・{使用する}に設定するときには､必ずINTI(IRQ5) が開放されていること

を確認してください。

図
Windo ｗｓ 3.1をご使用の場合で､｢赤外線通信機能｣を{使用しない}に設定し

た場合､ＰＣカードの使用する資源の設定を変更してください。詳しくは｢ＰＣカ

ードサポートソフトウェアマニュアル｣ の｢資源の設定方法｣をご覧ください。

● モ デ ム

モデムを使うかどうかを設定します。モデムを使うときには､{ 使用する}に設定してくださ

い。ＰＣ-9821N ｒ15/S10 では､ 別売 のＦＡＸ モデムボード(ＰＣ-9821NR-B05) を取

り付けた場 合のみ 設定できます。

コミュニ ケーションスロットにＦＡＸモデムボード(ＰＣ-982 1NR-B05) が取り付けられて

いないときには設定 できませ ん。

■セキュリティの設定
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i とｓ　・|/ ○ロックはＷｉｎｄｏｗｓ 3.1､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95､ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ､ＯＳ/2に の み対〕　

応してい ます 。

・ ＭＳ-ＤＯＳ用のアプリケーションソフトを利 用 する場合 には､|/○ロック機 能は

使 用 できません 。

・ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 で|/○ロ ックを使 用 する場合には､ ９８ＮＯＴＥメニューの設定 の

前 に【|/○ロックを使用 するときの注 意llniIE!z1111E】｣(cｙＰ.177) をご 覧くださ

い 。

・ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴで|/○ロックを使 用 する場合には､『再 セットアップ ガイド 』を

ご 覧ください 。

● パ ワ ー オ ン パ ス ワ ー ド

パワ ーオンパ スワードを 設定 す ると､ 本 機 の電 源をＯＮ にし たときに､ パ スワードの 入 力を

求 められ ます 。パ スワードを入 力しな いと､ 本 機 を使 用 することがで きませ ん 。パ スワード

を知 らな い 人 が､ 無 断 で 本 機 を使 用 するの を予 防 することが できます 。

パ ワーオンパ スワードの 設 定 方 法 はＰ.173､ 変 更 方 法 はＰ.174 を ご 覧ください 。

パワーオンパスワードを忘 れると、本機を使用できなくなります。設定したパス

ワードは忘 れないよう控えておくことをおすすめします。

パスワードを忘 れてしまった場合 には解 除処 置が必 要ですので 、Ｂｉｔ-ＩＮＮ、

ＮＥＣサービ スセンター、サービ スステーションにご連 絡ください(『サービ ス

網 一 覧表 』をご 覧ください) 。

・ パスワード 解除処 置は保証 期間内でも有 償です。

・ パスワード解 除処置は原則としてお客様 のお 持ち込 みによる対応となり

ます。また、機 密保持のため､お客 様ご 本人からのご 依頼に限り処置をお

受けい たします。

・ パスワード解除 処置を依頼されるときには、下記のものをすべてご 用意く

ださい。

①本機 の購入を証 明するもの(保証 書等)

② 身分 証 明 書( お 客 様ご 自身を確 認 できるもの)

③印鑑

・ パスワード解 除処置をご 依頼の際 、受付にてお客様ご 自身により専用 の

用 紙に必 要事項を記 入･ 捺印していただくことが必 要です。

専用用 紙の記載 事項にご同 意いただけない場合には、処置のご依頼に

対応い たしかねる場合がありますので､あらかじめご 了 承ください 。

● セ ッ ト ア ッ プ パ ス ワ ー ド

セットアップ パスワードを設定 すると､９８ＮＯＴＥメニューを起動するときに､パ スワードの

入力を求められます。パ スワードを入力しないと､９８ＮＯＴＥメニューを起動 することが

できませ ん。パ スワードを知らない 人が､無断 で９８ＮＯＴＥメニューの設定を変えるのを

予防することができます。

セットアップ パ スワードの設定方 法はＰ.173､ 変更方 法はＰ.174 をご覧ください。



俯 誰 畷

９８ＮＯＴＥ メニｉ 屍汝設 址する

r
ｉヽ　　　 °

セットアップ パスワードを設定していない場合
ヽ
使用 者以外が故 意に

まヽ
た烏　　

は 誤ってパワーオン パスワードやセットアップ パスワードを設 定してしまう

と、本機 が使用できなくなったり、９８ＮＯＴＥメニューが起動できなくなりま

す。このような恐れがある場合は、セットアップ パスワードを設定しておいて

ください 。

・セットアップパスワードを忘れると、９８ＮＯＴＥメニューを起 動できなくなりま

す。設 定したパスワードは忘 れないよう控えておくことをおすすめします。パ

スワードを忘れてしまった場合には解除処 置が必 要ですので、Ｂｉｔ-ＩＮＮ、

ＮＥＣサービスセンター、サービ スステーションにご連 絡ください(『サ ービ

ス網 一覧 表 』をご 覧ください) 。

・パ スワード解除処 置は保証 期間 内でも有償です。

・パ スワード解除処置は原則としてお客 様のお 持ち込 みによる対応となり　

ます。また、機密保持のため、お 客様ご本人 からのご 依頼に限り処置をお　

受けいたします。

・ パスワード解除 処置を依頼されるときには、下記のものをすべてご 用意く　

ださい 。

①本機 の購入を証明 するもの(保証 書等)

② 身分 証 明書( お 客 様ご 自身を確 認できるも の)

③印鑑

・ パスワード解除処置をご 依頼の際、受付にてお客様ご 自身により専用の　

用紙に必要 事項を記入･ 捺 印していただくことが必 要です。

専用用紙 の記載事項にご 同意いただけない場合には、処 置のご 依頼に　

対 応いたしかねる場合 がありますので、あらかじめご了 承ください 。

● パ ワ ーオ ン パ ス ワ ー ド 、セ ッ ト ア ッ プ パ ス ワ ー ド を 設 定 す る

パワーオンパ スワード､ セットアップパ スワードとも､パ スワードの設定方法は同じです。

１　 キーボードの[[ｎ] を押して､｢ パワーオンパスワード｣または｢ セットアップ パスワー

ド｣を選び ます。

２　 キーボードの曰 曰 を押して､{ 使用 する}を選びます。

画面 の下部に､ パ スワードの入力画面 が表 示されます。

３　 キーボードからパ スワードを入力します。

図 ダ　・使用できる文字は､ＡからＺまでのアルファベットと､Oから9までの数字です。

アルファベットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは､最小1 文

字から最大8 文字まで入力できます。

・ キーボードの[i垣回]を押すと､パスワードの入力は中止され､{使用しない}に

戻ります。

パ スワードを入力すると､カーソル のところに｢＊｣が表示されます。
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４　 キーボードの 図 を押します。

画面の下部二 次のように表示されます。

５　 確認のため､手順3 で入力したパスワードをもう……一度入力します。

パスワードを人力すると､カーソルのところに｢＊｣が表示されます。

６　 キーボードの回 を押します。

入力したパスワードが正しい場合は､｢ＯＫ!｣と表示されパスワードの設定が終了

します。

入力したパスワードが誤っている場合は､パスワードの設定は中止され､{使用

しない}に戻ります。

● パ ワ ー オ ン パ ス ワ ー ド 、セ ッ ト ア ッ プ パ ス ワ ー ド の 変 更 方 法

パワーオンパ スワード､ セッIヽアップパ スワードとも､パ スワードの変 更方法は同じです。

１　 キ ―ボードのｍ ｍ を押して､｢ パワ―オンパ スワード｣または｢ セツ卜アツプパ スワー

ド｣を選びますo

2 キーボードの曰

３　 キーボードから､現 在使用しているパ スワードを入力します。

パ スワードを 人力すると､カーソルのところに｢＊｣が表示されます。

４　 キーボードの 図 を押します。

入力したパスワードが正しい場 合は､ 次のように表示 されます。
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入力したパスワードが誤っている場合は､パスワードの変更は中止され､{使用

する}に戻ります。

５　 キーボードから､新しいパスワードを入力します。

,1　・使用できる文字は､Aからzまでのアルフアベットと､Oから9までの数字です。図　　

アルフアベットの大文字と小文字は区別されません｡パスワードは､最小1文

字から最大8文字まで入力できます。

・ キーボードの[E迢回を押すと､パスワードの変更は中止され､{使用する}に戻

ります。

パスワードを人力すると､カーソルのところに｢*｣ が表示されます。

６　 キーボードの 回 を押します。

７　 確認のため､手順5 で入力したパスワードをもう一度入力します。

８　 キーボードの 回 を押します。

入力したパスワードが正しい場合､画面下部に｢パスワードは変更されました｣と表

示されてパスワードの変更が終了し､{使用する}に戻ります。

● バワ ―オ ンパス ワ ―ド､ セ ツ卜 アツブ バス ワ ―ド を 解除 する

パワーオンパスワード､セツトアツプパスワードとも､パスワ―ﾄﾞの解除方法は同じですo　

1　 キーボ―ﾄ の゙田[ 口を押して､｢パワ―オンパスワード｣または｢セツトアツプパスワー

ド｣を選びますo

2 キーボづ

●
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ﾓ祠 入力したパ スワードが誤っている場合には、パスワード の解除は中止され、{使

用 する}に戻ります。
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● シ リ ア ル|/ ○ ロ ッ ク

{設定する口こすると､次回起動 時からはシリアルインターフェイスが使用できません。この

機能により､シリアル インターフェイスからプログラム､データなどが不正に流出するのを

予防 できます。

この機 能を使用するときは､ 必 ずセットアップ パスワードを設定してください。

Windo ｗｓ 95 使 用 時 に｢ シ リア ル|/ ○ロック｣ を{ 設 定 す る} に すると､ 赤 外 線

通 信 に 使 用 す る通 信 ボ ード がＣＯＭＩに 自 動 的 に 割り当 てられます 。シリア

ル 通 信 に使 用 する通 信 ポ ート・をＣＯＭＩに 戻 す には 、い ったん｢ シリア ル|/ ○

ロック｣ を{ 設 定しない に｢ 赤 外 線 通 信 機 能|/ ○ロック｣ を{ 設 定 す る} にし て 、

Ｗｉｎｄｏｗｓ95 を 起 動し 、再 度｢ 赤 外 線 通 信 機 能|/ ○ロック｣ を{ 設 定しない 目こし

て Ｗｉｎｄｏｗｓ95 を 再 起 動し てください 。

＊: 通 信ポートの割り当ては､スタートメニュー－｢ 設定｣ －｢コントロールパネル｣－｢ シ

ステム｣ の[ デ バイスマネージヤ]”コンピュータ ー”ポート(ＣＯＭとＬＰＴ)”で確認

するこ とができます。

● 赤 外 線 通 信 機 能|/ ○ ロ ッ ク

{設 定する}にすると､次回起動時 からは赤 外線通信機能が使用できません。この機 能に

より､赤外線通信を利用してプログラム､データなどが不正に流出するのを予防 できます。

この機能を使用するときは､ 必ず セットアップ パスワードを設定してください。

｢ 入出力デバイスの設定｣の｢赤外線通信機能｣が｢使用しない｣になっている

ときにはこの項目は設定できません。

● プ リ ン タ|/ ○ ロ ッ ク

{設定 する}にすると､次回起動時 からはプリンタが使 用できません。この機能により､プリ

ンタからプログラム､デ ータなどが不正に流出するのを予防できます。

この機 能を使用 するときは､ 必 ず セットアップ パ スワードを設定してください 。

●ＦＤ Ｉ/Ｏ ロ ッ ク

{設 定する}にすると､次回起動時 からはフロッピ ーディスクドライブ が使用できません。こ

の機能により､フロッピ ーディスクドライブを利 用してプログラム､データなどが不正に流

出するのを予防 できます。

この機能を使用するときは､ 必ず セットアップ パスワードを設定してください。

Windo ｗｓ 3.1 でFD I/ ○ロックを{設 定する}にした場合 、メモリカード は使

用できません。また､ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳに以下 の行がある場 合、この行を削 除し

てご使 用ください 。

ＤＥＶＩＣＥＨＩＧＨ＝Ａ：￥ＤＯＳ￥ＭＣＤＲＶ．ＳＹＳ
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●|/ ○ ロ ッ ク を 使 用 す る と き の 注 意 Ｅr1111711!111111

◆｢ セキュリティの設定｣ で|/○ロックを設定した場合､外部記憶装置(ハードディスク､光

磁気 ディスク装置 等)を接続しない でください。

◆ Ｐｃカードで接続されている外部記憶 装置 では|/○ロック機 能を使用 することはでき

ません。

◆ シリアル|/ ○ロック以 外の|/○ロックを設定する場 合には､９８ＮｏＴＥメニューを起動

する前に必 ず次の操作を行ってください。

１　[ スタート]ボタンをクリックし､[ 設定]をポイントし､[ コントロールパ ネル]をクリ

ックします。

[コントロールパネル]ウィンドウが表 示されます。

２ ［システム］アイコン為 をダブルクリックします。

[システムのプロパティ]ウィンドウが表示されます。

３[ デバ イスマネージャ]タブをクリックします。

4　1/ Ｏロックの対 象となる装置にマウスポインタを合 わせ クリックします。

５[ 削除(Ｅ)] ボタンをクリックします。

対象となる装置 が削除 されます。

６[ ＯＫ]ボタンをクリックします。

デバイスマネージャが終 了します。

７　 Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を終 了します。

◆ 誤 って､ 上記 の操作 を行 わずにＷｉｎｄｏｗｓ 95 を起 動してしまったとき､[ディスプレ

イ]の競 合エラーダイアログが表 示される場 合があります。この場合､ 次の操作 を行

ってください。

１　 エラーダイアログの[キャンセル] ボタンをクリックします 。

２[ ディスプレイ]の設定 ダイアログが表示されますが､そのままの状態で[ＯＫ]

ボタンをクリックします([ＯＫ]ボタンをクリックした後､ 再起動を促すダイアロ

グボックスが表示されますが[キャンセル]を選択し､再起動を行いません)。

３[ スタート]ボタンをクリックし､[設定]をポイントし､[コントロールパネル]をクリック

します。

[コントロールパネル]ウィンドウが表 示されます。

：

回
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４[ システム]アイコンをダブル クリックします。

[システムのプロパティ]ウィンドウが表示されます。

５[ デバイスマネージヤ]タブをクリックします。

6　1/ Ｏロックの対 象となる装置にマウスポインタを合 わせ クリックします。

７[ 削除(Ｅ)]ボタンをクリックします。

対 象となる装置が削除されます。

８[ ＯＫ] ボタンをクリックします。

デ バイスマネージヤが終了します 。

９　 Ｗｉｎｄｏｗｓ 95を終了します。

◆|/ ○ロックを{設 定} の状態 から{設定しない} に変更 する場 合 は次 の操作 を行っ

てください 。

１　 ９８ＮＯＴＥメニューの[セキュリティの設定]で､I/Ｏロックを 頃 定しない| にし

ます。

２　 Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動します。

３[ スタート]ボタンをクリックし､[設定]をポイントして[コントロール パネル]をクリ

ックします。

[コントロール パネル]ウィンドウが表 示されます。

４ ［ハードウェア］アイコン遡 をダブルクリックします。

[ ハードウェアウィザード]ウィンドウが起動します。

ハードウェアの自動検 出を実行し､I/Ｏロックを{設定しないに 変更した装

置の 登録を行います 。

５[ ＯＫ]をクリックします 。

デバ イスマネージヤが終了します。

６[ スタート]ボタンをクリックし､[Ｗｉｎｄｏｗｓの終 了(Ｕ) …]をクリックします。

７[ コンピュータを再起動 する(Ｒ)]をクリックします 。

８[ ＯＫ] ボタンをクリックします。

本機が再起動 されます。
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ニューユーティリティ

９８ＮＯＴＥメニューユ ーティリティは､９８ＮＯＴＥメニューのうちよく使う設 定 項目を、

ＭＳ-ＤＯＳやＷｉｎｄｏｗｓから直接 設定変更できるようにしたユーティリティです。

ここでは､９８ＮＯＴＥメニューユーティリティの起動方 法､ 操 作方法､ 設 定できる項 目に

ついて説明しています。

各 項目の 概要については､｢98NOTE メニューで設 定する｣をご 覧ください。

9８ＮＯＴＥメニューユーティリティを起動する
●●●●

9８ＮＯＴＥメニューユ ーティリティを起動 するには､ 次の方 法があります。

■Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５をお使いの場合

１

硲

[ スタ ート]ボ タンを クリックして､[ プ ロ グラム][ア クセサリ]の 順 に ポ イントし 、[

９８ＮＯＴＥメニューユ ーティリティ]を クリックします。９８ＮＯＴＥ メニ ューユ

ーティリティが 起 動し ます 。

9８ＮＯＴＥメニューユ ーティリティは､ ＭＳ-ＤＯＳプロンプトから起動 することもで

きます。起動 方法 は次 の通りで す。

１[ スタ ート]ボ タンをクリックして､[プ ログラム]を クリックします。

２　メニューの中 から[ＭＳ-ＤＯＳプ ロンプト]を クリックします。

3｢ ＰＯＰＭＥ･ヽ ･Ｕ｣と入力して図 を押します。

この方 法 で９８ＮＯＴＥメニューユ ーティリティを起 動した場合､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の

ス タートボタン から起動したときと多少 画面 イメージが異 なります。

●

●
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■Ｗｉｎｄｏｗｓ ３．１をお使いの場合

１　 プログラムマネージヤの[ メイン]アイコンをダブル クリックします。

[メイン]ウィンドウが表 示されます。

２　[ メイン]ウィンドウの中から[９８ＮＯＴＥメニューユーティリティ]アイコンをダブルクリ

ックします。

９８ＮＯＴＥメニューユーティリティが表示されます。

9８ＮＯＴＥメニューユ ーティリティは､ ＭＳ-ＤＯＳプロンプトから起 動することもで

きます。起 動方 法は 次の 通りで す。

１ プログラムマ ネージャの[ メイン] ア イコンをダブ ルクリックします。

[メイン]ウィンド ウが表 示されます。

２[ メイン]ウ ィンド ウの 中 から[ＭＳ-ＤＯＳプロンプト]ア イコンをダブ ル

クリックします。

3 「ＰＯＰＭＥＮＵ」と入力してキーボードの回 を押します．

９８ＮＯＴＥメニューユーティリティを終了する
●●●●

設定画 面を終了 すると､メインメニューに戻り､設定 が有効になります。次 の方法で､ メイ

ンメニューを終了してください 。

１　 画面右側の各項目の設定値が､変更した設定値に変わっていることを確認しま

す。

２　 次のどちらかの方法でメインメニューを終了します。

・キーボードの[E頭 を押す

・｢終了｣を選択し､キーボ→ の`図 を押す

９８ＮＯＴＥメニ ュ ーユ ーテ ィリテ ィが 終 了し､ ＷｉｎｄｏｗｓまたはＭ Ｓ-Ｄ ＯＳに戻ります 。

これ で 設 定 が 有 効 に なります。



各 メ ニ ュ ＝ の 言SIﾇl:

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

■ 動 作 環 境 の 設 定

各項目の概要については､｢９８ＮＯＴＥメニューで設定する｣のＰ.163をご覧ください。

■ 省 電 力 の 設 定

:　

IT711 ’ ゛?■1　　　1　　

ｒl 胆 川 叩Ilm 川 川｢
‖|　　　　　 友

各項目の概要については､｢９８ＮｏＴＥメニューで;1定する｣のＰ.168 をご覧ください。　ｉ　
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■入出力デバイスの設定

各項 目の概要につ いては､｢ ９８ＮＯＴＥメニューで設 定する｣のＰ.170 をご 覧ください 。

17[
回] をロックしてい る状態で９８ＮＯＴＥメニューユーティリティを起動し、函｢

ＮＵＭキーのロック機能｣を{無効}にしても、｢Ｓ｣剔 のロックは解除されませ

ん。

９８ＮＯＴＥメニューユーティリティを終了させてからし邑丿別を押してロックを解

除してください。
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綴徊砦環境設定ユーティリティ）

メモリスイッチは､コンピュータ本体内の専用メモリにあるソフトウェア的なスイッチです。

９８ＮＯＴＥメニューと同様､ 本機 の状態を設 定することができます。通常はご購入時 の状

態のままで使用します。Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 をお使い の場 合は､｢98 環境ユーティリティ｣を使

ってメモリスイッチを変 更することができます。

ここでは､変 更する方 法について説明してい ます。

メモリスイッチは､例えば次のような場合に変更します。

･ＲＳ-232C のボーレートなどを設定する

･起動するドライブの検索順番を変更する(ＢＯＯＴ装置を変更する)

･オプションボードを使用する

･画面の表示色を変える

メ モ リ ス イ ッ チ を 変 更 す る 前 に

●● ●●●●●●●● ●●●●●●●

メモリスイッチを変 更 する前には 、９８ＮＯＴＥメニューの｢ ディップ スイッチの

設定｣ の｢ メモリスイッチ｣を{初 期化しない}( ＳＷ２-５０Ｎ)に設定してくださ

い 。｢メモリスイッチ｣ が{ 初 期化 する|(ＳＷ２-５ ０ＦＦ)のままでは、メモリスイ

ッチ の変更は保持されません。その ため、変更後に電 源をＯＦＦにしたりする

と、メモリスイッチの内容は初期化され、ご購 入時の初 期状態に戻ってしまい

ます。

図
メモリスイッチの内容は､本機内蔵のリチウムバッテリによって保たれていま

す。本機の電源をOFF にしたままの状態が2ヵ月ほど続くと､９８ＮＯＴＥメニュー

でメモリスイッチを{初期化しない} にしていても､ご購入時の設定に戻ってし

まうことがあります。このような場合には､メモリスイッチを{初期化 する|に設

定し､一度９８ＮＯＴＥメニューを終了します。メニューが終了し､本機を再起動し

たら､再度メモリスイッチを{初期化しない}にしてから､メモリスイッチを設定し

なおしてください。このとき､ＡＣアダプタを接続して本機の電源を約40 時間

ＯＮのままにして､内蔵のリチウムバッテリを充電してください。

●
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1　 ９８ＮＯＴＥメニューを起動し､｢ ディップ スイッチの設定｣ を選択します。

２｢SW2｣ の｢5｣ を選択し､団 で スイッチをＯＮ( ﾄﾞ)にします。

メ モ リ ス イ ッ チ を 変 更 す る･y1'mT;r;i
ｒyrl!j

● ● ●● ●● ●●● ●● ●●●

98 環境設定ユーティリティで､本機のシステム環境を設定します。

I　 Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動して､1 スタート]メニューをクリックし､[ 設定]をポイントし､[コ

ントロール パネル]をクリックします。

2[98 環境]アイコン聊 をダブルクリックします。

[98 環境の設定のプロパティ|ダイアログボツヽクスが表示されます。



高 靉

メモリスイッチ( ９８環境設定ユ４蒸￥リティ)

３　 次の表を参考にして､ 各項目を設定します。画面 上の各項目にある 遡 をクリック

し､ 表示された中から選択したいものをクリックします。設定を変 更するごとに[更

新]ボタンをクリックします 。

項　 目 � 内　 容

[転送速度]　　[

キャラクタ長]　　　

レ刈ティ]　　[ｽﾄｯ

ﾌﾟﾋﾞｯﾄ]　　[

Ｘパラメータ][BOOT

装 置の設定] �RS-232C

の設定で､モデムのデータ転送速度を設定します｡複

数の速度で通信できるモデムもあるので､ モデムのマニュアルを

調べて､双方のシステムに使える通信速度を選んでください。RS-232C

の設定で､2 台のコンピュータ間でやり取りされるデー

タパケットのデータビット数を設定します。RS-232C

の設定で､転送データのパリティ属性の種類を設定し

ます。RS-232C

の設定で､ 転送データの終了ビット数を設定します。RS-232C

の 設定で､XON/XOFF 制 御を設定します。

システムを起動するディスク装置を指定しますo

i 〕RＳ-232C やＢＯＯＴ装 置の 設定 は､ ＭＳ-ＤＯＳモ ード のＳＷＩＴＣＨコマンド で設
定 することもできます。ＭＳ-ＤＯＳプロンプトの画面 から次のように入力してくだ

さい 。

ＳＷＩＴＣＨ図

４　 設定を有効にする場合は､[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。変更しない場合

は､[キャンセル]ボタンをクリックしてください。

５　 本機を再起 動させます。

[スタート]ボタンをクリックし､[ Ｗｉｎｄｏｗｓの終了]をクリックします。表示された

[Ｗｉｎｄｏｗｓの 終了] ウィンドウで[ コンピュータを再起動 す る]をクリックして、

[はい] ボタンをクリックします。

本機 が再起動したらメモリス不ッチの変更 の作業 は終了で す。

●

●

シ
ス
テ
ム
の
設
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を
変
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ここでは､Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 でＭＳ-ＤＯＳモードを利用 するために便利 な､ユーティリティや

ＭＳ-ＤＯＳコマンド､ドライバの使 用方 法や注意事 項について説明しています。

コマンドil}式の説明では､次のような意味で記吋を使川しています。

＜　 ＞ …この中の項目は､必ず人力します。

…この中の項目は､必要に応じて人力します。

…この記 号で[とjく切られた項 目のうち､どれか 一つを人力します。

Ｍ Ｓ= Ｄ Ｏ Ｓ モ ＝ ド を 孝IJEIEI す る

●●●● ●●●●●● ●●●●● ●●●●

ＭＳ-ＤＯＳモードを利 用すると､従 来のＭＳ-ＤＯＳで起動したときと同じような環境 で本

機を使うことができます。

ＭＳ-ＤＯＳモードを利 用するには､ 次のように操 作します。

■ 本 機 を Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ モ ー ド で 再 起 動 す る

１[ スタート]ボタンをクリックし､[ Ｗｉｎｄｏｗｓの終 了]をクリックします。

２[ ＭＳ-ＤＯＳモードでコンピュータを再起動する]をクリックして､[ はい] ボタンをクリ

ックします。

本機がＭＳ-ＤＯＳモードで叫起動し､次の画面が表示されます。
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■ Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ モ ー ド を 終 了 す る

１　 コマンドプロンプトの画面から次のように入力してください。

Ｅｘrr〔⊇

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95が再起動します。

4 凛ＭＳ-ＤＯＳモードとＭＳ-ＤＯＳプロンプト
MS, ＤＯＳを利用 するには､｢MS, ＤＯＳモード｣と｢MS- ＤＯＳプロンプト｣とがあります。

｢MS- ＤＯＳモード｣ は､ 従来のMS- ＤＯＳで起動したときと同じような環境になるため､ 他 のアプリケーショ

ンと一 緒に使うことはできません。

｢ＭＳ-ＤＯＳプロンプト｣は､ ＭＳ-ＤＯＳをＷｉｎｄｏｗs 95 上 でマルチタスクのアプリケーションとして使用で

きるようにし たも のです。

｢MS- ＤＯＳプロンプト｣ を利用 するには､ 次 のように操作します。

１[ スター目 ボタンをクリックし､[プログラム]をポイントし､[MS －ＤＯＳプロンプト]をクリックしま

す。

｢MS- ＤＯＳプロンプト｣ウィンドウが表示されます。

なお､コマンドやアプリケーションによってはJ ‾[MS－ＤＯＳプロンプト]からは使用できないもの

もあります。

●

●
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Ｄ Ｏ Ｓ 環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ テ ィ

●● ●● ●●●●●●●●●●●

従 来 からのＭＳ-ＤＯＳの 環 境 やＭＳ-ＤＯＳアプ リケ ーションを引 き続 きご 利 用 に なる方 の た

め に､ＤＯＳ環 境 設 定 ユ ーテ ィリティを用 意 して い ます 。

ＤＯＳ環 境 設 定 ユ ーティリティは､ シ ステ ム構 築 ファイル( Ｃ ＯＮＦＩＧ ．ＳＹＳ) と自 動 起 動 フ

ァイル( ＡＵＴＯＥＸＥＣ ．ＢＡＴ) をMS- ＤＯＳモ ードで 快 適 にご 利 用 にな るため の 設 定 を

変 更し ます。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の 起 動ドライブ の ル ートデ ィレ クトリにＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳ､Ａ ＵＴＯＥＸＥＣ．

ＢＡＴを作 成し ます 。既 にＣＯＮＦＩＧ ．ＳＹＳが 存 在 す る場 合 はそ れを更 新し ます 。

Windo ｗｓ 95 は、従来のＷｉｎｄｏｗｓ 3.ＸのようにＭＳ-ＤＯＳをベースに動作は

していませんので、ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳとＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴの設定 変更 によ

る影響はＷｉｎｄｏｗｓ 95 にはありません。

■ Ｃ Ｏ Ｎ ＦＩＧ ．Ｓ Ｙ Ｓ と Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＥＸ Ｅ Ｃ ．Ｂ Ａ Ｔ を 編 集 す る

ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳやＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴはテキスト形式 のファイルなので､[ メモ帳]な

どのテキストエディタで編集／更新することができます。このＤＯＳ環境設 定ユーティリテ

ィを使用 すると､より簡単に編集 ／更新 することができます。

● ＣＯ ＮＦＩＧ ．ＳＹ Ｓ とＡ ＵＴＯＥＸ ＥＣ ．ＢＡ Ｔ の 編 集

ＤＯＳ環境設 定 ユーティリティで､ ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳとＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴを編集しま

す

１ [ スタート]ボタンをクリックし､[設定]をポイントし､[コントロールパネル]をクリックしま
す。

[コントロール パネル]ウィンドウが表示 されます。

２[ ＤＯＳ環境]アイコン肆 をダブルクリックしてください。

[ＤＯＳ環境のプロパティ]ダイアログ ボックスが表 示されます 。



--

W ｉｎｄｏｗｓ ９５でＭＳ-ＤＯＳモjllliS?1

［設 定 項目］の［ＣＤ-ＲＯＭ ］、［ＥＭ Ｓメモリ］、［ＢＲＥＡＫ ］を設 定し 、

［ＣＯＮＦＩＧ.SYS の内容］を変更し､［詳細］ボタンをクリックします。

［ＥＭＳメモリの設定］ダイアログボックスが表示されます。

４[ ペ ージ数]､[/Ｅ オプション]､[／ＵＭＢオプション]､[／ＨＩＧＨＳＣＡＮ] を設 定した

後､[ＯＫ] ボタンをクリックします。

５　 編集したい 内容 を直接 入力して設 定するには､[ 編集] ボタンをクリックします 。

[ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳの内容]と[ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴの内容] が表示されます。

６　 入力した変 更内容を有 効にするには[保 存]ボタンをクリックします。

[ＤＯＳ環境 のプロパティ]ダイアログボックスに戻ります。

７　 今までのＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳとＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴの設定を有 効にする場合 は、

[ＯＫ]ボタンをクリックします。また､元に戻 す場 合は､[ 元に戻す] ボタンをクリックし

ます。

●

●
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● Ｃ ＯＮ ＦＩＧ ．ＳＹＳ の 設 定 内 容

ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳは､ＭＳ-ＤＯＳモードで 使用するハ ードウェアの構成 やメモリの環境を

設 定するファイルで す。

ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳは､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の起動するドライブのルートディレクトリに作成されま

す 。ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳの設定項 目につ いては､ 次の通りです
っ

◆ＣＤ-ＲＯＭ

ＭＳ-ＤＯＳモードで使用 するＣＤ-ＲＯＭ のドライバを組 み込みます。次 の書式で指 定さ

れます。

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭＭＡＮＤ￥ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳ ／Ｄ：ＣＤ １０１
－

オプションスイッチ � 機　　 能

／Ｄ：ＣＤ_１０１ ／Ｌ：ｙ �ＣＤ-ＲＯＭを使川するための指定をします｡,yはＣＤ-ＲＯＭを割り当てるドライ

ブ名です。

ＭＳ-ＤＯＳモ ードでＣＤ-ＲＯＭを使用 するには､ＣＤ-ＲＯＭドライバを組み込

んだ後に、ＭＳＣＤＥＸ．ＥＸＥを実行 する必 要があります。

＜書式例＞

Ａ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭＭＡＮＤ￥ＭＳＣＤＥＸ．ＥＸＥ／Ｄ：ＣＤ_１０１

なお 、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 用のＣＤ-ＲＯＭドライバがイン ストールされていなけれ

ば 、ＣＤ-ＲＯＭのチェックボックスは選択できません。

◆ＢＲＥＡＫ

プログうムまたは処理の実行を中止するIcmLI 十回 の機能を､ディスクを対象とした読

み書き作業などに拡張したり､設定の解除をします。次の書式で指定されます。

ＢＲＥＡＫ＝［ ｏＮ Ｉ ｏＦＦ ］

オプションスイッチ � 機　　 能

ＯＮ

ＯＦＦ �

プログラムまたは処理の実行を中止する機能を拡張します。

拡張する設定を解除します。



VＶｉ ｄ Ｗ ９５でＭＳ ＤＯＳモ

皿

◆ＥＭＳメモリ

プ ロテクトメモリをＥＭ Ｓメモリとして使 えるようにします 。また､ コン ベンショナル メモリを

節 約 す るため に､ Ｕ Ｍ Ｂ メモリを使 用 で きます 。次 の 書 式 で 指 定 され ます 。

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＷＩＮＤＯ Ｗ Ｓ￥ＥＭ Ｍ３８６．ＥＸＥ［ＲＡＭ Ｉ ／Ｐ＝ＸＸＸ Ｉ ／Ｅ＝ＸＸＸＸ-

ＹＹＹＹ Ｉ ／ＵＭＢ Ｉ ／ＨＩＧＨＳＣＡＮ ］

オプションスイッチ � 機　　 能

ＲＡＭ

／Ｐｘｘｘｘ

／Ｅｘｘｘｘｘ-ＹＹＹＹ

／ＵＭＢ

／ＨＩＧＨＳＣＡＮ �.L

位メモリの末使用メモリ領域をコンベンショナルメモリのように利用できま

す。

使用するページ数を指定します｡指定できる範囲は､O ～664 で す。

ＵＭＢとしてアロケーﾄしない範囲を設定します(ＭＳ-ＤＯＳと同様)。

ＲＡＭと同等です。

ＵＭＢまたはEMS として使う上位メモリが使用できるかどうかをチェックする

ように指定します。

USI( Ｃ Ｇ Ｍ コ マ ン ド

● ●● ●●●● ●● ●●● ●●● ●●●● ●● ●●● ●●

ＵＳＫＣＧＭ コマンドは､ ユーザが定義する文字 パターン(ユーザ定義文字､ または外字)

を作 成し たり、ファイル へ の 保 存 や ファイル から読 み 出し たりする ユ ーテ ィリテ

ィで す 。また文 字 パ ターンをメモリに 読 み込 ん だり、プリンタに送 って印 字し たり

することもできます。

● Ｕ ＳＫ ＣＧ Ｍ コ マ ン ド の 書 式

ＵＳＫＣＧＭ コマンドは､ 次 の書式でコマンドプロンプトから実行します。

ＵＳＫＣＧＭ[[ ＜ドライブ名:＞][＜パス名＞]＜ファイル名＞][/Ｐ]

＜ファイル 名＞を指定すると､指定されたファイルを外字ファイル(ユ ーザ定義文字 パター

ンを格納したファイル)として読み込 み､その内容 をパーソナルコンピュータ本 体内のメ

モリに登録します。また､すべての パラメータを省略 すると､機能を選択 するメニューが表

示されます。

ＵＳＫＣＧＭコマンドの オプションスイッチ

オプションス不ッチ � 機　　 能

/P �＜ファイル名＞で指定した外字ファイルの内容をプリンタに送ります。

以後そのプリンタはその文字パターンを印字できるようになります。

●

●
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● Ｕ ＳＫＣ Ｇ Ｍ コ マ ン ド を 使 用 す る

ここでは､ メニューを利用してＵＳＫＣＧＭ コマンドを実行します。

● Ｕ ＳＫＣ Ｇ Ｍ コ マ ン ド の 起 動

コマンドプロンプトからＵＳＫＣＧＭ コマンドを起動します。

１　[ スタート]ボタンをクリックし[プログラム]をポイントし､[Ｍ Ｓ-ＤＯＳプロンプト]をクリ

ックします。

ＭＳ-ＤＯＳのコマンドプロンプトが表示されます。

２　 コマンドプロンプトから次 のように入力します。

ＵＳＫＣＧＭ 腿

ユ ーザ定義文字 管理ユ ーティリティ(ＵＳＫＣＧＭ) が実行されます 。

ユ ーザ定義文字 管理ユ ーティリティの機 能を選択 するメニューが表示されます。

ＵＳＫＣ ＧＭ コマ ンド‘ V ｅr.X.XX

CｏｐｙriSht（C ）NEC Corp ・rａtion XXXX,XXXX

一 一 一・一 一 一一一 ●－

ユーザー定義文字ファイルの更新

システムの更新

システムへの登録

プリンタへの登録

終　 了

矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください

● ユ ーザ定 義 文字 フ ァイ ル の作 成

ユーザ定義文字ファイルを作成します。

１　 機能選択画面で､[ユーザ定義文字ファイルの作成]にキーボードの口]口]で白い

四角を合わせた後､２〕を押します。

ユーザ定義文字ファイルの作成画面が表示されます。



ＵＳＫＣ ＧＭ コマン ド‘

Wｉｎｄｏｗ● ９５でＭＳ-ＤＯＳモjlllilt?1

Vｅr ，X.XX

ユーザー定義文字ファイルの作成

文字パターンサイズ　ilS ＝i

出力ファイル名 iJSI､Iごlj16 STy ’

Cｏｐｙright （C ）NEC Co ｒｐｏr●tion XXX χ,XXXX

矢印キ
ーで文フパターンサイズ(ﾄﾞ･､卜)を選択し、リターンキーを押してください

(ＥＳＣキー　押すと処理を中止し、機能選択画面に戻ります)

ll雁皿1 24 ﾄﾞ'ツト

２　 ユーザ定義文字ファイルの作成画面 で､[文字 パターンサイズ]と[出力ファイル 名]

を 設 定します。

３　 ユーザ定義文字ファイル の作成を確認 するメッセージが表示されますので､ 確認

の後 キーボードの[y]〔il〕を押してください。ユ ーザ定義文字ファイル が作成されま

す 。

● ユ ー ザ 定 義 文 字 フ ァイ ル の 更 新

ユーザ定義 文字ファイルを更新します。

１　 機能 選択 画面で､[ ユーザ定義文字ファイルの更新]にキーボードの口][E] で白い

四 角を合 わせ､ 腿 を押します。

ユ ーザ定義 文字ファイルの更 新画面が表示されます。

ＵＳＫＣＧＭコマンド

ユーザー定義文字ファイルフ)更新

入力対象　　　　 ㎜ ●●I

V ｅr. ×.XX

入力 フ ァイル名　 ｎｓｚｓilｓｓ・

出力ファイル名　 ｎ皿●・－iｓ一

Cｏｐyriｓht（C ）NEC Cor ｐｏrａtion XXXX,XXXX

矢印 キーで入力対象を選択し、リターンキーを押して ださい
(ＥＳＣキーを押すと処理を中止し、機能選択直面 に

あ
ります)

㎜ ㎜㎜●　システム

２　 ユーザ定義文字ファイルの更新画面で､[入力対象]､[入力ファイル名]､[出力ファ

イル名]を設定します。

３　 ユーザ定義文字ファイルの更新を確認するメッセージが表示されますので､確認

の後キーボードの[y]図 を押します。

ユーザ定義文字ファイルが更新されます。

●

●
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● シス テ ムの 更 新

システムを更新します。

１　 機能選択画面で､[システムの更新]にキーボードのｍ ｍ で白い四角を合わせヽ

図 を押します。システムの更新画面が表示されます。

U ＳＫＣＧＭ ＶｅｒX.IX

現在のコード:1621

文字バターン：

Ｎ：前進　　 Ｏ： オフ

Ｂ：後進　　 １： オン

Ｃ：削除　　 １：上へ

Ｒ：反転　　 ↓：下へ

Ｓ： 参照　　 ←: 左へ

Ｅ：終了　　 →: 右へ

ESC:処理中止 Ｈ： ホーム

ＪＩＳコード‘:
(7621-767E,7721-177E)

’
ｌ

・
一
・
ｊ

・
ｊ

・
‐
Ｓ

．
・
１ ‐
．
．
．
‘
．
．
．
一
ｊ

‐
Ｊ

１

．
．
・
ｌ

．
ｌ

．
Ｉ

Ｓ

‐
一
‘
．
．

"
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２　 システムの更新画面で､システムの更新を設定します。

３　 システムの更新を確認するメッセージが表示されますので､確認の後キーボード

の[y]腿 を押します・

システムが更新されます。

●ユーザ定義文字ファイルのシステムへの登録

ユーザ定義文字ファイルをシステムに登録します。

１　 機能選択画面で､[システムへの登録]にキーボードの田[[]で白い四角を合わ

せ､〔２〕を押します。

システムへの登録画面が表示されます。

Ｕ ＳＫＣＧ Ｍコ マン ド

システムへの登録

V ｅr.X.XX

入力ファイル名　 ｎ湊Ｉ・i●＝ｉ

る
Ｃ
回

Cｏｐｙrilht （C ）NEC Cor ｐｏraUon XXXX, ×XXX

ファイル を入力してください（省略した蝸ＡはUSKCG16,ＳＹＳとなります）
キーを押1 と処理を中止し、機能選択画面に

晨ります）



２

３

Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５でＭＳ-()ＯＳモ

システムヘの登録画面で､[入力ファイル名]を設定します。

システムへの登録を確認するメッセージが表示されますので､確認の後キーボー

ドの[y]腿 を押します・

ユーザ定義文字がシステムへ登録されます。

ユ ーザ定義 文字をシ ステ ムへ登 録するには、コマンドプロンプトから次のよう

に入力する方法もあります。

ＵＳＫＣＧＭ　 ＜ドライブ名 ＞＜パス名＞＜入力ファイル名＞ 腿

●ユーザ定義文字ファイルのプリンタへの登録

ユーザ定義文字ファイルをプリンタに登録します。

１　 機能選択画面で､[プリンタへの登録]にキーボづ の口 圃 で白い四角を合わ

せ､図 を押します。

プリンタへの登録画面が表示されます。

２

３

Ｕ ＳＫＣＧ Ｍ コマン ド゙

プリンタへの登録

入力対象 ファ イル

Ｖ ｅ ｒ ． Ｘ ．Ｘ Ｓ

入力ファイル名　 国皿SI麗＝・

Cｏｐｙright （C ）NEC Cor ｐｏrａＵ・nXXXX ，××××

登録するファイル名を入力してください（171 した場釦 まUSKCG24SYSとなります）７
る
（ぞ
希二心 祚IE 地i紅 φ企じごi 貧疆 戻扁17 晨回i 剔

プリンタへの登録画面で､[入力ファイル名]を設定します。

プリンタへの登録を確認するメッセージが表示されますので､確認の後キーボード

の区扁〕を押します。

ユーザ定義文字がプリンタへ登録されます。

●

●
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ユーザ定 義文字をプリンタへ登 録するには、コマンドプロンプトから次のよう

に入力 する方 法もあります。

ＵＳＫＣＧＭ　 ＜ドライブ名＞＜パス名＞＜入力ファイル名 ＞/ Ｐ〔２〕
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Ａ Ｖ Ｇ Ｄ Ｒ Ｖ コ マ ン ド
、
Ａ Ｖ Ｓ Ｄ Ｒ Ｖ コ マ ン ド

●●●●●●

拡張 グラフィックドライバ(ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳまたはＡＶＧＤＲＶ．ＥＸＥ)と拡張 サウンドド

ライバ(ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳまたはＡＶＳＤＲＶ．ＥＸＥ)を合 わせ て､ 拡張マルチ メディア対

応ドライバといいます。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95で は､これらに該当するマル チメディア機能がインストール時に自動的に

組 み込まれますが､ＭＳ-ＤＯＳモードでマルチメディア対応のＭＳ-ＤＯＳアプリケーショ

ンを使用する場 合は､これらのドライバをインストールする必 要があります。

本機 でこれらのコマンドで利 用するときは､ 本機をＭＳ-ＤＯＳモードで 再起動してくださ

１稲

■ Ａ Ｖ Ｇ Ｄ Ｒ Ｖ コ マ ン ド に つ い て

ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳは拡張 グラフィック機 能を利用 するためのデバ イスドライバで す。ウィン

ドウアクセラレータ機能を使 用しないで､ グラフィック表 示を256 色以 上に表示 すること

ができます。ＡＶＧＤＲＶコマンドでＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳを組み込 むことによって､拡 張グ

ラフィックス機 能が利用できるようになります。

● ＡＶ Ｇ Ｄ ＲＶ ．ＳＹ Ｓ、Ａ ＶＧ Ｄ ＲＶ コ マ ン ド の 注 意 事 項

･ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳ､ＡＶＧＤＲＶコマンドは､コンピュータ本 体が拡張 グラフィックス機

能をサポートしている機種 のみ､利 用することができます。

･ＭＳ-ＤＯＳプロンプトでは､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 のシステムのドライバが動作 するため、

ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳ､ＡＶＧＤＲＶコマンドは使用しない でください。

･ＡＶＧＤＲＶコマンドのス不ツチ/Ｒでは､ＡＤＤＤＲＶコマンドやＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳで組み

込 んだＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳを常駐 解除 することはできません。

･ＡＶＧＤＲＶで/Ｅスイッチを指定 する場合は､ 次のことを確認してください。

･ペ ージフレームがC0000H ～ＣＦＦＦＦＨ の連続した64KB であること

･連続した4 ペ ージ以 上のＥＭＳメモリが使用 可能であること

●Ａ Ｖ Ｇ ＤＲＶ コ マ ン ド の 書 式

次の書式 で[メモ帳] や[ＤＯＳ環境設定 ユ ーティリティ]などのテキストエ ディタを利 用し

て､ＡＤＤＤＲＶ用定義ファイル､ またはＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳに記述します 。

ＤＥＶＩＣＥ＝[＜ドライブ名:＞][＜パス名＞]ＡＶＧＤＲＶ.ＳＹＳ[/EI/CI/SI/ Ｒ]

ＡＶＧＤＲＶコマンドのオプションスイッチ

オプションスイッチ � 機　　能

/E

/C

/S

/R �

ドライバの一部をＥＭＳメモリに組み込み､メインメモリの消費を抑えますo

数値演算コプロセツサを使用します｡数値演算コプロセツサが実装されている

場合にのみ指定できます。

描画系の機能を切り離して､ 設定系の機能のみを組み込みます。

拡張グラフイツクドライバの常駐を解除します｡ ただし､ＡＤＤＤＲＶコマンドや

ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳで設定して組み込んだ場合は､解除できません。
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Ｗｉｎｄｏｗ・ ９５ で Ｍ Ｓ-Ｄ ＯＳ モ ー妖 麗刺 翔 する

● Ａ ＶＧ Ｄ ＲＶ コ マ ン ド を 使 用 す る

拡張 グラフィックドライバは､ＭＳ-ＤＯＳモードのコマンドプロンプトから常駐プログラムと

して組 み込 むことができます。また､ 必要ない場合はメモリへ の常駐を解除 することもで

きます。

◆ 拡張 グラフィックドライバの組 み込 み

拡張グラフィックドライバをメモリに常駐プログラムとして組み込 むには､次のように入力

します。

ＡＶＧＤＲＶ 腿

◆ 拡張 グラフィックドライバの解除

拡張 グラフィックドライバをメモリから解除 するは､ 次のように入力します。

ＡＶＧＤＲＶ/ Ｒ 腿

必 要に応じてオプションスイッチを設定します。

■ Ａ Ｖ Ｓ Ｄ Ｒ Ｖ コ マ ン ド に つ い て

ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳは拡張 サウンド機能を利用 するためのデバイスドライバで す。ＰＣＭ 音

源を標準搭 載している機 種､ またはＰＣ-9801.86､ ＰＣ.9801-73 相当 のサウンドボー

ドを取り付けている機種 で利用 できます。ＡＶＳＤＲＶコマンドでＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳを組

み込 むことによって､ 拡張 サウンド機 能が利用 できるようになります。

● Ａ ＶＳＤ ＲＶ ．ＳＹ Ｓ、Ａ ＶＳＤ ＲＶ コ マ ン ド の 注 意 事 項

･インストール時に2 種類のデバ イスドライバを同時に選択した場 合､ デバイスドライバ が

正しくインストールされないことがあります。必ず1 種類 のみ選択してください。

･ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳはコンピュータ本 体が拡張 サウンド機 能をサポ ートしている機種 の

み､ＡＶＳＤＲＶコマンドは､コンピュータ本体 がＦＭ 音源とＰＣＭ 音 源をサポートしてい

る機種 のみ､ 利用 することができます。

･Ｍ Ｓ-ＤＯＳプロンプトで は､ Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５のシステムのドライバ が動 作 するため、

ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳ､ＡＶＳＤＲＶコマンドは使用しないでください。

･ＡＶＳＤＲＶコマンドのス不ッチ/Ｒでは､ＡＤＤＤＲＶコマンドやＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳで組 み

込 んだＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳを常駐 解除 することはできませ ん。

･ＡＶＧＤＲＶで/Ｅスイッチを指定する場合は､ ページフレームがC0000H ～ＣＦＦＦＦＨ

の連続した６４ＫＢであることと､連続した4 ペ ージ以 上 のＥＭＳメモリが使 用可 能で

あることを確認してください 。

－

ｊ

ｌ

－
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●Ａ ＶＳＤ ＲＶ コ マ ン ド の 書 式

次 の書式 で[メモ帳] や[ＤＯＳ環境 設定ユ ーティリティ]などのテキストエディタを利 用し

て､ＡＤＤＤＲＶ用定 義ファイル､ またはＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳに記述します。

ＤＥＶＩＣＥ＝[＜ドライブ名＞:][＜パス名＞]ＡＶＳＤＲＶ.ＳＹＳ[/EI/FI/PI/ Ｒ]

ＡＶＳＤＲＶコマンドのオプ ションスイッチ

オプションスイッチ � 機　　 能

/E

/F

/P

/R �

ドライバの一部をＥＭＳメモリに組み込み､メインメモリの消費を抑えます。FM

音 源機能のみを組み込みます。PCM

音源機能のみを組み込みます。

拡張 サウンドドライバの常駐を解除します｡ ただし､ＡＤＤＤＲＶコマンドやCONFIG.SYS

で 設定して組み込んだ場合は､解除できません。

●Ａ ＶＳＤ ＲＶ コ マ ン ド を 使 用 す る

拡張 サウンドドライバは､ＭＳ-ＤＯＳモードのコマンドプロンプトから常 駐プログラムとし

て組 み込 むことができます。また､ 必要ない場合はメモリへの常駐を解除 することもでき

ます。

◆ 拡張 サウンドドライバの組 み込 み

拡張 サウンドドライバをメモリに常駐プログラムとして組 み込むには､ 次 のように入力し

ます。

ＡＶＳＤＲＶ 語

◆ 拡張 サウンドドライバ の解除

拡張 サウンドドライバをメモリから解除 するは､ 次 のように入力します。

ＡＶＳＤＲＶ/ Ｒ 腿

必 要に応じてオプションス不ツチを設定してください 。

日 本 語 入 力1 幾 肯11

● ● ●● ●●●● ●● ●●●●● ●●● ●●●● ●●●● ●●● ●●

[Ｍ Ｓ-ＤＯＳプロンプト]上ではＷｉｎｄｏｗｓ 95のかな漢字 変換､ またはＤＯＳかな漢字変

換を使用し日本 語の入力が行えます。ＤＯＳかな漢字変 換が組み込まれていない場 合

は､ 自動 的にＷｉｎｄｏｗｓ 95 のかな漢字変換 が動作し､ 入力できるしくみになってい ま

す。

ＤＯＳかな漢字 変換 の組 み込 み方 法は次のとおりです。



W ｉｎｄｏｗｓ ９５で闇Ｓ-ＤＯＳモjl

∃llSj2??

１[ スタート]ボタンをクリックし[プログラム]をポイントして[ＭＳ-ＤＯＳプロンプト]をク

リックします。

２ ［プロパティ］ボタン
麹
をクリックします。

[ＭＳ-ＤＯＳプロンプトのプロパティ]ウィンドウが表示 されます。

３[ プログラム]タブをクリックし､[ バッチファイル]に次 のように入力します。

Ｄ Ｏ ＳＩＭ Ｅ ．ＢＡＴ

４ ［ＯＫ］ボタンをクリックします。

ＮＥＣＡＩ ＤＯＳかな漢字 変換はＷｉｎｄｏｗｓ 95 のＮＥＣＡＩＩＭＥ９５と辞書を共有してお

り､登録した単語や学習情報をそのまま使用することができます。辞 書を切り替えたい場

合は､ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 のＮＥＣＡＩＩＭＥ９５､環境設 定の【辞 書】タブで行ってください 。

なお. Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 がインストールされているドライブ(通常は｢Ａ:｣)のル ートディレクトリ

にあるＤＯＳＩＭＥ.ＳＹＳファイル(ＡＤＤＤＲＶ用 定義ファイル) の内容を書き替えれば 、

お好 みのＤＯＳかな漢字変 換に変更することもできます。

烏
･Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 上でＷｉｎｄｏｗｓ 3.1 の かな漢 字変 換をお使いの 場合は 、

【ＭＳ-ＤＯＳプロンプト】ではＤＯＳかな漢字変 換による日本語入力しか行え

ません。

･ＡＤＤＤＲＶによりＭＳ-ＤＯＳかな漢 字変 換を組み込む場合は、Ｗｉｎｄｏｗｓ95

用の｢ＫＫＣＦＵＮＣ.ＳＹＳ｣を使用してください 。通常｢ＫＫＣＦＵＮＣ．ＳＹＳ｣

は 、ＷＩＮＤＯ ＷＳデ ィレ クトリにあります 。な お 、従 来 のＭＳ-ＤＯＳ用

ＫＫＣＦＵＮＣ．ＳＹＳは使用できません。

付
録
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C Ｄ
＝
Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イyi

● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ＭＳ-ＤＯＳモードで､ＣＤ-ＲＯＭドライブを使用する場 合は､ 次の手順 が必 要です。

ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳ､ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴの編 集方 法は､｢ ＤＯＳ環境 ユーティリティ｣の｢

ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳとＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴを編集 する｣(ＣｙＰ.190) を参照してくださ

い 。

●現 在の 閑 Ｓ-ＤＯＳ設 定を 使 う場 合

本機で別売のＣＤ-ＲＯＭドライブをドライブペイに増設した場合に関する内容です。

Ｉ　 ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳに次 の 内 容 を追 加 し､ 接 続 され てい るＣＤ-Ｒ ＯＭドライブ に対 応

し たＣＤ-Ｒ ＯＭドライバ を登 録します( Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 が インストール され て い るド

ライブ お よび デ ィレ クトリをＡ：￥ＷＩＮＤ ＯＷ Ｓ､ インストールし たＣＤ．ＲＯＭ ドライバ

をＮＥＣＣＤ ．ＳＹＳとし ます) 。

＜追 加 する内 容 ＞

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＷＩＮＤＯＷ Ｓ￥ＣＯ ＭＭＡＮＤ￥ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳ ／Ｄ：ＣＤ １０１
－

２　 ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴに次 の 内 容 を追 加します(ＣＤ- Ｒ ＯＭ を割り当 てるドライブ

をＱドライブとします) 。

＜追 加 する内 容 ＞

Ａ：￥ＷｌＮＤＯＷ Ｓ￥ＣＯ ＭＭＡＮＤ￥ＭＳＣＤＥＸ￥Ｄ：ＣＤ_ １０１ ／Ｌ：Ｑ

内 蔵 の Ｃ Ｄ- Ｒ Ｏ Ｍド ラ イブ とＳ Ｃ ＳＩＩ モ ード ま た は Ｓ Ｃ Ｓ１２モ ード 用 Ｃ Ｄ- Ｒ Ｏ Ｍ

ド ラ イ ブ を 同 時 に 使 用 す る 場 合 は 、上 記 手 順1 、2そ れ ぞ れ の 追 加 す る 内 容 を 、

次 の よ う に 読 み 替 え て くだ さい 。

＜ 手 順1 で 追 加 す る 内 容 ＞

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ：￥ Ｗ ＩＮ Ｄ Ｏ Ｗ Ｓ￥ Ｃ Ｏ Ｍ Ｍ ＡＮ Ｄ ￥Ｎ ＥＣ Ｃ Ｄ ．ＳＹ Ｓ ／Ｄ：ＣＤ １０１　
－

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ：￥ ＶＶＩＮ Ｄ Ｏ Ｗ Ｓ￥ Ｃ Ｏ Ｍ Ｍ ＡＮ Ｄ ￥Ｎ ＥＣ Ｃ Ｄ Ｂ ．ＳＹＳ ／Ｄ：Ｃ Ｄ　１０２
－

＜ 手 順2 で 追 加 す る 内 容 ＞

Ａ：￥ Ｗ ＩＮ Ｄ Ｏ Ｗ Ｓ ￥Ｃ Ｏ Ｍ Ｍ Ａ ＮＤ ￥ Ｍ ＳＣ Ｄ ＥＸ ／Ｄ：Ｃ Ｄ　１０１ ／Ｌ：Ｑ
－

Ａ：￥ ＶＶＩＮ Ｄ Ｏ ＶＶＳ ￥Ｃ Ｏ Ｍ Ｍ Ａ ＮＤ ￥ Ｍ Ｓ Ｃ Ｄ ＥＸ ／Ｄ：Ｃ Ｄ　１０２ ／Ｌ：Ｒ

3[ Ｗｉｎｄｏｗｓの終 了]から[ＭＳ-ＤＯＳモードでコンピュータを再起動する]を選択す

るか､[ Ｍ Ｓ-ＤＯＳプロンプトのプロパティ]ダ イアログボックスの詳 細 設 定で 、

[ＭＳ-ＤＯＳモード]および[現 在のＭＳ-ＤＯＳ設定を使う]チェックボックスをＯＮ に

設定し､Ｍ Ｓ-ＤＯＳプロンプトを起動します。
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● 新 し いＭ Ｓ-Ｄ Ｏ Ｓ 設 定 を 指 定 す る

新しいＭＳ-ＤＯＳ設定 を指定 する場合､ ＭＳ-ＤＯＳモード上 でＣＤ-ＲＯＭドライブを使

用するには､ 次の手順で 行ってください。

１　[ スタート]ボタンをクリックし､[プログラム]をポイントし[エ クスプローラ]をクリックし

ます。

[エ クスプローラ]ウィンドウが表示されます。

２　 新しいＭＳ-ＤＯＳ設定を指定したいプログラムをクリックします。

プログラム名が反転表示 されます。

３[ エクスプローラ]の[ファイル] メニューから[プロパティ]をクリックします。

４[ プログラム]タブをクリックして､[詳 細設定] ボタンをクリックします。

５[ ＭＳ-ＤＯＳモード]および[ 新しいＭＳ-ＤＯＳ設定を指 定する]チェックボックスを

ＯＮ に設定し､ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳ､ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴのリストボックスに､次 の内

容を追 加します(Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 がインストールされているドライブおよびディレクト

リをＡ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ､インストールしたＣＤｏＲＯＭドライバをＮＥＣＣＤ ．ＳＹＳ、

ＣＤ-ＲＯＭ を割り当 てるドライブをＱドライブとします)。

＜ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳに追加 する内容＞

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ:￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭＭＡＮＤ￥ＮＥＣＣＤ.ＳＹＳ /Ｄ:CD 101
－

＜ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴに追加 する内容＞

Ａ:￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭＭＡＮＤ￥ＭＳＣＤＥＸ /Ｄ:CD　101 /L: Ｑ

６[ ＯＫ]ボタンをクリックします。

[プログラムの詳細設定]ウィンドウが閉じます。

７[ ＯＫ]ボタンをクリックします。

[プロパティ]の画面が閉じます。

８[ エクスプローラ]で新しいＭＳ-ＤＯＳ設定を指定したプログラムをダブルクリック

します。

ＭＳ-ＤＯＳモードで起動します。

●

●
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● 外 付 け 用 ＣＤ- ＲＯ 闇 ド ラ イ ブ を 使 う 場 合

本機で 外付け(SCSI-1 またはSCSI-2 モード)用ＣＤ-ＲＯＭドライブを使用 するには次

の手順 で行ってください。

１　[ スタート]ボタンをクリックし､[プログラム]をポイントし[ＭＳ-ＤＯＳプロンプト]をク

リックします。

２　 コマンドプロンプトから次 のように入 力します。

ＣＤ ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭＭＡＮＤ腿

カレントディレクトリが変更されます。

３　 次 のように入力します。

ＣＯＰＹ ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳ ＮＥＣＣＤ．０ＲＧ 腿

･ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳのファイル名がＮＥＣＣＤ．０ＲＧに変更されます。

４　 次 のように 入力します。

ＣＯＰＹ ＮＥＣＣＤＢ.ＳＹＳ ＮＥＣＣＤ.ＳＹＳ隨

ＮＥＣＣＤＢ．ＳＹＳがＮＥＣＣＤ．ＳＹＳにコピ ーされます。

５｢ 上書きしますか｣の」ツセージが表示されたらキーボードの[y]隨 を押します。

６｢ 現 在 のＭＳ-Ｄ ＯＳ設 定を使う場 合｣ を参照して､ＣＯＮＦＩＧ ．ＳＹＳ、

ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴを変更してください。



㈲

麟 燧 硝

Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５ で ＭＳ-ＤＯＳモＪ Ｋ４刹 鋼する

本機で、上記手 順を行うと本 機内蔵のＣＤ-ＲＯＭドライブは使用 できなくなり

ます。

本機で、上記手 順を行ったあとで 、本機 内蔵ＣＤ-ＲＯＭドライブを使用 する場

合は、次の手順でＣＤ-ＲＯＭドライバを元に戻してください 。

①[ スタート]メニューの[プログラム] から[ＭＳ-ＤＯＳプロンプト]を起 動し

ます。

②コマンドプロンプトから次のように入力して、カレントディレクトリを変更し

ます。

ＣＤ ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭＭＡＮＤ腿

③ 次のように入力します。

ＣＯＰＹ ＮＥＣＣＤ．０ＲＧ ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳ図

｢上 書きします か｣のメッセージが表示されたら｢Ｙ〔遜 〕と入 力してください 。

● ＣＤ- ＲＯ Ｍ ド ラ イ バ の 注 意 事 項

インストール時に2 種類以上のドライバを同時に選択した場合､ドライバが正しくインストー

ルされないことがあります。必ず1 種類 のみ選択してください 。

●

●
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鰯 畔;

－

ここでは､本機のお手入れ方法を説明しています。

∠包 注 意

● お 手 入 れ の前 に は 、本 機 の電 源 をＯＦＦにして電 源コ ード を抜 い

てください 。

電源コードのプラグがＡＣコンセントに接続されたままお手入れすると､感電の

原因となります。

● 雷 が鳴 り 出 した ら、電 源 コー ドに 触 れない でく だ さい。

落雷による感電のおそれがあります。

● 電 源 コード のプ ラ グに ほこ りがた ま った状 態 で本 機を使 用し ないで く ださ

い 。

電源コードのプラグにほこりがたまったまま長い間清掃しないと､プラグのピンの間で放電

(トラッキング現象)が起こり､火災の原因となります。

・水や中性洗剤は、絶対に本機に直接かけないでください。故障の原因とな

ります。

・シンナーやベンジンなどの揮発性の有機溶剤や化学ぞうきんは、使用しな

いでください。本機の外装を傷めたり、故障の原因となります。

・水や中性洗剤は､絶対に使用しないでください。故障の原因となります。

・シンナーやベンジンなどの揮発性の有機溶剤や化学ぞうきんは、使用しな

いでください。液晶ディスプレイを傷めたり､故障の原因となります。

206

発火注意

■ 電 源 コ ー ド

電源コードのプラグを長時間ＡＣコンセントに接続したままにすると､プラグにほこりがた

まることがありますので､定期的に清掃することをおすすめします。

■ 本 機 外 側

乾いたきれいな布で拭いてください。

汚れがひどい場合は､水か中性洗剤を布に含ませ､かたくしぼってから拭き取ってくだ

さい。

■ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ

乾いた柔らかいきれいな布で､軽く拭いてください。



■ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ

フロッピーディスクドライブは､ ひと月に一回 程度を目安として､清掃 することをおすすめ

します。

フロッピ ーディスクドライブの 清掃用として､ クリーニング ディスクがあります( 別売) 。

クリーニングディスクについては､ご購入元またはＮＥＣサービ スセンター､サービ スステ

一ションにおといあわせください。

■ キ ー ボ ー ド

乾い たきれいな布で 拭いてください。

汚 れがひどい場 合は､ 水か中性洗 剤を布 に含ませ､ かたくしぼってから拭き取ってくだ

さい 。

キーのすきまにゴミなどが入った場合 は､掃除機 で吸い出 すなどして､取り除い てくださ

い。ゴミがとれない場 合は､ 最寄りのＮＥＣサービスセンター､サービ スステーションにご相

談ください。

・水や中性洗剤は､絶対にキーボードに直接かけないでください。故障の原

因となります。

・シンナーやベンジンなどの揮発性の有機溶剤や化学ぞうきんは、使用しな

い でください 。本機の外装を傷めたり、故障の原因となったりします。

■ ス ラ イ ド パ ッ ド

パッド上に汚れが付着した場合は､乾いたきれいな布で軽く拭いてください。

汚れがひどい場合は､水かうすめた中性洗剤を布に含ませ､かたくしぼってから拭き取

ってください。

・水や中性洗剤は、絶対に本機に直接 かけないでください。故 障の原因とな

りま す 。

・シンナーやベンジンなどの揮発性の有機溶剤や化学ぞうきんは、使用しな

い でください 。パ ッド を傷 め たり、故 障 の 原 因となっ たりします 。

・水や中性洗剤を使用した場合、乾いて から操作してください。濡れたままだ

と、マウ ス ポ イン タが 移 動しなくなる 場 合 が あります 。

●

●
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ここでは､本機の廃棄方法について説明します。本機を廃棄するときは､地方自治体の

条例に従って処理してください。詳しくは､各地方自治体にお問い合わせください。

バッテリパック、サブ バッテリ、リチウムバッテリは、本機から取り夕沁 て､地方自

治体の条例に従って廃棄してください 。

208

バ ッ テ リ パ ッ ク の 廃 棄 に つ い て

●●● ●●●●● ●●●●● ●●●●

本機 に添 付されているバッテリパックは､ ニッケル水素バッテリです。本機から取り外し

て廃 棄してください。バッテリパックの取り外し 方は､Ｐ.55 をご覧ください。

発火注意 破裂注意

恚 注 意

● バ ッ テ リパ ック は 、火 の 中 に入 れない で くだ さい 。

火の中に入れると､爆発したり､破裂したりすることがあります。

サ ブ バ ッ テ リ の 廃 棄 に つ い て

●● ●● ●● ●● ●●● ●● ●● ● ●●●

本機には､サブバッテリが内蔵されています｡サブバッテリは､本機から取り外して廃棄

してください。



■ サ ブ バ ッ テ リ の 取 り 外 し

バッテリは､次の手順で取り外してください。

』鏃卜 ⑩‰感
顔賜1 戸 鯵

本機の廃ｌｉ 難 ｂい･Ｃ

図 サブバッテリの取り外しには十(プラス)ドライバが必要です。

●

●
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恚警告

Ａ ● サブ バッテリは 、絶対に口 に入 れない でください 。

サブバッテリ内部には､人体に有害な物質が含まれて

毒物注意　 います。万一､口に入れたり飲み込んだりした場合は、
すぐに吐き出し､うがいをして､医師に相談してください。

● サブ バッテリは 、短 絡( ショート) 防 止 対 策 をしてくだ さい 。また 、他 の 電 池 と

混 ぜ な い でください 。

端子に絶縁テープを貼るなどの短絡(ショート)防止対策をせずに乾電池など他の電池と

混ぜると､化学反応がおこり､内部の液が漏 れて皮膚などを痛めることがあります。

∠
公

感電注意

∠h注意

● 機 器の取 り外 しをす る ときは 、電 源コ ー ドを抜い てく ださい 。

電源コードがＡＣコンセントに接続されたまま機器の取り外しをすると､感電の

原因となります。

● 濡れた手で電源コードを抜き差ししないでください。

感電の原因となります。

● 雷が鳴り出したら、電源コードに触れないでください。

落雷による感電のおそれがあります。

ｅ
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１　 本機 の電 源をＯＦＦにして､電 源コードのプラグをＡＣコンセントから取り外します。

２　 ＡＣアダプタを本機 から取り外します。

３　 本機にケーブ ル類が接 続されている場合はす べて取り外します。

４　 本 機のフタ(カラー液晶 ディスプレ イ)を閉じて本機を裏返します 。

５　 図 の位置のネジ1 ヵ所をプラスドライバで取り外します。

６　 ハードディスクのカバ ーを矢印 の方向ヘ スライドさせ 本機から取り外します。



本機の廃Jll

§???t

７　 ハ ードディスクを矢印 の方向 にスライドさせて取り外します。

８　 図の位置のネジをプラスドライバで取り外し､モデムカバーを取り外します。

９　 モデムボードが入っている場合は､ボードを矢印の方向に引き抜きます。

10 コミュニケーションスロット底 部のミシン目部分をカッター等で切り取り､サブバッテ

リを本機 から取り外します。

11 サブ バッテリのケーブ ル先端 部のコネクタを本機から引き抜きます。

●

●
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顔 朧hJIﾖ

笥 斟 莽マント(電話回線接続時)
澗順順診察『

A Ｔコマンドとは､電 話回線に対してＤＴＥ(パソコンなどの端末機 器) からのコマンドによ

り自動 発着信を行うために米国Ｈａyｅｓ社が開発したコマンド体系 で“ＡＴ”で始まること

からこのように呼ばれています。

コ マ ン ド の 構 成

● ●● ●● ●●●● ●●●●● ●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●

ＡＴコマンドセット(Ａノコマンドを除く)では､ＤＴＥが送る各コマンドラインはキャラクターシ

ーケンスＡＴで始まり､キャリッジリターンで終了しなければなりません。

ＡＴシーケンスは､いくつものコマンドをその次に続けることができます。ただし､Ｚ､Ｄ､Ａ

の ようなコマンドは除 きます 。コマンドラインの 最 大 キャラクタ数 は６４で す 。もし

コマンドラインのどこかで構文エラーが見つ かった場 合には､ラインの残りは無 視されま

す 。

Ａ � Ｔ � コマンド列 � ＣＲ

212



ＡＴコマンド

Ａ Ｔ コ マ ン ド= 覧

●●● ●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●● ●● ●

■ 基 本 Ａ Ｔ コ マ ン ド

種　類 �ＡＴコマンド � 機　　　　　 能

アンサーモードで回線

接続 �

Ａ �アンサーモードで回線に接続し､通信状態になる｡自動応答にしていない状態で､応答

する場合に使用する。

コマンドの再実行 � Ａ／ �直前に実行したコマンドを再実行する｡このコマンドの値には｢AT｣ はつけない｡また､最

後の図もつけないo

汀Ｕ-Ｔ規格の設定 ☆ � Ｂ �300､1200bps のスピードで接続する場合の通信規格を指定するoBO ITU-T

規格(初期値)｡初期値で使用してください。

ダイヤルの実行 � Ｄ �指定された電話番号にダイヤルし､接続する。

Ｐ …………　 パルスダイヤル(ダイヤル回線)。

Ｔ …………　トーンダイヤル(プッシュ回線)。

Ｗ …………　 第2 ダイヤルトーンを検出する(ＤＤＸ等のダイヤルトーンを検出する)。

＠ …………　5 秒間の無音状態を検出する｡検出できない場合は｢ＮＯ ＡＮＳＷＥＲ｣　

を返すo

， …………　S8 レジスタで指定された時間､ダイヤルを待つ｡構内交換機､ゼロ発信

等でダイヤルを待つ場合に使用する。O

～9､＊､毒　　相手の電話番号をダイヤルする｡ダイヤル番号を見やすくするために、

スペース､｢－｣､｢Ｏ｣､｢[]｣ 等が使用できる｡なお､｢*｣､｢ ＃｣はトーンダ

イヤルのみ使用できる。

： …………　 ダイヤル後コマンドモードに戻る。

！ …………　0.5 秒間､回線をオンフック(回線断)する。S

＝n　 ……　＆Zn で登録した電話番号にダイヤルするoL

…………　 最後にかけた番号にリダイヤルする。

⌒　…………　V.25 コーリングトーンを出力するo断続の1300Hz コーリングトーンを出

力する(デ ータモード)｡連続の１３００Ｈｚコーリングトーンを出力する

(ＦＡＸモード)。

コマンドエコー有無の

設定　　　　　　 ☆ �

Ｅ �ＤＴＥ(パソコン側)から送られたコマンドのエコー(文字をそのまま送り返す)の有無を指

定する。EO

コマンドモード時ＤＴＥから入力したコマンド文字をＤＴＥに返さない。E1

コマンドモード時ＤＴＥから入力したコマンド文字をＤＴＥに返す(初期値)。

回線の接続／切断 � Ｈ �HO 回線を切断(オンフック)する。H1

回線を接続(オフフック)する。

識別コード表示 � Ｉ �モデムの識別コードを表示する。10

製品コードを表示するo11 ROM

のチェックサムコードを表示する。

１２ ＲＯＭのチェックを実行する。13

メーカ名および品名を表示する。

モニタースピーカ最大

音量設定　　　　 ☆ �

Ｌ �本機のボリュームが最大位置にあるときのスピーカの音量を設定する。LO

音量小。L1

音量小。L2

音量中。L3

音量大(初 期値)。

モニタースピーカの動

作設定　　　　　 ☆ �

Ｍ �内部モニタースピーカのＯＮ､ＯＦＦのタイミングを指定する。MO

スピーカを常にOFF にする。M1

キャリアを検出するまでＯＮにする(初期値)。M2

スピーカを常にＯＮにする。M3

ダイヤル終了からキャリア検出までＯＮにするo

☆ＡＴ＆Ｗｎでバックアップ可能
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種　類 �ＡＴコマンド � 機　　　　　 能　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ

自動モードの設定 ☆ � Ｎ �相手モデムとの通信速度決定の方法を指定する(十MS コマンドも参照)。NO　

相手モデムとの通信速度決定を自動で行わない。　　　

十MS の自動モード=O と同じ。N1　

相手モデムとの通信速度決定を自動で行う。　　　

十MS の自動モード=1 と同じ。

オンラインモードに戻る � Ｏ �オンラインモード中にエスケープコマンド(十十十)によってコマンドモードになったとき

に､再びオンラインモードに戻るのに使用する。00　

オンラインモードに戻る。01　

トレーニングを再度実行して､オンラインモードに戻るo

パルス回線(ダイヤル

回線)モードの設定 ☆ �

Ｐ �ダイヤルをパルスで行うモードに設定する。

リザルトコードの設定☆ � Ｑ �リザルトコードをＤＴＥ(パソコン側)に返すか､返さないかのモードを指定する。QO　

リザルトコードをパソコンに返す(初期値)oQ1　

リザルトコードをパソコンに返さない。

Ｓレジスタの読みだし �Sr? �Ｓレジスタrの内容を読みだす｡ＡＴＳＯ? 腿 でSO レジスタの内容を読みだす。

Ｓレジスタの設定 �Ｓｒ＝ｎ �Ｓレジスタnを設定する。ATSr=n

図 でrに設定したいレジスタの番号､ｎにレジスタの値を10 進数で設定する。ATS2=43

図 でS2 レジスタに43(10 進数)を設定する。

トーン回線(プッシュ回

線)モードの設定　 ☆ �

Ｔ �ダイヤルをﾄーンで行うモードに設定する。

リザルトコードタイプの

設定　　　　　　 ☆ �

Ｖ �ＡＴコマンドのリザルトコードの形式を指定する。VO　

リザルトコードを数字表示に設定する。V1　

リザルトコードを文字表示に設定する(初期値)。

※VO を指定した場合は､YV コマンドによる拡張は無効となり､ＣＯＮＮＥＣＴ ＸＸＸＸに

対応する数字のみが返る(S95 による指定は除く)。

接続リザルトコード拡

張( エラー訂正)の 設

定　　　　　　　 ☆ �

Ｗ �モデム接続時のリザルトコードの拡張方法を指定する。WO　

接続時にDTE スピ ードのみを返す(初期値)。　　　(

例　CONNECT　19200)W1　

接続時にキャリアスピード､エラー訂正プロトコル､ＤＴＥスピードの順に返す。W2　

接続時にＤＣＥスピードのみを返す。

注)本指定はS75 のbO がO の場合のみ有効。

接続時のリザルトコード

の設定　　　　　 ☆ �

Ｘ �モデム接続時のリザルトコードの拡張方法を指定する。XO　

リザルトコードの拡張は行わない。X1　

リザルト.コードに接続時のスピードを付加する｡1200bps 以上のスピードで接続さ

れた場合､｢ＣＯＮＮＥＣＴ ＸＸＸＸ｣とスピードを表示する。X2　

×1 に加えて､ダイヤル時にダイヤルトーンの検出を行う｡ダイヤル時に5秒以内に

ダイヤルトーンを検出できなかったら｢ＮＯ ＤＩＡＬＴＯＮＥ｣を表示する。X3　

×1 に加えて､ビジートーン(話 中音) の検出を行う｡ビジートーンを検出したら

｢BUSY｣ と表示する。X4 

×2､X3 をあわせて表示､または検出する(初期値)。

ブレーク信号の動作指

定　　　　　　　　☆ �

Ｙ �ブレーク信号に関する動作を指定する。YO　

ブレーク信号を受信しても､回線を切断しない(初期値)。Y1　

ブレーク信号を1.6秒間以上受信すると､回線を切断する｡回線切断時(ＡＴＨ等

のコマンド)は､ブレーク信号を相手モデムに4 秒間送出する。

※ダイレクト､ノーマルモード接続時のみ有効｡エラー訂正プロトコル(Ｖ４２､ＭＮＰ)で接

続されている場合は､プロトコルの動作に従う。

☆ＡＴ＆Ｗｎでバックアップ可能

-



AＴコマンド(jlEl112E2

種　類 �ＡＴコマンド� 機　　　　　 能

モデムの初期化 � Ｚ �モデムを不揮発性メモリの保存内容で初期化する。ZO　

不揮発性メモリのプロファイルO の保存内容で初期化する。Z1　

不揮発性メモリのプロファイル1 の保存内容で初期化する。

※このコマンドは完了までに約2秒かかり､実行中に他のコマンドは受け付けられない。

なお､コマンド列の中にこのコマンドが含まれているときは､それ以降のコマンドは無視

されるo

キャリア検出信号(CD)

の動作　　　　　 ☆ �

＆Ｃ �ＣＤ信号(ＤＣＤ)の動作を指定する。

＆ＣＯ　ＣＤ信号を常にＯＮにする。

＆ＣＩ　ＣＤ信号はキャリアが検出されるとＯＮになる(初期値)。

データ端末ﾚ ﾃﾞｨ(

ＤＴＲ)の動作　　 ☆ �

＆Ｄ �ＤＴＲ信号がＯＮからＯＦＦに変化した場合の動作を指定する。

＆ＤＯ　ＤＴＲ信号は無視し､常にＯＮとして扱うｏ

＆ＤＩ　ＤＴＲ信号がOFF になると､コマンドモードになるｏ

＆Ｄ２　ＤＴＲ信号がOFF になると､回線を切断しコマンドモードになる(初期値)。

＆Ｄ３　ＤＴＲ信号がＯＦＦになると､初 期化される。　　　　(

ＡＴＺコマンド実行状態になる)。

リザルトコードのスピー

ド表示　　　　　　 ☆ �

＆Ｅ �リザルトコードのスピード表示を指定する。

＆ＥＯ　ＤＣＥスピードを表示する(初期値)。

＆ＥＩ　ＤＴＥスピードを表示する。

※S75 のbO が1 の場合のみ有効。

パラメータの初期化 ☆ � ＆Ｆ �各種パラメータを工場出荷時の設定に戻す。

※ＡＴ＆Ｙコマンドは初期化されない。

ガードトーンの設定 ☆ � ＆Ｇ �モデムのガードトーンの有無を指定するo

＆GO　 ガードトーンなし(初期値)。

＆G1　 ガードトーンなし。

＆G2　1800Hz のガードトーンあり。

DTE のフロー制御 ☆ � ＆Ｋ �ＤＴＥ(パソコン側)のフロー制御(RTS/CTS､XON/XOFF) を指定する。

＆KO　 フロー制御をしない。

＆K3　RTS/CTS フロー制御をする(初 期値)ｏ

＆Ｋ４ ＸＯＮ／ＸＯＦＦフロー制御をするo

＆K5　 透過XON/XOFF フロー制御をする。

＆K6　RTS/CTS とＸＯＮ／ＸＯＦＦフローを同時に行う。

通信モードの設定 ☆ � ＆Ｍ �通信モードを指定する(＆Ｑの一部コマンドと同様)。

＆MO　 ダイレクト非同期モードで接続する。

ダイヤルパルススピー

ドの設定　　　　　☆ �

＆Ｐ �ダイヤルパルスのスピードを指定する。

＆PO　 ダイヤルパルスを10PPS にする(表示は＆P1)。

＆P1　 ダイヤルパルスを10PPS にする。

＆P2　 ダイヤルパルスを20PPS にする(初期値)o

通信モードの設定 ☆ � ＆Ｑ �通信モードを指定する。

＆QO　 ダイレクト非同期モードで接続する。

＆Q5　 エラー訂正プロトコルで接続する(初期値)。

＆Q6　 ノーマルモードで接続する。

RTS/CTS の設定 ☆ � ＆Ｒ �RTS/CTS の制御で､モデムがCTS 線をどのように制御するかを指定する。

＆RO　V25bis のハンドシェークに従って動作する。

＆RI　CTS はフロー制御が必要な場合のみＯＦＦになる(初期値)。

データセットレディ(

ＤＳＲ)の制御　　 ☆ �

＆Ｓ �ＤＳＲ信号の動作を指定する。

＆SO　DSR 信号は常にＯＮ。

＆ＳＩ　ＤＳＲ信号が回線接続中にＯＮになる(初期値)。

☆ＡＴ＆Ｗｎでバックアップ可能
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種　類 �ＡＴコマンド � 機　　　　　 能

テストモードの設定 � ＆Ｔ �モデムのテストを行う。

＆TO テストを終了する。

＆T1 ローカルアナログループバックテストを行う。

＆T3　ローカルデジタルループバックテストを行う。

＆T4 相手側モデムとして､リモートデジタルループバックテストを許可するo

＆T5 相手側モデムとして､リモートデジタルループバックテストを禁止する。

＆T6 リモートデジタルループバックテストを行う(自己診断は行わない)o

＆T7 リモートデジタルループバックテストと､自己診断を行う。

＆T8　 自己診断と､ローカルアナログループバックテストを行う。

※テストコマンド実行後(AT ＆TO 以外)は､必ずAT ＆TO を実行すること。　ATS18

レジスタと合わせて使用する。　

ループバックテストの詳細に関してはITU-T のV54 を参照。　

ノーマルモード､またはダイレクトモードで実行することo

パラメータの書き込み � ＆Ｗ �現在の設定されている状態を､不揮発性メモリに書き込むo

＆WO 不揮発性メモリのプロファイルO に書き込む。

＆W1 不揮発性メモリのプロファイル1 に書き込む。

※この値は､電源をオンしたとき(AT ＆Yn コマンドでO､1 を指定)､またはATZn コマンド

で初期化したときに使われる｡各々のコマンドを参照o

プロファイルの設定 ☆ � ＆Ｙ �電源立ち上げ時のプロファイル読み込みを設定する。

＆YO プロファイルOを指定する。

＆Y1 プロファイル1 を指定する。

電話番９の保存　 ☆ � ＆Ｚ �ＡＴＤＳ=〈ｎ〉コマンドでダイヤルする場合の､電話番号を指定する。

＆Zn=XXXXXXXn=O

～3､XXXX は電話番号(34 桁以 下)

例)AT ＆Z2=03-1234-5678　　

ダイヤル番号バッファ2に指定の番号を保存する。　　

※電話番号として使用できるのは､ＡＴＤコマンドの電話番号のうち｢;｣､｢S=削 以外

のコマンド。

データ圧縮の指定 ☆ � ％Ｃ �データ圧縮の方法を指定するo

％CO　 デ ータ圧縮をしない。

％CI MNP5 のデータ圧縮を行う。

％C2 V42bis のデータ圧縮を行う。

％C3 V.42bis/MNP5 のデータ圧縮を行う(初期値)。

リトレーニング等の自

動再実行　　　　 ☆ �

％Ｅ �回線の状態を監視して､状態が変化した場合や悪い場合に､トレーニングシーケンスの

再実行(リトレーニング)､回線速度を変更するかどうかの指定をする。

％EO　リトレーニングを自動で再実行しない。

％E1　リトレーニングを自動で再実行する。

％E2　 回線速度の変更を可能にする(初期値)o

％E3　リトレーニングの自動再実行を行うが､回線状態が切断レベルまで悪化した場合

はすぐに回線を切断する。

※データエラーが多い場合のﾘﾄﾗｲ 動 作を指定するものではない。

最大ブロックサイズの

設定　　　　　　 ☆ �YA �MNP

で接続するときのブロックサイズを設定する。YAO　

最大ブロックサイズ64YA1　

最大ブロックサイズ128( 初期値)YA2　

最大ブロックサイズ192YA3　

最大ブロックサイズ256

ブレーク信号を送信 � ＹＢ �nx100mS のブレーク信号を送信するo

☆ＡＴ＆Ｗｎでバッ クアップ可能



A Ｔ コマンド（竃継端線接続時）

種　類 �ATコマンド � 機　　　　　 能

ブレ ーク信 号 の動 作 ☆ � ＹＫ �ブレ ーク信 号を受 け たときの 動 作を指 定 する。

����オンラインモード時にパソコンからフレ

ーク信号を受けた �

オンラインモード時に相手モデムから

ブレーク信号を受けた

���ｎ＝０ �
コマンドモードになる｡相手モデムには

ブレークを送らない。 �データバッファを空にして､パソコンに

ブレークを送る
���ｎ＝１ �デ

ータバッファを空にして､相手モデム

にブレークを送る。

���ｎ＝２ �YKO と同じ �
バッファのデータより優先してパソコン

にブレークを送る���ｎ＝３ �バッ
ファのデータより優先して相手モ

デムにブレークを送る

���ｎｇ４ �YKO と同じ �
バッファのデータを送った後で､パソコ

ンにブレークを送る���ｎ=５ �バッファ
のデータを送った後で相手モ

デムにブレークを送る

通 信 モ ードの 設定 ☆ �YN �エラ ー訂 正 プロトコル の 動 作を 設定 す る。YNO　

ノーマル モ ードで 通 信 する｡Ｖ．４２､Ｍ ＮＰ等は 使 用しないoYN1　

ダイレクトモ ード で 通信 す る。YN2　V.42､MNP

モ ードで 接 続 する。　　　

相 手 モ デムがＶ．４２､ＭＮＰモ ードでない 場 合 は 接 続しな いoYN3　V.42､MNP

モ ードで 接 続 する(初 期値) 。　　　

相 手 モ デムがＶ．４２､Ｍ ＮＰで ない場 合は､ ノーマ ル モ ード で接 続 する。YN4　V.42

モ ードで接 続 で きる。　　　

相 手 モ デムがV.42 でない 場 合 は､ 接 続しない 。YN5 MNP

モ ードで 接 続 する。　　　

相 手 モ デムがＭ ＮＰでない 場合 は､ 接 続し ない 。

※Ｖ．４２､ＭＮＰの 場 合は､ Ｖ．４２→ＭＮ Ｐの順 に相 手 モ デ ムとの 接 続を 試す 。　

＆ Ｍ､ ＆Ｑコマ ンドも参照 。

ＤＴＥ のフロー制 御 ☆ �YQ �ＤＴＥ(パソコン側)のフロー制御(ＲＴｓ／ｃＴＳ､ｘｏＮ／ＸＯＦＦ)を指定する。YQO

フロー制御をしない。

ＹＱｌ ｘｏＮ／ｘｏＦＦフロー制御をする。YQ2 RTs/cTs

フロー制御をする。YQ4 RTs/cTs

とｘｏＮ／ｘｏＦＦフロー制御を同時に行う。

※＆Ｋコマンドを参照。

モ デ ムの 状 態 表示 � ＹＳ �現 在 設 定されて いるコマンドの 一 覧を表 示 す る。YSO　

現 在 の 状 態を表 示 する。YS1　

保 存 され てい る状 態 を表示 する。

拡 張りザルトコ ードの 指

定　　　　　　　 ☆ �YV �

拡張 りザ ルトコ ードを 指定 する。YVO　

拡 張りザ ルトコ ードを 使用し ない 。YV1　

拡 張 コードにエ ラー訂 正 の 表示 をす る。　　　/LAMP､/RELYV2　

拡張 コードにエ ラー訂 正､ 圧 縮を 含 んだ 表示 を する(初 期 値)o　　　/SINP､/LAPIM　　　/MNP5､yV42bis

、YV3　

拡張 コードに圧 縮､ また はエ ラー訂 正 を含 ん だ表 示を する。　　　

例 えば､CONNECT 28800/LAPM/V42bis

※このコマンドはS75 のbO が1 の 場合 の み 有 効 。

☆ＡＴ＆Ｗｎでバックアップ可能
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種　 類 �ＡＴコマンド � 機　　　　　 能

変調方式の指定　 ☆ �＋ＭＳ �十MS ＝〈変調方式〉､〈自動モード〉､〈最低スピード〉､〈 最高スピード〉2番目以降のパラメ

ータは､省略可能(途中の省略は不可)。

相手モデムとの通信方式､手順､スピード等を指定する。

変調方式　O　:V.21　　300bps

で接続される。　1　:V.22　　1200bps

で接続される。　2　:V.22bis　2400/1200bps

で接続される。　9　:V.32　　9600/4800bps

で接続される。　10 :V.32bis　14400

～4800bps で接続される。　11:V.34　　　28800

～2400bps で接続される(初期値)o

自動モード　　　 接続時の自動ネゴシエーションの指定を行うo　O:

自動モード(V.8) を使用しない。　1:

自動モード(V.8) を使用する(初期値)。

最低スピード　最低の変調速度を指定する(初 期値300)　300､1200､2400､4800､7200､9600､12000､14400　16800､19200､21600､24000,26400､28800

が指定できる。

最高スピード　最高の変調速度を指定する(初期値28800)　300､1200､2400､4800､7200､9600､12000､14400

，　16800.19200､21600､24000､26400､28800

が指定できる。

エスケープ �＋＋＋ �オンラインモードのとき､パソコンから前後1秒間(S12 レジスタで設定可能)の時間をあけ

て､｢十十十｣のコマンドが入力されると､回線を切断することなく､コマンドモードに移る。｢

十十十｣の前後に他の文字が入力されるとエスケープコマンドと判断されないので{i!〕

等は入力しないこと。

☆ＡＴ＆Ｗｎでバックアップ可能

相手ＦＡＸが音声応答のＦＡＸの場合、接続できない可能性があります。

その場合は以下のコマンドによりＢＵＳＹトーン検出をOFF にしてください。

コマンド構文:ＡＴＸO



圃リザルトコード

趣S 噂

ＡＴ ＝Iマント （竃輯輯綿接続時）

数字 � 文　　 字 � 内　　　　 容

０ �ＯＫ �コマンドを実行した

１ �ＣＯＮＮＥＣＴ �回線接続した(XO ～X4 時)

２ �ＲＩＮＧ �呼び出し信号を検出した

３ �ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ �キャリアが検出できないか､キャリアが消滅した

４ �ＥＲＲＯＲ �

・コマンド エラー

・Iコマンドに値するチェックサムがＮＧ･

その他､動作不可のコマンドを実行した

５ �ＣＯＮＮＥＣＴ １２００ �1200bps で接続した(X1 ～X4 時)

６ �ＮＯ ＤＩＡＬＴＯＮＥ �ダイヤルトーンが検出できない･

Ｘ２､Ｘ４､Ｗコマンド設定時

７ �ＢＵＳＹ �話中音が検出された

８ �ＮＯ ＡＮＳＩＶＥＲ �＠コマンド使用時に､5秒間無音状態が検出できなかった

10 �ＣＯＮＮＥＣＴ ２４００ �ＤＣＥ-ＤＣＥ､ＤＴＥ-ＤＣＥ間を2400bps で接続した

11 �ＣＯＮＮＥＣＴ ４８００ �ＤＣＥ-ＤＣＥ､ＤＴＥ-ＤＣＥ間を4800bps で接続した

12 �ＣＯＮＮＥＣＴ ９６００ �ＤＣＥ-ＤＣＥ､ＤＴＥ-ＤＣＥ間を9600bps で接続した

13 �ＣＯＮＮＥＣＴ ７２００ �ＤＣＥ-ＤＣＥ､ＤＴＥ-ＤＣＥ間を7200bps で接続した

14 �ＣＯＮＮＥＣＴ １２０００ �ＤＣＥ-ＤＣＥ､ＤＴＥ-ＤＣＥ間を12000bps で接続した

15 �ＣＯＮＮＥＣＴ １４４００ �ＤＣＥ-ＤＣＥ､ＤＴＥ-ＤＣＥ間を14400bps で接続した

16 �ＣＯＮＮＥＣＴ １９２００ �ＤＴＥ-ＤＣＥ間を19200bps で接続した

17 �ＣＯＮＮＥＣＴ ３８４００ �ＤＴＥ-ＤＣＥ間を38400bps で接続した

18 �ＣＯＮＮＥＣＴ ５７６００ �ＤＴＥ-ＤＣＥ間を57600bps で接続した

19 �ＣＯＮＮＥＣＴ １１５２００ �ＤＴＥ-ＤＣＥ間を115200bps で接続した

24 �ＤＥＬＡＹＥＤ �リダイヤル不可(S75 b1=O の場合)

33 �ＦＡＸ �自動モードでFAX モードになった

35 �ＤＡＴＡ �自動モードでＤＡＴＡになった

４０ �ＣＡＲＲＩＥＲ ３００ �O～300bps のデータレーﾄが検出された

４６ �ＣＡＲＲＩＥＲ １２００ �1200bps のデータレーﾄが検出された

47 �ＣＡＲＲＩＥＲ ２４００ �2400bps のデータレーﾄが検出された

48 �ＣＡＲＲＩＥＲ ４８００ �4800bps のデータレートが検出された

４９ �ＣＡＲＲＩＥＲ ７２００ �7200bps のデータレーﾄが検出された

５０ �ＣＡＲＲＩＥＲ ９６００ �9600bps のデ ータレーﾄが検出された

５１ �ＣＡＲＲＩＥＲ １２０００ �12000bps のデータレーﾄが検出された

52 �ＣＡＲＲＩＥＲ １４４００ �14400bps のデータレーﾄが検出された

53 �CARRIER 16800 �16800bps のデータレーﾄが検出された

54 �ＣＡＲＲＩＥＲ １９２００ �19200bps のデータレートが検出された

５５ �ＣＡＲＲＩＥＲ ２１６００ �21600bps のデータレーﾄが検出された

56 �ＣＡＲＲＩＥＲ ２４０００ �24000bps のデータレートが検出された

５７ �ＣＡＲＲＩＥＲ ２６４００ �26400bps のデータレーﾄが検出された

58 �ＣＡＲＲＩＥＲ ２８８００ �28800bps のデータレーﾄが検出された

59 �ＣＯＮＮＥＣＴ １６８００ �ＤＴＥ-ＤＣＥ間を16800bps で接続した
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数字 � 文　　 字 � 内　　　　 容

61 �ＣＯＮＮＥＣＴ ２１６００ �ＤＴＥ-ＤＣＥ間を21600bps で接続した

62 �ＣＯＮＮＥＣＴ ２４０００ �ＤＴＥ-ＤＣＥ間を24000bps で接続した

63 �ＣＯＮＮＥＣＴ ２６４００ �DTE-DCE 間を26400bps で接続した

64 �ＣＯＮＮＥＣＴ ２８８００ �DTE-DCE 間を28800bps で接続した

66 �ＣＯＭＰＲＥＳＳＩＯＮ：ＣＬＡＳＳ ５ �ＭＮＰクラス5で接続した

67 �ＣＯＭＰＲＥＳＳＩＯＮ Ｖ．４２ＢＩＳ �V.42bisで接続した

69 �ＣＯＭＰＲＥＳＳＩＯＮ ＮＯＮＥ �圧縮無しで接続した

70 �ＰＲＯＴＣＯＬ：ＮＯＮＥ �エラー訂正無しで接続した

７７ �ＰＲＯＴＣＯＬ：ＬＡＰ-Ｍ �エラー訂正　V.42LAPM で接続した

78 �ＣＡＲＲＩＥＲ ３１２００ �31200bps のデ ータレートが検出された

79 �ＣＡＲＲＩＥＲ ３３６００ �33600bps のデ ータレーﾄが検出された

80 �ＰＲＯＴＣＯＬ：ＡＬＴ �エラー訂正　MNP4 で接続した

84 �ＣＯＮＮＥＣＴ ３３６００ �33600bps で 接続した

91 �ＣＯＮＮＥＣＴ ３１２００ �31200bps で接続した

＋Ｆ４ �＋ＦＣＥＲＲＯＲ �ＦＡＸコマンドエラー



■Ｓレジスタ

A Ｔ コマンド（電噺鳳線接続時）

Sレジスタ � 機　　　　 能 � 説　　　　　　明

ＳＯ �自動着信する呼び出し回数設定　　　　☆ �呼び出し音(リング)の何回目で自動着信するかを設定oSO=O

自動 着信しない(初期値)SO=1

～255 n 回目の呼び出しを受けると自動着信。

S1 �呼び出し回数のカウント �呼び出し音の回数をカウント｡呼び出し音が検出されると､S1レジ

スタの値が十1される｡なお､呼び出し音が止まってから8秒たつとS1

はO になる｡SO がO の場合は､S1 は十1 されない｡初期値はS1=O

。

S2 �エ スケープコードの文字設定　　　　　 ☆ �エスケープコードに使うキャラクタコードをO ～127 の値の間で設

定｡初 期値はS2=43( キャラクタ｢十｣)。

S3 �復帰(キヤリッジリターン)コードの文字設定 �復帰コードのキャラクタコードをO～127 の値の間で設定｡初期値

はS3=13(16 進 数でOD) 。

S4 �改 行(ラインフィード)コードの文字設定 �改行コードのキャラクタコードをO～127 の値の間で設定｡初期値

はS4=10(16 進 数でOA) 。

S5 �バックスペースコードの文字設定 �バックスペースコードのキャラクタコードを設定｡コマンドの1 文字

訂正に使用｡O～32 および127 が設定可能｡このレジスタには表

示可能なコード(33 ～126) は設定できない｡初期値はS5=8(16

進数で08)o

S6 �ダイヤル開始までの待ち時間　　　　　 ☆ �オンフックしてからダイヤルするまでの待ち時間を設定oxコマンド

がダイヤルトーンを検出しない場合(XO､1､3) に有効｡ダイヤルト

ーンを検出する場合(X2､4) はS6 レジスタの値は無効｡3～10 の

値を秒単位で指定｡初 期値はS6=4(4 秒)。

S7 �接続待ち時間の設定　　　　　　　　　 ☆ �ダイヤルしてから接続されるまでの接続待ち時間を30 ～58 の間

で 秒単位で設定o 設 定した時間内に接続されないと｢Ｎ Ｏ

ＣＡＲＲＩＥＲ｣がパソコンに返される｡初期値はS7=50(50 秒)。

S8 �ポーズコマンドの時間設定　　　　　　 ☆ �ダイヤル時のポーズコマンド｢,｣の待ち時間を2 ～255 の値で秒

単位で設定o初期値はS8=2(2 秒)。

S9 �キャリア検出の時間設定　　　　　　　 ☆ �相手モデムからのキャリアを検出する時間を設定o接続時に､設

定した時間以上連続してキャリアが検出されると､回 線を接続。1

～255 の値を0.1秒単位で設定｡初期値はS9=6(0.6 秒)。

S10 �キャリア断検出の時間設定　　　　　　 ☆ �回線の接続中に､設定した時間以上連続してキャリアが検出でき

ない場合にキャリア断として回線を切断｡1 ～255 の値を0.1秒単

位で設定｡S10=255 の場合はキャリア断を無視(キャリアが切れ

ても回線を切断しない)o初期値はS10=14(1.4 秒)。

S12 �エスケープコードのガードタイムの設定　 ☆ �エスケープコマンド(十十十)の前後のガード時間を設定oエスケ

ープコマンドの前後には､設定されたガード時間以Ｌデータのな

い時間が必要であり､十と十の間はこの時間より短くなければなら

ないoO ～255 の値を1/50 秒単 位で設定｡初 期値はS12=50(1

秒)。

S18 �テスト時間の設定　　　　　　　　　　 ☆ �ＡＴ＆Ｔで行われるテスト時間を設定｡S18=O の場合は､テストは

中断されるまで連続して行われるoO～255 の値を1秒単位で設

定o初期値はS18=O 。

Ｓ２４ �スリープ時間の設定 �モデムがスリープモードに入るまでの時間を設定｡O～255 の値を1

秒 単位で設定｡O の場合はスリープモードに入らない｡初期値はS24x10

．

Ｓ２５ �ＤＴＲ遅延設定　　　　　　　　　　　 ☆ �ＤＴＲが変化したことを検出するまでの遅延時間をO～255 の値

の間で0.01 秒単位で設定o初期値はS25=5 ．

☆ＡＴ＆Ｗｎでバックアップ可能
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Ｓレジスタ � 機　　　　　　能 � 説　　　　　 明

Ｓ３０ �無通信タイマ　　　　　　　　　　　　 ☆ �データの送受信が行われない場合の回線切断ﾀｲﾏ で､O ～255

の値の間で10 秒単位で設定｡S30=O の場合はデータの送受信

が行われない場合でも回線切断は行われない｡ 初 期値はS30=o

。

S38 �回線切断の時間設定　　　　　　　　 ☆ �切断コマンドＡＴＨＯ(ＤＴＲ信号で切断するようにコマンドされて

いるとき)によって切断されるまでの時間を設定oS38=O

～254 の場合

設定した時間リモートモデムを待機させ､バッファ内のデータを読

みとってから切断｡データを送る前にタイムアウトしたときは｢ＮＯ

ＣＡＲＲＩＥＲ｣となり.タイムアウト前にすべてのデータを送出したとき

は｢ＯＫ｣を返すoS38=255

の場合

タイムアウトしないで､接続が切れるまで､またはデータを送り終わ

るまでバッファ内のデータを送信。

初期値はS38=20(20 秒)o

S75 �拡張りザルトコード　　　　　　　　　　 ☆ �リザルトコードの形式を指定。bO　

リザルトコードの形式を指定。　　=O S95

の指定に従うo　　

＝11 行ですべてのリゲルトを返す(初期値)。b1　

リダイヤル規制のリザルトコードの形式を指定。　　=OrDELAYED｣

で返 すｏ，　　

＝１｢ ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ｣で返す(初期値)。

S95 �拡張りザルトコードの設定　　　　　　　 ☆ �リザルトコードの返し方を指定。

ｂＯ ＣＯＮＮＥＣＴのスピードをＤＣＥスピードで返す(W2) 。b1 /ARQ

のエラー訂正をｃｏＮＮＥＣＴの後ろにつける。b2

接 続中にcARRIER xxxx のリザルトを返す。b3

接 続中にＰＲＯＴｏｃｏＬ ｘｘｘｘのリザルトを返す。b5

接続中にｃｏＭＰＲＥｓｓｌｏＮ ｘｘｘｘのリザルトを返す。

このsレジスタの指定は､s75 のbo がO の場合のみ有効｡初期値

はs95=O 。

☆ＡＴ＆Ｗｎでバックアップ可能



ン用語集

■ ア イコン

ソフトウェアで､コマンド(命令)や処理を表現するた

めに使用する絵文字。

ポインティングデバイスでアイコンの上にマウスポイ

ンタを動かしクリックすることで､コンピュータにさま

ざまな指示を与えることができるようになっている。

■ ア ク セ ス

メモリや周辺機器からデータを呼びだしたり､あるい

は書き込んだりすること。

■ ア プ リケ ー ション ソ フト

文書作成､データ管理､表計算といった各々の作業

を実行するためのソフトウェアのこと。

■ イン ストー ル

オペレーティングシステム(OS) やアプリケーションソ

フトを､ハードディスクなどに組み込んで使用できる

状態に設定すること。

■ イン タ ー フェイ ス

装置と装置の境界部分。通常､パソコン本体と周辺

機器とをつなぐコネクタを指すことが多い。

■ ウ ィ ン ド ウ ア ク セ ラ レ ー タ

Ｗｉｎｄｏｗｓの 実 行 スピ ード を 向 上 させ､ Ｗｉｎｄｏｗｓの 高

解 像 度 表 示 を 実 現 で きる 機 能 こと 。

■ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ

電 圧 のＯＮ/ＯＦＦにより､分 子を規則 正しく並 べること

のできる液晶 を利 用し たディスプレイ｡小 型軽 量で 、

どこに でも持 ち運 べるほ か､ 低 消 費電 力 でバ ッテリ

駆 動 が簡 単にできるというのが大 きな特 長。液晶 デ

ィスプレ イにはＳＴＮ型､ ＴＦＴ型 などがある。

■ オ ペ レ ー テ ィン グ シ ス テ ム( ＯＳ)

ハードウェアとアプリケーションソフトの間で､プログ

ラムの制御や管理､入出力の制御などを行うための

ソフトウェア全般を指す｡基本ソフトウェアともいう。

■ カ ーソ ル

ディスプレイ画面上に文字や図形を入力､表示する

位置を示すマークのこと。四角が画面上に点滅する

もの､下線が点滅するものなどがある。

■ 拡 張 メモ リ

メインメモリ以外である特定の手段をとることで､利

用可能になるメモリ。

■ 起 動

システムに電源を入れて､動作を開始すること｡ある

いは､プログラムを呼び出して､実行すること。｢立ち

上げる｣ともいう。

■ キ ャッ シ ュ メ モ リ

ＣＰＵとメインメモリの 間に置 かれるメモリ。キャッシュ

メモリを使 用す ると､ＣＰＵは､ 読 み込 み の ためにい

ちい ちメモリまで アクセ スする必要 がなくなるの で

処 理 速 度 が向上 する。

■ グ ラ フ ィック

絵や図形 などの画像のこと。ＰＣ－9800 シリーズで

は､ 文字とは違う画面に表示されるのが普通であ

る。通常テキスト画面( 文字画面)1 枚とグラフィック

画面2 枚を持ち､それを重ね合 わせてディスプレイ

上に表示することができる。

■ クロ ッ ク周 波 数

パソコン本体に内蔵されているＣＰＵの動作周波数

のこと。同じＣＰＵであれば､この数値が大きいほど、

パソコンの処理速度は速い。

■ コ マ ンド

ＯＳやアプリケーションソフト､周辺機器などに各種の

処理を行わせるための命令のこと。
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■ コ ンピ ュ ー タ ウ イ ル ス

コンピュータのプログラムに侵入し､ファイルの内容

を破壊したり､プログラムを暴走させたりするなどの

有害な動 作をするプログラムのこと。

■ サ ス ペ ンド

作業 中の状態を一時的にメモリに保存すること。

■ シ ス テ ム ソ フトウェ ア

オペレーティングシステムなど､コンピュータを動か

すための基本的なソフトウェアのこと。

■ シ ス テ ム デ ィス ク

システムソフトウェアが記録されているフロッピーデ

ィスクのこと。

このフロッピーディスクから､システムソフトウェアを

読み込んでコンピュータを動 作させる。

■ 周 辺 機 器

プリンタ､ディスプレイ､モデムなどの､コンピュータ本

体に接続して使用する､本機以外の機器全般のこ

と。

■ 初 期 化

周辺機器や記録媒体を使用できる状態にすること。

どこにどういう情報を書き込むか､どの情報を読む

かなどをコンピュータにわかるように､いわば区画整

理をして､あるソフトウェアのもとで使用できる状態

にすることを｢初 期化｣または｢Ｆｏｒｍａt(フォーマッ

ト)｣という。

■ シ リア ル イ ン タ ーフ ェイ ス

コンピュータと周辺装置の間でデータをやりとりする

際に､1ビット単位でデータを送ることができる方式

のこと。

■ ス クロ ール

画面に表示する範囲を､上下左右に移動させるこ

と。

■ 赤 外 線 通 信

赤 外線を使って､コードレ スで他の機器とデータの

やりとりをすること。

■ 全 二 重 通 信

端末どうしの通信で､ 送信と受信が同時に行われる

通信方式のこと。

■ ソ フトウェア

アプリケーションソフト､オペレーティングシステムな

どプログラム全般のこと。

コンピュータ本体､周辺機器などのハードウェアに

対して､このように呼ばれる。

■ 通 信 条 件

パソコンと周辺機器などとの間で取り決める通信の

条件。送信および受信側とは同じ条件に設定しな

ければ通信できない。

■ 通 信 速 度

1秒 間に 送るデ ータの通 信 量。

bp ｓ（Bit ｐｅｒ Ｓｅｃｏｎｄ）の単 位 が使 用される。

■ デ ィップ ス イ ッ チ

コンピュータの 状態 を変 更 するために使 わ れるスイ

ッチ のこと。ＯＮ/ＯＦＦを切り替えることで､ シ ステムの

状態 を変 更 できる。

■ デ ー タ

コンピュータが扱う情報のこと｡文字データ､画像デ

ータなどがある。

■ デ ジ タ ル サ ン プ リ ン グ 機 能

オーディオ入 力端 子 やマ イクロホンから入 力し た音

声などのアナログ 信号を､ デ ジタル信 号に変 換して

サンプリングす る機 能。人 の声など､ＦＭ音 源で は再

現 できない 音も､ 簡 単 に雑 音 の少 ない 原 音に近 い

音 で再 現 できる。

なお､ 本機 の デジタル サンプリングは､ＰＣＭ(ＰｕlｓｅＣ

ｏｄｅ Ｍｏｄｕlatｉｏｎ)方 式 。



■ デ ュ ア ル ス キ ャ ンＳＴＮ液 晶 デ ィス プ レ イ

液 晶 ディスプレイの 表示 方 法 の1 つ 。液 晶 の 分子 を90

度 より大きくねじることで､ 明 暗 のコントラストをよ

りはっきりとさせ ることができるＳＴＮ液晶 を､ 上 下 に2

分 割して､ 同 時に表示 させることで さらに見 やすくし

たもの。

■ 同 期 通 信

通信するデータにタイミングを合わせる信号を入れ、

送信側と受信側で同 期を取りながら転送を行う方

式。

・ 入 力 装 置

コンピュータに命令や情報などを入力するために用

いる装置｡代表的なものがキーボードである｡マウス

やイメージスキャナなども入力装置の一種。

■ ネットワ ー ク

複数のコンピュータを電話回線などの通信網でつ

なぎ､データでやりとりする形態のこと。

パソコン通信やＬＡＮもネットワークの一種。

■ バ ー ジョン

ソフトウェアやハードウェアなどの開発された順番を

示 す表現。通常は数字などで表され､新しく開発さ

れたものほど数字が大きくなる。

■ ハ ード ウェア

コンピュータ本体や周辺機器などの機械類のことを

総称して､ハードウェアという。これに対して､ ハード

ウェアを動かすプログラムのことをソフトウェアとい

う。

■ ハ ード コピ ー

プリンタを用いて､紙にディスプレイ画面の表示と同

様のコピーをとること。

■ ハ ード デ ィス ク

補助 記憶装置のひとつで､固定ディスクともいう。表

面に磁性体を塗った円盤数枚からなる。1台のパソ

コンで複数のアプリケーションソフトを切り替えなが

ら使用する場合､ ハードディスクに登録しておくと、

いちいちフロッピーディスクを取り替えなくでよい。

■ ハ ー フピ ッチ

接続用コネクタ内のピンの間隔が､従来のものより

狭い仕様のもの。

本機では､シリアルコネクタ､プリンタ用コネクタが八

－フピッチ仕様である。

■ バ イト

コンピュータが扱うデータの基本的な単位。

01000001 のように､2 進法8 桁で表現される。

また､2進法の1 桁をビットと呼ぶ。つまり､８ビットで1

ﾊﾞｲﾄ となる。

■ パ ソ コン 通 信

電話回線などを介して､手元のパソコンを相手のパ

ソコンや大型コンピュータ(ホストコンピュータ)など

と接続し､情報( データ)をやりとりすること。

■ バ ック ア ップ

ディスクやファイルのトラブルに備えて､予備のディ

スクやファイルを作ること。

■ パ ラレ ル イ ン タ ーフェ イ ス

複数の線を使用し､データを並列( パラレル)に送る

方式のこと。本機では､プリンタ用のコネクタがパラ

レルインターフェイスである。

これに対して､データを1ビットずつ送るシリアルイン

ターフェイスがある。

■ 半 二 重 通 信

端末どうしの通信で､送信と受信が同時に行えない

通信方式 のこと。送信と受信をくり返して通信を行

う。

●

●
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■ ビ ット

コンピュータが扱う情報量の最小 単位。

O(ゼロ)か1のいづ れかの情報をもつことができる。

ビットが8つで8ビットとなり､これを1 ﾊﾞｲﾄ という。

■ 非 同 期 通 信

デ ータの前 にスタートビット､後 に ストップビットを付け

て 送信 す る通 信方 式 。これに 対し て同 期 通信 があ

る。

■ フ ォー マ ット

ディスクを初期化すること。あるいは書式のこと。

■ プ ロ グ ラ ム

コンピュータが処理を行うためのコンピュータへの

指示｡命令語や条件文､データなどから構成される。

アプリケーションソフトなどもこのプログラムの組み

合わせである。

■ プ ロ ン プト

コマンドの入力を受け付けていることを知らせる表

一
ボ。

ＭＳ-ＤＯＳではＡ＞などの記号が表示される。

■ ポ イン テ ィン グ デ ィバ イ ス

ディスプレイの表示画面上のマウスポインタを動か

して｡特定の一点を指定するための入力装置。マウ

スや98 スライドパッドなどに代表される。

■ ホ ー ム ポ ジ ション

キーを速く､正確に打つためには､指をキーボード上

の一定の位置に置くことが大切で､この定位置をホ

ームポジションという。

左手の人差し指をＦ(は)キーに､右手の人差し指を

Ｊ(ま)キーに置き､それ以外の指はそれぞれの隣の

キーに置くようにする｡親指はスペースキーの上に

置く。

■ マ ウ ス

画面上にある一点を指し示すための入力用周辺機

器。

形状がネズミに似ていることから､この名がある。

■ マ ウ ス ポ イン タ

98 スライドパッドやマウスが画面上のどの位置を指

しているかを示すもの。矢印の形をしているものが

ほとんどである。

マウスカーソルともいわれる。

■ メニ ュ ー

処理内容やコマンドの種類を一覧にして画面に表

示したもの。ユーザは､この中から必要な処理を選

択し､次の処理を行う。

選択は､ カーソルキーや98 スライドパッドなどで行

う。

■ メモ リ

内部記憶装置のこと。

ＣＰＵ がデータを処理する際に､そのデータを一時

的に保管する場所をいう。自由にデータを読み書き

できるＲＡＭ( ラム)と､書かれているデータを読み

出すことしかできないＲＯＭ( ロム) がある。一般

ＲＡＭ に書き込まれたデータは電源を切ると消えてし

まうが､ＲＯＭに書き込まれたデータは消えることは

ない。

■ メモリ ス イッチ

ディップス不ッチ同様､コンピュータの状態を変更す

るために用いられるス不ッチ。

コンピュータ本体に内蔵されている不揮発性メモリ

を使って行うので､電 源を切っても記憶されている

内容は消えない。



■ モ デ ム

｢Ｍ ＯＤ Ｅ Ｍ：Ｍ Ｏｄｕｌａｔｏｒ ＝ 変 調 器 、

ＤＥＭｏｄｕlatｏｒ＝復調器｣という変復調器の英語

から造語されたもので､ データ(情報) 通信に用いら

れる機器のこと。

電話回線の音声信号( アナログ信号)をコンピュー

タが処理できるデジタル信号に復調したり､あるい

は､この逆の処理(変調)を行う。

■ ユ ー テ ィリテ ィ

フロッピーディスクのフォーマットや､ デル クトリの管

理など､ＯＳのコマンドを使わなくても簡単に操 作で

きるソフトウェアのこと。

■ ラ イトプ ロ テ クト

書き込み禁止のこと。大切なフロッピーディスクに誤

って他の情報を書き込んでしまわないよう､ライトプ

ロテクトノッチを押し上げるなどして､フロッピーディ

スク全体を保護する。

■ レ ジ ュ ー ム

サスペンド内容をもとに復元すること。

■ 割 り込 み レ ベ ル

ＣＰＵの作業 中､周辺機器から命令が送られた場合

などに､現在の作業を中断して､後からの命令を実

行することを｢割り込 み｣という。中断した作業は､割

り込んだ命令が終了した後に改めて実行できる。

ＣＰＵが作業を終了するのを待たずにすむため､効

率のよい処理が可能になる｡割り込みは幾つ かの

レベルに分けられ､ＩＮＴまたはＩＲＱという番号で

区別されている。

y

jl
§111h2L2j

・ ＡＮＫ 文 字

アルファペット(Ａｌｐｈａｂｅt)､ 数 字( Ｎｕｍｅｒic)､ カ

ナ(Ｋａｎａ)文 字のこと。す べて1 ﾊﾞｲﾄ(8 ビット)で 表

現される。

■ ＣＤ－ ＲＯＭ

音楽用のＣＤ(コンパクトディスク)と同じ形状をした

読み出し専用の記憶媒体｡T文字データのほか画像

など大量のデータを収められる。

■ Ｃ Ｐ Ｕ

Ｃ ｅｎtｒａｌ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｕ ｎｉt の 略 。人 間 の 脳 に あ

た るコ ンピ ュ ー タ の 中 心 と な る 部 分 。

い ろ い ろ な 演 算 や 制 御 を 行 う。

■ ＣＲＴデ ィス プ レ イ

ＣＲＴとは英 語 のＣａtｈｏｄｅ Ｒａｙ Ｔｕbe( 陰 極 線

管) の 略 。

パソコンから送られ た文 字 やグラフィックスを画面 に

表示 する装 置。

テレビ のブ ラウン管と同じように､ 蛍 光 体に電 子ビ ー

ムを当 て て文 字 やグ ラフィックスを描く仕組 みにな

って いる。

■ ＤＣコ ネ ク タ

交流電 源をとるための端子。ＡＣコンセントと､電 源

コードで接続する。

■ ＤＭＡ チ ャ ネ ル

Diｒｅｃt Ｍｅｍｏｒｙ Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅ１の略 。

周辺 機 器とメモリの デ ータの やり取りを制御 す るこ

とによるＣＰＵ の 負担 を減らす ため､ コンピュータに

は､ ＣＰＵ を通さずに データをやりとりするＤＭＡコン

トロ ーラが 内 蔵され てい る｡Ｄ ＭＡコントローラが 持

つ デ ータの経 路 をＤＭＡチ ャネルという。

■ Ｅｎｔｅｒキ ー

コンピュータに作業の実行などを指示するキー。

■ Ｌ Ａ Ｎ( ラ ン)

ＬｏｃａＩ Ａｒｅａ Ｎ ｅt ｗｏｒｋ の 略 。

－

ｊ

ｌ

－
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限定された場所･地域･建物の中にある複数のコン

ピュータを結び､ データのやり取りができるようにし

たネットワークのこと。

■ ＭＳ－ ＤＯＳ

パソコンのオペレーティングシステムの一種。

・ ＯＳ( オ ー エ ス)

→オペレーティングシステム。

■ＰＣＭ

Ｐｕlｓｅ Ｃｏｄｅ Ｍｏｄｕlatｉｏｎの略。

人間の声や楽器の音など､アナログ信号で表され

る音声信号を､デジタル信号に変換する方式のこ

と。

■ ＲＡＭ( ラ ム)

Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙの略。

自由に読み書きできるメモリのこと。プログラムのほ

とんどが､ＲＡＭに読み込まれて動作するようにな

っている。また､データもＲＡＭに読み込んでから処

理される。

■ ＲＯＭ( ロ ム)

Ｒｅａｄ Ｏｎｌｙ Ｍｅｍｏｒｙの略。

読み出すことしかできないメモリのこと。システムソ

フトはＲＯＭ に書き込まれていることが多い。また、

漢字の字体のデ ータが記録されている漢字ＲＯＭ

もある。

■ ＲＯＭ アド レ ス 空 間

コンピュータ内部のＲＯＭ の中は､ ﾊﾞｲﾄ 単位に｢ア

ドレス(番地)｣ と呼ばれる数値が付けられており、

ＲＯＭ 中の情報が書き込まれている部分を｢ＲＯＭ

アドレス空間｣と呼ぶ。

■ ＲＳ－232C

米電子工業学会(ＥＩＡ)によって規定されたコンピ

ュータと周辺装置とのインターフェイスの規格。

■ ＳＣＳＩ(ス カ ジ ー)

ハードディスクやＣＤ-ＲＯＭ 装置などの周辺機 器

を､コンピュータ本体に接続するためのインターフェ

イスの規格｡ANSI( 米国規格協会)が規格した｡最

大8 台までのSCSI 対応の周辺機器を鎖状につな

ぐことができる。

■ Ｔ ＦＴ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ

Ｔｈｉｎ Ｆｉｌｍ Ｔｒａｎｓiｓtｏｒ( 薄 膜 トラン ジ ス タ) の 略 。

液 晶 デ ィス プ レ イの 表 示 方 式 の 一 つ 。各 画 素 に 半 導

体 の ス 不 ッチ を 組 み 込 ん だ ア ク テ ィブ マトリック ス 方

式 の デ ィス プ レ イで､ 半 導 体 に 薄 膜 トラ ン ジ ス タを 使

っ た も の を さす 。

■ Ｗｉｎｄｏｗ Ｓ

Ｗｉｎｄｏｗs( ウィンドウズ) とは､｢ 見 た だけで わ かる、

誰 でも簡 単に操 作 で きるＯＳを｣ という主 旨 で､ ア メ

リカのマイクロソフト社 が開 発したＯＳのこと。操 作 す

る内 容 は､ ひ と目 で わかるさまざまな 色の グラフィツ

匁 絵 や 図 形) で 画 面 に表示 され､ 基 本 的な ほとん

どの操 作 はポインティングデ バ イスで 行える。
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本機を手入れする

本機を手入れする

液晶ディスプレイを手入れする‥‥‥‥‥‥206　

キーボードを手入れする ‥‥‥‥‥‥‥‥207　

スライドパッドを手入れする ‥‥‥‥‥‥‥207　

フロッピーディスクドライブ ‥‥‥‥‥‥‥‥　2０7

2０6

ＤＯＳ環境設定ユーティリティで設定 する‥.190　

解 像度と表示色を変更する ‥‥‥‥‥‥‥‥42　

キーボードの設定を変更する ‥‥‥‥‥‥‥15　

プリンタの設定をする ‥‥‥‥‥‥‥‥‥　138　CRT

ディスプレイの設定をする ‥‥‥‥‥　143

メモリスイッチ

メモリスイッチを変更する ‥‥‥‥‥‥‥‥　183　

割り込みレベル･ＤＭＡチャネル･ＲＯＭアドレス空間

の設定を 154
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周辺機器を使う 本機の機能を使いこなす

周辺機器一覧 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥92

外部オーディオ機器を使う ‥‥‥‥‥‥‥‥　131

別売 のキーボードを使う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　123

増 設ＲＡＭボードを取り付ける‥‥‥‥‥‥‥100

通信機器 148

148

123

136

135

133

122

147

キーボード

日本語

キーボードのお手入れ‥‥‥‥‥‥‥‥‥20798

スライドパッド

98 スラ イドノ

コミュニ ケ ーションスロットに 機 器 を 取り付 け る ．

キ ーボ ード/ テン キ ーボ ードを 使 う ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥

９８ＮＯＴＥメニューで設定する ‥‥‥‥‥‥　170　98

スライドパッドのお手入れ ‥‥‥‥‥‥‥207　

コントロールパネルで設定する‥‥‥‥‥‥‥21

カラー液晶ディスプレイ

表示できる解像度と表示 色を確認する‥‥‥41　

省電力機能を使う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥77　

解像度と表示色を変更する ‥‥‥‥‥‥‥‥42　

画面を拡大表示 する‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥46　

密度変換機能を使う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥45

フロッピーディスク

フロッピーディスクドライブを取り付ける ‥‥‥23　

フロッピーディスクを入れる/出 す ‥‥‥‥‥‥25　

フロッピーディスクをフォーマット(初期化)する‥.27　

フロッピーディスクをライトプロテクトする ‥‥.28　

フロッピーディスクをバックアップする ‥‥‥‥29

ハードディスク

ハードディスクの領域を確認する ‥‥‥‥‥‥31　

ハードディスクをメンテナンスする　‥‥‥‥‥32　

ハードディスクをバックアップする‥‥‥‥‥‥33CD-

ＲＯＭドライブ

ＣＤ-ＲＯＭをセットする/取り出す ‥‥‥‥‥‥35　

強制的にＣＤ-ＲＯＭドライブを取り出す ‥‥‥39PC

カード

109

マイクロホンを使う

マウ ス

テレビ

ドライブ ベ イに機 器を取り付 ける … ……119CRT

ディスプレイを使う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　141PC

カードを使う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　105MIDI

機 器を使う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥125

ジョイスティックを使う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　125

本機の設定を変更する

9８ＮＯＴＥメニュー

９８ＮＯＴＥメニューを起動する ‥‥‥‥‥‥　158　98NOTE

メニューユーティリティを起動する.179　98NOTE

メニューを操作する ‥‥‥‥‥‥161　

各メニューの設定 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　163　

セキュリティ機能を使う ‥‥‥‥‥‥‥79､171　98NOTE

メニューの一覧

（９８ＮＯＴＥメニュー早見表）‥‥‥‥‥‥‥233　98NOTE

メニューユーティリティの一覧

（９８ＮＯＴＥメニューユーティリティ早見表）‥234Windo

ｗｓ 95

98 スライドパッドの環境を設定する ‥‥‥‥‥21 PＣカードを取り出す ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　109
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利用できるＰＣカードの種類を確認する‥‥　106PC

カードサポートの設定をする ‥‥‥‥‥　112

C ａｒd

マ ウス

105

１２２

増設ＲＡＭボード

増設ＲＡＭボードを取り付ける‥‥‥‥‥‥　100　

増 設できたかを確認する ‥‥‥‥‥‥‥‥　103　

利 用できる増設メモリを確認する‥‥‥‥‥‥９８

ＣＲＴディスプレイ

ＣＲＴディスプレイを接続する ‥‥‥‥‥‥　141　CRT

ディスプレイの設定をする ‥‥‥‥‥　143　

表示できる解像度と表示色を確認する ‥41､146

プリンタ

プリンタを接続する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　136　

プリンタの種類を確認する ‥‥‥‥‥‥‥　136　

プリンタの設定をする ‥‥‥‥‥‥‥‥‥　138

入力 機器

キーボード/テンキーボードを接続する … ‥　123　

キーボードの設定をする ‥‥‥‥‥‥‥‥　124

通信 機器

コミュニケーションスロットに

機器を接続する‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥148　

シリアルコネクタに通信機 器を接続する …153　

赤 外線通信機器を使う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥87

ドライブベイ

ドライブベイに機器を取り付ける‥‥‥‥‥　120　

ドライブベイに取り付けられている機 器 ‥‥‥11　

ドライブベイで利用できる機器を確認する.119

オーディオ機器

マイクロホンを接続する‥‥‥‥‥‥‥‥‥　133　

ヘッドホンを接続する‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　135　

音量を調節する‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　128

バッテリ

バ ッテリを

バッテリパックでの使用時間 ‥‥‥‥‥‥‥50　

バッテリ残量を確認する‥‥‥‥‥‥‥‥‥51

サスペンド/レジューム機能

ハイバネーション機能

ハイバネーションの設定をする ‥‥‥‥‥‥‥65　

ハイバネーション機能を使う ‥‥‥‥‥‥‥‥68

セキュリティ機能

セットア ップ ノ

パ ワ ー オンノ
一
一
に
8
0
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9８ＮＯＴＥメニュー早見表

動 作 環 境 の 設 定

サウンド

マイクボリューム※1

16M バイトシステム空 間

バッテリリフレッシュモード

デ ィップ スイッチ の 設定

ＳＷＩ-5､ＳＷＩ-6(シリアル)　

ＳＷＩ-8(グラフィックモード)

ＳＷ２-5(メモリスイッチ)

ＳＷ２-6(固定ディスク)

ＳＷ２-７(Vfキー)

ＳＷ２-8(ＧＤＣモード)

省電力 の設定

省電力モード

液晶ディスプレイ自動停止※2

内蔵固定ディスク自動停止※２

ＣＰＵ自動停止※2

LCD 連動サスペンド／レジューム

オートサスペンド

入 出 力 デ バ イスの設 定　

98 スライドパッド

タップ＆ドラッグ機 能゛3

キーボ ード指 定Ｈ

ＮＵＭキーのロック機 能

赤外線通信機能

モデム゛5

使用する 咄咄迂麹漏nl 使用しない

ｌとtｊ ｏＮ(レベル5/8)
ｌ同tｾＥるl切り離す

設定するｕほ瓦址り;迦

劃[塔靴 輔; 同期刻時　 ＳＴ２同期　 ＢＣＩ同期

基本モード ＪＸＵ謐jj

馳 扁{Rｔ2SI 初期化しない

眩 庄L工lj 切り離す

陛 帛ﾗ稀ｇ 使用しない

2.５ＭＨＺ ｌｊＭけZ}

r7771 ｕ７ ● エコノミー カスタム

設 定 する( 約11 分) 匯ｕｉ;ｋ ぬ
……lj･

設 定 する( 約3 分) 圖 ｚxZziil

設 定 する 謳ｕ 堕 胎Ej

使 用 するl 阿 町 百71

設 定 する( 約13 分卜 ………琢 疋lj り;ｙjlj

付
録

233

セキュリティの 設 定

パワーオンパスワード

セットアップパスワード

シリアル|/○ロック

赤外線 通信機 能|/○ロック※6

プリンタ|/○ロック

FD I/○ロック

同r ｍＴ!l 使 用しないl

艮双丿 無 効

r丙 曹71 外 付 け

lr 問 無 効

幣r7軒iT!l 使 用 しない

使 用 する ｌ果同ｓail

翼 即 λｇ!411 使 用 するl

便 皿 £λj・J!jl 使 用 する

【設 定j;;細 丿 設 定 するl

ｗlｒじ石:いj 設 定 する

ｕlｔr;;副,11 設 定 するla

罵 し.・ いj 設 定 する

変更する

変更する

㎜ ‥･工場出荷時の設定です。｢

サウンド｣が{使用しない}だと設定不可。
｢省電力モード｣が{フルパワー}だと{設定しない}に､{エコノミー}だと{設定する}に固定される。

｢98 スライドパッド｣が{使用しない}だと設定不可。
別売のキーボード接続時のみ設定可。

ＦＡＸモデムボード(ＰＣ-9821 NR-B05)接続時のみ設定可。
｢入出力デバイスの設定｣の｢赤外線通信機能｣が{使用しない}になっているときには設定不可。
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９８ＮＯＴＥメニュー
ユーティリティ早見表

動 作 環 境 の 設 定

メモリスイッチ

省電力 の設定

省電力モード

液晶ディスプレイ自動停止・1

内蔵固定ディスク自動停止※Ｉ

ＣＰＵ自動停止※1

LCD 連動サスペンド／レジューム

オートサスペンド

IEぬ血逗IZ 】 初期化しない

17717Z:117Ξ1　エコノミー　 カスタム

設定 する(約11 分) 函延;趾£s心

設定す６(約3 分)| 囮 箆 屁l

設定す1 ，響寒 フ ミXil

使用するil 更注1しａ;nj

設定する(約13 分) ほ 定r ｆ1711

入 出 力 デ バ イスの設 定　

98 スライドパッド

タップ＆ドラッグ機能 ２゙

ＮＵＭキーのロック機 能

脛 抽で?ｒｌ 使用しないIE

鰭| 無効

『醐| 無効

ｌ 肩 麟| …工場出荷時の設定です。｢

省電力モード｣が{フルパワー}だと{設定しない}に､{エコノミ丿 だと{設定する}に固定される。

｢98 スライドパッド｣が{使用しない}だと設定不可。



バレ掛４牡

モデル ����PC-9821Nr15/S14F �PC･9821Nr15/S10

ＣＰＵ ����Pentiur呻プロセッサ　クロック150MHZ　 キャッシュメモリ16K バイト
セカンドキャッシュメモリ256K バ イト

メモ

リ �

ＲＯＭ ���BIOS、98NOTE メニュ ー128K バイト

�RAM ���搭載 メモリ16M バイト( 最大128M バイトまで増 設可能)
＊ユ ーザーズメモリ15.6M バイト(最大127.6M バイト)

=lア
イ
？jk

霜 �

ビ デオRAM ���2Mバイト

�表示素子 ���バッ クライト付12.1 インチTFT カラー液晶ディスプレイ･1

�テキスト表示 ���英数カナ80文字×25 行、80文字×20 行 ／漢字40文字×25 行、40文字×20 行いずれか選択
文字単位にリバース、ブリンク、シークレット指定可 能、カラ ー8色表示(キャラクタ単位 に指定可)

�グラフィック表示 ���640×400 ドット　4,096 色中16 色640
×400 ドット　4,096万色中256 色*640
×480 ドット　4,096万 色中256 色
＊:WindowS95 のＭＳ･ＤＯＳモードおよびMS-DOS6.2 で、拡張 グラフィックドラ イバ使用時 のみ表示可能

��アクセラレータ機能��グラフィックアクセラレータチップ:Trident 社製Cyber9385Tj 答載(ビデ オア クセラレーシヨン機能搭 載)
＊： インストール済みのWindows95 でソフトウェアMPEG 再生機 能を利用した場合のみ有効(ただし､密
度変換時は使用不可)

����640×480ドット　26万色中256色'1　　　　　　　800×600ドット　　65,536色゛1
640 ×480 ドット　65,536 色*1　　　　　　　　　　800 ×600 ド ット　　1,677 万色･1640
×480 ドット　1,677 万色･1　　　　　　　　　1,024 ×768 ドット　26 万色中256 色'2800
×600 ドット　26 万 色中256 色･'　　　　　　1,024 ×768 ドット　65,536 色･2　　　　　　　　

1,280
×1024 ドット26 万色中256 色'２

＊１：ウィンドウアクセラレ ータのディザリ ング機能により実痕
＊２：ＣＲＴディスプレ イ(別売)接続時のみ表示可能

�画面合成 ���テキスト画面とグラフィック画面の合成表示 が可能

�漢字表示 ���JIS第1､ 第2 水準漢字ＲＯＭ標準装備 、JIS第1､第2 水準漢字　7,600 字
ユーザ定義文字188 字、40×20/25 行、テ キスト画面 とグラ フィック画面の合成表示 が可能

�キーボード ���JIS標準配列(英数 、かな)、本体との一体型
コントロ ール キー、12フ アンクションキーWindows

キー、アプリ ケーション キー、ＨＥＬＰ､ＣＯＰＹ､ＢＳ､ＩＮＳ､ＤＥＬ､ＸＦＥＲ､ＮＦＥＲ､ＮＵＭキー、
ＮＵＭキーキヤンセル機能(98NOTE メニュー切り替え)

｜
�フロッピーディスク
ドライブ ���640K/IM/1.44M

バイトタイプの3モード対応3.5インチフロッピーディスクドライブ(標準添付品)を接続可能

�ハードディスク ���1.4Gバイトタ イプハードディスク1ドライブ内蔵 �IG バイトタイプハードディスク1 ドラ イブ内蔵

�オーディオ ��入力 �マイク入力( モノラル) 、ラ イン入力( ステレ オ)

���出力 �ヘッドホン出力( ステレ オ)

ライン出力( ステレ オ)

イン

タ
｜
フ
エ
イ
ス �

マウスインターフェイス ���内蔵(98 スライドパッドと同時使用可能)

�プリンタインターフェイス���パラレ ルインタ ーフェイス(ハーフピ ッチ36ピンコネクタ)

�CRTインターフェイス ���アナロ グRGB セパレート信号出力(75 Ωアナログインターフェ イス・カラー)，

�ビデオ出力 ���ビデ オ入力を持つ機器(TV､ ビデ オ等) へPC 画像を出力可 能

�シリアルインターフェイス���lch内蔵( 最高115.2Kbps 対応)

�赤外線通僧ポート ���lrDA規格に準拠 、デ ータ転送速度4Mbps

�FAXモデム ���ライン(モジューラ ージ ヤツク)

�テンキーインターフェイス���キーボード 、テン キーボード接続可能

�外付フロッピーディスクドライブインターフェイス���
ハーフピ ッチ26ピン

｜
�モデム ���tZlfM 諮 詔 拶 則 幄V.42bis/MNP5

ハンズフリ ー電話機能対応 �
オプション

�触× ���デ ータ転送速度最大14.4Kbps(V.17)FAX
制御EIA クラス1

セキュリティ機能 ����あり

サスペンド／レジューム機能 ����あり、LCD 連 動サスペンド／レ ジューム機能搭載(98NOTE メニューにより設定可能)

ハイバネーション機能 ����あり

98NOTE メニュー ����本体ＲＯＭに内 蔵(ディップスイッチの設定、動作環境の設定)

カレ ンダ時計 ����リチウムバッテリによるバックアップ

サウンド機能 ����PCM録音/　 生機能、エンハンストFM 音源機能(標準FM 嗇源[FM 會源6 音､リズム音源6 音､SSG 音源3 會] 、
拡張FM 音j7FM 音源20音])装備、オーディ オ入出力端子付

��サラウンド ��エンハンスト・ ステレ オ機能

デジタル動画(MPEG) 再生
機 能 ����

再生ソフトウェア標準添付

－

ｊ

ｌ

－

235
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モデル �PC-9821Nr15/S14F �PC-9821Nr15/S10

ドライブベイ �１スロット(平均10f吝速'ＩＣＤ-ＲＯＭドライブ･2内蔵済)
＊1:データ転送速度は、CDの最内周で6.6倍速、最外周で11　
倍速となります。

＊2: CAV方式、データ転送速度1,500KB/S､CD-DA( オーデ

ィオCD)
、CD-ROM MODEI/2､CD-ROM XA MODE2　　(FORMI/2)
、フォトCD(マルチセッション)対応 �

１スロ ット(8倍 速ＣＤ-ＲＯＭドラ イブ･ 内蔵済)
＊： データ転送速度1,200KB/S､CD-DA( オーディオCD) 、

CD･ROM MODEI/2 、CD･ROM XA MODE2(FORMI/　　2)、
フォトCD( マルチセッション)対応

コミュニケーションスロット �FAXモテ`ムボード(PC-9821NR-B05) 内蔵
別売の100BASE-TX インタフェースボ ード(PC･9821NR-B06)

を取り付け可 能 �

別売のFAX モデムボード(PC･9821NR-B05) または100BASE-TX
インタフェ ースボ ード(PC-9821NR-B06)

を取り付け可能

PC カードスロット �TYPE IIX2 スロット内蔵（TYPEIIIXI スロットとして使用可）（PC Card Standard 準拠）CardBuS/ZV

ポ ート対応

電源 �AC 100V 士10 ％､50/60Hz(AC アダプタや2経由) またはニッケル水素バ ッテリ゛3(バッテリパックDC9.6V 、3,300mAh)

サプバッテリ �ACアダプタ未接続時 、バッテリ未接続時に 、サスペ ンドの内容を保持(7.2V､70mAh)

温湿度条件 �10～35℃、20 ～80％“（ただし結露しないこ と）

外形寸法 �297(W)×247(D) ×57.5(H)mm( 突起部含 まず)

重量 �約3.4k9( 本体にバッテリパック取り付け時)

消費電力 �約29W( 内蔵オプショ ン最大接続時　約45W)

バッテリパックの充電時間゛5

�本機電源ＯＮ時 � 本機電源OFF 時

充電時間 � 約4.0時間 � 約2.5時間

バッテリパックで の使用 時間 ※5※6

�バッテリスロットのみ　

バッテリ接続時 �　　

ドライブベイに

バッテリパック増設時

使用時間 � 約** ～** 時間 � 約** ～** 時間

バッテリによるサスペンド内容の保持時間

本機の状態 � 保持時間

バッテリフル充電時゛7 � 約5 日

バッテリパックを本機 から取り

外してから゛8 �
約1 時間

※1　 液晶ディスプレイは消耗部品です。

カラー液晶ディスプレイでは､明 るさのむらや､ 微 細な斑点が現れることがありますが､ 故 障ではありません。

また､輝 度の調整具合､ 表 示モードと表示デ ータの組み合わせによってはムラやちらつき､微 細な斑点 が現

れることがありますが､ 故 障ではありません。

※２　ＡＣアダプタ自体は､ 入 力電圧AC240V まで の安全認定を取得していますが､添 付 の電源コードはAC125V　　　

対応で す。

※３

※４

※５

※６

※７

※８

バッテリパックは消耗品で す。

18 ℃ ～28 ℃ 、45 ％～75 ％ での使用 を推奨。

バッテリパックの充電時間( 本機 電源ＯＮ時) と使用時間は､ オプションの接続により変わる場合があります。

バッテリパックでの使用時間は､ 本機 のご 利用状況によって異なる場合があります。

ドライブベイに別売のバッテリパックを追加した場合､ 保 持時間は約2 倍 になります。

サブバッテリのみの保持時間です。



ＦＡＸモデムボード。能仕様

帽 佃j:肆い

CPU I/F �･16550A 相当(|/○アクセス､割り込み)･

プラグ＆プレイモード対応

ＮＣＵ部 �･回線接続切り替え機能･

ダイヤルパルス送出機能･

リンガ検出機能

モデムチップセット部 �･115,2Kbps までのデータ･モデム･スループットV.34V.32bisV.32､V.22bis､V.22､V｡21V.42LAPM

およびMNP2-4 エラー訂正V.42bis

およびＭＮＰ５データ圧縮･

最高14.4Kbps のファックス･モデム送受信速度　-V.17､V.29､V.27ter､V.21

チャンネル2

゛HayesAT コマンドセット　-

ＡＴ　-

Ｓレジスタ･

ビ ルトインＤＴＥインタフェース　

ー最高115.2Kbps のDTE スピード　-

パラレル16550AUART インタフェース･

回線品質モニタリングおよびオートリトレイン･

受信ライン信号品質に基づく自動ライン･スピード選択･

フロー制御およびスピード･バッファリング･

最高115.2Kbps の自動フォーマットyスピード検出･

パラレル非同期データ

・自動ダイヤルおよび自動アンサー･

トーンおよびパルスダイヤリング(ＤＴＭＦトーン､ダイヤルパルス制御)

ＦＡＸモデム機能

項目 �規格

交信可能ﾌｧｸｼﾐﾘ 装置 �ＩＴＵ-Ｔ Ｇ３ファクシミリ装置

適用回線 �加入電話回線

同期方式 �半二重調歩同期方式

通信速度 �14400/12000/9600/7200/4800/2400/300bps

通信方式 �ITU-TV.17/V.29/V.27ter/V.21Ch2

変調方式 �QAM:14400/12000/9600/7200bpsDPSK:4800/2400bpsFSK:300bps

送信レベル �-9～15dBm( 出荷時-15dBm)

受信レベル �-10～40dBm ※

制御コマンド �EIA-578 拡 張AT コマンド(CLASS I)

※回 線状態によって､通 信速度が変わる場合があります。

●

●
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データモデム機能

項目 �規格

適用回線 �加入電話回線

同期方式 �全二重調歩同期方式

通信速度 �33600/28800/26400/24000/21600/19200/16800/14400/12000/9600/7200/4800/2400/1200/300bps

通信 規格 �ITU-TV.34/V.32bis/V.32/V.22bis/V.22/V.21

変調方式 �TCM:33600/28800/26400/24000/21600/19200/16800/14400/12000/9600/7200bpsQAM:9600/7200bpsDPSK:4800/2400bpsFSK:300bps

エラー訂正 �ＩＴＵ-Ｔ Ｖ．４２

ＭＮＰ ｃｌａｓｓ４

データ圧縮 �ITU-T V.42bisMNP class5

送信レベル �-9～-15dBm( 出荷時-15dBm)

受信レベル �-10～-40dBm ゛

制御コマンド �HayesAT コマンド準拠

※回線状態によって､通信速度が変わる場合があります。

ＮＣＵ機能

項目 �規格

適用回線 �加入電話回線

ダイヤル形式 �パルスダイヤル(10/20PPS)

トーンダイヤル(DTMF)

ＮＣＵ形式 �AA( 自 動発進/ 自 動着信型)

制御コマンド �ＨａｙｅｓＡＴコマンド準拠EIA-578

拡 張ＡＴコマンドAT（class l ）
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